ーー Version 3.1 
WINDOWS。 


Micr OSOft。WindowWs. Operating System 


マイ クロ ソフ ト ウィ ンド ウズ オペ レー ティ ング シス テム 


お 使い に な る 前 に 


ご あい さ つ 


この 度 は 、「Microsoft@ Windows"" Version 3.1 Operating 
System」 を お 買い 上 げ い た だ き 、 誠 に あり が と う ご ざ いま す 。 

本 書 は 、Windows を 初め て お 使い に な る 方 か ら 、Windows を お 使い に な っ 
た こと の ある 方 まで が 、「Microsoft@ Windows"" Version 3.1 
Operating System」 を お 使い に な れる よう 、 セ ッ ト ア ッ プ 方 法 と 富士 通 特 
有 の 機能 を 解説 し て いま す 。 
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キー ボー ド 対 応 表 


本 製品 に 添付 され て いる マニ ュ ア ル に は 、 キ ー 操 作 を 説明 する た め に 、 ど の 
機種 の キー ボー ド に も 対応 する 一 般 的 な キー 表記 で 記述 し て あり ます 。 し た 
が っ て 、 実 際 の キー ボー ド の キー の 刻印 と は 異な り ま す の で 、 次 の キー ボー 
ド 対応 表 に し た が っ て 、 キ ー の 読み 替え を 行っ て くだ さい 。 


本 書 に 記載 の キー 富士 通 JIS キ -# ド | 富士 通 親指 フキ - ま トド 


舞 換 


Weln 


JP 


*※ Caps Lock を 解除 する と き は 、 キー を 使用 し て くだ さい 。 


LCtrl] + [取消 」 [取消 」 
+ + 
は 和 和 旨 | 


マニ ュ ア ル の 構成 


『 お 使い に な る 前 に 』( 本 書 ) は 、Microsoft@⑤ Windows"" Version 3.1 
(以下 、Windows 3.1 と 略し ます ) の セッ ト ア ッ プ 方 法 と 弊社 特有 の 機能 と 
使い 方 を 説明 し て いま す 。 本 書 を 含め 本 製品 に は 、 以 下 の マ ニュ アル が 添付 
され て いま す 。 目 的 に あわ せ て 各 マ ニュ アル を お 読み くだ さい 。 


@ お 使い に な る 前 に 

Windows 3.1 の 新 機能 を ご 紹介 する と と も に 、Windows 3.1 の セッ ト ア ッ 
プ を 行う 手順 を 解説 し て いま す 。 

また 、 弊 社 の コン ピュ ー タ に 対応 する Windows 3.1 に ある 特有 な 機能 も 説 
明 し て いま す 。 


急 今 日 か ら 使 える Windows 3.1 

Windows 3.1 の 操作 方 法 を 詳し く 説 明 し て いま す 。 

Windows を 初め て お 使い に な る 方 は 、『 お 使い に な る 前 に 』 を お 読み に な 
っ て 、Windows 3.1 の セッ ト ア ッ プ を 終了 し た 後に 、 こ の マニ ュ ア ル を お 読 
みく だ さい 。 


念 様 能 ガ イド 

Windows 3.1 の 中 心 と な る 「 プ ログ ラム マネ ー ジ ャ 」 や 「 フ ァイル マネ 
ー ジ ャ 」 な どの プロ グラ ム か ら 、 標 準 で 添付 され て いる アプ リケーション の 
使い 方 まで を 説明 し て いま す 。 

な お 、 本 書 は 、MS-DOS@ 5.0〆V 対 応 の コン ピュ ー タ を お 使い の 方 
を 対象 に し て いま す 。「Windows の 最適 化 」「P IF エディ タ 」 な ど 、 一 部 
の 機能 が 弊社 の コン ピュ ー タ で の 使用 方 法 と 異な り ま す の で 、 上 記 の マニ ュ 
アル 『 お 使い に な る 前 に 』 も あわ せ て お 読み くだ さい 。 


@ び MuTOWNS コン トロ ー ル パネ ルプ アク セ サ リ ガイ ド 

FM TOWNS 特 有 の コン トロ ー ル パネ ル と アク セ サ リ の 機能 と 操作 方 
法 を 説明 し て いま す 。 

な お 、 本 書 で 説明 され て いな い コ ント ロー ル パネ ル と アク セ サ リ に つい 
て は 、 上 記 の マニ ュ ア ル 『 機 能 ガ イド 』 を お 読み くだ さい 。 


候 日 本 語 入 力 ガ イド く MS IME for Windows> 
本 製品 に 標準 で 添付 され て いる 日 本 語 入 力 ソ フト ウェ ア 「MS IME」 
の 使い 方 を 説明 し て いま す 。 


人 @Fontcity ユー ザー ズ ガ イド 
本 製品 に 添付 され て いる 弊社 独自 の アウ トラ イン フォ ント 「Fontcity」 
の イン スト ー ル 方 法 や 使い 方 な ど を 説明 し て いま す 。 


く < く イ ンス トール モデ ル を ご 利用 の 方 へ > 
・『 今 日 か ら 使 える Windows 3.1』 
・『 機 能 ガ イド 』 
・「『 日 本 語 入力 ガイ ド <MS IME for Windows> 』 
以上 の 3 冊 は 必要 に 応じ て 別途 購入 し て いた だ く こ と に な っ て お り ま す 。 
購入 方 法 に つい て は 、 イ ンス トー ル モ デ ル に 添付 され て いる 『 イ ンス トー ル 
モデ ル ガ イ ド 』 を ご 覧 くだ さい 。 


本 書 は 、 下 記 の よう な 構成 に な っ て いま す 。 必要 に 応じ て お 読 みく だ さい 。 


便 | 章 は じ め に 
本 製品 の 概要 と 関連 製品 の 紹介 、Windows 3.1 の 新 機能 に つい て 説明 し て 
いま す 。 


@2 章 Windows シス テム の 作成 
Windows 3.1 の 組み 込み 手順 や 基本 的 な 設定 を 説明 し て いま す 。Windows 
3.1 を お 使い に な る 前 に ひと 通り お 読 みく だ さい 。 


@3 章 Windows の 最適 化 
Windows 3.1 を 動作 させ る た め に 必要 な メモ リ や ハー ド ディ スク な どの 
資源 を 有効 に 使う た め の 設 定 を 詳し く 説 明 し て いま す 。 


@⑯4 章 FM TOWNS 用 の 機能 ガイ ド 

弊社 の コン ピュ ー タ に 対応 する Windows 3.1 に ある 特有 な 機能 に つい て 説 
明 し て いま す 。 

Windows 3.1 の 機能 は 、『 機 能 ガ イド 』 に も 詳し く 説 明 し て あり ます が 、 
4 章 で は 、「P IF エディ タ 」 や 弊社 特有 の 機能 「 外 字 コ ン バ ー タ の 使い 方 」 
「 フ ォ ン ト と コー ド 系 」「 日 本 語 入 力 」「 プ リン タ の イン スト ー ル 」 に つい 
て 説明 し て いま す 。 し た が っ て 、Windows 3.1 の 機能 を 理解 する た め に 、 

4 章 と 「 付 録 機能 ガイ ド の 読み 替え 表 」、『 機 能 ガ イド 』 を あわ せ て お 読 
みく だ さい 。 


人 @5 章 困っ た と き は 
Windows 3.1 の セッ ト ア ッ プ の 途中 で 発生 する トラ ブル の お も な 原因 と そ 
の 解決 方 法 に つい て 、 エ ラー メッ セー ジ と あわ せ て 説明 し て いま す 。 


全 付 録 機能 ガイ ド の 読み 替え 表 

『 機 能 ガ イド 』 に は 、 弊 社 の コン ピュ ー タ に 一 部 対応 し て いな い 記 述 が あ 
り ま す 。 こ こ で は 、 弊 社 の コン ピュ ー タ で Windows 3.1 を 使用 する た め に 読 
み 替 えて いた だ きた いこ と を 表 に まとめ て 説明 し て いま す 。 

Windows 3.1 の 機能 を 理解 する た め に 、4 章 と 付録 、『 機 能 ガ イド 』 を あ 
わせ て お 読み くだ さい 。 


本 書 の 表記 に つい て 


田 製 品 の 呼び 方 に つい て 
本 書 に 記載 され て いる 製品 名 称 を 、 以 下 の よ うに 略し て 記載 し ます 。 
日 本 語 Microsoft@ Windows"" V3.0 を Windows 3.0 と 表記 し て いま 


398 

Microsoft⑮ Windows"" Version 3.1 を Windows 3.1 と 表記 し て いま 
E 克 

Windows 3.0 と Windows 3.1 の 両方 を 示す 場合 は 、Windows と 表記 し て 
いま す 。 


TrueType@ を TrueType と 表記 し て いま す 。 

日 本 語 MS-DOS⑧ V6.2 を MS-DOS 6.2 と 表記 し て いま す 。 

日 本 語 MS-DOS@ V5.0 を MS-DOS 5.0 と 表記 し て いま す 。 

日 本 語 MS-DOS@ V3.1 を MS-DOS 3.1 と 表記 し て いま す 。 

MS-DOS 6.2、MS-DOS 5.0 と MS-DOS 3.1 の すべ て を 示す 
場合 は 、MS-DOS と 表記 し て いま す 。 

日 本 語 Microsoft⑤ Windows"" V3.0 with Multimedia Extensions 

V1.0 を Windows MME と 表記 し て いま す 。 


画 機 種 名 の 表記 に つい て 
本 書 に 記載 され て いる 「FM TOWNS」 と は 、 以 下 の 機種 を 示し ます 。 
FM TOWNS 
FM TOWNS II 


田 キ ー の 表記 に つい て 

本 製品 に 添付 され て いる マニ ュ ア ル に は 、 ど の 機種 の キー ボー ド に も 対応 
する 一 般 的 な キー 表記 で 記述 し て 、 キ ー 操 作 を 説明 し て いま す 。 

し た が っ て 、 弊 社 の キー ボー ド の キー の 刻印 と は 一 部 異な っ て いま す の で 、 
「 キ ー ボ ー ド 対応 表 」 を 参照 し て 、 キ ー の 読み 替え を 行っ て くだ さい 。 


細 上 用 


題 キ ー の 表記 と 操作 方 法 に つい て 
本 文中 の キー の 表記 は 、 キ ー ボ ー ド の キー に 書か れ て いる すべ て の 文字 を 
記述 する の で は な く 、 説 明 に 必要 な 文字 だ け を 以下 の よう に 記述 し て いま す 。 
[Ctrl] キー、 [Enter] キー、 キー な ど 


また 、 複 数 の キー を 同時 に 押す 場合 に は 、 以 下 の よ うに 「 十 」 で つない で 
記述 し て いま す 。 
[Ctrl] + [F4] キー、 [Ctrl] + LAIt 」 キー な ど 


田 画 面 上 の 文字 の 表記 に つい て 

メニ ュー、 ボ タン 、 ダ イア ログ ボッ クス な どの 画面 上 に 表示 され る 文字 
は 、[ ] ( 角 か っ こ ) で 囲ん を で あり ます 。 ま た 、 メ ニュ ー な どの 後ろ に ( ) 
(か っ こ ) で 囲ま れ て いる 文字 や ダイ アロ グ ボッ クス が 表示 され る こと を 
示す 「...」 は 表記 し ませ ん 。 


較 イ ンス トー ル の 記述 に つい て 

Windows 3.1 を 組み 込む と き は 、「 セ ッ ト ア ッ プ 」 と 記述 し て いま す 。 そ 
の 他 の ソフ トウ ェ ア を 組み 込む と き は 、「 イ ンス トー ル 」 と 記述 し て いま す 。 
較 本 文中 の 記号 に つい て 

本 文中 に 記載 され て いる 記号 に は 、 以 下 の よ うな 意味 が あり ます 。 
マウ ス を 使っ た 操作 方 法 が 書い て あり ます 。 


キー ボー ド を 使っ た 操作 方 法 が 書い て あり ます 。 


操作 な ど を 行う 上 で 、 特 に 注意 し な く て は いけ な いこ と が 書い て あり ます 。 


操作 を 理解 する 上 で の ヒン ト や 、 操 作 を 失敗 し て し まっ た と き に 参考 に な る 
こと が 書い て あり ます 。 


一 操作 手順 に つい て 
操作 手順 の 説明 に は 、 番 号 を つけ て 操作 の 順番 を 表し て いま す 。 ま た 、 同 
じ 操 作 で 複数 の 状況 が 考え られ る 場合 は 、 同 じ 操 作手 順 の 中 で 複数 の 操作 方 
法 を 説明 し て いま す 。 


連続 する 操作 手順 の 場合 に は 
1 1 杜 当 6 
操作 結果 と 操作 の 補足 説明 


操作 2 
操作 2 の 結果 と 操作 の 補足 説明 


複数 の 別々 の 操作 の 場合 に は 

困 醐 | 日 の 場合 の 操作 
1 つ 目 の 操作 結果 と 操作 の 補足 説明 
2 つ 目 の 場合 の 操作 
2 つ 目 の 操作 結果 と 操作 の 補足 説明 


操作 方 法 が 1 つ し か な い 場 合 に は 
古本 採 作 
操作 結果 と 操作 の 補足 説明 


画 入 力 す る 文字 列 の 表記 に つい て 
入力 する 文字 列 は 、 本 文 の 文字 と 区 別 す る た め に イタ リッ ク 体 (下線 付き ) 
で 表記 され て いる 箇所 が あり ます 。 


ご あい さ つ 

キー ボー ド 対 応 表 
マニ ュ ア ル の 構成 
本 書 の 読み 方 

本 書 の 表記 に つい て 


1 章 は じ め に 


人 2 
フロ ッ ピ ー ディ スク 、CD-ROM ーー 2 
に イー ジー の 2 
間 1 に お や っ 五 mosaic 2 

し ん 、 半生 eeeaoa 3 
WE 全 電導 HGTWae フォ ンド ーーーーーーーー… 3 
義生 ro ま yamm dorarso moe 4 
た で で 半生 /I る 本 人 で の yet:Pk っ キ さ RS 年 ーーーーー 5 
人 0 な っ 0 セ ブ テ イ ルル マー ジャ モー 二 馬 ーー… 6 
ドッ ダグ と ドロ ッ プ で プイ レク 選 刺 林 作 が が 際 9 香 ーーーー…… 7 


2 章 Windows シス テム の 作成 


セッ ドア ッ プ 前 の 準備 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーー ニー ュー ニニ ーーー 10 
バッ クア ッ プ の 作成 ーーー トー トー トー 10 
KYO 上 上 10 

セッ ト ア ッ プ 方 法 。 エミ -< ヤ ーーーーーー ニ ーーー-- デ ーー ニュ = ミニ ーーー ニニ ニー ニュ ーー ニッ ニュ ーー ニー ニーーー・ 13 
間 RIDRG99 草 5 朱 人 9 13 
Wanmd6wS 9.1 の セッ ドラ 1 コー ヤニ ーーー で コー ニー ニュー ニー ニー ュー ニテ ーー っ = ミー ニュ ーー ニー ニー 14 

ーー 々 テ 15 


宙 峡 徐 ジ ネ テッ プ ーーーーーーーーーーー シ ーー ニーー ニ ーーーーー 21 


スグ セッ ドウ ーー SFO マニ マー トー ST っ 28 


セッ ト ア ッ プ に つい て の 補足 ーーーーーーーーーー ド ーー 40 
利用 環 の の 40 
WimdOws の 昌和 ーー で 3 日 42 
WiNSetNDEB* マ ンド の 2 ボボ ジン 2 半 0 メ や に 3 ニー ニコ ct で で ーー 43 
セッ ト ア ッ プ 終了 後 の Windows セ ッ ト ア ッ プ プロ グラ ム ーーーーーー… 44 
セッ ト ア ッ プ ディ スク か ら 起 動 せ ず に セッ ト ア ッ プ する 方 法 ーー 44 

WindOws:31 を 2 生還 TTT 48 
Waind6ws の 動作 モーJ ド 1 っ 2200ーーーーー-1R3Eーーー 48 

WVindews'31 を 終 げ 束 る 選 仁 間 ern で 弧 の HG 本 ドー RE 50 


3 章 Windows の 最適 化 


二 介 4 54 
語 適 履 @ 機 柚 | ーー HTTE 間 昌 TS ニ ono で 2 55 
Windows 3.1 の 動作 と 「 最 適 化 ,」 の ポイ ント ーーーーーーーーーーーーーー 55 
メ 衝 りや バー ド ディ 2 本 陸 二 DE 統 1etRPmfStvnn に 3 58 
所 62 
由良 が りー 62 
メイ シメ モリ の 設 規 "2 や 64 
MS ドラ イク ウパ の 便 W MOE TRIM0400 ーー トコ 69 
EMISI ド ライ バ の 使 WINGH で ーッ 2 で ーー お ささ で < 人 2 72 
SIMIANRITPLDpive の (55 記 介 5 ト ーー<-K 到 363 き で トーxc で っ で 76 
世 省 の ャ ズ が の 條 Wi 9 人 W つ 2 証 0 て ーー キサ ・ で 79 
スワ ッ プ ファ イル の 近い 訂 ーー や る 細 半 CT2 ま 3 サナ ーー が st 80 
ペー ギド ディ スケ グ の 効率 の 陣 本 Yo 私 洛 2P や BMT マー ヤー ニー で YY 83 
環 誠 変 数 PENMP の 人 覗 M 廊 EE22YP- 季 > で TI10 机 を 全く 88 
マチ グ ベ ク の 設 2 寺 0 時 3 っ - 才 es238S20M0KA ーーー5ooddobrt こう 89 
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は じ め に 


この 章 で は 、 本 製品 の 概要 や 関連 製品 の 紹介 、 
Microsoft⑧⑤ Windows"" Version 3.1 の 新 機能 に つ 
いて の 説明 を し て いま す 。 

「 製 品 概 要 」 に お いて 、 本 製品 に 添付 され て いる フ 
ロッ ピー ディ スク 、CD-ROM、 マ ニュ アル の 構成 
を 記述 し て いま す の で 、 お 使い に な る 前 に 梱包 箱 の 中 
を 確認 し て くだ さい 。 


2 


製品 概要 


製品 概要 


Microsoft⑤ Windows"" Version 3.1 は 、 以 下 の 1 枚 の フロ ッ ピ ー デ 
ィ ス ク 、 1 枚 の CD-R OM、 お よび 6 冊 の マニ ュ ア ル よ り 構 成 さ れ て いま 
k 


フ ほ ッ ピ ー ディ スク 、CD-ROM 


次 の フロ ッ ピ ー ディ スク と CD-R OM が パッ ケー ジ の 中 に 入っ て いる か 
認 し て くだ さい 。 
・Microsoft@ Windows"" Version 3.1 セッ ト ア ッ プ ディ スク 
・Microsoft@ Windows"" Version 3.1 セッ ト ア ッ プ CD-ROM 


ママ 喧 あ ポア 


以下 の マニ ュ ア ル が 製品 と 一 緒 に 入っ て いる か 確認 し て くだ さい 。 
・Microsoft⑮ Windows"" お 使い に な る 前 に (本 書 ) 

・Microsoft⑮ Windows"" 今日 か ら 使え る Windows 3.1*! 
・Microsoft⑤ Windows"* 機能 ガイ ド ** 
・Microsoft⑤ Windows"" rkMTOWNS ルト n- 羽 禄 /72 も すり カド 
・Microsoft⑤ Windows"" 日 本 語 入力 ガイ ド <MS IME for Windows>** 
・Microsoft⑤ Windows"" Fontcity ユー ザー ズ ガ イド 

イン スト ー ル モデ ル を ご 利用 の 方 は 、*1、*2、*3 の 3 冊 は 必要 に 応じ て 別 
途 購 入 し て いた だ く こ と に な っ て お り ま す 。 購入 方 法 に つい て は 、 イ ンス ト 
ー ル モデ ル に 添付 され て いる 『 イ ンス トー ル モ デ ル ガ イ ド 』 を ご 覧 くだ さい 。 


関連 製品 
関連 製品 に は 、 以 下 の 別売 ソフ トウ ェ ア が あり ます 。 
・Microsoft⑤ Windows"" ソフ トウ ェ ア 開 発 キ ッ ト Version 3.1 
Microsoft⑮ Windows"" Version 3.1 用 の アプ リケーション を 開発 する 
た め に 必要 で す 。 


Windows 3.1 の 新 機能 


Windows 3.1 は 、 今 まで の Windows 3.0 の 魅力 的 な 機能 を 更に 引き 出す た 
め に 、 次 の 機能 を 追加 し 、 強 化し まし た 。 


WYS1IWYG を 実現 する TrueType フォ ント 


Windows 3.1 で は 、Windows 3.0 の と き に オプ ショ ン で あっ た アウ トラ イ 
ン フォ ント の 機能 を 内 蔵 し まし た 。 ア プリ ケー ショ ン 上 で フォ ント を 使え 
ば 、 画 面 に 大 き な 文字 を 表示 し て も きれ いで 滑ら か な フォ ント で 表示 され ま 
す 。 ま た 、TrueType フォ ント を 持っ て いな い プ リン タ で も きれ いな 文字 
で 印刷 で きま す 。 し か も 、 印 刷 結果 と 同じ イメ ー ジ が 画面 に も 表示 され ます 。 


1 WYSIWYG と は 、What You See ls What You Get の 頭 文 字 
で 98 


E) 通 還 人) fe 倒 IH7 ズ 字 法 | 書 未 アワ ト (D) ヘル プ H 


| TrueType。 


刀 Windows 3.1 で は 、 
| TrueType に よっ て 、 
| に コ も 者 | 文字 を 大 きく し て も 美 し 
多 書体 対応 で 、 | く 表示 で きま す 。 
| ゴシック きれ ぃ 」 | 
| 1 


印刷 し た と きも 、 文字 は Truelype。 


画面 と 同じ で す 。 圧 1 1 
多 書体 対応 で 、 
コン シッ ク ま も きれい! 


関連 項目 

@『 機 能 ガ イド 』 の 8 章 「 ラ イト 」 の 「 フ ォ ン ト の 使い 方 」 

@『 機 能 ガ イド 』 の 4 章 「 コ ント ロー ル パネ ル 」 の 「 フ ォ ン ト の 使い 方 」 
Windows 3.1 の 新 機能 3 


三 ! 軍 


Ir49E コ 


つ 


マル チ メ デ ィ ア に 完全 対応 


Windows 3.1 で は 、 マ ル チ メ ディ ア に 完全 に 対応 し て いま す 。CD-RO 
M ド ライ ブ や サウ ンド 機能 を 使っ て 、 美 し い サ ウン ド を 文字 や 絵 と 同じ よう 
に 自由 に 扱え ます 。 


イル (FE) 編集 (E) エ 2r2 タ -(S) ヘル アプ (日 ) 


停止 中 


サウ ンド 
0.00 秒 00 徐 | 付属 の サウ ンド レコ ー ダ ー を 使う と 、 
il に ai 半 林 ei 人 ま 人 3 


サウ ンド を 録音 し た り 再 生 し た り で き 


[SEE TEE TSTF コ は 


付属 の メデ ィ ア プレ ー ヤ ー を 使 
うと 、 音 声 や 動画 な ど を 再生 し た 
り 、 ビ デオ ディ スク プレ ー ヤ ー な 
どの 機器 を 制御 し た り で きま す 。 


|* lm [mlls | 


の 遇 


関連 項目 

信 「 機 能 ガ イド 』 の 11 章 
「 い ろ い ろ な アク セ サ リ 」 の 「 サ ウン ド レコ ー ダ ー」 

但 『jMTOWNS コン トロ ー ル パネ ルプ アク セ サ リ ガイ ド 』 の 93 章 
「Z グ み セ ガリ り 」 の TI ダ デア "プレーヤ 


Windows 3.1 の 新 機能 


デー タ を 活用 する OLE 機 能 


Microsoft⑤ Word for Windows や Microsoft⑤ Excel for Windows 
で 使わ れ て いた OL E 機 能 を 、Windows 3.1 で は シス テム が 標準 で サポ ー ト 
し て いま す 。OL E 機 能 を 使う と 、 ワ ー ド プロ セッ サ の 文書 の 中 に 音声 を 
入れ た り 、 表 計算 ソフ ト の デー タ を 利用 し た 表 な ど を 作成 する こと が で きま 
す 。 表 計算 ソフ ト の デー タ が 更新 され る と 、 自 動 的 に ワー ド プロ セッ サ に 
取り 入れ た 表 の 数 字 が 更新 され ます 。 


1 OLE と は 、Object Linking and Embedding の 頭 文 字 で す 。 


ペイ ント プラ シ で 絵 
を 修正 する と 、 ラ イ 
ト の 中 の 絵 も 自動 的 
に 修正 され ます 。 


ワー ド ブロ セッ サ の 文才 の 中 3 の の Kaccre 
に 音声 を 入れ られ ます 。 文書 中 ズ 
の アイ コン を ダ プ ルク リッ ク す | ど 2< す 2 琶 絞っ な で し ょ う 1 | 


る と 、 音 声 が 再生 され ます 。 | | 


関連 項目 
価 「 機 能 ガ イド 』 の 12 章 「Windows ア プリ ケー ショ ン で の 情報 の や り 取 り 」 


Windows 3.1 の 新 機能 5 
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より 使い や すく な っ た ファ イル マネ ー ジ ャ 


Windows 3.1 で は 、Windows 3.0 の ファ イル マネ ー ジ ャ に 寄せ られ た 数 
多く の 要望 か ら 新しい ファ イル マネ ー ジ ャ を 生み だ し まし た 。 デ ィ レ クト 
リ ツリ ー と ファ イル の 一 覧 が 組み 合っ た ウィ ンド ウ を 複数 使っ て 、 異 な る 
ドラ イブ 間 で の ファ イル の 移動 や コピ ー が 簡単 に で きる よう に な り ま し た 。 


ファ イル マネ ー ジ ャ 


Windows 3.1 の ファ イル マネ ー ジ ャ で ドラ イブ G か ら ド ライ 
プ A に ファ イル を コピ ー す る に は 、 複 数 の ウィ ンド ウ を 開き 、 
ファ イル アイ コン を ドラ ッ グ し ます 。 


関連 項目 
人 @「『 機 能 ガ イド 』 の 3 章 「 フ ァイル マネ ー ジ ャ 」 


Windows 3.1 の 新 機能 


ドラ ッ グ と ドロ ッ プ で ダイ レク ト な 操作 が 可能 

ファ イル マネ ー ジ ャ か ら プ リン ト マネ ー ジ ャ ヘ へ ファ イル を ドラ ッ グ する 
だ け で 印刷 で きた り 、 ア プリ ケー ショ ン に ファ イル を ドラ ッ グ する だ け で ア 
プリ ケー ショ ン が 起動 し 、 フ ァイル を 開く こと が で きる よう に な り ま し た 。 


に ] ファ イル マネ そ 
(MD テ GXDD テル オ XD 系 2 


も っ: \ と | 剛 > NOVSYs we 
ファ イル に ジャ カ か ら プ リ ン 5 


ト マネ ー ジ ャ の アイ コン まで フ 
ァイル の アイ コン を ドラ ッ グ すれ 
ば 、 ア プリ ケー ショ ン を 起動 し な 
く て も ファ イル を 印刷 で きま す 。 


ファ イル マネ ー ジ ャ か ら 

ペイ ント ブラ シ の ウィ ンド 
ウ ま で 絵 の フ ァイル の アイ 
コン を ドラ ッ グ すれ ば 、 そ 
の 絵 を 開く こと が で きま す 。 


関連 項目 
@「 機 能 ガ イド 』 の 93 章 
「 フ ァイル マネ ー ジ ャ 」 の 「 フ ァイル を 印刷 する に は 」 


Windows 3.1 の 新 機能 7 
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Windows シス テム の 作成 


この 章 で は 、Microsoft⑤ Windows"" Version 
3.1 の セッ ト ア ッ プ の 手順 や Windows 3.1 の 起動 と 終 
了 の 方 法 、Windows シス テム を 作成 する た め の 基 本 
的 な 設定 な ど に つい て 説明 し て いま す 。 

Windows 3.1 を お 使い に な る 前 に 、 必 ず お 読み くだ 
さい 。 

な お 、Fontcity バン ドル セッ ト の イン スト ー ル 
方 法 に 関し て は 、 本 製品 に 添付 され て いる マニ ュ ア ル 
の 『Fontcity ユー ザー ズ ガ イド 』 を お 読み くだ さい 。 


ン イン スト ー ル モデ ル を お 使い の 方 は 、Windows 3.1 を セッ 
の ト テ アッ プ す る 必要 は あり ませ ん 。 3 章 以 降 を お 読み くだ さ 


い 。 


セッ ト ア ッ プ 前 の 準備 


Microsoft⑧ Windows"" Version 3.1 を お 使い に な る 前 に 、 使 用 する コ 
ンピュータ に 添付 の マニ ュ ア ル を よく 読ん で くだ さい 。「 ど の よう に し て コ 
ンピュータ の 電源 を 入れ れ ば よい か 」、「 ど の ディ スク ドラ イブ が ドラ イブ 
A な の か 」、「 ど の キー を 押せ ば コン ピュ ー タ を リセ ッ ト 、 あ る い は 起動 し 
て コン ピュ ー タ を 動か すこ と が で きる の か 」 な どの 知識 は 、 ぜ ひ 知 っ て お い 
て くだ さい 。 ま た 、 ハ ー ド ディ スク や 増設 R AM カー ド を 使用 し て いる 場 
合 に は 、 そ れ ら の 周辺 機器 に 添付 の マニ ュ ア ル を よく 読ん で くだ さい 。 

Windows 3.1 を より よい 環境 で 利用 する た め に も 、 ハ ー ド ウェ ア の マニ ュ 
アル は 、 い つも そば に お いて お き 、 す ぐに 参照 で きる よう に し て お いて くだ 
さい 。 


バッ クア ッ プ の 作成 
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Windows 3.1 の セッ ト ア ッ プ を 行う 前 に 、 あ ら か じ め パ ッ ケ ー ジ 内 に ある 
フロ ッ ピ ー ディ スク (これ を マス ター ディ スク と 呼び ます ) の バッ クア ッ 
プ ディ スク を 作成 し て くだ さい 。 以 降 の 操作 は 、 す べ て バッ クア ッ プ ディ 
スク を 使い ます 。 マ スタ ー ディ スク は 大 切 に 保管 し て お いて くだ さい 。 


= パッ クア ッ プ ディ スク の 作成 方 法 は 、MS-D O S に 添付 の マニ ュ ア ル 


を お 読み くだ さい 。 ま た 、 パ バックアップ ディ スク を 作成 する に は 、 
MS-DOS で フォ ー マ ッ ト し た フロ ッ ピ ー ディ スク が 必要 で す 。 


セッ ト ア ッ プ 前 の 確認 事項 
セッ ト ア ッ プ を 行う 前 に 、 次 の 項目 を 確認 し て くだ さい 。 


次 に 述べ る 内 容 に は 、M S-D O S の 知識 を 必要 と する も の が あり ます 。 
詳し く は 、MS-DO S に 添付 の マニ ュ ア ル を お 読み くだ さい 。 


セッ ト ア ッ プ 前 の 準備 


圏 サ ポー ト 機 種 

FM TOWNS 用 の Windows 3.1 で は すべ て の 機種 を サポ ー ト し て いま 
す 。 た だ し 、 機 器 の 拡張 が 必要 に な る モデ ル も あり ます 。 

本 体 の メモ リ が 4 M バ イト 未満 の 機種 は 、 4 M バ イト 以上 に 増設 し て くだ 
さい 。 ハ ー ド ディ スク を 内 蔵 し て いな い 機 種 で は 、 ハ ー ド ディ スク を 拡張 
じじ CS だ さき iM35 


一 MS-DOS 

Windows 3.1 を お 使い に な る た め に は 、MS-DOS 6.2 L10 以 降 (推奨 ) 
MS-DOS 5.0 L10 以 降 (推奨 )、 ま た は MS-DOS 3.1 L33 以 降 が 必要 で 
す 。 


圏 ディ スク の 空き 容量 

Windows 3.1 を 利用 する に は 、 ハ ー ド ディ スク に セッ ト ア ッ プ する 必要 
が あり ます 。 ハ ー ド ディ スク に は 約 30M バ イト 以上 の 空き 容量 が 必要 で す 。 

余裕 を 持っ て Windows 3.1 を 利用 する た め に も 、 約 40M バ イト 以上 の 空き 
容量 を 確保 され る こと を お 勧め し ます 。 

空き 容量 を 確認 し て か ら 、 セ ッ ト ア ッ プ を 行っ て くだ さい 。 


圏 デ ィ ス ク ドラ イブ の 割り 当て 状況 の 確認 

以下 の よう な ディ スク 構成 で 利用 し て いる 場合 は 、「 セ ッ ト ア ッ プ を 開始 
する 」 (P.15) で 説明 し て いる 方 法 で Windows 3.1 の セッ ト ア ッ プ プロ グ 
ラム を 起動 する こと が で きま せん 。 

セッ ト ア ッ プ プロ グラ ム を 起動 する 方 法 は 、「 セ ッ ト ア ッ プ ディ スク か 
ら 起 動 せ ず に セッ ト ア ッ プ する 方 法 」 (P.44) を お 謗 み くだ さい 。 


@ join コマ ンド や subst コ マン ド で ドラ イブ 名 や ディ レク トリ を 変更 し た ド 
ライ ブ ま た は ディ レク トリ に Windows 3.1 を セッ ト ア ッ プ し よう と する 場 


と っ 
=| 
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LL デ 


の 


@MS-DOS 5.0 L20 以 降 _MS-DOS 6.2 L10 以 降 を 利用 され て いる 
と き で 、 以 下 の い ずれ か に 該当 する 場合 
・MS-DOS 5.0/6.2 を 127M バ イト を 越え る ドラ イブ か ら 起 動 し て 利用 
する 場合 
・Windows 3.1 を セッ ト ア ッ プ する ドラ イブ の 容量 が 127M バ イト を 越え 
る 場合 
・MS-DOS 5.0/6.2 を 起動 する ハー ド ディ スク の 番号 が 、MS-DO 
S3.1 を 起動 し た と き と MS-DOS 5.0/6.2 を 起動 し た と き で 異な る 
場合 
・Windows 3.1 を セッ ト ア ッ プ する ドラ イブ の 番号 が 、MS-DOS 3.1 
で 起動 し た 場合 と MS-DOS 5.0/6.2 を 起動 し た と き で 異な る 場合 
・MS-DOS 5.0/6.2 を イン スト ー ル する と き 、 容 量 が 127M バ イト を 越 
える ドラ イブ を 設定 し た い 場 合 
@⑱@MS-DOS 6.2 で MS-DOS 512 区 画 を 確保 し て いる 場合 


127M パ イト を 越え る ドラ イブ は 、MS-DOS EXT 区 画 と し て 登録 
され て いま す 。MS-DOS 5.0/6.2 と MS-DOS 3.1 で 起動 し た 場合 
で ドラ イブ 番号 が 異な る の は 、MS-DOS EXT 区 画 が 存在 する 場合 
eg 


ハー ド ディ スク の 区 画 容量 を 変更 する と 、 そ の ドラ イブ 内 の ファ イル 
は すべ て 消去 され て し まい ます 。 区 画 容量 を 変更 する と き は 充分 注意 し 
(GE ご 5 


副 使 用 可能 な メイ ン メモ リ (基本 メモ リ ) を 確認 する 

Windows 3.1 を セッ ト ア ッ プ する と き は 、 メ イン メモ リ に 400K バ イト 以 
上 の 空き メモ リ が 必要 で す 。 

MS-DOS の プロ ンプ ト か ら 以 下 の よ うに 入力 し て 、 使 用 可能 な メイ ン 
メモ リ を 確認 し て くだ さい 。 

:\>cdsp [Enter 
ディ スク MS-DOS は 1993-01-01 12:00 に 作成 され まし た . 
ボリ ュー ムシ リア ル 番 号 は 1234-5678 


786432 バ イト : 全 メ モリ 
498320 バ イト : 可能 メモ リ 
使用 可能 な メイ ン メモ リ が 足り な い 場 合 に は 、CONFIG.SYS や 
AUTOEXEC.BAT か ら 不 要 な デバ イス ドラ イ バ や 常駐 プロ グラ ム な 
ど を 削除 し て か ら コ ンピュータ を 再起 動 し て くだ さい 。 
詳し く は 、「 メ イン メモ リ の 設定 」 (P.64) を お 読 みく だ さい 。 


セッ ト ア ッ プ 前 の 準備 


セッ ト ア ッ プ 方 法 


MS-DOS の イン スト ー ル 


Windows 3.1 を セッ ト ア ッ プ する 前 に 、MS-DOS を イン スト ー ル する 
こと が 必要 で す 。 

Windows 3.1 の セッ ト ア ッ プ プロ グラ ム に は 、 は じ め て Windows を 利用 
され る 方 の た め に MS-DOS を イン スト ー ル する 機能 も 付加 され て いま す 。 
以下 の 2 つの 方 法 が 選択 で きま す 。 

・Windows 3.1 の み セ ッ ト ア ッ プ する 
・MS-DOS と Windows 3.1 を 一 括 し て セッ ト ア ッ プ する 
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%7 ゴ 1 の テー テン SAODUIAA 吉 フ 


LL ま 


セッ ト ア ッ プ 方 法 


Windows 3.1 の セッ ト ア ッ プ 


Windows 3.1 を セッ ト ア ッ プ する に は 、 以 下 の 2 通り の 方 法 が あり ます 。 
・ 高 速 セ ッ ト ア ッ プ 
・ カ スタ ム セッ ト ア ッ プ 

各 セ ッ ト ア ッ プ 方 法 の 作業 の 流れ を MS-DOS の イン スト ー ル と と も に 
下図 に 示し ます 。 図 中 | | の 項目 は セッ ト ア ッ プ を 行う 方 が 設定 する 
項目 で す 。 


Windows 3.1 を 初め て で セットアップ する 場合 は 、 ハ ー ド ウェ ア に 合わ せ 
て 適切 な ドラ イ バ を 自動 的 に 選択 し て くれ る 高速 タ セットアップ を お 勧め 
まま 95 MD ) は 

必要 な 機能 だ け を 選択 し な が ら Windows 3.1 を セッ ト テ アッ プ す る 場合 は 、 
カス タム セッ ト ア ッ プ を お 使い くだ さい 。 い Windows の 基本 操作 を 知っ 
で て いる 方 で 、 ハ ー ド ディ スク の 容量 を 節約 し た い 方 に お 勧め し ます 。 


2 通り の セッ ト ア ッ プ 作業 の 相違 
ドラ イブ A に セッ ト ア ッ プ ディ スク 、CD-ROM ド ライ ブ に セッ ト ア ッ プ CD-ROM を セッ ト す る 
電 大 ON ノリ セッ ト 


・Windows 3.1 の み セ ッ ト ア ッ プ する 
・Windows 3.1 と MS-DOS を セッ ト ア ッ プ する どちら か を 選択 


MS-DOS の イン スト ー ル 


セッ ト ア ッ プ 開始 


高速 セッ ト ア ッ プ ] カス タム セッ ト ア ッ プ 
ディ レク トリ を 設定 ディ レク トリ を 設定 


[ お 使い に な る 利用 環境 を 選択 設定 


あな た の お 名 前 と 会 社名 を 入力 あな た の お 名 前 と 会 社名 を 入力 蔽 


MS-DOS 3.1 お 使い の 方 は 起動 ドラ イプ を 設定 MS-DOS 3.1 お 使い の 方 は 起動 ドラ イブ を 設定 


: セッ ト ア ッ プ CD-ROM 内 : セッ ト ア ッ プ の 内 容 を 選択 
i に ある すべ て の 項目 フ | 

) ァイル を 組み 込む 組み 込む な ファ イル を 選択 
: 常設 スワ ッ プ ファ イル | 


: を 作る : スワ ッ プ ファ イル を 指定 
i CONFIG.SYS、AUTOEXEC. ! 


i BAT を 自動 更新  : ま CONFIG. SYS や AUTOEXEC. BAT を 更新 


プリ ンタ を 選択 | プリ ンタ を 選択 
5329 NE 


民 アプ リケーション を 登録 


ご 0 VS 移 2 


セッ ト ア ッ プ を 開始 する 


これ か ら 、 セ ッ ト ア ッ プ の 手順 を 説明 し ます 。 セ ッ ト ア ッ プ に は 、 2 通り 
の 方 法 が ある こと は 説明 し まし た 。 で は 、 実際 に セッ ト ア ッ プ を 始め まし ょ 
の 手順 に じい だ が 全 区 、 操作 を 行っ て く だ さい 。 


セッ ト ア ッ プ ディ スク を フロ ッ ピ ー ディ スク ドラ イブ 
1 は 笠 M 和 、ukk4 
れる 


セッ ト ア ッ プ ディ スク を ドラ イブ A に 、 セ ッ ト ア ッ プ CD-ROM を 
CD-ROM ド ライ ブ に 入れ て くだ さい 。 


2 電源 を 入れ る 


電源 を 入れ て くだ さい 。 す で に 電源 が 入っ て いる 場合 は リセ ッ ト し て くだ 
さい 。 
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約 の 7 エン < SAOPuIW 埋 ? 軍 


セッ ト ア ッ プ 方 法 を 選択 する 
Windows 3.1 を セッ ト ア ッ プ する の か 、MS-DOS と Windows 3.1 を 一 
括 し て セッ ト ア ッ プ する の か を 選択 し ます 。 


品 ndaus セ ッ ト ア ッ プ 


セッ ト ア ッ プ の 種別 を 指定 し て くだ さい .- 
1 キー か キー で 項目 を 移動 させ て 、 リ ター ン キ ー を 押し て くだ さい - 


キー を 使っ て 反転 表示 部 分 を 移動 させ て 選択 し キ 
ー を 押し て くだ さい 。 

ここ で 、Windows 3.1 を 利用 する と き に 使う MS-DOS の バー ジョ ン を 
指定 し ます 。 


の MS-DOS の バー ジョ ン 指 定 を 誤る と 、 正 し く セ ッ ト ア ッ プ で き な い 
場合 が あり ます 。 


セッ ト ア ッ プ を 開始 する 


Mindnus セ ッ ト アップ 


セッ ト ア ッ プ する 日 本 語 -D05 の バー ジョ ン を 指定 し て くだ さい 
テ 


1 キー か }」 キー で 項目 を 移動 させ て 、 リ ター ソ キ ー を 押し て くだ さい 


キー を 使っ て 反転 表示 部 分 を 移動 させ て 選択 し 、 キ 
ー を 押し て くだ さい 。 


Windows 3.1 を セッ ト ア ッ プ する 場合 は 、 4 に 進ん で くだ さい 。 
MS-DOS と Windows 3.1 を 一 括 し て セッ ト ア ッ プ する 場合 は 、@6 に 
進ん で くだ さい 。 


MS-DOS の 起動 ドラ イブ を 指定 する 


キー を 使っ て MS-DOS の 起動 ドラ イブ を 選択 し 
キー を 押し て くだ さい 。 


Windows 3.1 を セッ ト ア ッ プ する ドラ イブ を 指定 する 


[一 キー を 使っ て Windows 3.1 を セッ ト ア ッ プ する ドラ イブ を 選 
択 し キー を 押し て くだ さい 。 


セッ ト ア ッ プ プロ グラ ム は 指定 され た 内 容 に 基づき 、Windows 3.1 を セ 
ッ ト ア ッ プ する た め の 準 備 を 行い ます 。 

これ 以降 の 操作 は 、Windows 3.1 の セッ ト ア ッ プ に な り ま す 。 1 の O に 進ん 
で くだ さき UM 
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三 Z 軍 


多才 (の 〇 エン < SAOPUIAW 


人 


イン スト ー ル する ドラ イブ を 選択 する 
新しい ドラ イブ を 作成 し て M S -D O S を イン スト ー ル する の か 、 す で に 


存在 し て いる ドラ イブ に イン スト ー ル する の か を 選択 し ます 。 
Windous セ ッ ト ア ッ プ 


セット アッ プ の 為 に 新規 に ドラ イブ を 作成 し ます か ? 
1 キー か 1 キー で 項目 を 移動 させ て 、 リ ター ン キ ー を 押し て くだ さい . 


科す Rm 
区 に 1 ン て いる ドラ イブ と 相 る 


キー を 使っ て 反転 表示 部 分 を 移動 させ て 選択 し キー 
を 押し て くだ さい 。 


MS-DOS 3.1 は MS-DOS EXT 区 画 (127M バ イト を 越え る 区 画 ) 
お よび MS-DOS 512 区 画 を サポ ー ト し て いま せん の で 、MS-DOS 
EX 区画 お よび MS-D OS 512 区 画 を 指定 する こと は で きま せん 。 
既存 の ドラ イブ を 指定 し た 場合 、 そ の ドラ イブ は 初期 化 さ れ ま す 。 


新しい ドラ イブ を 作成 し て イン スト ー ル する 場合 は 、 新 規 に 作成 する ドラ 
イブ の ある ハー ド ディ スク の ユニ ッ ト 番 号 を 指定 し ます 。 キ 
ー を 使っ て ユニ ッ ト 番 号 を 選択 し キー を 押し て くだ さい 。 

次 に 、 ド ライ ブ の 容量 を 設定 し ます 。 キー を 使っ て 数 値 を 設 
定 し キー を 押し て くだ さい 。MS-DOS 3.1 で は 25M バ イト 以上 、 
MS-DOS 5.0/6.2 で は 27M バ イト 以上 の 空き 容量 が 必要 で す 。 


すでに 存在 し て いる ドラ イブ に イン スト ー ル する 場合 は 、 [=] キ 
ー を 使っ て イン スト ー ル 先 を 選択 し キー を 押し て くだ さい 。 


MS-DOS 3.1 を イン スト ー ル する 場合 は 、 7 に 進ん で くだ さい 。 
MS-DOS 5.0/6.2 を イン スト ー ル する 場合 は 、 8 に 進ん で くだ さい 。 


セッ ト ア ッ プ を 開始 する 


MS-DOS 3.1 の シス テム ディ スク を セッ ト す る 


MS-DOS 3.1 の シス テム ディ スク を ドラ イブ A に セッ ト し 、 [Enter] 
キー を 押し て くだ さい 。 

自動 的 に CD-R OM に ある MS-DOS 3.1 の イン スト ー ル プロ グラ ム 
が 起動 し ます の で 、 画 面 に 表示 され る メッ セー ジ に し た が っ て イン スト ー ル 
じ で くだ さ W02 


MS-DOS 3.1 の イン スト ー ル が 終了 し た ら 、Windows 3.1 の セッ ト ア 
ッ プ ディ スク を ドラ イブ A に セッ ト し [Enterl キー を 押し て くだ さい 。 
9 に 進ん で くだ さい 。 


MS-DOS 5.0/6.2 の 起動 ディ スク を セッ ト す る 


MS-DOS 5.0/6.2 の ディ スク 1 を ドラ イブ A に セッ ト し [Enterl キー 
を 押し て くだ さい 。 

自動 的 に MS-DOS 5.0/6.2 の イン スト ー ル プロ グラ ム が 起動 し ます の 
で 、 画 面 に 表示 され る メッ セー ジ に し た が っ て イン スト ー ル し て くだ さい 。 

MS-DOS 5.0/6.2 の イン スト ー ル が 終了 し た ら 、 フ ロッ ピー ディ スク 
を ドラ イブ A か ら 抜 き 出し [Enterl キー を 押し て くだ さい 。MS-DOS 5.0 
/6.2 を ハー ド ディ スク か ら 起 動 し ます 。 


Windows 3.1 の セッ ト ア ッ プ ディ スク を ドラ イブ A に セッ ト し ます 。 プ 
ロン プ ト 画 面 で (MS -DO S シェ ル の 画面 を 終了 させ て ) “reip1 A:" と 入 
力 し て [Enter] キー を 押し て くだ さい 。 


コン ピュ ー タ の 起動 ドラ イブ を 変更 する 


MS-DOS を イン スト ー ル し た ドラ イブ を 、 お 使い の コン ピュ ー タ の 起 
動 ド ライ ブ に 変更 する か どう か を 選択 し ます 。 

従来 、 他 の ドラ イブ か ら 起 動 し て いて 、 そ の ドラ イブ を その まま 起動 ドラ 
イブ に し て お く 場 合 は 、 [変更 し な い ] を 選択 し ます 。 

今回 MS-DOS を イン スト ー ル し た ドラ イブ を 起動 ドラ イブ に 変更 す 
る 場合 は 、 [変更 する ] を 選択 し ます 。 


キー を 使っ て 反転 表示 部 分 を 移動 させ て 選択 し Hm 
を 押し て くだ さい 。 
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狗 比 の 7 エン < SAOPuI 人 W 在 Z 宣 


AT 9 
5 が ツ ハ 


10 確認 する 


セッ ト ア ッ プ プロ グラ ム が 起動 し 、 セ ッ ト ア ッ プ 画面 が 表示 され ます 。 


Enter= 続 行 F3= 中 止 


画面 の 内 容 を 読ん で か ら キー を 押し ます 。 


] 1 セッ ト ア ッ プ 方 法 を 選択 する 
「 高 速 セ ッ ト ア ッ プ 」 か 、「 カ スタ ム セッ ト ア ッ プ 」 の いずれ か を 選択 
寺 沙 


キー を 使っ て 反転 表示 部 分 を 移動 させ て 選択 し [Enter] キー 
を 押し て くだ さい 。 


セッ ト ア ッ プ プロ グラ ム は 、Windows 3.1 を セッ ト ア ッ プ する た め の フ 
ァイル を ハー ド ディ クス に コピ ー し ます 。 


これ 以降 の 操作 方 法 は 、 そ れ ぞ れ 「 高 速 セ ッ ト ア ッ プ 」、「 カ スタ ム セ 
ッ ト ア ッ プ 」 に わけ て 説明 し ます 。 

「 高 速 ッ ト ア ッ プ 」 を 選択 し た 場合 は 、「 高 速 セ ッ ト ア ッ プ 」 (P.21) 
か ら 続 き の 操作 を 行っ て くだ さい 。 

「 カ スタ ム セッ ト ア ッ プ 」 を 選択 し た 場合 は 、「 カ スタ ム セッ ト ア ッ プ 」 
(P.28) か ら 続 き の 操作 を 行っ て くだ さい 。 


20 セッ ト ア ッ プ を 開始 する 


高速 セッ ト ア ッ プ 


高速 セッ ト ア ッ プ は 、 自 動 的 に セッ ト ア ッ プ が 進む の で 、 以 下 の 様 な 方 に 
お 勧め し ます 。 
・Windows を 初め て お 使い に な る 方 
・Windows 3.1 の セッ ト ア ッ プ を 手早く し た い 方 


選択 され る ディ スプ レイ や キー ボー ド に つい て は 、「 セ ッ ト ア ッ プ に つい 
て の 補足 」 (P.40) を お 読 みく だ さい 。 

高速 セッ ト ア ッ プ を 行っ た 場合 で も 、 セ ッ ト ア ッ プ 修了 後に Winsetup コ マ 
ンド や コン トロ ー ル パネ ル を 使用 し て 、 カ スタ ム セッ ト ア ッ プ と 同様 の 変 
更 を 行う こと が 可能 で す 。 


アア 日 本 語 入力 シス テム を 追加 する 場合 に は 、MS-D OS プロ ンプ ト で 
の Winsetup コ マン ド を 使用 し て くだ さい 。 コ ント ロー ル パネ ル で は 、 既 
に 組み 込ま れ た か な 日 本 語 入 力 シ ステ ム の 選択 は で きま す が 、 追 加 イ ン 
スト ー ル する こと は で きま せん 。Winsetup コ マン ド の 使い 方 は 「 セ ッ ト 
アッ プ 終 了 後 の Windows セ ッ ト ア ッ プ プロ グラ ム 」 (P.44) を 参照 し て 
くだ さい 。 


高速 セッ ト ア ッ プ は 、 次 の 手順 で 進め て くだ さい 。 


1 Windows 3.1 を セッ ト ア ッ プ する ディ レク トリ を 
入力 する 


初め て Windows を セッ ト ア ッ プ する 場合 は 、 こ の 画面 は 表示 され ませ ん の 
で 、 3 へ 進ん で きだ さ i8 
Windows 3.1 を セッ ト ア ッ プ する ドラ イブ と ディ レク トリ が 表示 され ます 。 
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特電 の 〇 サエ ン < SAOpuIW 在 Z 需 


プス 


と 


ぼ 


すでに Windows が セッ ト ア ッ プ され て いる 場合 に は 、Windows が セッ ト ア 
ッ プ され て いる ディ レク トリ が 表示 され ます 。 


Windows セ 


Enter= 続 行 『1l= ヘ ルプ 『3= 中 止 


ディ レク トリ 名 を 変更 し な い 場 合 は 、 そ の まま キー を 押し て くだ 
さい 。 

ディ レク トリ 名 を 変更 する 場合 は 、 デ ィ レ クト リ 名 を 変更 し て キ 
ー を 押し て くだ さい 。 

すでに セッ ト ア ッ プ され て いる Windows を 残し た い 場 合 は 、 
キー を 使っ て 表示 され て いる 文字 列 を 削除 し た 後 、 新た に ディ レク トリ 名 を 
入力 し て [Enter] キー を 押し て くだ さい 。 


Windows 3.1 を セッ ト ア ッ プ する ディ レク トリ 名 に は 、 半 角 文 字 を 使用 
も で くだ さい 。 


すでに ハー ド ディ スク に セッ ト ア ッ プ され て いる Windows の ディ レク 
トリ に Windows 3.1 の セッ ト ア ッ プ を 行う と 、 ハ ー ド ディ スク の 
Windows は Windows 3.1 に 更新 され ます 。 た だ し 、Windows 3.1 に は な 
い Windows ア プリ ケー ショ ン や 、Windows ア プリ ケー ショ ン で 作成 し た 
ファ イル は 削除 され ませ ん 。 


な お 、Windows の 更新 を 行う 場合 に は 「Windows の 更新 」 (P.42) を お 読 
みく だ さい 。 


高速 セッ ト ア ッ プ 


確認 する 
確認 の 画面 が 表示 され ます の で キー を 押し て くだ さい 。 
の 指定 し た ドラ イブ に 十分 な 空き 容量 が な い 場合 、Windows 3.1 の セッ ト 
( 〕 


アッ プ を 行え ませ ん 。 ま た 、 わ ず か に 空き 容量 が 不足 し て いる 場合 に は 、 
セッ ト ア ッ プ は 行わ れ ま す が 、 一 部 の ファ イル が コピ ー さ れ ま せん 。 


あな た の お 名 前 と 会 社名 を 入力 する 


Windows シス テム ファ イル の コピ ー を 行っ た 後 、 ユ ー ザ ー 名 (お 名 前 ) 
と 会 社名 を 入力 する 画面 が 表示 され ます 。 


Mrdow's SG#/ り 


まず 、 あ な た の お 名 前 を 入力 し キー を 押し ます 。 
次 に 、 あ な た の 会 社名 を 入力 し [Enterl キー を 押し ます 。 


[ご 会 社名 は 、 入 力 し な く て も セッ ト ア ッ プ を 継続 する こと が で きま す 。 


ネッ トワ ー ク か ら の セッ ト ア ッ プ の 場合 に は 、 会 社名 の 欄 は 表示 され ま 
せん 。 
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二 < 害 


和久 示 の 〇 7 エン と < SAOPUIAW 


4 確認 する 


入力 を 終了 する と 、 お 名 前 、 会 社名 を 確認 する メッ セー ジ が 表示 され ます 。 
表示 内 容 に 間違い が な い 場 合 は キー を 押し て くだ さい 。 
セッ ト ア ッ プ が 開始 され 、 フ ァイル が 組み 込ま れ ま す 。 


表示 内 容 を 変更 する 場合 は キー を 押し て [変更] ボタ ン を 選び 
キー を 押し て くだ さい 。 
お 名 前 と 会 社名 を 入力 する 画面 に 戻り ます 。 


マウ ス を 使っ て 変更 する 場合 は 、 画 面 上 の 「[ 変 更 ]】 ボタ ン に マウ ス ポイ 
ンタ を 移動 し 、 ク リッ ク し て くだ さい 。 
お 名 前 と 会 社名 を 入力 する 画面 に 戻り ます 。 


D 起動 ドラ イブ を 指定 する 


MS-DOS 3.1 を イン スト ー ル し て 、 セ ッ ト ア ッ プ ディ スク か ら 起 動 せ 
ず に セッ ト ア ッ プ を 行っ た 場合 の み 、 こ の 画面 が 表示 され ます 。 
それ 以外 の 場合 は 、 6 へ 進ん で くだ さい 。 


IMW7rrdows Se#/ の 


MS-DOS 3.1 の 起動 ドラ イブ を 入力 し [Enter| キー を 押し て くだ さい 。 
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LL デ 


AUTOEXEC.BAT と CONF 1IG. SYS の 内 容 が 変更 され ます 。 
変更 前 の もの は 、 そ れ ぞ れ 拡 張子 .OL D の ファ イル 名 で MS-DOS の 
起動 ドラ イブ の ルー トディ レク トリ に 保存 され ます 。 ま た は 、 拡 張子 
-WIN な どの ファ イル 名 で 表示 され た ディ レク トリ に 保存 され ます 。 


お 使い に な る プリ ンタ を 選択 する 


設定 方 法 が わか ら な けれ ば 、 マ ウス ポイ ンタ を 移動 させ て [続行] ボ 
タン を クリ ッ ク し て くだ さい 。 

セッ ト ア ッ プ 終了 後 で も 、 コ ント ロー ル パネ ル を 使っ て プリ ンタ の 設 
定 を 行う こと が で きま す 。 コ ント ロー ル パネ ル の 設定 に つい て は 、 本 
製品 に 添付 され て いる マニ ュ ア ル の 『 機 能 ガ イド 』 を お 読み くだ さい 。 


プリ ンタ を 選択 する 時 は 、 画 面 表示 され て いる プリ ンタ の 一 覧 表 か ら 
[キー を 使っ て 反転 表示 部 分 を 移動 させ て 選択 し [Enterl キー を 押し て 
だ (ささ ID 


次 に 、 プ リン タ の 接続 先 を 選択 し ます 。 
画面 表示 され て いる 接続 先 の 一 覧 表 か ら キー を 使っ て 反転 表示 
部 分 を 移動 させ て 選択 し [Enter] キー を 押し て くだ さい 。 
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凍 Z 震 


特 ヨ の サ ニン < SAOPuIAW 


自分 の 使っ て いる プリ ンタ が 表示 され て いな い 場 合 は 、 [プリ ンタ が 接 
続 さ れ て いま せん ] を 選択 し キー を 押し て くだ さい 。 


設定 が 終了 し た ら 、 マ ウス ポイ ンタ を 移動 させ て [続行] ボタ ン を クリ 
ッ ク し て くだ さい 。 


7 アプ リケーション を 自動 登録 する 
Windows シス テム が 判別 で きる 範囲 で 、 ハ ー ド ディ スク 内 に ある アプ リ 
ケー ショ ン を 自動 的 に Windows3.1 に 登録 し ます 。 
ファ イル 名 が 同じ で 異な る アプ リケーション が ある 場合 は 、 そ の ファ イル 
名 に 対応 し た アプ リケーション 名 を 列挙 し て 表示 し ます の で 、 
キー で 反転 表示 部 分 を 移動 させ て 選択 し キー を 押し て くだ さい 。 


9 セッ ト ア ッ プ ディ スク を 抜き 出す 
セッ ト ア ッ プ ディ スク を ドラ イブ A か ら 抜 き 出 し て [Enterl キー を 押し 
CN だ SUD5 
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セッ ト ア ッ プ が 終了 する 
セッ ト ア ッ プ が 終了 する と 、 ボ タン が 表示 され ます 。 


の ボタ ン は 3 つ あ る い は 1 つ 表 示さ れる 場合 も あり ます 。 
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表示 され て いる ボタ ン の 中 か ら 選 択 し て くだ さい 。 


[Windows の 起動 ] ボタ ン : Windows セ ッ ト ア ッ プ を 終了 させ て 自動 的 に 
Windows 3.1 を 起動 させ ます 。 

[MS-D0S に 戻る ] ボタ ン  : Windows セ ッ ト ア ッ プ を 終了 し て 、MS-DO 
S 画面 に 戻り ます 。 

[再起 動 ] ボタ ン : Windows セ ッ ト ア ッ プ が 設定 し た 利用 環境 で 、 
MS-DOS を 再起 動 し ます 。 


高速 セッ ト ア ッ プ は 以上 で 終了 で す 。「Windows 3.1 を 起動 する に は 」 
(P.48) へ 進ん で Windows 3.1 を 起動 し て み ま し ょ う 。 
アア [Windows の 起動 ] [WS-D0S に 戻る ] ボタ ン を 選ん だ 方 は 、MS-DO 
| S を 再起 動 さ せ て か ら 、Windows 3.1 を 起動 し て くだ さい 。 
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カス タム セッ ト ア ッ プ 


高速 ッ ト ア ッ プ は 、 自 動 的 に セッ ト ア ッ プ を 進め ます が 、 カ スタ ム セ 
ッ ト ア ッ プ は 、 必 要 な ファ イル だ け を 組み 込む こと が で きま す 。 

一 般 に は 高速 セッ ト ア ッ プ を お 勧め し ます が 、 以 下 の 様 な 方 に は カス タム 
セッ ト ア ッ プ が 有効 で す 。 
・ ハ ー ド ディ スク を 有効 に 使い た い 方 
・ 利 用 環境 を 自分 で 設定 し た い 方 
・Windows を よく ご 存じ の 方 

カス タム セッ ト ア ッ プ は 、 次 の 手順 で 進め て くだ さい 。 


1 Windows 3.1 を セッ ト ア ッ プ する ディ レク トリ を 
入力 する 
Windows 3.1 を セッ ト ア ッ プ する ドラ イブ と ディ レク トリ が 表示 され ます 。 
すでに Windows が セッ ト ア ッ プ され て いる 場合 に は 、Windows が セッ ト ア 
ッ プ され て いる ディ レク トリ が 表示 され ます 。 


Mindouns セ モ セットアップ 
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ディ レク トリ 名 を 変更 し な い 場 合 は 、 そ の まま キー を 押し て くだ 
さい 。 


ディ レク トリ 名 を 変更 する 場合 は 、 デ ィ レ クト リ 名 を 変更 し て キ 
ー を 押し て くだ さい 。 

すでに セッ ト ア ッ プ され て いる Windows を 残し た い 場 合 は 、 [Backspace 
キー を 使っ て 表示 され て いる 文字 列 を 削除 し た 後 、 新た に ディ レク トリ 名 を 
入力 し て キー を 押し て くだ さい 。 


Windows 3.1 を セッ ト ア ッ プ する ディ レク トリ 名 に は 、 半 角 文 字 を 使用 
CICS ざ UV5 


すでに ハー ド ディ スク に セッ ト ア ッ プ され て いる Windows の ディ レク 
トリ に Windows 3.1 の セッ ト ア ッ プ を 行う と 、 ハ ー ド ディ スク の 
Windows は Windows 3.1 に 更新 され ます 。 た だ し 、Windows 3.1 に は な 
い Windows ア プリ ケー ショ ン や 、Windows ア プリ ケー ショ ン で 作成 し た 
ファ イル は 削除 され ませ ん 。 


な お 、Windows の 更新 を 行う 場合 に は 「Windows の 更新 」 (P.42) を お 読 
みく だ さい 。 


利用 環境 を 変更 する 
利用 環境 を 変更 する 画面 が 表示 され ます 。 


Minrlns セ ッ 


人 用 


『 


た ットワーク > 
日 本 語 入 力 ン ステ ム WIN 


ト 
が 組み 込ま れ て いま せん 
く り 1 .00 


全 更 な | 上 記 の リス ト は コン ピュ ー タ に 適し て いま す 。 | 


と き は 、EFnter キー を 押 
は ) 


され ます 。 
EnEe 補 TE バル 23PHKIHHIE SPPETGE 琴 SIN | 


Windows 3.1 が 現在 の 利用 環境 を 自動 判別 し て 、 上 記 の よう に 表示 し ます 。 
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銘 才 の 7 エン と < SAOPuIW 在 Z 害 
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Windows 3.1 が 利用 環境 を 判別 する 基準 、 お よび 注意 事項 に つい て は 、 
「 セ ッ ト ア ッ プ に つい て の 補足 」 (P.40) を お み くだ さい 。 


表示 項目 に 変更 が な い 場 合 は 、 キー で [変更 な し ] の 項目 に 
カー ソル を 移動 させ て キー を 押し て くだ さい 。 

変更 が ある 場合 は 、 キー で カー ソル を 移動 させ て 項目 を 選択 
し [Enterl キー を 押し て くだ さい 。 

選択 可能 な 項目 を 列挙 し ます の で 、 お 使い の コン ピュ ー タ に 合っ た 項目 を 
選択 し て くだ さい 。 

利用 環境 が 設定 され る と 、 ハ ー ド ディ スク に Windows シス テム ファ イ 
ル が コピ ー さ れ ま す 。 


あな た の お 名 前 と 会 社名 を 入力 する 
Windows シス テム ファ イル の コピ ー を 行っ た 後 、 ユ ー ザ ー 名 (お 名 前 ) 
と 会 社名 を 入力 する 画面 が 表示 され ます 。 


MM7rdows Se 


まず 、 あ な た の お 名 前 を 入力 し キー を 押し ます 。 
次 に 、 あ な た の 会 社名 を 入力 し キー を 押し ます 。 


デ 会 社名 は 、 入 力 し な く て も セッ ト ア ッ プ を 継続 する こと が で きま す 。 


ネッ トワ ー ク か ら の セッ ト ア ッ プ の 場合 に は 、 会 社名 の 欄 は 表示 され ま 
せん 。 


カス タム セッ ト ア ッ プ 


確認 する 
入力 を 終了 する と 、 お 名 前 、 会 社名 を 確認 する メッ セー ジ が 表示 され ます 。 
表示 内 容 に 間違い が な い 場 合 は キー を 押し て くだ さい 。 
セッ ト ア ッ プ が 開始 され 、 フ ァイル が 組み 込ま れ ま す 。 画面 の 指示 に し た 
が っ て 、 フ ロッ ピー ディ スク の 入れ 奉 え を 行っ て くだ さい 。 


表示 内 容 を 変更 する 場合 は キー を 押し て [変更 ] ボタ ン を 選び 
キー を 押し て くだ さい 。 
お 名 前 と 会 社名 を 入力 する 画面 に 戻り ます 。 


マウ ス を 使っ て 変更 する 場合 は 、 画 面 上 の [変更] ボタン に マウ ス ポイ 
ンタ を 移動 し 、 ク リッ ク し て くだ さい 。 
お 名 前 と 会 社名 を 入力 する 画面 に 戻り ます 。 


起動 ドラ イブ を 指定 する 

MS-DOS 3.1 を イン スト ー ル し て 、 セ ッ ト ア ッ プ ディ スク か ら 起 動 せ 
ず に セッ ト ア ッ プ を 行っ た 場合 の み 、 こ の 画面 が 表示 され ます 。 

それ 以外 の 場合 は 、 @ へ 進ん で くだ さい 。 


IMW7rrdows SG の 


MS-DOS 3.1 の 起動 ドラ イブ を 入力 し キー を 押し て くだ さい 。 
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多 拓 の 7 と < SAOPUIAW 
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| S 是 AUTOEXEC.BAT と CONF 1IG.SYS の 内 容 が 変更 され ます 。 
変更 前 の も の は 、 そ れ ぞ れ 拡 張子 . OL D の ファ イル 名 で MS-DOS の 
起動 ドラ イブ の ルー トディ レク トリ に 保存 され ます 。 ま た は 、 拡 張子 
-W IN な どの ファ イル 名 で 手順 3 で CONFIG.SYS と AUTO 
EXEC.BAT の 確認 の 画面 に 表示 され る ディ レク トリ に 保存 され ま 
靖 も 


セッ ト ア ッ プ の 内 容 を 選択 する 

カス タム セッ ト ア ッ プ で は 、Windows 3.1 を 動か す の に 必要 な ファ イル 
が 自動 的 に 組み 込ま れ ま す 。 そ ね れ 以外 の ファ イル は 、 組 み 込 むか どう か を 自 
由 に 選択 で きま す 。 

選択 項目 の 画面 が 表示 され ます 。 


IMW7rrdoW'sS SG 


自動 的 に すべ て の 項目 を 組み 込む よう に 口 印 に X が 付い て いま す 。 組み 込 
まな い 項 目 に マウ ス ポイ ンタ を 移動 させ 、 ク リッ ク し て 口 印 の メ を 消し て 
Go 

再度 、 組 み 込む 項目 を 選択 する 時 は 、 項 目 の 先頭 の L」 に マウ ス ポイ ンタ 
を 移動 させ 、 ク リッ ク し て 、 口 印 に X を 付け て くだ さい 。 
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久志 択 し た Windows フ ァイル の み を 組み 込む 

Windows 3.1 で 用 意 し て いる すべ て の 項目 を 組み 込む 場合 は 、 印 の x を 
消さ ず に [続行] ボタ ン を クリ ッ ク し て くだ さい 。 

アプ リケーション だ け を 使う 場合 に は アク セ サ リ や 壁 紙 、 ゲ ー ム な ど は 不 
要 で す 。 ハ ー ド ディ スク の 空き 容量 が 不足 し て いる と き な ど 、 で きる だ け 
不要 な ファ イル を 入れ た く な い 場 合 は 、 口 印 の メ を 消し て 、 不要 な ファ イル 
を 組み 込ま な いよ うに 指定 し ます 。 


プリ ンタ を 組み 込む 

プリ ンタ を 使わ な い 場 合 や 、Windows 3.1 を セッ ト ア ッ プ し た 後に プリ ン 
タ を 設定 する 場合 は 、[ 印 の X を 消し て くだ さい 。 

セッ ト ア ッ プ の 中 で 、 プ リン タ を 設定 する 場合 は 、[ 印 の メ を 消さ な いで 
くだ さい 。 


すでに ハー ド ディ スク に ある アプ リケーション を 組み 込む 

Windows 3.1 は 、 す で に ハー ド ディ スク 上 に イン スト ー ル され て いる 
MS-DOS ア プリ ケー ショ ン や 、Windows ア プリ ケー ショ ン を プロ グラ ム 
マネ ー ジ ャ に 登録 し ます 。Windows の セッ ト ア ッ プ 修了 後に 自分 で 登録 する 
方 は 、 口 印 の X を 消し て くだ さい 。 

な お 、 す で に ハー ド ディ スク に セッ ト ア ッ プ し て ある Windows を 更新 す 
る 場合 は 、 こ の 項目 を 選択 し て を 消し て も 自動 的 に 古い バー ジョ ン の 
Windows に 登録 し て ある アプ リケーション が 登録 され ます 。 


選択 指定 が 終了 し た ら 、 [続行 ] ボタ ン を クリ ッ ク し て くだ さい 。 
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移 六 の サエ ン < SAoPuIW 理 Z 


7 組み 込む ファ イル を 選択 する 
組み 込む 項目 と 、 そ の 項目 の ファ イル の 大 き さ な ど が 画面 に 表示 され ます 。 


IMW7rdows SG 
に | ーー rosee> 


dows セ ント 7 


信 説 明 フ ァイル 
Windows 3.1 や プリ ンタ 、 ネ ットワーク に 関す る 説明 の ファ イル で す 。 


氏 ア クセ サリ 
Windows 3.1 に 添付 され て いる ペイ ント ブラ シ (作画 ソフ ト ) や ライ ト 
(ワー ド プロ セッ サ ) な どの アプ リケーション で す 。 


⑱ ゲ ー ム 
Windows 3.1 に 添付 され て いる 、 ソ リティ ア (トラ ンプ ゲー ム ) と マイ ン 
スイ ー パ (地雷 探し ゲー ム ) で す 。 


@ ス クリ ー ン セー バー 
Windows 3.1 で 新た に 追加 され た スク リー ン セー バー (画面 の 焼き 付き 
防止 の た め の プ ログ ラム ) の 機能 で す 。 


人 @ 壁 区 な ど 


Windows 3.1 に 標準 で 備わっ て いる 、 壁 紙 用 の ビッ トマ ッ プ ファ イル 、 
音声 ファ イル で す 。 
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各 項 目 の 先頭 に ある [ 印 に X が 付い て いる 場合 は 、 そ の 項目 を 組み 込み ま 
す 。 


各 項 目 に 対し て 、 フ ァイル ご と の 組み 込み 指定 を 行い た い 場 合 は 、 各 項目 
の うし ろ に ある [ファ イル ] ボタ ン を クリ ッ ク し ます 。 フ ァイル の 一 覧 が 表 
示さ れ ま す の で 、 組 み 込 むせ ファ イル を 選択 し て くだ さい 。 


組み 込む ファ イル と 項目 を 選択 し た ら 、 [続行 ] ボタ ン を クリ ッ ク し て く 
だ さい 。 


スワ ッ プ ファ イル を 設定 する 


すでに Windows を 使っ て いて 、 ス ワッ プ ファ イル を 設定 し て いた 場合 は 、 
その スワ ッ プ ファ イル を 削除 する か どう か を 確認 する メッ セー ジ が 表示 さ 
れ ま す 。 


MM7ndow's SG の 


Windows 3.1 と すでに ハー ド ディ スク に セッ ト ア ッ プ し て ある Windows 
を 両方 使い た い 場合 は 、 削 除 し な いよ うに [いいえ] ボタ ン を クリ ッ ク し て 
くだ さい 。 削除 す る 場合 は 、 [は い ] ボタ ン を クリ ッ ク し て くだ さい 。 

次 に 、 ス ワッ プ ファ イル を 作成 する ドラ イブ 、 サ イズ 、 種 類 が 表示 され 
に 間 記 


カス タム セッ ト ア ッ プ 35 


二 軍 


移 示 (の 〇 ソー エン < SAOPUIAW 


Windows セ ッ ト ア ッ プ は 、 現 在 の ハー ド ディ スク の 空き 容量 を みて 、 作 
成す る スワ ッ プ ファ イル を 表示 し ます 。 表 示さ れ た 設定 を 変更 し な い 場 合 
は 、 [続行] ボタ ン を クリ ッ ク し て くだ さい 。 変更 する 場合 は 、 [変更 ] ボ 
タン を クリ ッ ク し て くだ さい 。 


IMW7rdows Se/ の 


スワ ッ プ ファ イル に は 、 次 の 2 つの 種類 が あり ます 。 
@ [一 時 ] ファ イル 

ハー ド ディ スク を 有効 に 使え ます が 、 他 の ファ イル が 増え る に し た が っ 
て 効率 が 落ち 、Windows 3.1 の 処理 速度 が 遅く な り ま す 。 
@ [常設 | ファ イル 

ハー ド ディ スク の 空き 容量 は 減り ます が 、 ス ワッ プ ファ イル は 、 連 続 し 
た 領域 に 置か れる の で Windows 3.1 が 高速 に 動き ます 。 


また 、 上 記 の 他 に [な し ] と いう 項目 が あり ます 。 こ れ は 、 ス ワッ プ フ 
ァイル を まっ た く 使 わな いよ うに する こと で す 。 ハ ー ド ディ スク の 空き 容 
量 が ほとん ど な い 場合 に 選択 し て くだ さい 。 


|。 [な い | を 記 択 する と 、 一 度 に 実行 で きる アプ リケーション の 数 が 少な 
| く な っ た り 、 ア プリ ケー ショ ン で 大 き な 文書 を 開け られ な く な り ま す 。 


設定 が 終了 し た ら 、 [変更 ] ボタ ン を クリ ッ ク し て くだ さい 。 
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CONFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT を 


変更 する 


IMW7dows SG#r/ り 


Windows 3.1 を 利用 し や すい 環境 に する た め に 、CONEFIG.SYS と 
AUTOEXEC.BAT を 変更 する か どう か 選択 で きま す 。 


信 す べ て の 変更 を 行う 
Windows 3.1 が 自動 的 に CONFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT 
を 変更 し ます 。 


念 変更 する 前 に 表示 と 編集 を 行う 

CONFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT の 変更 前 と 、 変 更 後 の 内 
容 を 表示 し ます 。 変更 前 と 変更 後 の 内 容 を 確認 し な が ら 変 更 す る こと が で き 
ます 。 


人 @ 後 で 自分 で 変更 する 
CONFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT を 変更 し ませ ん 。 
Windows セ ッ ト ア ッ プ が 終わ っ て か ら 、 テ キス ト エディ タ を 使っ て 変更 
じ で くく き WW05 


認 の 画面 が 表示 され ます の で 、 設 定 を 確認 し て [Enterl キー を 押し て く 
だ さい 。 
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癌 宣 


史 志 (の エン と < SAOPUIAW 


] 0 お 使い に な る プリ ンタ を 選択 する 


IL デ 設定 方 法 が わか ら な いと き は 、 マ ウス ポイ ンタ を 移動 させ て [続行] 
ボタ ン を クリ ッ ク し て くだ さい 。 セ ッ ト ア ッ プ 終了 後 で も 、 コ ント ロー 
ル パネ ル を 使っ て プリ ンタ の 設定 を 行う こと が で きま す 。 コ ント ロー 
ル パネ ル で の プリ ンタ の 設定 に つい て は 、 本 製品 に 添付 され て いる マ 
ニュ アル の 『 機 能 ガ イド 』 を お 読み くだ さい 。 


プリ ンタ を 選択 する 時 は 、 画 面 表 示さ れ て いる プリ ンタ の 一 覧 表 か ら 
キー また は マウ ス ポイ ンタ で 反転 表示 部 分 を 移動 させ て 選択 し 
[Enterl キー を 押し て くだ さい 。 


次 に プリ ンタ の 接続 先 を 選択 し ます 。 

画面 表示 され て いる 接続 先 の 一 覧 表 か ら キー また は マウ ス 
ボイン タ を 使っ て 反転 表示 部 分 を 移動 させ て 選択 し [Enterl キー を 押し て く 
だ な ざい 。 


[| 。 自分 の 使っ て いる プリ ンタ が 表示 され て いな い 場 合 は 、 [プリ ンタ が 接 
続 され て いま せん ] を 選択 し キー を 押し て くだ さい 。 


設定 が 終了 し た ら 、 マ ウス ポイ ンタ を 移動 させ て [続行] ボタ ン を クリ 
ッ ク し て くだ さい 。 


] ] アプ リケーション を 登録 する 
Windows シス テム が 判別 で きる 男 囲 で 、 ハ ー ド ディ スク 内 に ある アプ リ 
ケー ショ ン を 自動 的 に Windows 3.1 に 登録 し ます 。 


ファ イル 名 が 同じ で 異な る アプ リケーション が ある 場合 は 、 そ の ファ イル 
名 に 対応 し た アプ リケーション 名 を 列挙 し て 表示 し ます の で 、 
キー を 使っ て 反転 表示 部 分 を 移動 させ て 選択 し キー を 押し て くだ さ 
8 


12 セッ ト ア ッ プ ディ スク を 抜き 出す 


セッ ト ア ッ プ ディ スク を ドラ イブ A か ら 抜 き 出し て [Enterl キー を 押し 
て くだ さい 。 
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] 9 セッ ト ア ッ プ が 終了 する 
セッ ト ア ッ プ が 終了 する と 、 ボ タン が 表示 され ます 。 


の ボタ ン は 3 つ あ る い は 1 つ 表示 され る 場合 も あり ます 。 


IM77rdow's S ら 7 の 


再起 動 (R 


表示 され て いる ボタ ン の 中 か ら 選 択 し て くだ さい 。 


[Windows の 起動 ] ボタ ン : Windows セ ッ ト ア ッ プ を 終了 させ て 自動 的 に 
Windows 3.1 を 起動 させ ます 。 

[MS-DOS に 戻る ] ボタ ン  : Windows セ ッ ト ア ッ プ を 終了 し て 、MS-DO 
S 画面 に 戻り ます 。 

[再起 動 ] ボタ ン : Windows セ ッ ト ア ッ プ が 設定 し た 利用 環境 で 、 
MS-DOS を 再起 動 し ます 。 


カス タム セッ ト ア ッ プ は 以上 で 終了 で す 。「Windows 3.1 を 起動 する に は 」 
(P.48) へ 進ん で Windows 3.1 を 起動 し て み ま し ょ う 。 


ク [Windows の 起動 ] [MS-DOS に 戻る ] ボタ ン を 選ん だ 方 は 、MS- 
| DOS を 再起 動 さ せ て か ら 、Windows 3.1 を 起動 し て くだ さい 。 
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硬 < 宮 


窒 才 の 7 そ ン < SAOPUIAW 


40 


セッ ト ア ッ プ に つい て の 補足 


利用 環境 の 設定 


セッ ト ア ッ プ プロ グラ ム を 起動 する と 、Windows シス テム の 各 プ ログ ラ 
ム ファ イル の 組み 込み が 開始 され ます 。 ま ず 、 お 使い の ハー ドウ ェ ア ( 利 
用 環境 ) を 自動 的 に 判別 し 、 カ スタ ム セッ ト ア ッ プ の 場合 は 、 画 面 表 示し 
ます 。 デ ィ ス プレ イ な ど 、 各 項目 を 変更 し よう と する と 、 下 記 の 表 の よう に 
選択 可能 な ドラ イ バ の 一 覧 が 表示 され ます 。 ま た 、winsetup の 自動 判定 の 基 
準 お よび 変更 する 場合 の 注意 点 を 下記 の 表 に 示し ます 。 


上 能 な 項目 


デ | FM TOWNS 16 色 640X480 イ ツ 12 ド ッ ト 
イィ | FM TOWNS 16 色 640X480? イ ツ 16 ト ドット 
ス | FM TOWNS 256 色 640X480? イ ツ 12 ト ドット 
プ | FM TOWNS 256 色 640X480? イ 〉 16 ド トット 
レ | FM TOWNS 1600 万 色 640X480?1 ツ 12 ト ドッ ト 
イ | FM TOWNS 1600 万 色 640X480?f ツ 16 ド ト 
マ | FM TOWNS 本 体 接続 マウ ス 

ウ | マ 9%2 な し 、 ま た は 他 の #( ケ ティ ツチ イス 

ス | キー ボー ド 接 続 マ ウス 


JIS キ ー ボ ー ド 
親指 シフ トキ ー ボ ー ド 


の 


セッ ト ア ッ プ に つい て の 補足 


1600 万 色 ド ライ バ を 
利用 する に は フル カ 
ラー カー ド か が 必要 で 
す 。 

ドラ イ バ を 選択 し て 
くだ さい 。 
現在 接続 され て いる マウ ス が 自動 的 
に 選択 され ます 。 

注 ) 誤っ た マウ ス を 選択 する と 正 し 
く 動 作 し ませ ん 。 
現在 接続 され て いる キー ボー ド が 自 
動 的 に 選択 され ます 。 

注 ) 誤っ た キー ボー ド を 選択 する と 
文字 が 正しく 入力 され ませ ん 。 


256 色 12 ド ッ 
トディ スプ レ 
イ が 選択 され 
ます 。 


モデ ル MX プ MA 以外 で 「1600 万 色 640X480 ラ イン 12 ド ッ ト 」 お よび 
「1600 万 色 640X480 ラ イン 16 ド ッ ト 」 の ディ スプ レイ ドラ イ バ を 利用 
する に は 、 別 売 の フル カラ ー カ ー 


ド が 必要 で す 。 


設定 可能 な 項目 
ネ | MS-DOS LANY を -/WS (基本 版 ) V2.0 
MS-DOS LANY を - ツ ィ /WS (拡張 版 ) V2.1 
Novel1 NetWare 

ネッ トワ ー ク が イン スト ー ル され て いま せ 
ん 
MS IME 
WINOAK3 


高速 トッ カム セッ ト 7 ッ 7 
MS-D0S 上 で 起動 し て いる ネッ トワ ー 
ク が 選択 され ます 。 


複 文節 変換 0AK が 組み 込ま れ て いる 
場合 、WINOAK V1.00 が 選択 され ます 。 


の 各 項 目 の 選択 肢 は 、 追 加 また は 変更 され る 可能 性 が あり ます 。 


| ほ ディ スプ レイ に デフ ォ ル ト で 表示 され る 文字 サイ ズ を 変更 する こと に よ 
り 、 画 面 全体 が 拡大 また は 縮 少 され て 表示 され ます 。 
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42 


Windows の 更新 


信 セ ッ ト ア ッ プ の 動作 

すでに セッ ト ア ッ プ され て いる Windows 3.0、Windows MME、 お よび 

Windows 3.1 の ディ レク トリ に Windows 3.1 を セッ ト ア ッ プ する こと に より 、 

Windows を 更新 する こと が で きま す 。 す で に セッ ト ア ッ プ 済 の パッ ケー ジア 

プリ ケー ショ ン な ど を 継続 し て 使用 し た い 場 合 に は 、 同 じ デ ィ レ クト リ に 

Windows 3.1 を セッ ト ア ッ プ し て くだ さい 。 こ の 場合 、winsetup コ マン ド は 、 

主 に 以下 の 条件 で セッ ト ア ッ プ を 行い ます 。 

・ デ ィ ス プレ イ ドラ イ バ 、 キ ー ボ ー ド ドラ イ バ な ど 、Windows 3.1 の シス 
テム ファ イル を 追加 、 更 新 し ま す 。 

・ プ ログ ラム マネ ー ジ ャ 、 ペ イン トブ ラ シ な ど 、Windows 3.1 に 添付 の ア 
プリ ケー ショ ン も 追加 、 更 新 し ま す 。 

・ セ ッ ト ア ッ プ 時 に は 、 日 本 語 入 カ ンス テム は 、 “WINOAK3” か 
"MS IME” の み が 選 択 可能 で す 。 こ れ 以 外 の 日 本 語 入 力 ンス テム を 
使用 し て いた 場合 に は 、 セ ッ ト ア ッ プ 終了 後に Windows 3.1 を 起動 し て コ 
ント ロー ル パネ ル か ら 、 そ の 日 本 語 入 力 ン ステム を 選択 し て くだ さい 。 

・ 本 製品 に 添付 され て いる Fontcity、 オ プシ ョ ン の フォ ント 、 パ ッ ケ ー ジ 
アプ リケーション な ど が 設定 し た . I N I ファ イル の 中 の 情報 は 更新 し ま 
せん 。 

・ 外 字 フ ァイル は 上 書き 更新 され ます 。 以 前 の 外字 ファ イル が 必要 な 場合 に 
は 、 事 前 に セー プ し て お いて くだ さい 。 


今 注意 事項 

Windows シス テム の 更新 中 に 、 メ モリ 不足 な どの エラ ー や その 他 の 原因 
に より 、 途 中 で セッ ト ア ッ プ が 中 断 す る こと が 考え られ ます 。 こ の 場合 、 そ 
の まま Windows を 起動 する こと は で き な く な り ま す 。 ま た 、 一 度 Windows を 
更新 し 始め る と 、 以 前 の 環境 に 戻す こと は で きま せん 。 し た が っ て 、M S- 
DOS の HDUTY コ マン ド な ど を 用 いて 、 更 新 を 行う Windows が 格納 され 
た 区 画 を バッ クア ッ プ し て か ら 、Windows の 更新 を 行う こと を お 勧め し ます 。 
バッ クア ッ プ が で き な い 場合 は 、 オ プシ ョ ン の フォ ント や 、 パ ッ ケ ー ジ アプ 
リケーション を 再度 イン スト ー ル する こと が で きる こと を 確認 し て か ら 、 
Windows の 更新 を 行っ て くだ さい 。 

セッ ト ア ッ プ の 途中 や 終了 後 、Windows 3.1 を 起動 し た 際 に トラ ブル が 発 
生 し た 場合 は 、 以 下 の 点 を 確認 し て くだ さい 。 

・ フ ォ ン ト や アプ リケーション の 起動 時 に メモ リ 不 足 が 発生 する 場合 は 、 

「 メ モリ や ハー ド ディ スク の 設定 の 目安 」 (P.58) を お 読み に な り 、 メ 
モリ 不足 を 解消 し て くだ さい 。 
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・Windows 3.0 用 の フォ ント や アプ リケーション に よっ て は 、Windows 3.1 
上 で 正しく 動作 し な い 場 合 が あり ます 。 


winsetupb コ マン ド の オプ ショ ン 


winsetup コ マン ド に は 、 以 下 の 表 に 記述 し た オプ ショ ン が あり ます 。 目的 
に 合わ せ て お 使い くだ さい 。 な お 、 詳 細 に つい て は 、Windows 3.1 セ ッ ト ア 
ッ プ ディ スク 内 の SETUP.TXTT を 参照 し て くだ さい 。 


この 表 と 同じ winsetup コ マン ド の オプ ショ ン の 一 覧 が 表 
示さ れ ま す 。 
/N オ プシ ョ ン を 実行 する た め の 前 準備 と し て 、Windows 
3.1 の セッ ト ア ッ プ CD-ROM に ある すべ て の ファ イル を 、 
指定 され た ネッ トワ ー ク サー バー 上 の ディ レク トリ に 
組み 込み ます 。 組み込ま れ た ファ イル は 書き 込み 禁止 属 
性 と な り ま す 。 
ネッ トワ ー ク サー バー 上 で Windows 3.1 を 実行 させ る 場 
合 の オプ ショ ン で す 。/A オ プシ ョ ン で 指定 し た ネッ トワ 
ー ク サー バー 上 の ディ レク トリ 内 の winsetupb コ マン ド 
を 起動 し て くだ さい 。/N オ プシ ョ ン を 使用 する と 、 共 有 
可能 な ファ イル は ネッ トワ ー ク 上 の ファ イル を 使用 し 、 
各種 の INI フ ァイル な ど 、 セ ッ ト ア ッ プ する コン ピュ ー 
タ ご と に 必要 な 情報 は 、 ハ ー ド ディ スク 内 に 組み 込ま 
れ ま す 。 
例え ば 、 ド ライ ブ A と ドラ イブ B の 両方 か ら セ ッ ト ア ッ 
プ を 実行 する た め の オ プシ ョ ン で す 。 例 ) /S:A /S:B 
セッ ト ア ッ プ 情報 ファ イル (SETUP. INF) の 代わ り に 、 利 
用 者 が 作成 し た filespec を 使用 し て セッ ト ア ッ プ を 行い 
ます 。 
利用 者 が あら か じ め コ ン フ ィ グ レー ショ ン に 必要 な 情報 
を filespec に 記述 する こと に より 、 キ ー 入 力 を ほとん ど 
行う こと な く Windows 3.1 の セッ ト ア ッ プ を 行え る よう 
に する オ ピ プン ョ シン で 世 。 


/S:filepath 
/0:filespec 


/H:filespec 
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の 


セッ ト ア ッ プ 終了 後 の Windows セ ッ ト ア ッ プ プロ グラ ム 


セッ ト ア ッ プ が 終了 する と 、Windows セ ッ ト ア ッ プ プロ グラ ム は 、 他 の 
Windows ア プリ ケー ショ ン と 同様 に 扱う こと が で きま す 。 い つ で も 好き な と 
き に Windows セ ッ ト ア ッ プ プロ グラ ム を 実行 し 、 は じ め に セッ ト ア ッ プ し 
た オプ ショ ン を 表示 し て 変更 する こと も で きま す 。 ま た 、 新 た に 周辺 機器 や 
アプ リケーション を Windows シス テム に 追加 する こと が で きま す 。 追 加 ま 
た は 変更 方 法 に つい て は 、 本 製品 に 添付 され て いる マニ ュ ア ル の 「『 機 能 ガ イ 
ド 』 を お 読み くだ さい 。 

な お 、MS-DOS か ら winsetup コ マン ド を 使用 する 場合 に は 、 必 ず Windows 

3.1 が セッ ト ア ッ プ され て いる ディ レク トリ か ら 起 動 し て くだ さい 。 


臣 還 Windows 3.1 を 終了 する 。 


晴久 MS-DOS の プロ ンプ ト で Windows の ディ レク トリ へ ム 移動 する 。 
例 ) Windows シス テム を ディ レク トリ d:\windows に 作成 し た 場合 
0: 
cO \ り 7dos 


正しい ディ レク トリ か 確認 する 。 
winsetup.exee フ ァイル が あれ ば 、 正 し い デ ィ レ クト リ で す 。 
77 2mSe7 の . ee 


諸 還 セッ ト ア ッ プ プロ グラ ム を 起動 する 。 
以下 の よう に 入力 し ます 。 
27S640 の 


セッ ト ア ッ プ ディ スク か ら 起 動 せ ず に 
セッ ト ア ッ プ する 方 法 


セッ ト ア ッ プ ディ スク か ら 起 動 し て Windows 3.1 を セッ ト ア ッ プ する こ 


と が で き な い 場合 に は 、 以 下 の 方 法 を 利用 し て セッ ト ア ッ プ する こと も で き 
ます 。 


この 方 法 で は 、MS-DOS vita0umirdgl し ます の で 、 十 分 
注意 し て 行っ て くだ さい 。 


この 場合 は 、MS-DOS が 起動 し て いる 状態 か ら セ ッ ト ア ッ プ 作業 を 行 
いま す 。 
セッ ト ア ッ プ を 実行 する 前 に 以下 の 項目 を 確認 し て くだ さい 。 
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圏 拡張 メモ リ の 設定 
Windows 3.1 を セッ ト ア ッ プ する と き や 、Windows 3.1 を 正しく 起動 させ 
る た め に は 、MS-DOS 3.1 の setunp コ マン ド 、 ま た は MS-DOS 5.0/ 
6.2 の setup2 コ マン ド を 使っ て 、 以 下 の メ モリ の 設定 を 行っ て くだ さい 。 
・「HMA 領 域 」 を 登録 し て くだ さい 。 
・「 ア プリ 領域 1」「 ア プリ 領域 。」「 ア プリ 領域 3 」 を 登録 し て くだ さい 。 
・「EMS メ モリ 」 や 「RAM デ ィ ス ク 用 メモ リ 」 を 減ら し て 、3M バ イト 
以上 の 「XMS メモ リ 」 を 設定 し て くだ さい 。 な お 、MS-DOS 3.1 の 
setup コ マン ド で は 「 残 り メ モリ 」 の 表示 、MS-DOS 5.0/6.2 の setup2 
コマ ンド で は 「 増 設 メ モリ (XMS) 」 の 表示 が 使用 可能 な 「XMS メ モ 
リ 」 に 相当 し ます 。 


拡張 メモ リ の 設定 に つい て は 、MS-D OS に 添付 の マニ ュ ア ル と 、 
「 拡 張 メ モリ の 設定 」 (P.62) を お 読み くだ さい 。 


園 CD-ROM ド ライ ブ ドラ イ バ と OAK の イン スト ー ル 

Windows 3.1 の セッ ト ア ッ プ CD-ROM か ら フ ァイル を 読み 込ん で セッ 
ト ア ッ プ する た め に は 、CD-ROM ド ライ ブ ドラ イ バ と 複 文節 変換 0AK 
を イン スト ー ル する 必要 が あり ます 。 以 下 の 手 順に よっ て 組み 込ん で くだ さ 
い 。 


/ ノ CD-ROM ド ライ ブ ドラ イ バ は Windows 3.1 に 付属 の ドラ イ バ を お 使 
側 いく だ さい 。MS-DOS に 付属 の も の は 、 レ ベル に よっ て 正常 に 機能 
し な い 場 合 が あり ます 。 
男 醐 Towns シ ステ ム ソフ トウ ェ ア に 添付 され て いる CD-R OM を 起動 す 
る 。 
CD-R OM を セッ ト し て 、 コ ンピュータ を 再起 動 し ます 。 


時 滞 すでに TownsO S が ハー ド ディ スク に イン スト ー ル され て いれ ば 、 そ 
れ を 起動 し て も 構い ませ ん 。 


CD-ROM ド ライ ブ に Windows 3.1 の セッ ト ア ッ プ CD-ROM を 
セッ ト す る 。 


初期 化 さ れ た フロ ッ ピ ー ディ スク を ドラ イブ A に セッ ト す る 。 


騙 一 Towns システム ソフトウェア の 画面 上 で 、 フ ァイル を セッ ト ア ッ プ 
CD-R OM から フロ ッ ピ ー ディ スク に 複写 する 。 
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以下 の ファ イル を セッ ト ア ッ プ CD-R OM か ら ド ライ ブ A に セッ ト 
し た フロ ッ ピ ー ディ スク に 複写 し ます 。 フ ァイル の 複写 の 方 法 は 、 
Towns シ ステ ム ソ フ トウ ェ ア に 添付 され て いる マニ ュ ア ル を お 読み くだ 
さい 。 


・MS-DOS 3.1 で セッ ト ア ッ プ する 場合 
0:\WIN31\DT3\OAK0.SYS 
0Q:\WIN31\DT3\OAK1. SYS 
0:\WIN31\OASYS. DIC 
0:\WIN31\CDISC. SYS 
0:\WIN31\CDDRV. SYS 
0:\WIN31\CDCACHE. SYS 
0:\WIN31\MSCDEX. EXE 


・MS-DOS 5.0/6.2 で セッ ト ア ッ プ する 場合 
Q:\WIN31\DT5YOAKO.SYS 
0:\WIN31YDT5YOAK1.SYS 
Q:\YWIN31\DT5YMSKANJI. SYS 
Q:YWIN31\OASYS. DIC 
Q:\WIN31\CDISC. SYS 
Q:\WIN31\CDDRV. SYS 
Q:\WIN31\CDCACHE. SYS 
Q:\WIN31YMSCDEX.EXE 


馬 坦 コン ピュ ー タ を 再起 動 する 。 


年 s 位 CD-ROM ド ライ ブ ドラ イ バ を 組み 込む 。 
以下 の ファ イル を MS-DO S が 起動 する ドラ イブ に 複写 し ます 。MS- 
DOS が 起動 する ドライブ が D の 場合 に は 、 以 下 の よ うに 入力 し ます 。 
CO ヵ y 0q:C02sC.SyS 0: 
CO ヵ 》 0:CO770. SVS 0: 
CO ヵ y 0:cOcocAe.SyS 0: 
CO あわ y 0: 思 SCOe. 6X6e 0: 


村 及 CONFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT を 修正 する 。 
CONFIG.SYS の 最後 に 以下 の 4 行 を 追加 し ます 。 
0e02Ce=C0? SC. SS 
dey?ce=cddyo. sys /:70WMS CD /00:0 
ge2?ce=ccoCAe. sysS /:32 
107706 ニ = 
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AUTOEXEC. BAT の 最後 に 以下 の 1 行 を 追加 し ます 。 
Scdex //:7OWWS CD // /:8 /L:0 


本 = 表 鶴 文 節 変換 OAK を イン スト ー ル する 。 
OAK を 利用 され な い 場 合 は 、9 へ 進ん で くだ さい 。 
以下 の ファ イル を 従来 の ファ イル と 置き 換え ます 。 
oak0.Sys 
oakl. sys 
mskanji.sys (MS-DOS 5.0/6.2 を 使用 し て いる 場合 の み ) 


辞書 を 更新 する 場合 は 、OASYS.D1IC ( 複 文節 0AK 用 辞書 ) を 
複写 し ます 。 


配 胃 コン ピュ ー タ を 再起 動 する 。 


軒 ドラ イブ A に セッ ト ア ッ プ ディ スク を セッ ト す る 。 
ドラ イブ A の フロ ッ ピ ー ディ スク を 取り 出し 、Windows 3.1 の セッ ト 
アッ プ ディ スク と 入れ 替え ます 。 


還 W セッ ト ア ッ プ プロ グラ ム を 起動 する 。 
以下 の よう に 入力 し ます 。 
0 [Enter 
CD \W7M3) [Enter」 
W7MSg70P [Enter 


以上 の 操作 で セッ ト ア ッ プ プロ グラ ム が 起動 し ます 。 


これ 以降 は 「 セ ッ ト ア ッ プ を 開始 する 」 (P.15) の 手順 1 1 を 参照 し て 、 
セッ ト ア ッ プ の 操作 を 続け て くだ さい 。 
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Windows 3.1 を 起動 する に は 


Windows の セッ ト ア ッ プ が 終了 し た ら 、Windows 3.1 を 実際 に 起動 する た 
め に 、 カ レン ト ドラ イブ と カレ ント ディ レク トリ を 、Windows シス テム 
を 作成 し た と ころ に 変更 し て くだ さい 。 


古 議 “win と 入力 し [Enterl キー を 押す 。 
Windows 3.1 が 起動 し ます 。 


野添 本 製品 に 添付 され て いる マニ ュ ア ル の 『 今 日 か ら 使え る Windows 3.1』 
も あわ せ て お 読み くだ さい 。 


W indows の 動作 モー ド 


Windows 3.1 は 、 2 種類 の モー ド (スタ ンダ ー ド モー ド 、 エ ン ハ ンス ド 
モー ド ) で 動作 し ます 。Windows 3.1 を 起動 する と 、 お 使い に な っ て いる コ 
ンピュータ シス テム の タイ プ や メモ リ 容 量 に よっ て 、 使 用 する モー ド を 自 
動 的 に 判断 し て 起動 し ます 。 


ド 」 は 、Windows 3.1 で は 使用 で きま せん 。 
Windows 3.1 で は 、Windows 2.x の アプ リケーション は 動作 し ませ ん 。 


の Windows 3.0 で セッ ト ア ッ プ の た め に サポ ー ト され て いた 「 リ アル モー 
章 


1 時 岬 Windows 3.1 が 動作 し て いる モー ド を 確認 する に は 、 プ ログ ラム マネ 
ー ジ ャ の [ヘル プ ] メニ ュー の [バー ジョ ン 情 報 ] コマ ンド を 選択 し て 
くだ さい 。 


Windows 3.1 を 起動 する と き 、 コ マン ド ライ ン に 次 の いずれ か の スイ ッ 
チ を 指定 する こと に よっ て 、 指 定 し た モー ド で Windows 3.1 を 起動 する こと 
が で きま す 。 た と えば 、Windows 3.1 を エン ハン ス ド モー ド で 起動 する 場 
合 管 は き コ マジ ンド ライ ジ に "wan/3 と 犬 力 ます 。 
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スタ ンダ ー ド モー ド で 動作 し ます 。 
エン ハン ス ド モー ド で 動作 し ます 。 


2 つの 動作 モー ド は 次 の よう に 定義 され て いま す 。 


の スタ ウツ トード CE 

Windows 3.1 を 実行 する た め の 標 準 的 な 動作 モー ド で す 。 ス タン ダー ドモ 
ー ド は 、XMS メ モリ に アク セス で きま す 。XMS メ モリ に アク セス で きる 
た め 、 複 数 の Windows ア プリ ケー ショ ン を 同時 に 実行 する こと が で きま す 。 
また 、 メ モリ が 大 きい ほど 、 ア プリ ケー ショ ン を 速く 実行 し ます 。 


@ エ ン ハ ンス ド モー ド 

1386S X 以 上 の C P U が 提供 する 仮想 記憶 機能 に アク セス で きる 動作 モー 
ド で す 。 仮想 記 憶 機能 は 、Windows ア プリ ケー ショ ン ガ が 物理 的 に 使用 可能 な 
メモ リ 以 上 の メモ リ を 使用 で きる よう に する 機能 で す 。 こ の モー ド で は 、 
複数 の MS-DOS アプ リケーション を 同時 に 実行 する こと が で きま す 。 ま 
た 、MS-DOS アプ リケーション を ウィ ンド ウ 内 で 実行 する こと も で きま 
す 。 
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Windows 3.1 を 終了 する に は 


実行 し て いる アプ リケーション を 終了 し た あと で あれ ば 、 プ ログ ラム マ 
ネー ジャ か らい つ で も Windows 3.1 を 終了 する こと が で きま す 。 


時 光 本 製品 に 添付 され て いる マニ ュ ア ル の 『 今 日 か ら 使 える Windows 3.1』 
を あわ せ て お 読み くだ さい 。 


マウ ス で Windows 3.1 を 終了 する に は 
置 丹 [プロ グラ ム マネ ー ジ ャ ] の コン トロ ー ル メニ ュー ボッ クス を ダ 
ブル クリ ッ ク す る 。 
直接 [クロ ー ズ ] コマ ンド を 選択 し た こと に な り 、 す ぐに [Windows の 
終了 ] ダイ アロ グ ボッ クス が 表示 され ます 。 
[OK] ボタ ン を クリ ッ ク す る 。 
Windows 3.1 が 終了 し ます 。 


キー ボー ド で Windows 3.1 を 終了 する に は 
罰 醐 [Alt| + [F4| キー を 押す 。 
直接 [クロ ー ズ ] コマ ンド を 選択 し た こと に な り 、 す ぐに [Windows の 
終了 ] ダイ アロ グ ボッ クス が 表示 され ます 。 
[OK] ボタ ン を クリ ッ ク す る 。 
Windows 3.1 が 終了 し ます 。 


Windows 3.1 を 終了 する に は 


Windows 3.1 を 終了 する に は 
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W indows の 最適 化 


この 章 で は 、Microsoft⑤ Windows"" Version 
3.1 を 動作 させ る た め に 必要 な 拡張 メモ リ や ハー ド デ 
ィ ス ク の 最適 化 に つい て 説明 し ます 。 

この 章 は 、MS-DOS や ハー ドウ ェ ア に つい て 、 
基本 的 な 知識 を 持っ て いる こと を 前 提 に 説明 し て いま 
す 。 な か に は 、 か な り 難 し い 内 容 も 出 て きま す が 、 す 
べ て を 理解 し な く て も Windows 3.1 を 使う こと が で き 
ます 。 お 使い に な る 方 の 必要 に 応じ て お 入 み くだ さい 。 


最適 化 と は 
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最適 化 と は 


最適 化 と は 、 ふ だ ん の 作業 で シス テム の メモ リ や ハー ド ディ スク な どの 

資源 が 最も 効率 よく 使わ れる よう に 、 使 っ て いる シス テム を 調整 する こと で 
す 。 す で に 「 セ ッ ト ア ッ プ 前 の 確認 事項 」 で 触れ まし た が 、Windows 3.1 を 
動作 させ る た め に は 、 拡 張 メ モリ や ハー ド ディ スク か が 必要 で す 。 こ の 章 で 
は 、 こ れ ら の 資源 を 有効 に 使う た め の 設 定 方 法 を お 使い に な る 方 に あわ せ て 
説明 し ます の で 、 必 要 に 応じ て お 読み くだ さい 。 


信 と に か く 簡 単に お 使い に な り た い 方 

最も 基本 的 な 項目 に つい て は 、「 セ ッ ト ア ッ プ 前 の 確認 事項 」 で 説明 し て 
いま す 。 こ の 設定 を 行っ た あと に 、「 高 速 セ ッ ト ア ッ プ 」 を 行っ て いた だ け 
れ ば 、 最 適 な 設定 と な り ま す 。 実際 に Windows 3.1 を 使っ て みて 、 特 に 問題 
が な けれ ば 、 そ の まま の 環境 で ご 使用 くだ さい 。 必 ず し も 本 章 を 読む 必要 は 
あり ませ ん が 、 メ モリ や ハー ド ディ スク の 最適 化 に つい て チェ ッ ク さ れる 
こと を お 勧め し ます 。 


人 基本 的 な 「 最 適 化 」 に つい て チェ ッ ク さ れ た (方 

Windows 3.1 の 最適 化 で は 、 特 に メモ リ の 設定 が 重要 で す 。 設 定 の 目安 に 
つい て は 、「 メ モリ や ハー ド ディ スク の 設定 の 目安 」 (P.58) を お 読み く 
だ さい 。 な お 、 実 際 に 設定 を 変更 する た め に は 、「 拡 張 メ モリ の 設定 」 

(P. 62) 、「 メ イン メモ リ の 設定 」 (P.64) や 、MS-DOS に 添付 され て 
いる マニ ュ ア ル を お 読み くだ さい 。 


人 @ 詳 細 な 設定 や 、 運 用 に 応じ た 設定 を され た しい 方 

本 章 で は メモ リ の 設定 の 他 に 、Windows 3.1 に 添付 の 各種 ドラ イ バ の パラ 
メー タ や 、R AM ディ スク の 利用 な ど に つい て 説明 し て いま す 。 必要 な 項目 
を お 読み くだ さい 。 

な お 、 具 体 的 な 目的 で ドラ イ バ の パラ メー タ を 設定 する よう な 場合 を 除き 、 
どの よう な 設定 が 良い か は 一 概 に は 決め られ ませ ん 。 「 メ モリ や ハー ド デ 
ィ ス ク の 設定 の 目安 」 (P.58) を 参考 に し た 上 で いく つか の 設定 を た めし て 
みて 、 運 用 に 適し た 設定 で お 使い くだ さい 。 
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Windows 3.1 の 動作 速度 は 、 コ ンピュータ に 搭載 され て いる メモ リ の 使い 
方 や 、 ハ ー ド ディ スク の 使い 方 に よっ て 影響 を 受け る 場合 が あり ます 。 こ 
こ で は 、Windows 3.1 が メモ リ や ハー ド ディ スク を どの よう に 使用 する か 
を 簡単 に 説明 し な が ら 、 基 本 的 な 設定 方 法 に つい て 説明 し ます 。 


Windows 3.1 の 動作 速度 は 、C PU や ハー ド ディ スク の アク セス 性 能 
な ど に 大 きく 依存 し ます 。 


Windows 3.1 の 動作 と 「 最 適 化 | の ポイ ント 


Windows 3.1 が 起動 され る と き 、Windows 3.1 の プロ グラ ム は メモ リ 上 に 
読み 込ま れ ま す 。Windows 3.1 は 、 1 M バ イト 以下 の メイ ン メモ リエ と 、1 
M バ イト 以上 の XMS メ モリ を 使い ます 。 ま た 、Windows ア プリ ケー ショ ン 
が 起動 され る と きも メモ リ 上 に 読み 込ま れ ま す 。Windows 3.1 は 、 同 時 に 複 
数 の アプ リケーション を 起動 する こと が で きま す 。 す べ て の アプ リ ケ ー シ ョ 
ン を メモ リ 上 に 読み 込む た め に は 、 そ れ だ け 多 く の メ モリ を 必要 と する こと 
に な り ま す 。 

し か し 、Windows 3.1 で は 、 メ モリ 上 に Windows 3.1 や Windows ア プリ ケ 
ーション の すべ て を 読み 込め な いよ うな メモ リ サイ ズ で も 動作 させ る こと 
が で きま す 。 こ れ は 、Windows 3.1 や Windows ア プリ ケー ショ ン が 、 ハ ー ド 
ディ スク を メモ リ の 一 部 と し て 利用 する か ら で す 。 こ れ を 仮想 記憶 機能 と い 
いま す 。 

メモ リ が 不足 する と 、 メ モリ に な く て も 良い Windows 3.1 や アプ リ ケ ー シ 
ョ ン の 一 部 を メモ リ か ら ス ワッ プ ファ イル に 入れ 替え ます 。 エ ン ハ ンス ド 
モー ド で は 、 ス ワッ プ ファ イル を ハー ド ディ スク の 中 に 作る こと に よっ て 
仮想 記憶 機能 を 実現 し て いま す 。Windows 3.1 は 、 ス ワッ プ ファ イル を 本 
物 の メモ リ て と 同様 に 扱い ます 。 し か し 、 ハ ー ド ディ スク より メモ リ の ほう 
が 高速 に 読み 書き が で きる の で 、 よ り 多 く の メ モリ を 用 意 し て くだ さい 。 

スワ ッ プ ファ イル 以外 に も 、 ア プリ ケー ショ ン で 作成 し た デー タ ファ イ 
ル を 保存 する た め に 、 ハ ー ド ディ スク の 空き 容量 を 使い ます 。 そ れ 以 外 に 
も Windows 3.1 や Windows ア プリ ケー ショ ン は 、 次 の よう な 場合 に ハー ド 
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ディ スク の 空き 容量 を 使い ます 。 

・Windows 3.1 や ーー 部 の アプ リケーション が 、 メ モリ に 入り 切ら な い 情 報 を 
一 時 的 に 記憶 する た め 、 ハ ー ド ディ スク の 空き 容量 を 利用 する 場合 が あ 
り ま す 。 

・Windows 3.1 が 、 印 刷 中 の 情報 を 一 時 的 に 入れ て お く た め 、 ハ ー ド ディ 
スク の 空き 容量 を 利用 する 場合 が あり ます 。 


これ ら の 作業 に 使用 する ドラ イブ を 指定 する に は 、「 環 境 変数 TEMP の 
使い 方 」 (P.88) を お 読み くだ さい 。 作 業 領域 と し て 、 ハ ー ド ディ スク の 
空き 容量 を いつ も 2 M バ イト 以上 残し て お く よ う に する と よい で し ょ う 。 

また 、 メ モリ に 余裕 が あれ ば R AM ディ スク を 使う こと を お 勧め し ます 。 
R AM ディ スク の 設定 に つい て は 、「R AM ディ スク の 使い 方 」 (P.79) を 
お 読み くだ さい 。 

ハー ド ディ スク の 整理 方 法 な ど に つい て は 、「 ハ ー ド ディ スク の 効率 の 
向上 」 (P.83) を お 読み くだ さい 。 


Windows 3.1 に は 、XMS ドラ イ バ (HIMEM.SYS) 、 仮 想 EMS 
ドラ イ バ (EMM386.EXE) 、SMARTDrive (SMARTDRV.E 
XB) SGD マ R OM ドラ イブ ドラ イ バ ,(@GD'TYSC. SYS、CDDRYV. 
SYS、CDCACHE.SYS、MSCDEX.EXE) が 添付 され て いま 
す 。 

これ ら の ドラ イ バ は 、MS-DOS に も 添付 され て いま す が 、Windows 
3.1 を 動作 させ る 場合 に は 、 必 ず Windows 3.1 に 添付 の も の を 使用 し て くだ 
さい 。 や む を 得 ず 他 の ドラ イ バ を 使用 する 場合 に は 、 各 ドラ イ バ の 説明 を 良 
く 読ん だ 上 で 、Windows 3.1 と の 適合 性 を 確認 し て 使用 し て くだ さい 。 


但 XMS ドラ イ バ 

Windows 3.1 を 起動 する た め に 必要 な ドラ イ バ で す 。Windows 3.1 を セッ 
ト ア ッ プ し た と き に 、CONF IG.SYS に 組み 込ま れ ま す 。XMS ドラ 
イ バ に つい て は 、「XMS ドラ イ バ の 使い 方 」 (P.69) を お 読み くだ さい 。 


人 @EMS ドライバ 

MS-DOS アプ リケーション な ど が EMS メ モリ を 使用 する 場合 に 必要 
と な る ドラ イ バ で す 。 Windows 3.1 を セッ ト ア ッ プ する と き に 、CONF I 
G.SYS に すでに EMS ドラ イ バ が 組み 込ま れ て いる 場合 は 、Windows 
3.1 に 添付 の EMS ドラ イ バ に 置き 換え ます 。EMS ドラ イ バ に つい て の 詳 
細 は 、「EMS ドラ イ バ の 使い 方 」 (P.72) を お 読み くだ さい 。 


⑱SMARTDrive 

Windows 3.1 に 添付 され て いる ディ スク キャ ッシュ プロ グラ ム で す 。 
SMARTDrive は 、Windows 3.1 を セッ ト ア ッ プ し た と き に 、AUTOE 
XEC.BAT に 組み 込ま れ ま す 。 SMARTDrive に つい て の 詳細 は 、 
「SMARTDrive の 使い 方 」 (P.76) を お 読み くだ さい 。 


@CD-ROM ド ライ ブ ドラ イ バ 

FM TOWNS 本 体 に 内 蔵 さ れ て いる CD-R OM ドライブ を 扱う た め の 
プロ グラ ム で す 。 CD-R OM ドラ イブ ドラ イ バ は 、Windows 3.1 を セッ ト 
アッ プ し た と き に 自動 的 に 組み 込ま れ ま す 。CD-ROM ド ライ ブ ドラ イ バ 
に つい て は 、「CD-ROM ド ライ ブ ドラ イ バ の 使い 方 」 (P.91) を お 読み 
くだ さい 。 


また 、Windows 3.1 を 使用 する た め に は 、 4 M バ イト 以上 の メモ リ が 必要 
で す 。 不足 し て いる 場合 に は 、 メ モリ を 増設 し て くだ さい 。 

この 章 の 説明 の 多く は 、 メ モリ の 設定 に 関係 し ます 。 メ モリ は 、 用 途 や 管 
理 方 法 に より いろ いろ な 名 称 で 区 別 さ れる 場合 が あり ます 。 


圏 メ イン メモ リ 

FM TOWNS で は 、0 768K バ イト まで の メモ リ を 指し ます 。 「 セ ッ 
ト ア ッ プ 前 の 確認 事項 」 で 、chkdsk コ マン ド で 確認 し た メモ リ が メイ ン メ モ 
リ で す 。MS-DOS や 、CONFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT 
に 書い て ある コマ ンド を 実行 する た め に も メイ ン メモ リ が 使わ れ ま す 。 
Windows 3.1 は 、 残 っ た メモ リ を 利用 し て 、 シ ステ ム と アプ リケーション 
を 管理 し ます 。 


一 プ ロ テ ク ト メモ リ 

プロ テク ト メモ リ は 、80286 以 上 の CPU を 搭載 し た コン ピュ ー タ で 、 1 
M バ イト を 超え た メモ リ の こと を いい ます 。 プ ロ テ ク ト メモ リ は 、 使 う 用 
途 に よっ て 、 以 下 の 3 種類 に 分 ける こと が で きま す 。 


@XMS メ モリ 

XMS メ モリ は プロ テク ト メモ リ の うち 、XMS ドラ イ バ に よっ て 管理 
され る 汎用 メモ リ で す 。Windows 3.1 の 実行 に は XMS メ モリ が 必要 で す 。 

Windows 3.1 に は 、HIMEM.SYS と いう XMS ドラ イ バ が 添付 され 
て いま す 。 

な お 、XMS メ モリ の こと を プロ テク ト メモ リ 、 拡 張 メ モリ 、 ま た は エ 
クス テン ド メモ リ と いう 場合 が あり ます が 、 こ こ で は XMS メ モリ と いう 
用 語 を 使用 し ます 。 
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人 @EMS メ モリ 

EMS メ モリ は 、 プ ロ テ ク ト メモ リ の うち 、EMS ドラ イ バ に よっ て 管 
理 さ れる 汎用 メモ リ で す 。Windows 3.1 と Windows ア プリ ケー ショ ン は EM 
S メ モリ を 使い ませ ん が 、MS-DOS アプ リケーション や 、MS-DOS 
の デバ イス ドラ イ バ や 常駐 プロ グラ ム の 中 に は 、EMS メ モリ を 使用 する 
も の が あり ます 。Windows 3.1 に は 、EMM386.EXE と いう EMS ド ライ 
バ が 添付 され て いま す 。 


@R AM ディスク 用 メモ リ 

MS-DOS 3.1 の setunp コ マン ド 、 ま た は MS-DOS 5.0/6.2 の setup2 
コマ ンド に よっ て 、R AM ディ スク を 設定 し た 場合 に は 、 プ ロ テ ク ト メモ 
リ の 一 部 を 使用 し て 、R AM ディ スク 用 メモ リ と し て 使用 で きま す 。 


メモ リ や ハー ド ディ スク の 設定 の 目安 


ここ で は 、Windows 3.1 が 動作 し や すい よう に メモ リ や ハー ド ディ スク 
を 設定 する と き の 基 本 的 な 目安 を 紹介 し ます 。 


圏 Windows 3.1 の 実行 に 必要 な メモ リ に つい て 
Windows 3.1 を 実行 する に は 、 少 な く と も 次 の メモ リ が 必要 に な り ま す 。 
必ず これ 以上 の メモ リ で ご 使用 くだ さい 。 


0 必要 な メモ リ 量 
メイ ン メモ リ | 400K パ イト (420K バ イト 以上 ) 
XMS メ モリ 3.0M バ イト (4.5M バ イト 以上 ) 


@ メ イン メモ リ 

Windows 3.1 を 起動 する に は 、400K バ イト 以上 の メイ ン メモ リ を 必要 と 
し ます 。 ま た 、Windows ア プリ ケー ショ ン な ど が メイ ン メモ リ を 使用 する 
場合 が あり ます 。 メ イン メモ リ は 420K バ イト 以上 設定 する こと を お 勧め し 
まき 


Windows 3.1 を 起動 する 前 た すでに メイ ン メモ リ を 使い すぎ て いる と 、 
アプ リケーション の 実行 中 に メモ リ 不 足 に な り ま す 。 こ の よう な 場合 は 、 
Windows 3.1 を 起動 する 前 に 使わ れる メイ ン メモ リ を 小さ くす る と 、 

も っ と 多く の メモ リ が 使え る よう に な り ま す 。Windows 3.1 を 使用 する 
の に 必要 が な い ド ライ バ や 常駐 プロ グラ ム は 、 で きる だ け 使 用 し な いよ 
の に も ぐだ さも や 


@XMS メ モリ 

シス テム 上 で 使え る XMS メ モリ が 多い ほど 、 同 時 に 動か せる こと が で き 
る アプ リケーション の 数 が 増え 、Windows 3.1 の 性 能 も 向上 し ます 。 シ ステ 
ム に 搭載 され て いる プロ テク ト メモ リ の 全体 量 が 小さ い 場 合 は 、EMS メ 
モリ や R AM ディ スク 用 メモ リ の 量 を 減ら し て で も 、XMS メ モリ を た くさ 
ん 確保 する よう に し て くだ さい 。 た と えば 、 シ ステ ム に 3 M バ イト の プロ テ 
クト メモ リ し か な い 場 合 は 、EMS メモ リ や R AM ディ スク に は メモ リ を 
割り 当て ず 、 3 M バ イト すべ て を XXMS メモ リ に 割り 当て て くだ さい 。 
最低 限 必要 な XMS メモ リ は 、Windows 3.1 を セッ ト ア ッ プ する と き に 指 
定 す る 「 フ ォ ン ト サイ ズ 」 に よっ て 変わ り ま す 。 フ ァイル サイ ズ の 大 き な 
フォ ント を 選択 する ほど 、 多 く の メ モリ が 必要 で す 。 

複数 の アプ リケーション を 同時 に 動か す 場合 や 、 パ ッ ケ ー ジ アプ リ ケ ー 
ショ ン を 性 能 良く 動か す た め に は 、 更 に メモ リ が 必要 と な る 場合 が あり ます 。 
エン ハン ス ド モー ド で は 、 ス ワッ プ ファ イル を 使っ て 仮想 記憶 を 使う こ 
と が で きる た め 、 使 用 可能 な XMS メ モリ を 3 M バ イト より 少な くし て も 
Windows 3.1 の 起動 は 可能 で す 。 し か し 、 ハ ー ド ディ スク 上 の スワ ッ プ フ 
ァイル と メモ リ と の 交換 が 激しく な り 、 シ ステ ム 全 体 の 性 能 を 下げ る 原因 に 
な り ま す 。 ま た 、 十 分 な XMS メ モリ が な いと 、 多 く の ア プリ ケー ショ ン の 
動作 に 支 遼 を あたえ る こと も あり ます 。 な る べく 推奨 値 以 上 の XMS メ モリ 
を 確保 する よう に し て くだ さい 。 


圏 プロ テク ト メモ リ や ハー ド ディ スク に 余裕 が ある 場合 

プロ テク ト メモ リ や ハー ド ディ スク に 余裕 が ある 場合 、 設定 の 目安 と し 
て 一 例 を 挙げ て 説明 し ます 。 ポ イン ト は 、XMS メ モリ を で きる だ け 大 きく 
設定 する こと で す 。 


搭載 メモ リ 10M バ イト 、 プ ロ テ ク ト メモ リ 9 M バ イト 、 デ ィ ス ク 空 き 容量 
40M バ イト の 場合 。 
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設定 補足 

メ | XMS メ モリ 1 XNS メ モリ 参照 
モ | -SMARTDrive 領 域 
リ | EMS メ モリ 0.5M バ イト | 坦 EMS メ モリ 参照 

RAM デ ィ ス ク 芋 近 CS @RAMN デ ィ ス ク 参 照 
| | -TEMP 領 域 
中 ワッ タプ ファ イル 10M バ イト | 但 ス ワッ プ ファ イル 参照 
ィ | 空き 容量 30M バ イト | 鍛 空 き 容量 参照 
ス 
ク 


@XMS メ モリ 

Windows 3.1 を 動作 させ る 観点 か ら は 、Windows シス テム と Windows ア 
プリ ケー ショ ン の すべ て が XMS メモ リ 上 に ある 場合 が 最も 高速 に 動作 し ま 
す 。 こ の た め に は 、EMS メ モリ や RAM デ ィ ス ク を 調整 し て 、 で きる だ け 
XMS メ モリ を 多く する こと が 望ま れ ま す 。 


時 滞 AUTOEXEC.BAT で 、SMARTDrive が 指定 され て いる 場合 
に は 、MS-D O S の 起動 時 に XMS メ モリ の サイ ズ に 依存 し て 。 
SMARTDrive の 領域 が XMS メ モリ 内 に 自動 的 に 確保 され ます 。 


⑱EMS メ モリ 

EMS メ モリ は 、 必 要 最 低 限 の サイ ズ だ け 設 定 し ます 。 具 体 的 に は 、320K 
バイ ト 以 上 と する か 、 運 用 に より EMS を 必要 と する ドラ イ バ を 使用 する 場 
合 に 、 そ の ドラ イ バ が 必要 と する メモ リ サイ ズ を 追加 し ます 。 


本 体 の メモ リ が 4 M バ イト 以下 の 場合 は 、 設 定 し な いこ と を お 勧め し ま 
す 。 


な お 、 エ ン ハ ンス ド モー ド で 、EMS メ モリ を 使用 する MS-DOS ア 
プリ ケー ショ ン を 動作 させ る 場合 に は 、P IF ファ イル で EMS 領 域 を 指定 
し て くだ さい 。 P IF ファ イル で 指定 する こと に より 、EMS 領 域 も 仮想 記 
憶 の 対象 と な る た め 、 効 率 的 な メモ リ 運 用 が で きま す 。 詳 しく は 、「PIF 
エディ タ 」 (P.100) を お 読み くだ さい 。 
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僅 RAM デ ィ ス ク 

情報 は 、 ハ ー ド ディ スク より も メモ リ の 一 部 を 使っ て いる R AM ディ ス 
ク か ら の ほう が 速く 読め ます 。 一 時 的 な ファ イル を R AM ディ スク に 入れ る 
と 、 一 時 的 な ファ イル を 使う アプ リケーション が 高速 に な る 可能 性 が あり ま 


⑱ ス ワッ プ ファ イル 

スワ ッ プ ファ イル は 、Windows 3.1 の セッ ト ア ッ プ の 中 で 設定 され ます 。 
また 、 必 要 に 応じ て コン トロ ー ル パネ ル で 設定 し た り 、 変 更 す る こと が で 
に 3 さと 

スワ ッ プ ファ イル は 、 エ ン ハ ンス ド モー ド で Windows 3.1 を 起動 し た と 
き に 、 仮 想 記 憶 と し て 使用 さき され ます 。 プ ログ ラム マネ ー ジ ャ の [ヘル プ ] 
メニ ュー か ら [バー ジョ ン 情 報 ] コマ ンド を 選ぶ と 使用 可能 な メモ リ サイ 
ズ が 表示 され ます 。 こ の メモ リ サイ ズ に は 、 ス ワッ プ ファ イル の 容量 が 含 
まれ て いま す 。 最も 多く の アプ リケーション を 同時 に 動か し て いる 場合 に 、 
メモ リ 不 足 が 発生 する よう で あれ ば 、 も う 少 し 大 き な ス ワッ プ ファ イル を 
設定 する こと を お 勧め し ます 。 


@ 空 き 容 量 

冒頭 で 述べ た 通り 、 ハ ー ド ディ スク に は 、 ア プリ ケー ショ ン の デー タ フ 
ァイル が 保存 され た り 、 一 時 的 な 作業 ファ イル が 作成 され た り し ます の で 、 
最低 で も 2 M バ イト 、 で きれ ば それ 以上 の 空き 容量 を 残し て お く こ と を お 勧 
0 まお 2935 
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最適 化 の 詳細 


「 最 適 化 の 概要 」 で は 、Windows 3.1 の 動作 と コン ピュ ー タ の 設定 の 関係 
に つい て 説明 し まし た 。 こ こ で は 、 最 適 化 を 行う た め の 実 際 の 設定 方 法 に つ 
いて 説明 し ます 。 


RAM デ ィ ス ク 


| 環境 変数 TEMP の 設定 ”。 | | 
1 全 の の 本 定 トト 、/ 、) 
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拡張 メモ リ の 設定 


ここ で は 、MS-DOS 3.1 の setup コ マン ド 、 ま た は MS-DOS 5.0/ 
6.2 の setup2 コ マン ド を 使用 し て 、 プ ロ テ ク ト メモ リ の 設定 を 行う 方 法 に つ 
いて 説明 し ます 。 こ の 設定 は 、FM TOWNS で Windows 3.1 を 使用 する 
た め に 必ず 行わ な けれ ば な り ま せん 。 メ モリ を 増設 し た 場合 に も 以下 の 設定 
を 行っ て くだ さい 。 

拡張 メモ リ の 設定 を 行う コマ ンド は 、 お 使い に な っ て いる MS-DOS の 
バー ジョ ン に よっ て 違い 、 コ マン ド の 中 で 使用 し て いる 用 語 も 異な る た め 、 
ここ で は MS-DOS 5.0/6.2 の setup2 コ マン ド を 例 に し て 説明 し ます 。M 
S-DOS 3.1 を お 使い の 方 も 、 基本 的 な 設定 方 法 に つい て は 同じ で す 。 お 
使い の MS-DOS に 添付 され て いる マニ ュ ア ル と あわ せ て お 読み くだ さい 。 


MS-DOS 5.0/6.2 を 使用 する 場合 
置 醐 setup2 コ マン ド を 起動 し 、 [拡張 増設 メモ リ ] メニ ュー を 選ぶ 。 
時 [HMA 領 域 ] が 未 登録 の 場合 、 登 録 する 。 
これ は 、HIMEM.SYS を 使用 可能 に する た め 、 必 要 な 設定 で す 。 
馬 剛 [アプ リ 領 域 ]」 の 1 一 3 を 登録 する 。 
これ は 、 以 下 の 目 的 に 使い ます の で 、 必要 が な い 場 合 は 未 登録 に し て 
R AM ディ スク と し て 使用 で きま す 。 
・[ ア プリ 領域 1] と [アプ リ 領 域 2 ] 
この 領域 は 、 複 文節 変換 0 AK が 使用 し ます 。 複 文節 変換 OA K を 使 
用 し な い 場 合 の み 、 こ の 領域 を 未 登録 に で きま す 。 
・[ ア プリ 領域 3 ] 
この 領域 は 、EMM の ペー ジ フレ ー ム と し て 使用 し ます 。 こ の 領域 
を 登録 し な いと 、 メ イン メモ リ の 一 部 を EMM の ペー ジ フレ ー ム と 
し て 使用 する た め 、Windows 3.1 で 使用 可能 な メイ ン メモ リ が 64K 
バイ ト 減 る こと に な り ま す 。 し た が っ て 、 な る べく 登録 する よう に し 
て くだ き Mi 
蓄 胃 [拡張 メモ リ (EMS) ] 領域 と 、 [R AM ディ スク ] 用 メモ リ を 調 
整 し て 、 [増設 メモ リ (XMS) ] の 容量 を 確保 する 。 
[ 全 拡張 増設 メモ リ ] の 容量 か ら 、 こ の 2 つの メモ リ に 設定 し た 容量 
を 引い た も の が 、Windows 3.1 が 使用 で きる XMS メ モリ の 容量 に な り 
ES と 


ss 
MS-DOS 3.1 を 使用 する 場合 


莉 醐 setup コ マン ド を 起動 し 、 [拡張 メモ リ の 設定 ] メニ ュー を 選ぶ 。 
財 放 [HMM] が 未 登録 の 場合 、 登 録 する 。 
これ は 、HTIMEM.SYS を 使用 可能 に する た め 、 絶 対 に 必要 な 設定 
978 
馬 剛 [アプ リ 領 域 ]| の 1 一 3 を 設定 する 。 
[アプ リ 領 域 ] の 設定 に つい て は 、「MS-DOS 5.0/6.2 を 使用 する 
場合 」 を お 読み くだ さい 。 
革 軌 [EMS] 領域 と [RAM ディスク ] 用 メモ リ を 調整 し て 、 [残り メ 
モリ ] の 容量 を 確保 する 。 
[残り メモ リ ] の 容量 が 、Windows 3.1 が 使用 で きる XMS メ モリ の 容 
量 に な り ま す 。 


な お 、16M バ イト 以上 の メモ リ を 搭載 する こと が 可能 な 機種 も も ちり ます 。 
MS-DOS の [拡張 メモ リ の 設定 ] で 設定 で きる 拡張 メモ リ は 16M バ イト 
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まで で す が 、Windows 3.1 に 添付 され て いる HIMEM.SYS を 使用 し た 
昌 合 、16M バ イト 以上 の メモ リ を すべ て XMS メ モリ と し て 使用 し ます 。 た 
と えば 、20M バ イト の メモ リ を 搭載 し た 機種 で 、MS-DOS の [拡張 メモ 
リ の 設定 ] で XMS メモ リ を 8192K バ イト (8 M バ イト ) に 設定 し た 場合 、 
実際 に 使用 で きる XMS メ モリ は 、 8 M 二 (20M 一 16M) =12M バ イト 

に な り ま す 。 


HIMEM.S YS が 使え る メモ リ は 最大 63M パ イト で す 。 そ れ を 越え 
て メモ リ を 増設 する と 、 正 し く 動 作 し ませ ん 。 


メイ ン メモ リ の 設定 
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CONFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT に は 、 コ ンピュータ を 起 
動 し た と き に デバ イス ドラ イ バ や プロ グラ ム を 読み 込む コマ ンド が 入っ て 
いま す 。 こ こ で は 、CONFIG.SYS と AUTOEXEC. BAT を 整理 
し て 、 こ れ ら の ファ イル が 、 本 当 に 必要 な プロ グラ ム の み 起 動 する 方 法 を 説 
明 し ます 。 


圏 CONFIG.SYS や AUTOEXEC.BAT の 修正 方 法 

CONFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT に は 、 パ ソコ ン の 電源 を 
入れ て MS-DOS を 起動 する と き に 実行 され る コマ ンド が 記述 され て いま 
す 。 誤っ た 修正 を 行う と 、MS-DOS が 正常 に 起動 で まき なくなり ます 。 次 
の 手順 は 、CONFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT を 修正 する 方 法 
で す 。 そ れ ぞ れ の コマ ンド ライ ン を 整理 する と き の 目 安 は 、 こ の 手順 の あ 
と で 説明 し ます 。 


四柱 シス テム ディ スク を 作り 、 そ こ に CONFEIG.SYS と AUTOE 
XEC.BAT を コピ ー し て バッ クア ッ プ を と る 。 
シス テム ディ スク は 、 フ ァイル マネ ー ジ ャ を 起動 し て 、 [ディ スク ] 
メ 三 うき の 誕 ウ ステ ム デパ 多 の 作成 ] ゴマ シレ ドド で 作り ます 。 シ ステ 
ム ディ スク が で きた ら 、 そ の と き 使 っ て いる CONFIG.SYS と A 
UTOEXEC.BAT を コピ ー し ます 。 こ の 2 つの ファ イル は 、 起 動 
し た ドラ イブ の ルー ト ディ レク トリ に あり ます 。 「 フ ァイル マネ ー 
ャ 」 の 操作 方 法 に つい て は 、 本 製品 に 添付 され て いる マニ ュ ア ル の 『 機 
能 ガ イド 』 を お 読み くだ さい 。 
請 久 メモ 帳 で 、 ハ ー ド ディ スク の CONFIG.SYS と AUTOEXE 
C. B AT を 開く 。 
それ ぞ れ の ファ イル の コマ ンド 行 を 編集 する 。 
それ ぞ れ の ファ イル の コマ ンド 行 に つい て は この あと で 説明 し ます 。 


CONFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT を 整理 する と き に 、 不 
要 な デバ イス ドラ イ バ や プロ グラ ム を 取り 除く に は 、 コ マン ド 行 を 消 
し て し まう より 、 無効 に する だ け の ほう が よい で し ょ う 。 必要 な コマ ン 
ド 行 を うっ か り 無 効 に し て し まっ て も 、 簡 単に 元 に 戻せ る か ら で す 。 コ 
マン ド 行 を 無効 に する に は 、rem コ マン ド (「 注 釈 」 を 表す remark の 略 ) 
を 行 の 先頭 に 入力 し ます 。 た と えば 、CONF I G. SYS の 中 に 、 次 
の よう な コマ ンド 行 が ある と し ます 。 

deVice=c :\device\smartdrV. Sys 


この コマ ンド 行 を 無効 に する に は 、 先 頭 に “rem” を 入力 し ます 。 


Ye deVice=c :\device\smartdrV. sys 


編集 する と き に 、「 ラ イト 」 の よう な テキ スト に よけい な 文字 を 追加 す 
@ る アプ リケーション を 使わ な いで くだ さい 。MS-DOS が CONFI 
G.SYS と AUTOEXEC.BAT を 正しく 処理 で き な く な り ま す 。 


凡 玉 ファ イル を 保存 する 。 

両方 の ファ イル を 編集 し 終わ っ た ら 、MS-DOS を 起動 し 直す 。 
MS-DOS が 正しく 起動 し な い 場 合 は 、 革 罰 の 手順 で 作っ て お いた 
シス テム ディ スク を 使っ て 、MS-DOS を 起動 し て くだ さい 。 ご どの コ 
マン ド 行 が 問題 を 起こ し た の か を 確認 し て 、 ハ ー ド ディ スク の CON 
FIG.SYS か AUTOEXEC. BAT を 修正 し て 、 ハ ー ド ディ ス 
ク か ら MS-DOS を 再び 起動 し ます 。 ま た は 、 バ ッ ク ア ッ プ し て お い 
た CONFIG.SYS や AUTOEXEC.BAT を シス テム ディ ス 
ク か ら ハ ー ド ディ スク の ルー ト ディ レク トリ に コピ ー し て 、 最 初 か ら 
や り 直 し て くだ さい 。 


/ ン MS-DOS 3.1 を 使っ て いる 場合 、rem コ マン ド を 使っ て CONF1G. 
| SYS の コマ ンド 行 を 無効 に する と 、MS-DOS 3.1 の 起動 時 に 
「CONF1G.S YS に 無効 な コマ ンド か パラ メー タ が あり ます . 」 
と いう メッ セー ジ が 表示 され ます が 無視 し て くだ さい 。 コ マン ド 行 を 無 
効 に し て も MS-D O S が 正しく 動く の を 確認 し た ら 、 無 効 こ に し た コマ 
ンド 行 を 削除 し て 、 こ の メッ セー ジ が 表示 され な いよ うに も で きま す 。 


圏 CONFIG.SYS を 整理 する 
CONFIG. SYS ファ イル に は 、 次 の 6 つの コマ ンド 行 が 必要 で す 。 


CoNFiG. SYS に 指定 する の は 、 本 当 に 必要 な デパ バイス ドラ イ 
(〕 バ パ だ け に し て くだ さい 。 
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@⑯HIMEM、XMS ドラ イ バ を 指定 する コマ ンド 行 

Windows 3.1 が XMS メ モリ を 使う た め に は 、H IMEM. SYS か 必要 
で す 。Windows 3.1 を セッ ト ア ッ プ する と き 、Windows セ ッ ト ア ッ プ は HI 
MEM. SYS を 組み 込み 、CONFIG.SYS に HIMEM.SYS の コ 
マン ド 行 を 追加 し ます 。H IMEM.SYS の コマ ンド 行 は 、 プ ロ テ ク ト メ 
モリ を 使う デバ イス ドラ イ バ の コマ ンド 行 よ り も 前 に 置き ます 。 


@EMS メ モリ が 必要 な ら ば EMS ドラ イ バ を 指定 する コマ ンド 行 
MS-DOS で EMS メ モリ を 使う と き に 指定 し ます 。 


久 files の 数 を 指定 する コマ ンド 行 
Windows 3.1 を 起動 する 場合 は 、files を 最低 で も 30 に 設定 し ます 。 


信 buffers の 数 を 指定 する コマ ンド 行 

buffers の 数 値 を 多く 指定 する と 、 そ れ だ け 多 く の メ イン メモ リ が 必要 で 
す 。 通常 は 、buffers に は 20 以 下 の 数 値 を 指定 し て くだ さい 。SMARTD 
rive を 使う 場合 、buffers は 8 で 十分 で す 。MS-DOS 5.0/6.2 を 使う 場合 
で 、CONFIG.SYS に “DOS=HIGH” を 設定 し て いる 場合 は 、buffers に 
8 を 設定 し ます 。 そ の 分 の メモ リ が HMA 領 域 に 確保 され る の で 、 メ イン メ 
モリ を 圧迫 し な いで 済み ます 。 


@shell の コマ ンド 行 
shel1 コ マン ド は 、MS-DOS が 起動 する と き に 使わ れる コマ ンド イン 
タプ リタ を 指定 し ます 。 た と えば 、MS-DOS 5.0/6.2 を 使う 場合 、 コ マ 
ンド イン タプ リタ が ドラ イブ D の ディ レク トリ “dos" に 入っ て いる と する と 、 
shel1 コ マン ド 行 は 次 の よう に 入力 し ます 。 
sAe77=d:\dos\comon0.Con 0:\dos /P /e:】024 


この 行 は 、 コ マン ド イン タプ リタ と し て COMMAND.COM を 指定 し 
て 常駐 させ 、 環 境 変数 領域 の サイ ズ と し て 1024 バ イト を 設定 し ます 。 
MS-DOS 3.1 を 使う 場合 は 、 環 境 変数 領域 の サイ ズ と し て 、 バ イト 数 
で は な く パ ラグ ラフ 数 (16 バ イト = 1 パラ グラ フ ) を 指定 し ます 。 最 大 63 パ 
ラグ ラフ (1008 バ イト ) まで 指定 可能 で す 。shel11 コ マン ド 行 は 次 の よう に 
入力 し ます 。 
sAe!7=d:\dos\com0. CO の:\dOs / ヵ /e:32 


この 行 で は 、 環 境 変数 領域 の サイ ズ と し て 、32*#16=512 バ イト を 設定 し ま 
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@ び CD-ROM ド ライ ブ ドラ イ バ の コマ ンド 行 

Windows 3.1 で CD-R OM を 扱う た め に は CD-R OM ドライブ ドライ 
バ を 登録 する 必要 が あり ます 。CD-ROM ド ライ バ は 、CONFIG.SY 
S の device= 行 と AUTOEXEC.BAT に 記述 し て 登録 し ます 。 

た と えば し 2 ボド 3 デイ スク の ドラ ば イア が D で 、 CDsRIOM ド ライ ブ プ " ド 
ライ バ が ドラ イブ D の ディ レク トリ “device" に 入っ て いる と する と 、CO 
NF IG.SYS に は 以下 の よう に 記述 し ます 。 

0e27Ce=0:\de02Ce\C02sC. SS 

ge?ce=d:\e72ce\cddro.sys /D:7OWWS _ CD /00:0 

0e2?ce=0:\de り 72Ce\cdcoce. SyS 


また 、AUTOEXEC.BAT に は 以下 の よう に 記述 し ます 。 
mscder /):70WWS _ CD // /M:8 / ル :0 


た だ し 、HIMEM.SYS の コマ ンド 行 を 無効 に し て は いけ ませ ん 。 
HIMEM.SYS が な いと Windows 3.1 は 実行 で きま せん 。 


医 AUTOEXEC.BAT を 整理 する 
AUTOEXEC.BAT か ら 不 要 な コマ ンド を 取り 除く と 、Windows 
3.1 で 使え る メモ リ が 増え る 可能 性 が あり ます 。 た だ し 、 ネ ットワーク を 起 
動 し た り 有 効 に し た りす る コマ ンド 行 は 、 変 更 し な いよ うに し て くだ さい 。 
AUTOEXEC. BAT を 整理 する に は 次 の 2 つの 点 に つい て 調整 し て 

くだ さい 。 
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人 @ 常 往 ソ フト ウェ ア を 起動 する コマ ンド 行 を 無効 に する 。 

AUTOEXEC.BAT で 常駐 プロ グラ ム を 起動 し な く て も 、Windows 
3.1 の 中 か ら 起 動 す る こと が で きま す 。 常駐 プ ログ ラム の 実行 方 法 に つい て 
は 、 本 製品 に 添付 され て いる マニ ュ ア ル の 『 機 能 ガ イド 』 の 「 常 駐 プ ログ ラ 
ム の 使い 方 」(P. 351) を お 読み くだ さい 。 


人 @ 環 境 変数 TEMP を 設定 する 。 

Windows 3.1 は 、 環 境 変数 TEMP で 指定 され た ディ レク トリ に 一 時 的 な 
ファ イル を 格納 し ます 。R AM ディ スク に 十分 な 容量 が ある 場合 に は 、 環 境 
変数 TEMP に その R AM ディ スク を 設定 し ます 。 た と えば 、R AM ディ ス 
ク の ドラ イブ 名 が EE の と き は 、 次 の よう な 行 を AUTOEXEC.BAT に 
入れ ます 。 

77 e:\e の 
Se {em の =e:\7e 加 か 


1 つ 目 の コマ ンド は 、 こ の R AM ディ スク に TEMP と いう ディ レク ト 
リ を 作り 、2 つ 目 の コ マン ド は 、 環 境 変数 TEMP に この ディ レク トリ を 設 
定 し て いま す 。 環境 変数 TEMP の 使い 方 は 、「 環 境 変数 TEMP の 使い 方 」 
(P. 88) を お 読み くだ さい 。 ま た 、R AM ディ スク に つい て は 、「R AM デ 
ィ ス ク の 使い 方 」 (P.79) を お 読み くだ さい 。 


Windows セ ッ ト ア ッ プ は Windows 3.1 を 組み 込む 時 点 で 、AUTOEX 

EC.BAT に SMARTDrive の プロ グラ ム の ファ イル を 追加 し ます 。 

SMARTDrive の 設定 に つい て は 、「SMARTDrive の 使い 方 」 
(P.76) を お 読み くだ さい 。 


圏 メ モリ の 飼 約 と 常駐 プロ グラ ム 

一 部 の 常駐 プロ グラ ム は 、Windows 3.1 よ り も 前 に 起動 する 必要 が あり ま 
す 。 こ うす る と 、Windows 3.1 か ら 実 行 す る すべ て の アプ リケーション が そ 
の プロ グラ ム を 使え る よう に な り ま す 。 し か し 、MS-DOS アプ リ ケ ー シ 
ョ ン が 使え る メモ リ は 少な く な り ま す 。 

メモ リ を 節約 し て 常駐 プロ グラ ム を 起動 する 方 法 に は 、 次 の 2 つが あり ま 
す 。 


念 特 定 の MS-DOS アプ リケーション で 常駐 プロ グラ ム が 必要 な と き 、 
Windows 3.1 の 中 か ら バ パ バッチ フ ァイル で 、 そ の 常駐 プロ グラ ム と MS- 
DOS アプ リケーション を 起動 する 。 
バッ チ フ ァイル で 起動 する と 、 そ の アプ リケーション が 常駐 プロ グラ ム を 

利用 で き 、 ほ か の アプ リケーション で 使え る メモ リ が 少な く な ら ず に 済み ま 
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Windows 3.1 で バッ チ フ ァイル を 実行 する 方 法 に つい て は 、 本 製品 に 添付 
され て いる マニ ュ ア ル の 『 機 能 ガ イド 』 の 「 バ ッ チ ファ イル を 使っ て 常駐 プ 
ログ ラム と アプ リケーション を 一 組 で 実行 する に は 」(P.353) を お 読み くだ 
さい 。 


@Windows ア プリ ケー ショ ン だ けが 使う 常駐 プロ グラ ム の 場合 に は 、WIN 
START.BAT と いう バッ チ フ ァイル を 作り 、 そ こ か ら 起 動 す る 。 
WINSTART.BAT は 、Windows 3.1 が エン ハン ス ド モー ド で 起動 

され た あと で 実行 する バッ チ フ ァイル で す 。WINSTART.BAT を 使 

うと き は 、Windows 3.1 を セッ ト ア ッ プ し た ディ レク トリ に 自分 で 作っ て く 

だ さい 。 

WINSTART.BAT か ら 常 駐 プ ログ ラム を 起動 する と 、Windows ア 
プリ ケー ショ ン で は 利用 で きる よう に な り ま す が 、MS-DOS アプ リ ケ ー 
ショ ン で は 利用 で きま せん 。 こ の 方 法 で 常駐 プロ グラ ム を 起動 する と 、MS 
-DOS アプ リケーション で 使え る メモ リ が 減り ませ ん 。 た だ し 、WINS 
TART.BAT か ら 起 動 す る と 、 正 し く 動 か な い 常 駐 プ ログ ラム も ある の 
で 注意 し て くだ さい 。 


XMS ド ライ バ の 使い 方 


Windows 3.1 に は 、HIMEM.SYS と いう XMS ドラ イ バ が 添付 され 
て いま す 。 

HIMEM は 、CONFIG.SYS に HIMEM 用 の コマ ンド 行 を 追加 
し て 組み 込み ます 。H I MEM 用 の コマ ンド 行い 、 プ ロ テ ク ト メモ リ を 使 
う ア プリ ケー ショ ン や デバ イス ドラ イ バ を 指定 する コマ ンド 行 よ り も 前 に 
置き ます 。 


HIMEM は 、 必 ず 現 在 使っ て いる Windows 3.1 に 添付 の H 1 MEM. 
S Y S を 使う よう に し て くだ さい 。 | 


較 日 IMEM 用 の コマ ンド 行 
H IMEM 用 の コマ ンド 行 は 次 の 通り で す 。 
device=[drive:] [path]himem. sys [/hmamin=m] [/numbandles=n] 
[/int15=xxxx] [/1im:old | new] 


ほとん どの ハー ドウ ェ ア で は 、 標 準 設定 の まま で 動く よう に な っ て いま す 


の で 、 普 通 は コマ ンド 行 の オプ ショ ン を 指定 する 必要 は あり ませ ん 。 
コマ ンド の 各部 を 次 の 表 で 説明 し ます 。 
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deVicCe= 


[drive:] [path] 


/hmamin=m 


/numhandles=n 


/int15=xxxx 


デバ イス ドラ イ バ (この 場合 は HIMEM) を 組み 込み ま 
す 。 こ の 部 分 は 必ず コマ ンド 行 に 入れ ます 。 
HIMEM の プロ グラ ム の ファ イル が ある ドラ イブ 名 と デ 
ィ レ クト リ を 指定 し ます 。 た と えば 、 HIMEM. SYS が ド 
ライ ブ D の ルー ト ディ レク トリ に ある と き は 、 
“d:\himem. syS” と 指定 し ます 。 
ハイ メモ リ 領 域 (HMAD の メモ リ を HIMEM が どれ だ け ア 
プリ ケー ショ ン に 利用 させ る か を 0 か ら 63 の 範囲 で K 
バイ ト 単 位 で 指定 し ます (標準 値 は 0 で す ) 。HMA を 
利用 で きる の は 一 度 に 1 つの アプ リケーション だ け で 
す 。HIMEM は 、 こ こ で 指定 され た メモ リ 要 求 に 最初 に 
マッ チ し た アプ リケーション に HMA を 割り 当て ます 。 
/hmamin オ プシ ョ ン の 値 は 、 一 番 多く HMA メ モリ を 使う 
アプ リケーション に 合わ せ て 指定 し ます 。 
/hmamin オ プシ ョ ン は 省略 で きま す 。 省略 (また は 0 
を 設定 ) する と 、 ア プリ ケー ショ ン が どれ だ け の HMA 
を 使う か に 関係 な く 、HIMEM は HMA を 要求 し た 最初 の ア 
プリ ケー ショ ン に HMA を 割り 当て ます 。/hmamin オ プシ 
ョ ン は 、Windows 3.1 が エン ハン ス ド モー ド で の 実行 
中 は 効果 が あり ませ ん 。 
同時 に 使え る EMB (プロ テク ト メモ リ の ブロ ッ ク ) ハ 
ンド ル の 最大 数 を 1 か ら 128 の 範囲 で 指定 し ます ( 標 
準 値 は 32 で す ) 。 ハ ンド ル が 1 つ 増 える ご と に 、6 バ 
イト の メモ リ が 必要 に な り ま す 。/numhandles オ プシ 
ョ ン は 、Windows 3.1 が エン ハン ス ド モー ド で 実行 中 
は 効果 が あり ませ ん 。 
拡張 メモ リ 未 割当 て 領域 サイ ズ と し て 残し て お く プ ロ 
テク ト メモ リ の 量 を 64 か ら 65535 の 範囲 で K バ イト 単 
位 で 指定 し ます (標準 値 は 0 で す ) 。64 未 満 の 値 を 指 
定 す る と 0 と し て 扱わ れ ま す 。 ア プリ ケー ショ ン の 中 
に は 、HIMEM が 提供 する XMS (eXtended Memory 
Specification) 準 拠 の 方 法 で は な く 、 シ ステ ム 情 報 か 
ら 直 接 プ ロ テ ク ト メモ リ を 割り 当て る よう に な っ て 
いま す 。 こ れ ら の アプ リケーション を 使う 場合 に は 、 
その アプ リケーション で 必要 な 量 よ り も 64K バ イト 大 
き な 値 を xxxx に 指定 する と 、 十 分 な メモ リ を 確保 で き 
ます 。 た だ し 、 コ ンピュータ に 搭載 され て いる 量 以上 
の メモ リ は 指定 で きま せん 。 


起動 時 に HIMEM が 獲得 する プロ テク ト メモ リ の 取得 方 
法 を 指定 し ます 。/1im:old の 場合 、HIMEM は シス テム 
が 用 意 す る 「 増 設 メ モリ (XMS) 」 の み を XMS メ モリ と 
し て 取得 し ます 。/1im:new で は 「RAM デ ィ ス ク 」 を 除 
く 全て の プロ テク ト メモ リ を XMS メ モリ に 割り 当て ま 
す 。/1im オ プシ ョ ン を 省略 する と 、 実装 メモ リ サイ 
ズ が 16M バ イト 未満 の 機種 で は /1im:ol1d と し て 動作 し 
ます 。 逆 に 16M バ イト 以上 実装 し て いる 機種 で は 

/1im:new と し て 動作 し ます 。/1im:new 指 定 で は 、 

HIMEM は シス テム が 設定 し て いる 「 拡 張 メ モリ (EMS)」 
の サイ ズ を 0 クリ ア し ます 。 そ の た め Windows 3.1 に 
添付 の EMM386.EXE 以 外 の EMS ド ライ バ を 使用 する 場合 
は 、/1im:old 指 定 を する 必要 が あり ます 。 詳 し く は 、 
「EMS ド ライ バ の 使い 方 」 (P.72) を お 読み くだ さい 。 


/1im:old | new 


較 H | MEM 用 の コマ ンド 行 の 例 
ここ で は 、H IMEM 用 コマ ンド 行 の 例 を 3 つ 紹 介し て 説明 し ます 。 
例 1 標準 設定 で H1MEM を 実行 する 。 
次 の コマ ンド 行 は 、 標 準 設定 で H I MEM を 実行 し ます 。 
deVice=himem. SYS 


この コマ ンド 行 で は オプ ショ ン を 指定 し て いな い の で 、 そ れ ぞ れ の オプ シ 
ョ ン の 標準 値 が 使わ れ ま す 。 つ まり HIMEM は 、HMA を 要求 し た 最初 の 
アプ リケーション に 耳 MA を 割り 当て 、 同 時 に 32 個 まで の EMB ハン ドル が 
使え る よう に し ます 。 

また 、 こ の コマ ンド 行 に は H I MEM.S YS の パス を 指定 し て いま せん 。 
その た め 、MS-DOS は 起動 し た ドラ イブ の ルー ト ディ レク トリ だ け で H 
IMEM.SYS を 探し ます 。 

例 2 HIMEM で HMA の 使い 方 を 管理 する 。 

次 の コマ ンド 行 は 、 最低 40K バ イト の メモ リ を 要求 する アプ リケーション 
に だ け 、HMA を 使用 させ る 例 で す 。 

device=d :\himem. sys //um?=40 


この コマ ンド 行 は 、/hmamin 以 外 の オプ ショ ン は 指定 され て いな い の で 、 
残り の オプ ショ ン に つい て は 、H I MEM は 標準 値 を 使い ます 。 
例 3 HIMEM が 提供 する メモ リハ ンド ル 数 を 増やす 。 
次 の コマ ンド 行 は 、 同 時 に 128 個 まで の EMB ハン ドル を 使え る よう に し 
3 
device=d :\devices\himem. Sys /700Mn7es=】28 
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この コマ ンド 行 は 、 ドライブ D の DEVICES と いう ディ レク トリ に H 
IMEM.SYS が あり 、H I MEM が 最大 128 個 の ハン ドル を 提供 する よう 
に 指定 し ます 。 


EMS ド ライ バ の 使い 方 


MS-DOS か ら 利 用 で きる メモ リ の 1 つ に EMS メ モリ が あり ます 。 
LIM EMS (Lotus/ Inte1 プ Microsoft Expanded Memory 
Specification) に 準拠 し て いる と 、 ハ ー ド ウェ ア に よっ て 用 意 さ れ た EM 
S メ モリ も 、 ソ フト ウェ ア に よっ て 用 意 さ れ た EMS メ モリ も 同じ よう に 利 
用 で きま す 。 ま た 、EMS メ モリ は アプ リケーション だ け で な く 、OAK や 
HCOPY な どの よう な MS-DOS デバ イス ドラ イ バ も 使う こと が あり 
ます 。 た だ し 、Windows 3.1 や Windows ア プリ ケー ショ ン は 、EMS メ モリ 
を 使い ませ ん 。 

EMS メ モリ を 使う に は 、EMS ドラ イ バ か 必要 で す 。Windows 3.1 に は 、 
EMS メ モリ を ソフ トウ ェ ア に よっ て 作り 出す EMS ドラ イ バ EMM386 が 
添付 され て いま す 。 

な お 、 エ ン ハ ンス ド モー ド の Windows 3.1 の 中 で MS-DOS アプ リ ケ 
ーション を 実行 する と 、EMS ドラ イ バ の よう に Windows 3.1 自 身 が ソフ ト 
ウェ ア に よっ て EMS メ モリ を 作り 出す た め 、EMS ドラ イ バ を 組み 込ま な 
く て も MS-DOS アプ リケーション か ら EMS メ モリ が 使え る よう に な り 
ま !9。 


圏 EMS ド ライ バ EMM386 を 使う 

EMS ドラ イ バ EMM386 は 、Windows 3.1 を セッ ト ア ッ プ し た と き に 、 
Windows セッ ト ア ッ プ に より EMM386.EXE と いう ファ イル 名 で 、 
Windows 3.1 を セッ ト ア ッ プ し た ディ レク トリ に 組み 込ま れ て いま す 。 

E MM386 を 自分 で 組み 込む に は 、CONFIG.SYS に EMM386 用 の 
コマ ンド 行 を 追加 し て くだ さい 。 

次 の 行い 、 ド ライ ブ D の W INDOWS と いう ディ レク トリ に 、EMM 
386 を 組み 込む 場合 の 一 般 的 な コマ ンド 行 で す 。 

device=d :\windows\emm386.exe /PE000 ON 


この コマ ンド は 、 ペ ー ジ フレ ー ム セグ メン ト を E000H に 設定 し 、EM 
S メ モリ を 有効 に し て 起動 する こと を 示し て いま す 。 コ マン ド 行 オプ ショ ン 
に つい て は 、 次 の 「EMM386 の コマ ンド 行 」 を お み くだ さい 。 

EMM386 の コマ ンド 行 は 、H IMEM.SYS を 起動 する コマ ンド 行 よ り 
も あと に 、 ま た EMS メ モリ を 使う プロ グラ ム 用 の コマ ンド 行 よ り も 前 に 入 
カカ じ で る だ さい 。 


MM390M 計 の EMIS モ ザ 竹 理 切 ラ ボウ ェ ア 用 の コマ ンド 行 は 、 無 
の 効 に する か 、 削 除 し て くだ さい 。 | 


圏 E MM386 の コマ ンド 行 
EMM386 の コマ ンド 行 の 形式 は 次 の 通り で す 。 
device=[drive:] [path]emm386.exe [on | off | auto] [memory] 


[Memory Option] 


コマ ンド 行 の 各部 は 次 の 表 の 通り で す 。 


deVice= 


[drive:] [path] 


[on | off | auto] 


emOrV 


MemoryOptions 


デバ イス ドラ イ バ (この 場合 は EMM386) を 組み 
込み ます 。 こ の 部 分 は 必ず コマ ンド 行 に 入れ ます 。 
EMM386 の プロ グラ ム の ファ イル が ある ドラ イブ 名 
と ディ レク トリ を 指定 し ます 。 た と えば EMM386. 
EXEP が ドラ イブ D の WINDOWS と いう ディ レク トリ に 
ある と き は 、 "d:\Windows\emm386.exe” と 指定 
し ます 。 
on に 設定 する と EMM386 を 動作 させ 、off に する と 
EMM386 を 停止 させ ます 。 ま た 、auto に する と 、 プ 
ログ ラム が EMS メ モリ を 要求 し た と きだ け 、EMS メ 
モリ が 有効 に な り ま す 。 標準 設定 は on で す 。 
EMM386 コ マン ド を MS-DOS の プロ ンプ ト で 使う と 、 
EMM386 が 起動 し た あと で も この 値 を 変え られ ます 。 
EMM386 が 使う メモ リ の サイ ズ を 16 か ら 32768 の 男 
囲 で K バ イト 単位 で 指定 し ます 。 た と えば EMM386 
に 640K バ イト の メモ リ を 割り 当て る と き は 、 
“640” と 指定 し ます 。 指 定 し た 値 は 、 一 番 近 い 
16 の 倍数 に 切り 捨て られ ます 。 た だ し 、 コ ン ピ ュ 
ー タ に 搭載 され て いる メモ リ よ り も 大 きい サイ ズ 
は 指定 で きま せん 。 こ の 値 を 省略 する と EMM386 は 
「 拡 張 メ モリ (EMS) 」 で 設定 され た サイ ズ で プ 
ロ テ ク ト メモ リ を 取得 し ます 。 た だ し 、 省 略し 
た 場合 、EMS の 作業 領域 も プロ テク ト メモ リ の 中 
に 含ま れ ま す 。HIMEM. SYS が /1im:new 指 定 に な っ 
て いる と き 、EMM386 は XMS フ ァ ン クシ ョ ン 経 由 で 
プロ テク ト メモ リ を 取得 し ます 。 
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EMM386 の メモ リ の 使い 方 を 微 調整 し ます 。EMM386 
の メモ リ オプ ショ ン を 使う と 、EMS の ペー ジ フ 
レー ム の 位置 を 変え た り 、 特 定 の アド レス の 使い 
方 を 決め た り で きま す 。 詳し く は 、 次 の 「EMM386 
の メモ リ オプ ショ ン 」 を お 読み くだ さい 。 


田 E MM386 の メモ リ オプ ショ ン 


EMM386 に は 、 メ モリ の 使い 方 を 微 調整 する た め の メ モリ オプ ショ ン が 
何 個 か 用 意 さ れ て いま す 。 こ れ ら の オプ ショ ン は 、 順 序 に 関係 な く 必 要 な だ 
け 指 定 で きま す 。 た だ し メモ リ オプ ショ ン は 、EMM386 の ファ イル 名 や 割 
り 当 て メモ リ 量 (これ を 指定 する 場合 ) より も あと に 指定 し て くだ さい 。 

な お 、E MM386 は 標準 値 の まま で も 正しく 動く の で 、 通 常 EMM386 の コ 
マン ド 行 に メモ リ オプ ショ ン を 指定 する 必要 は あり ませ ん 。 

EMM386 の メモ リ オプ ショ ン は 、 次 の 表 の と お り で す 。 


ペー ジ フレ ー ム の セグ メン ト アド レス を 指定 し 
ます 。mmmm の 値 は B000 か EO00 の いずれ か を 設定 で 
きま ず 。 

EMS の バン キン グ (16K バ イト ペー ジ の スワ ッ プ ) 
に 利用 で きる 最 下 位 ア ドレ ス を 指定 し ます 。 正 し 
い 値 の 範囲 は 、4000H か ら 9C00H で す 。 指 定 さ れ た 
アド レス か ら A000:0000H ま で が バン キン グ に 利用 
で きる 領域 と な り ま す 。 

指定 し た 量 の プロ テク ト メモ リ を 、EMM386 の ロ 
ー ド 後 も 利用 で きる よう に 確保 し ます 。 メ モリ は 
K バ イト 単位 で 指定 し ます 。 た と えば 、EMM386 の 
ロー ド 後 も 640K バ イト の プロ テク ト メモ リ を 残 
す に は 、 コ マン ド 行 に 和 L=640" と 指定 し ます 。 
EMM386 に 、 何 個 の 高速 の 代替 レジ スタ セッ ト を 
割り 当て る か を 0 か ら 254 の 範囲 で 指定 し ます 
(標準 は 7 セッ ト で す ) 。 た と えば 、16 個 の レジ 
スタ セッ ト を EMM386 に 割り 当て る に は 、 コ マン 
ド 行 に は “a=16” と 指定 し ます 。 メ モリ 中 の 
EMM386.EXEP の サイ ズ は 、 代 替 レ ジス タ セッ ト 1 
個 当たり 約 200 バ イト ずつ 増加 し ます 。 


b=address 


L=min XMS 


a=altreg 


h=handles 


EMM386 が 使え る ハン ドル 数 を 1 か ら 255 の 範囲 で 
指定 し ます (標準 設定 は 64 個 で す ) 。 た と えば 、 
d=nnn EMM386 が 127 個 の ハン ドル を 使え る よう に する に 
は 、 コ マン ド 行 に “hs127” と 指定 し ます 。 
バッ ファ ー ド ダイ レク ト メモ リ アク セス 
(DMA) 用 に と っ て お く メ モリ サイ ズ を 16 か ら 
256 の 範囲 で K バ イト 単位 で 指定 し ます 。 こ の 値 
を 元 に し て 、EMM386.EXE の 使用 中 に 発生 する DMA 
転送 の 最大 サイ ズ が 決ま り ま す 。 な お 、 フ ロッ ピ 
ー ディ スク DMA は 除き ます 。 


較 MS-DOS に 添付 され て いる EMS ドラ イ バ を 使う 
MS-DOS に は 、EMS ドラ イ バ と し て 、EMM. SYS、EMM32.S 
YS、EMM386.EXE が 添付 され て いま す 。 こ の うち EMM.SYS と 
EMM32.S YS は 、 ソ フト ウェ ア EMS ド ライ バ と し て 動作 し ます 。 
これ ら の ドラ イ バ は 、Windows 3.1 を 意識 し た 設計 が され て いな いた め に 、 
以下 の よう な 制限 が あり ます 。 必 ず Windows 3.1 に 添付 の EMM386 を 使う 
よう に し て ぐだ さ W8 


・Windows 3.1 を エン ハン ス ド モー ド で 起動 する こと が で きま せん 。 

・ コ ンピュータ に 16M バ イト 以上 の メモ リ が 搭載 され て いる 場合 、16M バ イ 
ト ま で し か 使用 する こと は で きま せん 。 ま た 、H IMEM. SYS に 以下 
の オプ ショ ン を 設定 する 必要 が あり ます 。 

device=himem. Sys /!2:og 


EMM. SYS の 詳細 は 、MS-DOS に 添付 され て いる マニ ュ ア ル を お 読 
みく だ さい 。 


4 MS-DOS 6.2、MS-DOS5.0 ま た は MS-DOS 3.1 に 滅 付き され て 
人 いる EMM386. EXE は 使用 し な いで くだ さい 。MS- -DOS の レベ ル 
に よっ て は 、Windows 3.1 を 正常 に 動作 させ な いも の も あり ます 。 
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SMARTDrive の 使い 方 


SMARTDrive は 、Windows 3.1 に 添付 され て いる ディ スク キャ ッ シ 
ュ プロ グラ ム で す 。 SMARTDrive は 、 ハ ー ド ディ スク か ら 読 み 込 ん だ 
情報 を 、 コ ンピュータ の プロ テク ト メモ リ の ディ スク キャ ッシュ に 保存 し 
ます 。 プ ログ ラム が 再度 情報 を 読み 込 も うと し た と き に 、 ハ ー ド ディ スク 
で は な く メ モリ か ら 情 報 を 渡す こと で 、 動 作 を 高速 に し ます 。 さ ら に SMA 
RT Drive は 、 ハ ー ド ディ スク に 書き 込む 情報 も 一 時 的 に ディ スク キャ ッ 
ジヌ に 峡 れれ ま す 。 シス テ な が バード ディ スク に あま り ア クセ ス し な くだ な っ 
た と き に 、 こ の 情報 を ハー ド ディ スク に 書き 込み ます 。 

な お 、Windows 3.1 を 組み 込む と き 、Windows セ ッ ト ア ッ プ が AUTOE 
XEC. BAT に smartdrv コ マン ド を 追加 し て いま す 。 


圏 SMARTDrive 用 の コマ ンド 行 を AUTOEXEC.BAT に 
追加 する 
SMARTDrive を 組み 込む に は 、AUTOEXEC.BAT に smartdrv 
コマ ンド を 追加 し ます 。 た と えば 、 ド ライ ブ D の W INDOWS と いう ディ 
レク トリ に Windows 3.1 が イン スト ー ル され て いる 場合 は 、 以 下 の よ うな 行 
を AUTOEXEC.BAT に 追加 し ます 。 
0:\ り 20 の S\SO7172 


コン ピュ ー タ に 最低 2 M バ イト の メモ リ が 搭載 され て いれ ば 、 こ の コマ ン 
ド 行 で SMARTDrive が 正しく 働く よう に な り ま す 。 こ の よう に オプ ショ 
ン を まっ た く 指 定 し な いと き は 、SMARTDrive の 標準 の 値 が 使わ れ ま す 。 
SMARTDrive の コマ ンド 行 オ プシ ョ ン の 標準 の 値 は 、 次 の 「smartdrv コ 
マン ド 」 を お 読み くだ さい 。 


SMARTDrive 以 外 の ディ スク キャ ッシュ プロ グラ ム 用 の コマ ンド 
行 は 、 す べ て 無効 に する か 、 削 除 し て くだ さい 。 


国 Smartdrv コ マン ド 
SMARTDrive の コマ ンド 行 の 形式 は 次 の 通り で す 。 
[d:] [path]smartdrv. exe[ [drive[+ | -]]...][/e:ElementSize] 
[InitCacheSize] [WinCacheSize」] [/b:BufferSize] [/c] [/r] [/1] 
[/q] [/s][/7] 


[d:] [path] 


driVe 


/e:ElementSize 


TnitCacheSize 


WinCacheSize 


SMARTDRV.EXEP フ ァイル が ある ドラ イブ 名 と ディ レク 
トリ を 指定 し ます 。 

ディ スク キャ ッシュ を 働か せ た い ディ スク の ドラ 
イブ 名 を 指定 し ます 。 ドラ イブ 名 を 指定 し な いと 、 
フロ ッ ピ ー ディ スク ドラ イブ に 対す る キャ ッシュ 
は 読み 込み 時 に は 働き ます が 書き 込み 時 に は 働き ま 
せん 。 ま た 、 ハ ー ド ディ スク ドラ イブ に 対し て は 、 
読み 込み と 書き 込み の 両方 に 働き 、CD-ROM と ネッ ト 
ワー ク ドラ イブ は 無視 され ます 。 複数 の ディ スク 
ドラ イブ を 指定 で きま す 。 

キャ ッシュ の 有効 ( 十 ) と 無効 (一 ) を 切り 替え ま 
す 。 プ ラス ( 十 ) と マイ ナス (一 ) の 記号 は , 標準 
設定 の 例外 を 指定 する と き に 使い ます 。 プ ラス や マ 
イナ ス を つけ ず に ドラ イブ 名 を 指定 する と 、 読 み 込 
み キ ャ ッシュ は 有効 に な り 、 書 き 込 み キ ャ ッシュ は 
無効 に な り ま す 。 ドラ イブ 名 の あと に プラ ス を つけ 
る と 、 読 み 込 み キ ャ ッシュ も 書き 込み キャ ッシュ も 
有効 に な り ま す 。 ドライブ 名 の あと に マイ ナス を つ 
けた 場合 は 、 読 み 込 み キ ャ ッシュ も 書き 込み キャ ッ 
シュ も 無効 に な り ま す 。 

SMARTDrive が 一 度 に 転送 する 情報 量 を バイ ト 単 位 で 
指定 し ます 。2048、4096、8192 を 指定 で き 、 標 準 値 
は 8192 で す 。 

SMARTDrive が 起動 し た 時 点 で の キャ ッシュ サイ ズ を 
K バ イト 単位 で 指定 し ます 。 通常 、 キ ャ ッシュ が 大 
きけ れ ば 大 きい ほど SMARTDrive が ハー ド ディ スク 
か ら 情 報 を 読み 込む 頻度 が 少な く な り 、 シ ステ ム の 
速度 が 向上 し ます 。TInitCacheSize の 値 を 指定 し な 
いと き は 、 コ ンピュータ に 搭載 され た メモ リ の 量 に 
し た が っ て 自動 的 に 値 が 設定 され ます 。 

Windows 3.1 が キャ ッシュ の サイ ズ を どこ まで 減ら 
せる か を K バ イト 単位 で 指定 し ます 。Windows 3.1 
は 、 キ ャ ッシュ の サイ ズ を 減ら し て その 分 の メモ リ 
を 使え る よう に し ます 。 つ まり Windows 3.1 と 
SMARTDrive が 協力 し て 、 メ モリ を 最適 に 利用 し ます 。 
Windows 3.1 を 終了 する と 、 キ ャ ッシュ は 元 の サイ 
ズ に 戻り ます 。WinCacheSize の 標準 値 は せ 、 コ ン ピ ュ 
ー タ に 搭載 され た メモ リ の 量 に よっ て 違い ます 。 
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WinCacheSize WinCacheSize に InitCacheSize よ り 大 き な 値 を 指定 
し た 場合 は 、InitCacheSize が WinCacheSize と 同じ 
値 に 設定 され ます 。 
/b:BufferSize 先読み バッ ファ の サイ ズ を 指定 し ます 。 先読み バッ 
ファ は 、 ア プリ ケー ショ ン が ハー ド ディ スク か ら 
情報 を 読み 込む と き に 、SMARTDrive が 一 緒 に 読み 込 
む 情 報 を 入れ る 場所 で す 。 た と えば 、 ア プリ ケー シ 
ョ ン が ファ イル か ら 512K バ イト の 情報 を 読み 込む 
と 、SMARTDrive は さら に BufferSize に 指定 され た 量 
の 情報 も つい で に 読み 込ん で メモ リ に 保存 し て お き 
ます 。 こ の よう に する と 、 ア プリ ケー ショ ン は 次 に 
その ファ イル か ら 情 報 を 読み 込む と き に ファ イル か 
ら で は な く メ モリ か ら 読 み 込め ます 。 先 読み バッ フ 
ァ の 標準 サイ ズ は 16K バ イト で す 。ElementSize の 
整数 倍 の 値 を 指定 で きま す 。 
/c キャ ッシュ 中 の 情報 を すべ て ハー ド ディ スク に 書 
き 込 む 指 定 で す 。 省 略す る と 、SMARTDrive は シス テ 
ム が ディ スク を あま り ア クセ ス し な く な っ た 時 点 で 、 
情報 を メモ リ か ら ハ ー ド ディ スク に 書き 込み ます 。 
コン ピュ ー タ の 電源 を 切る と き 、 キ ャ ッシュ 中 の す 
べ て の 情報 を 確実 に ヘー ド ディ スク に 書き 込ん で 
お きた い 場 合 に は 、 こ の 指定 が 便利 で す 。 
キャ ッシュ の 中 身 を クリ ア し て 、SMARTDrive を 起動 
し 直し ます 。 
アッ パー メモ リ ブロ ッ ク (OUMB) が 利用 で きる と き 、 
SMARTDrive が アッ パー メモ リ ブロ ッ ク に ロー ド さ 
れ な いよ うに し ます 。 こ の 指定 が 使え る の は , 
MS-DOS 5.0 以 降 を 使っ て いて 、 ア ッ パ ー メモ リ 
プ ブロッ ク が 有効 に な っ て いる と きだ け で す 。 
SMARTDrive の 情報 を 画面 に 表示 し な いよ うに し ます 。 
SMARTDrive の 情報 を さら に 詳し く 画 面 に 表示 し ます 。 
SMARTDrive の コマ ンド と オプ ショ ン に つい て の ヘル 
プ を 表示 し ます 。 


次 の 表 は 、XMS メ モリ の サイ ズ に より SMARTDrive が 設定 する 
InitCacheSize と WinCache S ize の サイ ズ 一 覧 で す 。 各 サイ ズ を 省略 す 
る と 、 自 動 的 に 以下 の 表 の 値 と な り ま す 。 


の 


1 M バ イト 以下 0 ルク 0 トド (ES り 0 (キャ ッシュ し な い ) 
3 M バ イト 以下 1 M バ イト 0 (キャ ッシュ し な い ) 
4 M バ イト 以下 | 1M バ イト 256 K バ イト 

6 M バ イト 以下 | 2M バ イト 1 M バ イト 
6 M バ イト 超 2 M バ イト 2 M バ イト 


コン ピュ ー タ の 電源 を 切る と き や リ セッ ト す る と き は 、SMART 
D rive が すべ て の 書き 込み キャ ッシュ の 内 容 を ハー ド ディ スク に 書き 
込ん だ か どう か を 確認 し て くだ さい 。 た だ し 、poff コ マン ド や reipl コ 
マン ド を 使用 し て いれ ば 問題 あり ませ ん 。 確 実に 書き 込む に は 、MS- 
D O S の プロ ンプ ト か ら “smartdrv /c" を 実行 し て くだ さい 。 


RAM デ ィ ス ク の 使い 方 


R AM ディ スク は 、 メ モリ の 一 部 を ハー ド ディ スク の よう に 利用 し ます 
の で 、 ハ ー ド ディ スク より も 高速 こ ア クセ ス す る こと が で きま す 。 
R AM ディ スク を 使用 する と き は 、 次 の よう な 点 を 目安 に し て くだ さい 。 
・R AM ディ スク は 、 本 当 に R AM ディ スク が 必要 な 場合 に だ け 設 定 する 。 
シス テム の メモ リ 容 量 が 少な い 場 合 に は 、R AM ディ スク を 設定 する より 
も 、 同 じ 量 の メモ リ を SMARTDrive な ど に よっ て ディ スク キャ ッ シ 
ュ と し て 使っ た ほう が 有効 で す 。 た と えば 、10M バ イト の メモ リ が シス テ 
ム に 搭載 され て いる 場合 に は 、1.5M バ イト 前 後 の R AM ディ スク を 作り 、 
環境 変数 TEMP に この R AM ディ スク を 指定 する こと を お 勧め し ます 。 
・ ネ ットワーク に つなが っ た ハー ド ディ スク の な い コ ンピュータ を 使っ て 
いて 、 そ の コン ピュ ー タ に 大 量 の メモ リ が ある と き は 、R AM ディ スク の 
組み 込み を 検討 する 。 


詳し く は 、「 環 境 変数 TEMP の 使い 方 」 (P.88) を お 読 みく だ さい 。 


R AM ディ スク の 設定 方 法 に つい て は 、MS- 前 S に 添付 され て いる 
マニ ュ ア ル を お 読み くだ さい 。 


MK 
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スワ ッ プ ファ イル の 使い 方 


スワ ッ プ と は 、 情 報 を 一 時 的 に メモ リ か ら ハ ー ド ディ スク 上 の ファ イル 


に 移し 、 そ の メモ リ を 別 の アプ リケーション が 使え る よう に する こと で す 。 
Windows 3.1 は 、 情 報 を ペー ド ディ スク に スワ ッ プ する と き 、 そ の 情報 を 
スワ ッ プ ファ イル に 格納 し ます 。 

スワ ッ プ ファ イル は 、 ハ ー ド ディ スク 上 の 空き 容量 を 前 も っ て 確保 する 
た め の 隠 し ファ イル で す 。 一 時 的 に スワ ッ プ ファ イル に 入れ られ た 情報 が 
必要 に な る と 、Windows 3.1 が 情報 を メモ リ に 戻し ます 。 

Windows 3.1 を セッ ト ア ッ プ する 時 点 で 、 コ ンピュータ の 機種 と ハー ド 
ディ スク の 空き 容量 を 元 に し て 、 ス ワッ プ ファ イル を 作り ます 。 通 常 、 
Windows セ ッ ト ア ッ プ が 常設 の スワ ッ プ ファ イル を 作り ます 。 常設 の スワ 
ッ プ ファ イル を 使う と 、Windows 3.1 の 速度 が 向上 し ます 。 常 設 の スワ ッ 
プ ファ イル を 作成 で き な い と き は 、Windows 3.1 を エン ハン ス ド モー ド 
で 起動 する た びに 、 一 時 的 な スワ ッ プ ファ イル を 作り ます 。 現在 の 設定 は 、 

[コン トロ ー ル パネ ル ] の [エン ハン ス ド モー ド ] ダイ アロ グ ボッ クス 
内 の [スワップ ファ イル の 設定 ] ボタ ン を クリ ッ ク す る と 表示 され ます 。 

常設 の スワ ッ プ ファ イル は 、SPART.PAR と 386SPART.PAR 
と いう 2 つの ファ イル か ら 構 成 さ れ ま す 。 SPART.PAR は 書き 込み 禁 
止 の ファ イル で あり 、Windows 3.1 を 組み 込ん だ ディ レク トリ に 作成 され ま 
す 。386SPART.PAR は 隠し ファ イル で あり 、 [スワ ッ プ ファ イル の 
設定 ] ダイ アロ グ ボッ クス の [現在 の 設定 ] ボッ クス の 下 に 表示 され る ド 
ライ ブ の ルー ト ディ レク トリ に 置か れ ま す 。 こ の 2 つの ファ イル は 、 削 除 
に し た り 、 移 動 し た り 、 名 前 を 変え たり し て は いけ ませ ん 。 一 時 的 な スワ ッ 
プ フ ァ イ ル は W I N386. S WP と いう 名 前 に な り ま す 。 こ の ファ イル は 、 
Windows 3.1 の 実行 中 に ハー ド ディ スク に 存在 し 、Windows 3.1 を 終了 す 
る と 削除 され ます 。 ま た 、 必 要 に 応じ て サイ ズ が 変わ り ま す 。 

ハー ド ディ スク に すでに Windows 3.1 を 組み 込ん で ある 場合 に は 、 以 前 
の スワ ッ プ ファ イル 386S PART.PAR が まだ 残っ て いる 可能 性 が あり 
ます 。 こ の ファ イル が ハー ド ディ スク の 容量 を と っ て いる の で 、 仮 想 記憶 
に 利用 で きる 空き 容量 が 減っ て し まう こと に な り ま す 。 以 前 の スワ ッ プ フ 
ァイル を 削除 し て その 分 の 空き 容量 を 使う 方 法 に つい て は 、 次 の 「 ス ワッ プ 

ファ イル の 設定 を 変え る 」 を お 読み くだ さい 。 


Windows 3.1 の スワ ッ プ ファ イル の 管理 は 、 コ ント ロー ル パネ ル の 
[エン ハン ス ド モー ド ] アイ コン で 行い ます 。Windows 3. 0 に あっ た 
スワ ッ プ ファ イル プロ グラ ム は 使え ませ ん 。 


較 ス ワッ プ ファ イル の 情報 を 表示 する に は 

[コン トロ ー ル パネ ル ] ウィ ンド ウ の [エンハンスド モー ド ] アイ コン 
を ダブ ルク リッ ク す る と 、 現 在 ス ワッ プ ファ イル を 使っ て いる か どう か 、 
また スワ ッ プ ファ イル の 大 き さ て と 種類 を チェ ッ ク で きま す 。 


下 詳 [メイ ン ] グル ー プ で [コント ロー ル パネ ル ] アイ コン を ダブ ルク 
リッ ク す る 。 
[コン トロ ー ル パネ ル ] ウィ ンド ウ で [エン ハン ス ド モード] アイ 
コン を ダッ 2 少 グリ リッ お る ら 
[エン ハン ス ド モー ド の 設定 ] ダイ アロ グ ボッ クス が 表示 され ます 。 
[スワ ッ プ ファ イル の 設定 ] ボタ ン を クリ ッ ク す る 。 
[スワ ッ プ ファ イル の 設定 ] ダイ アロ グ ボッ クス が 表示 され 、 現 在 の 
スワ ッ プ ファ イル の 設定 が 表示 され ます 。 


現在 の 設定 
ト 提 信 。 ( 世 


サイズ: 24.256 KY パ 人 
種類 常設 (BIOS を 経由 し な いで 2 プア カル 


圏 ス ワッ プ ファ イル の 設定 を 変え る 

Windows 3.1 が 使う スワ ッ プ ファ イル を 置く ドラ イブ や 、 ス ワッ プ ファ 
イル の 大 き さ と 種類 は 変更 で きま す 。 こ れ ら の 設定 は 標準 の 値 の まま に し て 
お きま す が 、 設定 を 変え た た ほう が よい 場合 も も ちり ます 。 た と えば 、 大 量 の メ 
モリ か が 必要 な アプ リケーション を 使い た いと き は 、 ス ワッ プ ファ イル を も 
っ と 大 きく する 必要 が あり ます 。 

スワ ッ プ ファ イル の 設定 の 変更 は 、 コ ント ロー ル パネ ル を 使っ て 行い ま 
8 


皿 詳 [メイ ン ] グル ー プ で 、 [コン トロ ー ル パネ ル ] アイ コン を ダブ ル 
の) > 


[コン ト 豆 き ル ル パネ ル ] ウィ ンド ウ で 、 [エンハンスド モー ド ] ア 
イコ ン を ダブ ルク リッ ク す る 。 

[エン ハン ス ド モー ド の 設定 ] ダイ アロ グ ボッ クス で 、[ ス ワッ プ 
ファ イル の 設定 ] ボタ ン を クリ ッ ク す る 。 
[スワ ッ プ ファ イル の 設定 ] ダイ アロ グ ボッ クス が 表示 され ます 。 
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時 和男 [変更 ) ボタ ン を クリ ッ ク す る 。 
[スワ ッ プ ファ イル の 設定 ] ダイ アロ グ ボッ クス が 表示 され ます 。 


24.256 K パ 人 
常設 (BIOS を 経由 し な いで カル 


新しい 設定 

ドラ 4 が (D): 

空き デカ ク 2 容 量 : 6 KT 人 
最大 の サ ズ : 24.256 KT 人 
望ま し い サ イズ : 24.2 KY 企 
新しい サ 代 (③S): Ma KJ 人 ト 


ドロ ッ プ ダウ ン 形 式 の [ドラ イブ ] 一 覧 か ら 、 ス ワッ プ ファ イル を 
置く ドラ イブ を 選ぶ 。 
た と えば 、 2 台 目 の ハー ド ディ スク の ほう が 空き 容量 が 多く 、 そ ちら 
に スワ ッ プ ファ イル を 置き た いと き は 、 そ の ドラ イブ 名 を 選び ます 。 
請 ドロ ッ プ ダウ ン 形 式 の [種類] 一 覧 か ら 、 使 いた い ス ワッ プ ファ イ 
ル の 種類 を 選ぶ 。 
[な し ] を 選ぶ と 、Windows 3.1 を 次 に 起動 し た と き に 、 ス ワッ プ フ 
ァイル を 使わ な く な り ま す 。 
[新しい サイ ズ ] テキ スト ボッ クス に 、 新 し い ス ワッ プ ファ イル の 
サイ ズ を K バ イト 単位 で 入力 する か 、Windows 3.1 が 提示 し た サイ ズ 
で よけれ ば [Enter] キー を 押す 。 
芽 ミ 久 [OK] ボタ ン を クリ ッ ク す る 。 
[スワ ッ プ ファ イル の 設定 ] ダイ アロ グ ボッ クス の 設定 を 変更 し て 
[OK] ボタ ン を クリ ッ ク す る と 、Windows 3.1 が 再び 起動 し て 、 変 更 
し た 設定 を 有効 に する よう に 指示 する ダイ アロ グ ボッ クス が 表示 され 
ます 。 
芽 了 [Windows を 起動 する ] ボタ ン を クリ ッ ク す る 。 


本 体 の リセ ッ ト ボ タン や [Ctrl] + LAt]+ キー を 押し て 、 
MS-DOS を 再起 動 し て は いけ ませ ん 。 
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Windows 3.1 を エン ハン ス ド モー ド で 起動 する と き 、Windows 3.1 が 情 
報 を ディ スク に スワ ッ プ し な いよ うに する と ディ スク の 容量 は 節約 で きま す 。 
た だ し 、 ス ワッ プ 機 能 を 使わ な いと 、 一 度 に 実行 で きる アプ リケーション 
の 数 が 減る の で 、 デ ィ ス ク の 容量 が 残り 少な く な っ た と き 以 外 は スワ ッ プ を 
禁 政 し な いま うに し まじ ょ め ウ 。 

スワ ッ プ を 禁止 する に は 、 [スワ ッ プ ファ イル の 設定 ] ダイ アロ グ ボッ 
クス で [変更] ボタ ン を クリ ッ ク し た と き に 表示 され る [新しい 設定 ] ダイ 
アロ グ ボッ クス の ドロ ッ プ ダウ ン 形 式 の [種類] 一覧 で 、[ な し ] を 選ん 
で くだ さい 。 


ハー ド ディ スク の 効率 の 向上 


ここ で は 、 ハ ー ド ディ スク を 効率 良く 利用 する た め の い ろ い ろ な 方 法 を 
説明 し ます 。 こ れ ら の 方 法 は 、 ハ ー ド ディ スク 内 の ファ イル を 壊し て し ま 
う 可 能 性 が あり ます 。 実際 に 使う と き に は 、 必 ず 事 前 た ファ イル の バッ クア 
ッ プ を と っ て くだ さい 。 

ハー ド ディ スク を 効率 良く 利用 する に は 、 次 の よう な 方 法 が あり ます 。 

・ 不 要 な ファ イル を 削除 する 。 
・chkdsk コ マン ド を 使っ て 、 ハ ー ド ディ スク の 壊れ た クラ スタ を 修復 する 。 
・ デ ィ ス ク 整 理 プ ログ ラム を 実行 する 。 


一 不要 な ファ イル を 削除 する 

ハー ド ディ スク の 容量 が 少な く な っ て きた ら 、 い ら な い フ ァイル や 使わ 
な い フ ァイル を 削除 する 必要 が あり ます 。 特に 、 デ ィ ス ク 整 理 プ ログ ラム を 
使う と き に は 、 い ら な い フ ァイル を 事前 に 削除 し て お く こ と が 大 切 で す 。 


@ [Windows セ ッ ト ア ッ プ ] アイ コン に よる 不要 な Windows 3.1 の ファ イル 
の 削除 
Windows の ファ イル を 削除 する と き は 、 必 ず 以 下 の 手 順に し た が っ て くだ 
に SUN 
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cm め 


Windows 3.1 の 壁紙 や スク リー ン セー バー 用 の ファ イル を 削除 する 

場合 、 ま ず [ コ ント ロー ル パネル] ウィ ンド ウ 内 の [画面 の デザ イ 

ン ] アイ コン を クリ ッ ク し て 、 壁 紙 や マウ ス ) スク リー ン セー バー 

の 設定 を [な し ] に 変え る 。 

Windows 3.1 の 実行 中 に 、 プ ログ ラム マネ ー ジ ャ 以外 の アプ リ ケ ー シ 

ョ ン を すべ て 終了 する 。 

[メイ ン ] グル ー プ で 、 [Windows セ ッ ト ア ッ プ ] アイ コン を ダブ ル 
クリ ッ ク す る 。 

[設定 ] メニ ュー の [ファ イル の 追加 と 削除 ] コマ ンド を 選ぶ 。 

削除 する ファ イル を 含む 項目 の [ファイル] ボタ ン を クリ ッ ク す る 。 

画面 に 出る 指示 に し た が っ て 、 ハ ー ド ディ スク か ら フ ァイル を 削除 

する 。 


N 
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借 そ の 他 の 不要 な Windows 3.1 の ファ イル の 削除 
[Windows セ ッ ト ア ッ プ ] ダイ アロ グ ボッ クス に 表示 され な い 不 要 な フ 
ァイル も 削除 で きま す 。 た だ し 、 そ の よう な ファ イル を 削除 する と 、 そ れ 
に 関連 し た Windows 3.1 の 機能 が 利用 で き な く な る 場合 が あり ます 。 


に ビー ルー EL Windows 3.1 を 終了 する 。 
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財 久 一 時 的 な ファ イル の た め の デ ィ レ クト リ に 残っ て いる ファ イル を すべ 
て 削除 する 。 
アプ リケーション の 中 に は 、 指 定 し た ディ レク トリ に 一 時 的 な ファ イル 
を 作る も の が あり ます 。 こ れ ら の 一 時 的 な ファ イル は 、 通 常 は 環境 変数 
TEMP ま た は TMP で 指定 し た ディ レク トリ に 作ら れ ま す 。 AUTO 
EXEC.BAT フ ァイル の “set temp=” な ど を 見 て 、 一 時 的 な ファ イ 
ル の た め の デ ィ レ クト リ か が 実際 に は どの ディ レク トリ か を 調べ て くだ さ 
8 


一 時 的 な ファ イル の た め の デ ィ レ クト リ に 入っ て いる ファ イル は 、 定 期 
的 に 削除 し た ほう が よい で し ょ う 。 使用 中 の 一 時 的 な ファ イル を 削除 し 
な いよ うに 、Windows 3.1 や アプ リケーション を すべ て 終了 し て か ら 、 
一 時 的 な ファ イル を 削除 し て くだ さい 。 


WIN386.SWP と いう 名 前 の ファ イル を 削除 する 。 
この ファ イル は 、Windows 3.1 の エン ハン ス ド モー ド で 作ら れ た 、 一 
時 的 な Windows ス ワッ プ ファ イル で す 。 ス ワッ プ ファ イル は Windows 
3.1 を 終了 する と 自動 的 に 削除 され ます が 、 コ ンピュータ が 突然 停止 し 
た 場合 に は 、 ス ワッ プ ファ イル が ハー ド ディ スク に 残っ て し まう こと 
が あり ます 。Windows が 実行 中 で な いと き は 、W I N386.S WP を 削除 
する こと も で きま す 。 


の 


た だ し 、386SPART.PAR や SPART.PAR と いう 名 前 の ファ 
イル は 常設 スワ ッ プ ファ イル で すか ら 削 除 し な いで くだ さい 。 


訪 防 ほか に 不要 な ファ イル が ある な ら 、 す べ て 削除 する 。 
次 の 表 に ある Windows 3.1 の ファ イル は 、 使 う 予 定 が な いと き は 削除 す 
る こと も で きま す 。 た だ し 、 こ れ ら の ファ イル を 削除 する と 、 そ れ に 関 
連 し た Windows 3.1 の 機能 が 利用 で き な く な り ま す 。 


CDPLAY. EXE、CDPLAY. HLP 
CDPLAY. INI 

CALC. EXE、CALC. HLP 
CALANDAR. EXE、CALENDAR. HLP 
CANYON.MITD 

CARDFILE. EXE、CARDFILE. HLP 
CHARMAP. EXE、CHARMAP. HLP 
DRM_VAR1.PMB DRM_VAR2.PMB 
DRM_VAR3.PMB 
GAIJIEDT.EXE、GAIJIEDT. HLP 
GIJCNV. EXE、GIJCNV. HLP 
GM_DYNA.FMB、GM_OP1.FMB 
GM_SOFT.FMB、GM_VARI.FMB 
ICONEDIT. EXE、ICONEDIT. HLP 
MIXER. EXE 
MIDIBOX.EXE、MIDIBOX. HLP 
NOTEPAD.EXE、NOTEPAD. HLP 
PBRUSH. EXE、PBRUSH. HLP 
RECORDER. DLL、RECORDER.EXE 
RECORDER. HLP 

SOL. EXE、SOL. HLP 

SOUNDREC. EXE、SOUNDREC. HLP 
TERMINAL. EXE、TERMINAL. HLP 
TOWNSCNV. DLL、TOWNSCNV. EXE 
TOWNSCNV. HLP 


ファ イル 名 の 拡張 子 が . BMP の ビッ トマ ッ 
プ ファ イル 。Windows セ ッ ト ア ッ プ は 、 
壁紙 用 に 何 個 か の ビッ トマ ッ プ ファ イ 
ル を 自動 的 に 組み 込み ます 。 

CD プレ ー ヤ ー と その ヘル プ フ ァ イ ル 
CD 曲 情報 ファ イル 

電卓 と その ヘル プ フ ァ イ ル 

カレ ンダ ー と その ヘル プ フ ァ イ ル 
MIDI 音 楽 フ ァイル 

カー ド フ ァイル と その ヘル プ フ ァ イ ル 
文字 コー ド 表 と その ヘル プ フ ァ イ ル 
内 蔵 音 源 音 色 設定 用 ファ イル 


外字 編集 と その ヘル プ フ ァ イ ル 
外字 変換 と その ヘル プ フ ァ イ ル 
内 蔵 音 源 音 色 設定 用 ファ イル 


アイ コン 編集 と その ヘル プ フ ァ イ ル 
SH2073 

MIDI ボ ックス と その ヘル プ フ ァ イ ル 
メモ 帳 と その ヘル プ フ ァ イ ル 

ペイ ント ブラ シ と その ヘル プ フ ァ イ ル 
レコ ヨー ダ と その ダイ ナミ ッ ク リ ンク ライ 
ブラ リ レ コ ー ダ の ヘル プ フ ァ イ ル 

ソリ ティ ア と その ヘル プ フ ァ イ ル 

サウ ンド レコ ー ダ と その ヘル プ フ ァ イ ル 
ター ミナ ル と その ヘル プ フ ァ イ ル 
FM-TOWNS コ バー- タ 、FM-TOWNS コ パー タ の タイ バッ 7 
リッ 73277 と その AM777 侯 
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ビデ オツ ー ル 
ビデ オツ ー ル の ヘル プ フ ァ イ ル 


VDTOOL. EXE 

VDTOOL1. HLP、VDTOOL2.HLP 
VDTOOL3.HLP 
WINCLOCK.EXE 時 計 

WINHCOPY.EXE、WINHCOPY.HLP | ハー ドコ ピー と その ヘル プ フ ァ イ ル 
WINMINE.EXE、WINMINE. HLP マイ ンス イー パー と その ヘル プ フ ァ イ ル 


較 chkdsk コ マン ド の 使い 方 

MS-DOS の chkdsk コ マン ド は 、 ハ ー ド ディ スク の 壊れ た クラ スタ を 修 
復 し ます 。 ア プリ ケー ショ ン が 突然 終了 する と 、 連 続 し て いな けれ ば な ら な 
い 情 報 が と ぎれ 、 ハ ー ド ディ スク の ファ イル の 一 部 が 保存 も 削除 も で き な 
い 状態 で 残っ て し まう 場合 が あり ます 。 ハ ー ド ディ スク を 長い 間 使 っ て い 
る と 、 そ れ ら の ファ イル の 断 訂 が た まっ て 、 デ ィ ス ク の か な り の 容量 を 占め 
て し まう 可能 性 が あり ます 。 

chkdsk コ マン ド に /f オ プシ ョ ン を 付け て 使う と 、 壊 れ た クラ スタ を 見 つけ 
て 修復 で きま す 。 ま た 、chkdsk コ マン ド で 壊れ た クラ スタ を ファ イル に 変換 
する と 、 内 容 を 確か め て か ら 削 除 で きま す 。chkdsk コ マン ド は 、 次 の よう な 
と き に 使い ます 。 

・ デ ィ ス ク に 壊れ た クラ スタ が ある か どう か を 調べ る と き 

・ デ ィ ス ク 整 理 プ ログ ラム を 使う 前 

・ ア プリ ケー ショ ン が 突然 終了 し た と き 


4 chkdsk コ マン ド を /f オ プシ ョ ン つ き で 使う と き に は 、 必 ず Windows 3.1 
の を 格 了 させ て か ら 使っ て くだ さい 。Windows 3.1 の 中 か ら 実 行 する と 、 
デー タ が 失わ れる 可能 性 が あり ます 。 


ビー トー ES に Windows 3.1 を 終了 する 。 

凡 還 整理 する ハー ド ディ スク に 移る 。 
た と えば ドラ イブ D に 移る と き は 、MS-DOS の プロ ンプ ト で “d:” 
と 入力 し て [Enter] キー を 押し ます 。 

“chkdsk /f” と 入力 し て キー を 押す 。 
/f オ プシ ョ ン は 、 見 つか っ た 破損 クラ スタ を すべ て 修復 する と いう 意味 
で す 。chkdsk コ マン ド が 壊れ た クラ スタ を 見 つけ 、 フ ァイル に 変換 する 
か どう か を た ず ね て きま す 。 
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時 入 壊れ た クラ スタ を ファ イル に 変換 する と き は 、“y" を 入力 する 。 
“y を 入力 する と 、chkdsk コ マン ド は 壊れ た クラ スタ を すべ て 修復 し 、 
1 つま た は いく つか の F I LE0001.CHK の よう な 名 前 の つい た ファ 
イル に 変換 し ます 。 フ ァイル の 数 は ディ スク の 破損 状態 に よっ て 異な り 
ます 。 変換 され た ファ イル は 、 チ ェ ッ ク し た ドラ イブ の ルー トディ レク 
トリ に 作成 され ます 。 さ ら に chkdsk コ マン ド は 、 チ ェ ッ ク し た ドラ イブ 
に つい て の 情報 も 表示 し ます 。 
m” を 入力 し た 場合 に は 、chkdsk コ マン ド は 壊れ た クラ スタ を 修復 は し 
ます が 、 フ ァイル に は 変換 し ませ ん 。“"n" を 入力 し た と き は 、 以 下 の 手 
順 は 関係 あり ませ ん 。 

MS-DOS の type コ マン ド を 使っ て 、 拡 張子 が .CHK フ ァイル の 中 

身 を 確か め る 。 

た と えば F ILE0001.CHK の 中 身 を 確認 し た いと き は 、MS-DOS 
の プロ ンプ ト で “type file0001.chk"” と 入力 し て [Enterl キー を 押し ま 
す 。type コ マン ド の 実行 を 途中 で 中 止 す る に は [Ctrl] + [C] キー を 
押し ます 。 画面 の スク ロー ル を 止め た り 再 開 し た りす る に は [Ctrl] + 
[S] キー を 押し ます 。 
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拡張 子 が . CHK の ファ イル に 残し て お きた いて 思う 情報 が 入っ て いる 
ケー ス が あり ます 。 た と えば 、 編 集 内 容 を 保存 する 前 に ワー ド プロ セ 
ッ サ が 停止 し て し まっ た 場合 に は 、 失 われ た 還 人 ko 
た . CHK フ ァイル に 残っ て いる ケー ス が あり ます 。 


攻 請 拡張 子 が .CHK の 不要 な ファ イル を すべ て 削除 する 。 


圏 デ ィ ス ク 整 理 プ ログ ラム を 使う 

アプ リケーション が ハー ド ディ スク に ファ イル を 作成 し た り 、 削 除 し た 
り し て いる うち に 、 デ ィ ス ク 上 の 情報 が 分 散 し て し まう 場合 が あり ます 。 こ 
の 分 散 化 は 、 1 つの ファ イル が 1 か 所 に 連続 し て で は な く 、 デ ィ ス ク 上 の い 
ろ い ろ な 場所 に 分 か れ て 記録 され た と き に 発生 し ます 。 分 散 し て も 情報 の 中 
身 に は 問題 は あり ませ ん が 、 デ ィ ス ク か ら 読 み 込む の に か な り 時 間 が か か る 
よう に な り ま す 。 ま た 、 フ ァイル を ディ スク に 書き 込む 時 間 も 長 く な り ま す 。 
分 散 し た ファ イル は 、 デ ィ ス ク 整 理 プ ログ ラム を 使う と 再び 1 つ に まとめ 
られ ます 。 ハ ー ド ディ スク を 整理 する と 、Windows 3.1 や アプ リ ケ ー シ ョ 
ン の 起動 時 間 を か な り 短 縮 で きる ケー ス も あり ます 。 

ディ スク 整理 プロ グラ ム は 、Windows 3.1 に は 添付 され て いま せん が 、 
Windows 3.1 や MS-DOS で 使え る いろ いろ な 種類 の ディ スク 整理 プロ グ 
ラム は 市 販 さ れ て いま す 。 詳しく は 、 コ ンピュータ 販売 店 に 問い 合わ せ て く 
だ さい 。 
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な お 、 デ ィ ス ク 整 理 プ ログ ラム を 使わ な いで ディ スク の 整理 を する 場合 は 、 
一 度 デ ィ ス ク の 内 容 を バッ クア ッ プ し て か ら デ ィ ス ク の フォ ー マ ッ ト を 行い 、 
再度 必要 な も の を コピ ー し 直し て くだ さい 。 


WindoWs 3.1 の 中 か ら 実 行 で きる よう に 設計 され た ディ スク 整理 プログ 
の ラム で な い 場 合 は 、 必 ず MS-D O S か ら 直 接 実行 し て くだ さい 。 ま た 、 
ほか の アプ リケーション は 、 事 前 に すべ て 終了 し て お く 必 要 が あり ます 。 


皿 醒 「 不 要 な ファ イル を 削除 する 」 (P.83) で 説明 し た 手順 に し た が っ て 、 
ディ スク か らい ら な い フ ァイル を すべ て 削除 する 。 
Windows 3.1 を 終了 し 、 整 理 す る ハー ド ディ スク に 移る 。 
馬 骨 chkdsk /f" と 入力 し て [Enter] キー を 押す 。 
時 罰 ハー ド ディ スク を 使う アプ リケーション が すべ て 終了 し て いる こと 
を 確認 する 。 
ディ スク 整理 プロ グラ ム を 正しく 実行 する 。 


環境 変数 TEMP の 使い 方 


多く の アプ リケーション は 実行 中 に 、 デ ー タ を 入れ て お く 一 時 的 な ファ イ 
ル を 作り ます 。 そ れ ら の アプ リケーション の 中 に は 、 環 境 変数 TEMP ( ま 
た は TMP) で 指定 し た ディ レク トリ に 一 時 的 な ファ イル を 保存 する も の も 
あり ます 。 ア プリ ケー ショ ン が 一 時 的 な ファ イル を どこ に 入れ る か は 、 そ れ 
ぞ れ の アプ リケーション に 添付 され て いる マニ ュ ア ル を お 読み くだ さい 。 

環境 変数 は 、MS-DOS の set コ マン ド で 設定 し ます 。 通常 、set コ マン 

ド は 、AUTOEXEC.BAT に 入れ ます 。 次 に 示す の は 、 デ ィ レ クト リ 
TEMPF ILE が ドラ イブ D に ある 場合 、 環 境 変数 TEMP に D : \TE 
MPF ILE と いう ディ レク トリ を 指定 する コマ ンド 行 で す 。 

se{ em の =0:\ た em の げ ?7e 


プリ ケー ショ ン も あり ます 。 そ の 場合 に は 、AUTOEXEC.BAT 
に “set tmp=d:\tempfile" も 指定 し て くだ さい 。 


の 一 部 に は 、TEMP で は な く TMP を 調べ た り 、 両 方 を 使っ た りす る ア 
@ 
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環境 変数 TEMP に は 、 フ ァイル の 数 の 制限 が ある ルー トディ レク トリ で 
は な く 、 フ ァイル を いく つ で も 作れ る サブ ディ レク トリ を 指定 し ます 。 

指定 先 に は 、 少 な く と も 2 M バ イト の 空き 容量 が ある ディ スク を 指定 し て 
くだ さい 。 た と えば 、 空 き 容量 が 少な いと 、Windows 3.1 が 印刷 中 の デー タ 
を 一 時 的 に 保存 する こと が で きず 、 印 刷 に 失敗 する こと が あり ます 。 

一 時 的 な ファ イル の 置き 場所 は 、 環 境 変数 TEMP を 使う アフ アプリケー ショ 
ン の 実行 速度 に 影響 し ます 。 複 数 の ハー ド ディ スク を 使っ て いる と き は 、 
一 番 速い ハー ド ディ スク に 一 時 的 な ファ イル を 入れ る よう に し ます 。 

環境 変数 TEMP を R AM ディ スク に 指定 する こと も で きま す 。 情報 は ハ 
ー ド ディ スク か ら よ り も メモ リ か ら の ほう が は る か に 速く 読め ます 。 一 時 的 
な ファ イル を R AM ディ スク に 入れ る と 一 時 的 な ファ イル を 使う アプ リ ケ ー 
ショ ン が 高速 に な る 可能 性 が あり ます 。 ま た 、R AM ディ スク の 内 容 は 、 電 
源 を 切る と 消え て し まう の で 、 ア プリ ケー ショ ン が 異常 終了 する な ど し て 、 
残っ て し まっ た 一 時 的 な ファ イル を いち いち 消す 必要 が あり ませ ん 。 た だ し 、 
一 時 的 な ファ イル の た め の 領域 を 多く 必要 と する アプ リケーション に 合わ せ 
て 、 サ イズ の 大 き な R AM ディ スク を 作ろ うと する と 、 使 える メモ リ が 減り 
ます 。 こ の 場合 、Windows 3.1 が 実行 で き な く な っ た り 、 シ ステ ム 全 体 の 実 
行 速度 が 低下 し た りす る こと が あり ます 。 


マル チタ スク の 設定 


Windows 3.1 が エン ハン ス ド モー ド で 動い て いる と き は 、Windows ア プ 
リケーション の 他 に 複数 の MS-DOS アプ リケーション を 同時 に 動か すこ 
と が で きま す 。 複数 の アプ リケーション を 実行 し た と き の Windows 3.1 の 動 
作 は 、 コ ント ロー ル パネ ル の [エンハンスド モー ド の 設定 ] ダイ アロ グ 
ボッ クス に よっ て 指定 する こと が で きま す 。 


L | の 警告 する ( ぬ ) 


〇 千 告 し な い (N) ーー 
@ 警告 すう まで の 時 間 (1: 


MS-DOS ア プリ ケー ショ ン と の 占有 時 間 の 割合 

フォ ア グラ ウン ド 時 の 割合 (1…10000)(E: 100 

バ パック グラ ウン ド 時 の 割合 (1 て 10000)(B): I50 周 
ロフ ォ ア グラ ウン ド 時 (に 独占 (E) 


占有 時 間 の 単位 (M): カプ アカ 化 の 設定 
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それ ぞ れ の 項目 は 次 の 表 の と お り で す 。 複 数 の MS-DOS アプ リ ケ ー シ 
ョ ン の 実行 に つい て は 、 本 製品 に 添付 され て いる マニ ュ ア ル の 『 機 能 ガ イド 』 
の 「MS-DOS アプ リケーション の 実行 方 法 」(P. 352) を お 読 みく だ さい 。 


[占有 時 間 の 単位 ] Windows 3.1 が 制御 を 別 の アプ リケーション 
に 渡す まで に 実行 で きる 最低 の 時 間 を ミリ 秒 
単位 で 指定 し ます 。 

Windows ア プリ ケー ショ ン の 占有 時 間 の 値 は 
すべ て 共通 で す が 、MS-DOS ア プリ ケー ショ ン 
の 場合 に は 、 占 有 時 間 の 値 は それ ぞ れ の アプ 
リケーション ご と に 人 違い ます 。 

占有 する 最低 の 時 間 を 短く する と 、 頻繁 に ア 
プリ ケー ショ ン が 切り 替わる よう に な り ま す 。 
頻繁 に アプ リケーション が 切り 替わる と 、 一 
度 に 複数 の アプ リケーション を 実行 し た と き 
に 、 そ れ ぞ れ の アプ リケーション が 順調 に 実 
行 さ れ て いる よう に 見 えま す 。 た だ し 、 全 体 
と し て の シス テム 性 能 は 低下 し ます 。 逆 に 、 
占有 する 最低 の 時 間 を 長く する と 個々 の アプ 
リケーション の 速度 は 向上 し ます が 、 ア プリ 
ケー ショ ン が 切り 替わる の が 目 に つく よう に 
な ゆり 下池 (。 

[フォ アグ ラウ ンド 時 の | Windows ア プリ ケー ショ ン が アク ティ ブ な ア 
割合 (1 一 10000 ) ] プリ ケー ショ ン に な っ て いる と き に 、 す べ て 
の Windows ア プリ ケー ショ ン に 共通 し て 割り 
当て る 処理 時 間 (全体 に 対す る 割合 ) を 1 か 
ら 10000 の 範囲 で 指定 し ます 。 

Windows 3.1 は 、 こ の 値 と すべ て の MS-DOS ア 
プリ ケー ショ ン の バッ ク グ ラウ ンド の 優先 度 
に 指定 され た 数 値 と を 元 に 、CPU を 使う 時 間 
を 割り 振り ます 。 

MS-DOS ア プリ ケー ショ ン の バッ ク グ ラウ ンド 
の 優先 度 の 指定 方 法 は 、「PIF エ ディ タ 」 
(P.100) を お 読み くだ さい 。 

MS-DOS ア プリ ケー ショ ン が アク ティ ブ な アプ 
リケーション に な っ て いる 場合 に は 、 [バッ 
ク グ ラウ ンド 時 の 割合 1 一 10000)] に 指定 さ 
れ た 値 が 使わ れ ま す 。 
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[バッ ク グ ラウ ンド 時 の 
割合 (1 一 10000 ) ] 


[フォ アグ ラウ ンド 時 に 
独占 ] 


MS-D0S ア ピリ ケー ショ ン が フォ アグ ラウ ンド 
で 実行 中 の と き に 、 す べ て の Windows ア プリ 
ケー ショ ン に 共通 し て 割り 当て られ る 処理 時 
間 (全体 に 対す る 割合 ) を 1 か ら 10000 の 男 囲 
で 指定 し ます 。 

Windows 3.1 は 、 こ の 値 と その と き ア クティ 
プ に な っ て いる MS-DOS ア プリ ケー ショ ン の フ 
ォ ア グラ ウン ド の 優先 度 の 値 、 バ ッ ク グ ラウ 
ンド で 実行 され て いる すべ て の MS-D0S ア プリ 
ケー ショ ン の バッ ク グ ラウ ンド の 優先 度 の 値 
を 元 に 、CPU を 使う 時 間 を 割り 振り ます 。 
MS-D0S ア プリ ケー ショ ン の フォ アグ ラウ ンド 
の 優先 度 と バッ ク グ ラウ ンド の 優先 度 の 指定 
方 法 は 、「PIF エ ディ タ 」 (P.100) を お 読み 
くだ さい 。 

Windows ア プリ ケー ショ ン が アク ティ ブ な ア 
プリ ケー ショ ン に な っ て いる と き に 、 常 に 
Windows 3.1 が 100 パ ー セ ント の コン ピュ ー タ 
処理 時 間 を 使う よう に 指定 し ます 。 つ まり 、 
Windows ア プリ ケー ショ ン が フォ アグ ラウ ン 
ド で アク ティ ブ に な っ て いる と き は 、 バ ッ ク 
グラ ウン ド で 動い て いる MS-DOS ア プリ ケー シ 


ョ ン の 実行 を 止め る 指定 で す 。 


CD-ROM ド ライ ブ ドラ イ バ の 使い 方 
CD-R OM ドラ イブ ドラ イ バ は 、FM TOWNS に 内 蔵 され て いる 


CD-ROM ド ライ ブ か ら デ ー タ を 読み 込ん だ り 、 オ ー デ ィ オ CD を 制御 す 
る た め の プ ログ ラム で す 。 こ の ドラ イ バ は 、CD-R OM か ら 読 み 込ん だ デ 
ー タ を メモ リ の CD-R OM キャ ッシュ に 保存 し た り 、 デ ー タ の 先読み を 行 
い プ ログ ラム か ら の 読み 込み 要求 に 備え る こと も し ます 。 そ の 結果 、 プ ログ 


ラム は 高速 に CD-R OM か ら デ ー タ を 読み 込む こと が で きま す 。 
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CONFIG. SYS と AUTOEXEC. BAT へ の 

コマ ンド 行 の 追加 

CD-ROM ド ライ ブ ドラ イ バ を 組み 込む に は 、CONFIG.SYS に 
CD-R OM ドラ イブ ドラ イ バ に 関す る コマ ンド 行 を 追加 し 、AUTOEX 
EC.BAT に mscdex コ マン ド を 追加 し ます 。 

た と えば ドラ イブ D の windows と いう ディ レク トリ に Windows 3.1 が セッ 
ト ア ッ プ され て いる 場合 は 、 以 下 の よ うな コマ ンド 行 を CONFIG.SY 
S に 追加 し ます 。 

な お 、CONF IG.S YS へ の 記述 は 、 以 下 の よ うな 順序 で 行っ て くだ 
さい 。 

0e0?Ce=d:\ の 70 の S\C07 SC. S ツ S 
de2?ce=d:\ ゅ 70os\cdd79.sys //:7OWWS CD 7/00:0 
ge0?ce=0:\ り 77o の S\cdcAoce. sysS /:32 


また AUTOEXEC. BAT に 以下 の 行 を 追加 し ます 。 
9:\7m0os\mscdex /D:7OWWS CD /f /M:8 / ル L:0 


圏 CDISC.SYS 用 の コマ ンド 行 
CDISC.SYS 用 の コマ ンド 行 は 次 の 通り で す 。 
device=[d:] [path]cdisc. sys 


コマ ンド の 各部 は 次 の 表 の 通り で す 。 


[d:] [path] cdisc. Sys ファ イル が ある ドラ イブ と ディ レ 
クト リ を 指定 し ます 。 


圏 CDDRV.SYS 用 の コマ ンド 行 
CDDRV.SYS 用 の コマ ンド 行 は 次 の 通り で す 。 
device=[d:] [path]cddrv. sys /D:TOWNS CD /U0:0 


コマ ンド 行 の 各部 は 次 の 表 の 通り で す 。 


項目 目的 

[d:] [path] cdisc. sys フ ァイル が ある ドラ イブ と ディ レ 
クト リ を 指定 し ます 。 

/D:TOWNS CD CD-ROM の デバ イス 名 を 指定 し ます 。FM TOWNS 
の 場合 は 、 必 ず TOWNS CD と 指定 し ます 。 


/U0:0 CD-ROM の デバ イス 番号 を 指定 し ます 。 FM 
TOWNS の 場合 は 、 必 ず /U0:0 と 指定 し ます 。 


圏 CDCACHE.SYS 用 の コマ ンド 行 
CDCACHE.SYS 用 の コマ ンド 行 は 次 の 通り で す 。 
device=[d:] [path]cdcache. sys [/M:CacheSize] 


コマ ンド 行 の 各部 は 次 の 表 の 通り で す 。 


項目 目的 

[d:] [path] cdcache. sys フ ァイル が ある ドラ イブ と ディ 
レク トリ を 指定 し ます 。 

/M:CacheSize CD-ROM キ ャ ッシュ の サイ ズ を 指定 し ます 。 通 


常 キャ ッシュ が 大 きい ほど 、CD-ROM か ら 読 み 
込む 頻度 が 少な く な り 速 度 は 向上 し ます 。 キ 
ャ ッシュ サイ ズ は 2 K バ イト 単位 で 指定 し 、 
| 1 32 を 指定 する こと が で きま す 。 


CDCACHE.SYS は 先読み キャ ッシュ の た め に メイ ン メモ リ を 消費 
し ます 。 メ イン メモ リ の 消費 量 を 減ら す た め に は 、 キ ャ ッシュ の た め に 使 
う メ モリ を 減ら し て くだ さい 。 必 要 な メイ ン メモ リ を 確保 する こと が で き 
ます 。 ま た 、 キ ャ ッシュ を まっ た く 行 わな いと き に は この 行 を 削除 し ます 。 


圏 nscdex コ マン ド 
mscdex コ マン ド 行 の 形式 は 次 の 通り で す 。 
[d:] [path]mscdex /D:TOWNS CD /K /M:BufferSize /L:Q 


コマ ンド 行 の 各部 は 次 の 表 の 通り で す 。 


mscdex. exee フ ァイル が ある ドラ イブ と ディ レ 
クト リ を 指定 し ます 。 

CD-ROM ド ライ ブ の デバ イス 名 を 指定 し ます 。 
FM TOWNS で は 必ず TOWNS CD と 指定 し ます 。 


[d:] [path] 
/D:TOWNS CD 


/K 
/M:BufferSize 


mscdex が 使う 、CD-ROM か ら 読み 込む デー タ を 
保存 する た め の バ ッ フ ァ の サイ ズ を 指定 し ま 
す 。 バ ッ フ ァ の 大 き さ は 2 K バ イト 単位 で 指 
定 し ます 。 

CD-ROM を どの ドラ イブ 番号 で アク セス する か 
指定 し ます 。FM TOWNS の 場合 は 必ず Q を 指定 
5 当 9 
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Windows 3.1 の 環境 に つい て 


Windows 3.1 L11 を 利用 され る 場合 に は 、 下 記 の よう な 環境 設定 で ご 利 
用 する こと を お 勧め し ます 。 


圏 AUTOEXEC. BAT お よび CONF 1G. SYS に つい て 
Windows 3.1 を 利用 され る と き に は 、 で きる だ け 多 く の メ イン メモ リ を 確 
保 し て くだ さい 。 そ の た め に は AUTOEXEC. BAT お よび CONF 1 
G. SYS か ら 不 要 な 記述 を 取り 除き 、 で きる だ け シ ンプ ル な 構成 に する こ 
と を お 勧め し ます 。 

下記 の 例 で は 、MS-DO S は D:\DOS デ ィ レ クト リ に 、Windows 3.1 は d: 
\windows デ ィ レ クト リ に セッ ト ア ッ プ され て いま す 。 こ れ 以 外 の 場合 に は 、 
メモ 帳 な どの テキ スト エディ タ な ご を 利用 し て 、 該 当 す る ディ レク トリ 名 を 
修正 し て か ら お 使い くだ さい 。 


@ へ AUTOEXEC. BAT (MS-DOS 5.0/6.2 使 用 時 ) 


@ECHO OFF 
D:\WINDOWS\MSCDEX /D:TOWNS CD /K /M:8 /L:Q 
D:\WINDOWS\SMARTDRV ル 


PROMPT $P$G 
SET PATH=D:\WINDOWS:D:\DOS:D:\ 
SET TEMP=D:\ 


介 A へ AUTOEXEC. BAT (MS-DOS 3.1 使 用 時 ) 


ECHO OFF 
D:\WINDOWS\MSCDEX /D:TOWNS CD /K /M:8 /L:Q 
D:\WINDOWS\SMARTDRV ル 


PROMPT $P$G 
SET PATH=D:\WINDOWS:D:\DOS:iD:\ 
SET TEMP=D:\ 


人 @ び CONFIG. SYS (MS-DOS 5.0/6.2 使 用 時 ) 


DEVICE=D :YWINDOWS\HIMEM. SYS 

DOS=HIGH 

DEVICE=D: 字 0S\KKFUNC. SYS 
DEVICE=D:\DOS\CTL. SYS 
DEVICE=D:\WINDOWSWOAKO.SYS /E 
DEVICE=D:\WINDOWS\OAK1.SYS /SO /RO /B1 /D: /01 


DEVICE=D:\WINDOWS\MSKANJI. SYS 

BUFFERS=8 

FILES=30 

DEVICE=D:\WINDOWS\CDISC. SYS 
DEVICE=D:\WINDOWS\CDCACHE.SYS /M:8 
DEVICE=D:\WINDOWS\CDDRV.SYS /D:TOWNS CD /U0:0 
LASTDRIVE=Q 


@ び CONFIG. SYS (MS-DOS 3.1 使 用 時 ) 


DEVICE=D :\WINDOWS\HIMEM.SYS 

DOS=HIGH 

DEVICE=D:\DOS\CTL. SYS 
DEVICE=D:\WINDOWS\OAKO.SYS /E 
DEVICE=D:\WINDOWS\OAK1.SYS /SO /RO /Bl /D: /01 
DEVICE=D:\WINDOWS\MSKANJT. SYS 


BUFFERS=8 

FILES=30 

DEVICE=D :\WINDOWS\CDISC. SYS 
DEVICE=D:\WINDOWS\CDCACHE.SYS /M:8 
DEVICE=D:\WINDOWS\CDDRV.SYS /D:TOWNS CD /U0:0 
LASTDRIVE=Q 


その 他 、 セ ッ ト ア ッ プ CD-R OM を 使わ な い 場 合 、 か な 漢字 変換 シス 
テム ( 複 文 節 0AK) を 使わ な い 場 合 な ど に つい て は 、 オ ン ラ イン ドキ ュ メ 
ント を 参照 し て くだ さい 。 
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省 電力 の 設定 に つい て 


MS-DOS 6.2 上 で 省 電力 機能 (APMB IOS. EXE) が 有効 に な 
っ て いる 場合 に は 、Windows 3.1 を 起動 中 も この 設定 が 有効 と な り ま す 。 省 
電力 機能 に つい て は 、MS-DOS 6.2 の マニ ュ ア ル (APMBIOS. E 
XE、POWER. EXE) を 参照 し て くだ さい 。 

省 電 力 の 設定 は コン トロ ー ル パネ ル を 使っ て 行い ます 。 


一 設定 画面 の 起動 

[コン トロ ー ル パネ ル ] 内 に 【[ 省 電力 管理 ] アイ コン が 表示 され ます 。 
この アイ コン を ダブ ルク リッ ク な ど で 選 択 実行 する と 、[ 省 電力 管理 ] ダイ 
アロ グ ボッ クス が 表示 され ます 。 和 省 電 力 機能 を 有効 に する か 否 か 、 お よび 、 
有効 と する 場合 に 、 ど の よう な 条件 で 省 電力 を 行う か を 指定 で きま す 。 


田 省 電力 を 有効 に する か 否 か の 設定 

省 電 カ アイ コン を 起動 する こと に より 、[ 省 電力 管理 ] ダイ アロ グ ボッ 

クス が 表示 され ます 。 

[パワ ー マ ネ ー ジ メン ト ] リス ト ボッ クス に より 、Windows 起 動 中 に 省 電 

力 を 有効 に する か 否 か を 設定 で きま す 。 こ の 設定 は 、 直 ち に 有効 に な り ま す 。 


・ オ フ  : Windows 起 動 中 は 省 電 力 機能 が 働き ませ ん 。 
・ 標 準 : 省 電力 機能 が 有効 に な り ま す 。 
・ 高 度 : 省 電 力 機能 が 有効 に な り ま す 。「 標 準 」 で の 機能 に 加え 、 
Windows を 起動 中 に 省 電力 に 移行 する 際 に アプ リ ケ ー シ 
ョ ン の 動作 状態 を 考 應 し ます 。 
セッ ト ア ッ プ 直後 の 設定 は 「 高 度 」 で す 。 


圏 各 オ プシ ョ ン の 設定 

[オプ ショ ン ] ボタ ン を クリ ッ ク す る こと に よっ て 、[ オ プション 設定 ] 
ダイ アロ グ ボッ クス が 表示 され ます 。 

初期 値 は MS-DOS の APMBIOS. INI に 従い 、 ま た 、 変 更 し た 設 
定 は APMBIOS.INI に 反映 され ます 。 こ の 変更 が 有効 に な る の は 、 
コン ピュ ー タ を 再起 動 し た と き で す 。 


@ デ ィ ス プレ イ の 設定 

ディ スプ レイ (CRT の 電源 ) の 省 電 力 を 行う か 否 か を 設定 し ます 。 キ ー 
ボー ド や マウ ス 入 力 が な され る と 和 省 電力 モー ド か ら 復 帰し ます 。 

な お 、ruTOWNS モ デル HR/ME/MA/MX で 省 電力 対応 の モニ タ を 
ビデ オカ ー ド を 経由 し な いで 接続 し て いる 場合 の み 有 効 で す 。 


ハー ド ディ スク の 設定 

ユニ ッ ト を 表す アイ コン を 選択 する こと に より 、 各 ユニ ッ ト 単 位 で ハー ド 
ディ スク の モー ター 停止 に よる 省 電 力 を 行う か どう か を 設定 し ます 。 な お 、 
設定 時 間 は すべ て の ユニ ッ ト に 共通 で す 。 

光 磁 気 ディ スク が 接続 され て いる ユニ ッ ト に 対し て は 無効 で す 。 


放 介 リバ 2F』 っ ck、 igeCcemmCerngeye り = 


MOUSE ドラ イ バ に つい て 


MOUSE ド ライ バ (Version 8) が 使用 で きま す 。 マ ウス を サポ ー ト 
し て いる MS-DOS ア プリ ケー ショ ン を Windows 上 の ウィ ンド ウ 内 で 動作 
させ る 場合 、 マ ウス が 使用 で きる よう に な り ま す 。 
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FM TOWNS 用 の 機能 ガイ ド 


この 章 で は 、Microsoft@⑤ Windows"" Version 
3.1 に 添付 され て いる FM TOWNS 特 有 の 機能 に つ 
いて 説明 し ます 。 2 

「P IF エディ タ 」 に つい て は 、 本 製品 に 添付 され 
て いる マニ ュ ア ル の 『 機 能 ガ イド 』 の 「7 章 PIF 
エディ タ 」 に 対応 し て FM TOWNS 用 に 説明 し て 
いま す 。 

『 機 能 ガ イド 』 に つい て は 、 そ の 他 に FM 
TOWNS の Windows 3.1 と し て 相応 し て いな い 記 述 
を 、 本 書 の 最後 に 「 付 録 機能 ガイ ド の 読み 替え 表 」 
と し て まとめ まし た の で 、『 機 能 ガ イド 』 と あわ せ て 
お 読み くだ さい 。 

「 外 字 コ ン バ ー タ の 使い 方 」 で は 、MS-DOS で 
作成 し た 外字 を 、Windows 3.1 の 外字 領域 に 登録 する 
際 の 手順 に つい て 説明 し ます 。 

「 フ ォ ン ト と コー ド 系 」 で は 、 本 製品 に 添付 され て 
いる フォ ント の 特徴 な ど に つい て 説明 し ます 。 

Fontcity に つい て は 、 本 製品 に 添付 され て いる マ 
マニ ュ ア ル 『Fontcity ユー ザー ズ ガ イド 』 を あわ せ 
て お 読み くだ さい 。 

「 日 本 語 入 力 」 で は 、 複 文節 変換 OAK 
(WINOAK3) に つい て 説明 し ます 。 

「 プ リン タ の 設定 」 で は 、 弊 社 の プリ ンタ を 使用 す 
る 際 の プリ ンタ ドラ イ バ に つい て 説明 し ます 。 
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まい 


P EE の 


PlIF エ ディ タ 


PlIF フ ァイル と P ロ |F エ ディ タ 


MS-DOS アプ リケーション を 起動 する と 、Windows 3.1 は 必ず PITF 
ファ イル (プロ グラ ム 情 報 フ ァイル ) を 探し ます 。P IF ファ イル に は 、 ど 
れ だ け の メモ リ か が 必要 か 、 シ リア ル ポー ト (RS-2 3 2 C) の よう な コン 
ピュ ー タ の 各部 を どう 利用 する か な ど 、MS-DOS アプ リケーション に つ 
いて の 情報 が 含ま れ て いま す 。Windows 3.1 は この 情報 を 利用 し て 、M S- 
DOS アプ リケーション を 一 番 効率 の よい 方 法 で 実行 し ます 。 い くつ か の 
PIF フ ァイル は 、Windows 3.1 を 組み 込ん だ ディ レク トリ に 入っ て いま す 。 


MS-DOS アプ リケーション と は 、MS-DO S で 実行 され る よう に 
作ら れ た アプ リケーション の こと で す 。 大 半 の MS-DOS アプ リ ケ ー 
ショ ン は 、Windows 3.1 で 実行 で きま す 。 


MS-DOS アプ リケーション が Windows 3.1 で 動か な か いと き は 、PIF 
エディ タ で その MS-DOS アプ リケーション の P IF ファ イル を 修正 し て 
くだ さい 。 こ の 章 は 、P IF エディ タ の 起動 方 法 と P IF エディ タ の 項目 に 
つい て 説明 し ます 。 


Windows 3.1 で は 、MS-DOS アプ リケーション お よび P 1F エ ディ 
タ は 、 エ ン ハ ンス ド モー ド で し か 実行 で きま せん 。 


圏 P | F エ ディ タ を 起動 する 

P IF ファ イル を 作る 方 法 や 、 修 正 し て 保存 する 方 法 は 、Windows の ファ 
イル と 同じ で す 。 た と えば 、 新 し い P IF ファ イル を 作る 場合 、P IF エ デ 
ィ タ を 起動 し 、 [ファ イル] メニ ュー の [新規 作成 ] コマ ンド を 選ん で 、 表 
示さ れ て いる P IF ファ イル の 設定 を 消し 、 新 し い フ ァイル 名 を つけ て 保存 
し ます 。 ま た 、 す で に ある P IF ファ イル を 開い て 修正 し 、 新しい ファ イル 
名 を つけ て 保存 する 方 法 も あり ます 。P IF ファ イル の ファ イル 名 は 、 拡 張 
子 を . P IF に する 点 を 除い て 、 対応 す る アプ リケーション の ファ イル 名 と 
同じ に する と 便利 で す 。 


つめ 


/。 


P 


|1F エ ディ タ を 起動 する に は 


麗 議 「 メ イン ] グル ー プ の 「[P IF エディ タ ] アイ コン を ダブ ルク リッ ク 


する 。 ま た は 、 キー で 「[P IF エディ タ ] 
アイ コン を 選び 、 [Enter] キー を 押す 。 
まだ 名 前 の つい て いな い 新 し い [P IF エディ タ ] ウィ ンド ウ が 開き 、 
その と き の Windows 3.1 の モー ド に 合っ た 標準 設定 が 表示 され ます 。 


麗 議 PIEF フ ァイル の 設定 を 変更 する 場合 は 、 [ファ イル ] メニ ュー の 


[開く ] コマ ンド を 選び 、P IF ファ イル を 指定 する 。 


すでに ある P 1F フ ァイル の 設定 を むやみ に 変え る と 、 ア プリ ケー ショ 
ン が 実行 で き な く な っ た り 、 実 行 で き て も アプ リケーション が 正常 に 動 
作 し な く な る こと が あり ます 。P | F フ ァイル の 設定 を 変え る 場合 は 、 

設定 内 容 を 理解 し て か ら 行っ て くだ さい 。 | 


基本 設定 を する 


細 


で 


| 


ログ ラム の カイ ル 名 ] の ヘル プ を 見 る に は F1 キー を 押し て くだ さい 。 


P IF ファ イル の 項目 に は 、 基 本 設定 と 詳細 設定 の 2 種類 が あり ます 。 詳 
設定 は い 、 ア プリ ケー ショ ン の 動作 を 細か く 調 整 す る た め の 設 定 で す 。 こ こ 
は 、 ア プリ ケー ショ ン を 実行 する た め の 基 本 設定 を 1 つ ず つ 説 明 し ます 。 


ファ イル (E) ヘル プ (H) 

7m グ 524 のみ 0 電電 BB の LR 
コル の パラ メ - タ (0): 

&MMWOr42S5 [トド 、、、 、 | 
使用 する VRAMV): あと カロ の 〇 グラ 2922 / 下 

ウィ ドウ 表示 モ ド (H): @ 玉 介 〇 グ ジ ィ 22/ 玉 人 

ビデ ポ モ そり の "-(M): ⑨⑱ 玉 〇 グフ 27 / 妊 人 

必要 な メイ > 7E [128 |KOT イ HR) 最大 K" 人 + ま で (D) 
必要 な EMS xt り : [Q |KHK) 最大 KT 人 ト ま で ⑪⑩ 
必要 な XMS [0 KOT(Q) 最大 KT 人 t ま で ⑪ | 
画面 の 表示 形式 : 2 ルク リー ッ 表 示 (U) 〇 ウィ トウ 内 表示 (W) 

実行 形 態 : ロッ ク ク " ウ "で も 実行 (B) 口 他 の アロ グラ ム を 止め て 実行 (E) 


図 ア ログ ラム 終了 時 に ウィ トウ を 義 じ る (C) 詳細 設定 (A).. 
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吉 夫 
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田 [プロ グラ ム の ファ イル 名 ] 

[プロ グラ ム の ファ イル 名 ] テキ スト ボッ クス に は 、 ア プリ ケー ショ ン 
を 起動 する た め の フ ァイル 名 (拡張 子 が . EXE、.COM ま た は . BAT) 
を 入力 し ます 。 ディレク トリ を 指定 する 必要 が あれ ば 、 デ ィ レ クト リ も 指定 
し ます 。 フ ァイル 名 は 、 拡 張子 まで 含め て 入力 し て くだ さい 。 た と えば 、 
Microsoft⑧ Works を 起動 する 場合 、 起動 ファ イル が WORKS.EXE で 、 
ドラ イブ D の WORKS と いう ディ レク トリ に ある な ら 、"“d:\works\works. 
exe' と 入力 し ます 。 

[プロ グラ ム の ファ イル 名 ] テキ スト ボッ クス に は 、 環 境 変数 も 指定 で 
きま す 。 実際 の 値 は 、AUTOEXEC.BAT 中 の set コ マン ド で 代入 で き 
ます 。 変数 名 を 指定 する と き は 、 前 後に "%” (パー セン ト 記 号 ) を 入れ て く 
だ さい 。 た と えば 、AUTOEXEC.BAT で WORKSDIR と いう 環 
境 変数 に “d:\works\works. exe" と いう 値 を 代入 し た 場合 は 、 フ ァイル 名 の 代 
わり に 、 こ の 環境 変数 "%worksdir%”" を P IF エディ タ に 入力 し ます 。 


較 [タイ トル ] 

[タイ トル ] テキ スト ボッ クス に は 、 ア プリ ケー ショ ン を 区 別 す る の に 
都合 の よい 名 前 を 入力 し ます 。 た と えば 、Lotus 1-2-3 用 の P IF ファ イル 
を 作っ て いる 場合 は 、 "Lotus 1-2-3” と 入力 し ます 。 ア プリ ケー ショ ン を 
アイ コン に し た と き に は 、 こ の 名 前 が アイ コン の 下 に 表示 され ます 。 ま た 、 
アプ リケーション が ウィ ンド ウ で 実行 され て いる と き に は 、 タ イト ル バー 
に 表示 され ます 。 

[タイ トル ] テキ スト ボッ クス に 名 前 を 入力 せ すず に アプ リケーション を 
PTIF フ ァイル か ら 起 動 し た と き は 、 拡 張子 を 除い た ファ イル 名 が アプ リ ケ 
ーション の タイ トル バー に 表示 され ます 。 

[タイ トル ] テキ スト ボッ クス に は 、 環 境 変 数 も 指定 で きま す 。 実際 の 
値 は せ 、AUTOEXEC.BAT 中 の set コ マン ド で 代入 で きま す 。 変数 名 
を 指定 する と き は 、 前 後に "%” 〇 パー セン ト 記 号 ) を 入れ て くだ さい 。 


P 1F エ ディ タ 


圏 [ コ マン ド の パラ メー タ ] 

トヨ マン ド の パラ メー タ ] デキ スズ ド ( 沙 芝 み ス に は 、 ア プリ ケー ショ ン に 
必要 な パラ メー タ を 入力 し ます 。 た と えば 、MS-DOS の プロ ンプ ト か ら 
“works /c" と 入力 し て 起動 し て いる 場合 、[ コ マン ド の パラ メー タ ] テキ ス 
ト ボ ックス に "7c" と 入力 し ます 。 

パラ メー タ に は 、 フ ァイル 名 、 文 字 、 数 字 な ど 、62 文 字 ま で の あら ゆる 種 
類 の 情報 を 和信 力 で きま す 。 入 力 で きる パラ メー タ に つい て は 、 ア プリ ケー シ 
ョ ン に 添付 され て いる マニ ュ ア ル を お 読み くだ さい 。 

アプ リケーション を 起動 する と き に 、 必 ず Windows 3.1 が パラ メー タ を た 
ず ね る よう に する に は 、 [コマンド の パラ メー タ ] テキ スト ボッ クス に "?⑦ 
(クエ スチ ョ ンマ ー ク ) を 入れ て くだ さい 。 ま た 、 こ こ に は 環境 変数 も 指定 
で きま す 。 実際 の 値 は 、AUTOEXEC.BAT 中 の set コ マン ド で 代入 で 
きま す 。 変 数 名 を 指定 する と き は 、 前 後に "%( 〇 〈 パ ー セ ント 記号 ) を 入れ て 
くだ さい 。 

アプ リケーション に パラ メー タ か が 必要 で な か っ た り 、 ア プリ ケー ショ ン を 
起動 する と き に パラ メー タ を 使わ な けれ ば 、 [コマ ンド の パラ メー タ ] テキ 
スト ボッ クス に パラ メー タ を 入力 する 必要 は あり ませ ん 。 


一 [起動 時 の ディ レク トリ ] 

アプ リケーション を 実行 する と き に 、 特 定 の ディ レク トリ に カレ ント ディ 
レク トリ を 移動 し な けれ ば な ら な い 場 合 が あり ます 。 こ の 場合 、 [起動 時 の 
ディ レク トリ ] テキ スト ボッ クス に 移動 し た い デ ィ レ クト リ 名 を 入力 し て 
くだ さい 。 

また 、 こ の テキ スト ボッ クス に は 環境 変数 も 指定 で きま す 。 実際 の 値 は 、 
AUTOEXEC.BAT 中 の set コ マン ド で 代入 で きま す 。 変数 名 を 指定 す 
る と き は 、 前 後に "%” (パー セン ト 記 号 ) を 入れ て くだ さい 。 
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P IF エディ タ 


一 [使用 する VRAM] 

[使用 する VRAM] は 、 テ キス ト VR AM し か 使用 し な い ア プリ ケー シ 
ョ ン な の か 、 グ ラフ ィ ッ ク VRAM と テキ スト VRAM の 両方 を 使用 する ア 
プリ ケー ショ ン な の か を 指定 する 項目 で す 。 ア プリ ケー ショ ン を 最初 に 表示 
する と き に 、Windows 3.1 が メモ リ を どれ だ け 割 り 当 て る か が 決ま り ま す 。 
以下 の どちら か の オプ ショ ン を 選択 し て くだ さい 。 


[テキ スト ] テキ スト VRAM を 表示 する の に 十分 な メモ リ 
を 確保 し ます 。 


グラ カッ クス 最初 か ら 、 グ ラフ ィ ッ ク VRAM と テキ スト 
テキ スト ] | VRAM の 両方 を 表示 する の に 十分 な メモ リ を 
確保 し ます 。 


アプ リケーション を 実行 する と 、 ア プリ ケー ショ ン の その と き の 画 面 の モ 
ー ド に 応じ て 、Windows 3.1 は 、 自 動 的 に アプ リケーション の 表示 メモ リ を 
追加 し ます 。 こ の と き 、 十 分 な メモ リ が な い 場 合 に は 、 ア プリ ケー ショ ン の 
一 部 、 ま た は 全部 が 画面 か ら 消 えて し まう こと が あり ます 。 こ れ を 防ぐ た め 
に 、 ア プリ ケー ショ ン に 常に 十分 な 表示 メモ リ が 利用 で きる よう に 指定 し ま 
す 。 


一 [ウィ ンド ウ 表 示 モ ー ド ] 

[画面 の 表示 形式 ] で [ウィ ンド ウ 内 表示 ] を 選択 し た 場合 に は 、 [ウィ 
ンド ウ 表 示 モ ー ド ] を 利用 し て 、 画 面 に 表示 され る 内 容 を 指定 で きま す 。 以 
下 の ど ちら か の オプ ショ ン を 選択 し て くだ さい 。 


[テキ スト ] アプ リケーション を ウィ ンド ウ 表 示 に 切り 替 
える と 、 ア プリ ケー ショ ン が テキ スト と し て 
出力 し て いる 内 容 の み が 表 示さ れ ま す 。 

グラ ウィ ックス アプ リケーション を ウィ ンド ウ 表 示 に 切り 替 


ププ テキスト] | える と 、 ア プリ ケー ショ ン が 出力 し て いる テ 
キス ト と グラ フィ ッ ク の 内 容 が 表示 され ます 。 
この オプ ショ ン を 指定 する と 、 ウ ィ ン ド ウ 表 
示 モ ー ド の 間 は アプ リケーション の 実行 が 一 
時 的 に 中 断 し ます 。 


ンド ウ 表 示 モー ド ] で [テキ スト ] が 指定 され て いる 場合 に は 、 
グラ フィ ッ ク を 使用 し て いる アプ リケーション を ウィ ンド ウ 表 示 で 動作 
させ て も 、 グ ラフ ィ ッ ク は 表示 され ませ ん 。 ま た 、 こ の 場合 に アプ リ ケ 
ーション が グラ フィ ッ ク の 表示 変更 を 行う と 、 フ ルス クリ ー ン 表示 に 
変更 する まで 一 時 的 に プロ グラ ム の 実行 が 中 断 さ れ ます 。 


圏 [ビデ オメ モリ の コピ ー] 

[画面 の 表示 形式 ] で [フル スク リー ン 表 示 ] を 選択 し て いる 場合 に 、 
[ 認 ss] キー また は LAIt ] +[ 誤 店 ] キー で 画面 全体 の イメ ー ジ を 
[クリ ッ プ ボー ド ] に コピ ー す る 対象 を 指定 で きま す 。 以 下 の ど ちら か の オ 
プシ ョ ン を 選択 し て くだ さい 。 


[テキ スト ] クリ ッ プ ボー ド に テキ スト の 画面 イメ ー ジ の 
み を 文字 列 と し て コピ ー し ます 。 


[グラ ヌィ ウッ 必 クリ ッ プ ボー ド に グラ フィ ッ ク と テキ スト の 
テキ スト ] | 画面 イメ オー ジ を ビッ トマ ッ プ イメ ー ジ に 変 
生じ で 選 E ビ 選 し ます 


圏 [必要 な メイ ン メモ リ ] 

[必要 な メイ ン メモ リ ] は 、 ア プリ ケー ショ ン に 割り 当て る メイ ン メモ 
リ の 量 を 決め ます 。 メ イン メモ リ と いう の は 、MS-DOS が アプ リ ケ ー シ 
ョ ン を 実行 する と き に 使う 768K バ イト まで の メモ リ の こと で す 。 


項目 に メモ リ の 必要 量 を 指定 する と き は 、 以 下 の 表 を 参考 に し て くだ さい 。 


[て K バ イト ] アプ リケーション を 起動 する の に 必要 な メ 
イン メモ リ の 量 を 、K バ イト 単位 で 指定 
し ます (標準 は 128 で す ) 。Windows 3.1 は 
アリ ーション に 少な がく と も [一 KK パイ 
ト ] に 指定 され た メモ リ を あたえ 、 さ ら に 
[最大 上 K バ イト まで ] で 指定 され た 量 ま 
で の メモ リ を あたえ ます 。 す べ て の メイ ン 
メモ リ を アプ リケーション に あたえ て 起動 
する に は 、 [一 KK バイ ト ] を -1 に し て くだ 
さい 。 こ の 項 で 指定 し た メイ ン メモ リ の 
量 よ り 少 な い メ モリ し か 使え な い 場 合 に は 、 
Windows 3.1 は アプ リケーション を 起動 し 
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ませ ん 。 通常 は この 設定 を 128 の まま に し 
て お きま す 。Windows 3.1 が アプ リ ケ ー シ 
ョ ン を 起動 で きる の は 、 最低 で も [一 K バ 
イト ] に 指定 され た 量 の メモ リ が ある 場合 
だ け で す 。 指定 され た 量 の メモ リ が な い 場 
合 に は 、 メ ッ セ ー ジ が 表示 され ます 。 ほ か 
の アプ リケーション が 起動 し て いれ ば 、 ど 
れ か 1 つ 以 上 を 終わ ら せ て 、 も う 一 度 起動 
し て みて くだ さい 。 
[最大 一 K バ イト まで ] アプ リケーション が 使う メイ ン メモ リ の 
量 の 上 限 を 決め ます 。Windows 3.1 は この 
テキ スト ボッ クス に 指定 され た 量 ま で の 
メモ リ を アプ リケーション に あたえ 、 そ れ 
以上 は あたえ ませ ん 。 使 える 最大 の メイ ン 
メモ リ の 量 は 768K バ イト で す 。 
[最大 一 K バ イト まで ] に 768K バ イト より 
も 小さ な 値 を 指定 する と 、 ほ か の アプ リ ケ 
ーション が 使う メモ リ が その 分 増え ます 。 
-1 を 指定 する と 、 可 能 な 限り の メモ リ ( 最 
大 768K バ イト ) が この アプ リケーション に 
あたえ られ ます 。 


較 [必要 な EMS メ モリ ] 

EMS メ モリ を 必要 と する アプ リケーション の た め に 、EMS メ モリ を 設 
定 し ます 。 ほ と ん どの アプ リケーション は 、EMS メ モリ を 設定 し な く て も 
動作 し ます が 、EMS メ モリ が ある と 、 実行 時 に 都合 の 良い アプ リ ケ ー シ ョ 
ン が あり ます 。 


[一 KK バイ ト ] アプ リケーション を 起動 する の に 必要 な EMS 
メモ リ の 量 を 、K バ イト 単位 で 指定 し ます 。 
Windows 3.1 は 、 [一 KK バイ ト ] に 指定 さ 
れ た EMS メ モリ を アプ リケーション に 設定 


し ます 。 さ ら に [最大 一 K バ イト まで ] で 
指定 され た 量 ま で の EMS メ モリ を 設定 し ま 
お 8 

通常 は 、 こ の 設定 を 標準 の 0 の まま に し て 
お きま す 。 0 は 、 ア プリ ケー ショ ン に EMS 
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メモ リ が 必要 な いと いう 意味 で す 。 
Windows 3.1 が アプ リケーション を 起動 で 
きる の は 、 最 低 で も [一 K バ イト ] に 指定 
され た 量 の EMS メ モリ が ある 場合 で す 。 指 
定 さ れ た 量 の EMS メ モリ が な い 場 合 に は 、 
メッ セー ジ が 表示 され ます 。 
アプ リケーション が 使う EMS メ モリ の 量 の 
上 限 を 決め ます 。Windows 3.1 は 、 ア プリ 
ケー ショ ン が 要求 する EMIS メ モリ を 、 [ 最 
大 一 KK バイ ト ま で 」 に 指定 され た 量 ま で 
(また は その 男 囲 内 で 利用 で きる メモ リ が 
な く な る まで ) 設定 し ます (標準 は 1024 で 
す ) 。 一 部 に は 、 ア プリ ケー ショ ン に EMS 
メモ リ が 必要 か どう か に 関係 な く 、 利 用 で 
きる EMS メ モリ を すべ て 要求 する アプ リ ケ 
ーション が あり ます 。 こ の 設定 は 、 そ の よ 
うな アプ リケーション が 使う EMS メ モリ の 
量 を 制限 する と き に 便利 で す 。 
-1 を 指定 する と 、 ア プリ ケー ショ ン が 要求 
する だ け の EMS メ モリ を メモ リ の 上 限 ま で 
あたえ ます 。 た だ し 、 設定 す る と シス テム 
の 動作 が 遅く な る 場合 が あり ます 。 
アプ リケーション に EMS メ モリ を 設定 し な いと き は 、 [一 K バ イト ] テ 
キス ト ボッ クス に も [最大 一 K バ イト まで ] テキ スト ボッ クス に も 0 を 指 
定 し ます 。 


[最大 K バ イト まで ] 


較 [必要 な XMS メ モリ ] 

[必要 な XMS メ モリ] は 、Lotus/ 1 nte1/Microsoft/A ST XMS 
(eXtended Memory Specification) に 準拠 し た メモ リ を 使う アプ リ ケ ー 
ショ ン に 割り 当て る XMS メ モリ の 量 を 指定 し ます 。XMS メ モリ が な いと 
動か な か い ア プリ ケー ショ ン は ほとん ど な い の で 、 通 常 、 こ の 項目 を 標準 設定 
の まま に し て お きま ず 。 
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[一 K バ イト ] アプ リケーション を 起動 する の に 必要 な 
XMS メ モリ の 量 を 、K バ イト 単位 で 指定 し 
ます (標準 は 0 で す ) 。Windows 3.1 は 、 
[一 K バ イト ] に 指定 され た XMS メ モリ を 
アプ リケーション に 設定 し ます 。 さ ら に 
[最大 一 KK バイ ト ま で ] で 指定 され た 量 ま 
で (また は その 男 囲 内 で 利用 で きる メモ リ 
が な く な る まで ) の XMS メ モリ を 設定 し ま 
す 。 
通常 は 、 こ の 設定 を 標準 の 0 の まま に し て 
お いて くだ さい 。 0 は 、 ア プリ ケー ショ ン 
に XMS メ モリ が 必要 な いと いう 意味 で す 。 
Windows 3.1 が アプ リケーション を 起動 す 
る の は , 最低 で も [一 KK バイ ト ] に 指定 さ 
れ た 量 の XMS メ モリ が ある と きだ け で す 。 
指定 され た 量 の XMS メ モリ が な いと き に は 、 
メッ セー ジ が 表示 され ます 。 
[最大 一 K バ イト まで ] アプ リケーション が 使う XMS メ モリ の 量 の 
上 限 を 決め ます 。Windows 3.1 は 、 ア プリ 
ケー ショ ン が 要求 する XMS メ モリ を 、 [ 最 
大 一 KK バイ ト ま で ] に 指定 され た 量 ま で 
(また は その 半 囲 内 で 利用 で きる メモ リ が 
な く な る まで ) 設定 し ます (標準 は 1024 で 
す ) 。 一 部 に は 、 ア プリ ケー ショ ン に XMS 
メモ リ か が 必要 か どう か に 関係 な く 、 利 用 で 
きる XMS メ モリ を すべ て 要求 する アプ リ ケ 
ーション が あり ます 。 こ の 設定 は その よう 
な アプ リケーション が 使え る XMS メ モリ の 
量 を 制限 し た いと き に 便利 で す 。 
-1 を 指定 する と 、 ア プリ ケー ショ ン が 要求 
する だ け の XMS メ モリ を 、 メ モリ の 上 限 ま 
で あ だ ま すず 。 た だ し 、 設定 する と シス テ 
ム の 動作 が 遅く な る 場合 が あり ます 。 

アプ リケーション に XMS メ モリ を 設定 し な いと き は 、 [一 K バ イト ] テ 
キス ト ボッ クス に も [最大 一 KK バイ ト ま で ] テキ スト ボッ クス に も 0 を 指 
定 し ます 。 


008 PkER 芋 鹿 イ 


田 [画面 の 表示 形式 ] 
[画面 の 表示 形式 ] は 、 ア プリ ケー ショ ン の 起動 時 に フル スク リー ン 表 示 
する か 、 ウ ィ ン ド ウ 内 表示 する か を 決め ます 。 


[フル スク リー ン 表 示 ] アプ リケーション を フル スク リー ン で 起動 
し ます 。 

[ウィ ンド ウ 内 表示 ] アプ リケーション を ウィ ンド ウ で 起動 し ま 
3 
アプ リケーション を ウィ ンド ウ で 起動 する 
と 、 フ ルス クリ ー ン で 実行 する より も メモ 


リ が 多め に 必要 に な り ま す 。 そ の 代わ り 、 
アプ リケーション 同士 で 簡単 に 情報 を や り 
取り で きる よう に な る な ど 、 ウ ィ ン ド ウ で 
実行 する メリ ッ ト が 得 ら れ ま す 。 


圏 [実行 形態 ] 
[実行 形態 ] は 、 ア プリ ケー ショ ン を いつ - 実 行 す る か 、 メ モリ を 別 の アプ 
リケーション と どう 共同 利用 する か を 決め ます 。 


[バッ ク グ ラウ ンド で も アプ リケーション を 複数 同時 に 実行 させ る 
実行 ] 指定 で す 。 た と えば 、 ワ ー ド プロ セッ サ 
を 使い な が ら 、 通 信 ア プリ ケー ショ ン を バ 
ッ ク グ ラウ ンド で 実行 する と 、 ほ か の コン 
ピュ ー タ か ら の 情報 を 受け 取る こと が で き 
ます 。 こ の チェ ッ ク ボ ックス を 選ん で X 印 


を つけ る と 、 別 の アプ リケーション に 切り 
替え た と き に 、 そ れ ま で 実行 し て いた アプ 
リケーション と CPU や メモ リ な ど を 共有 し 
ます 。 た だ し 、 グ ラフ ィ ッ ク を 使用 する ア 
28322 ジジ は 、 パ バッ ク グ ラウ ンド で 実 
行 す る こと は で きま せん 。 
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[ 他 の プロ グラ ム を 止め て | 切り 替え を た アプ リケーション が 、 そ れ ま で 
実行 し て いた アプ リケーション を 中 断 さ せ 
る 指定 で す 。 こ の チェ ッ ク ボッ クス を 選 
ん で ※X 印 を つけ る と 、 実行 中 の アプ リ ケ ー 
ショ ン に CPU を 使う 時 間 と メモ リ 量 を 増 や 
せま す 。 

この チェ ッ ク ボッ クス は 、 ウ ィ ン ド ウ 内 
表示 で 実行 され る アプ リケーション に も 、 
フル スク リー ン 表 示 で 実行 され る アプ リ ケ 
ーション に も 有効 で す 。 こ の チェ ッ ク ボ ッ 
クス に XX 印 を つけ た アプ リケーション を ウ 
ィ ン ド ウ で 実行 し た 場合 に は 、Windows シ 
ステ ム や 使う メモ リ と Windows ア プリ ケー 
ショ ン は 実行 され ます 。 


圏 [プロ グラ ム 終 了 時 に ウィ ンド ウ を 閉じ る ] 

アプ リケーション を 終了 し て も 、 そ の ウィ ンド ウ を 画面 に 残し て お くに は 、 
[プロ グラ ム 終 了 時 に ウィ ンド ウ を 閉じ る ] チェ ッ ク ボッ クス を 選ん で X※ 印 
を 消し ます 。 

アプ リケーション を ウィ ンド ウ 内 表示 で 実行 し て いる 場合 に は 、 タ イト ル 
バー の 表示 が 変わ っ て [休止 中 (アプ リケーション 名 ) ] と 表示 され ます 。 
ウィ ンド ウ を 閉じ る に は 、 コ ント ロー ル メニ ュー の [閉じ る ] コマ ンド を 
選ん で くだ さい 。 


詳細 設定 を する 


詳細 設定 は 、MS-DOS アプ リケーション が 動作 する と き の i386CPU 
特有 の 機能 と 、 メ モリ や その ほか の シス テム 資源 の 使い 方 を 設定 する と き に 
使い ます 。 多 く の 場 合 に は 詳細 設定 を 変え る 必要 は な く 、 標 準 設 定 の まま で 
十分 で す 。 詳 細 設定 を 変え る 場合 は 、 メ モリ 、Windows、 使 う ア プリ ケー シ 
ョ ン に つい て 十分 な 知識 が 必要 で す 。 こ こ で 出 て くる 技術 的 な 詳細 は 、 
「Windows の 最適 化 」 (P.53) を お 読み くだ さい 。 


スク の 設定 
時 の 優先 度 (1 一 10000)(B): 
の 優先 度 (1 一 10000)E: 


日 回 入力 待ち の 間 ほ か の アロ 2 うぅ ム に CPU を 解放 (D) 


キャ > セル 


メモ リ の 設定 
ロ EMS7 り を 4209 アレ ない (K) 口 XMSt り を 279? ア し な い (0O) 
図 HMA を 利用 する (H) 口 ルッ 江 り を 2 アプ し な い (L) 
「 画面 表示 の 設定 


検知 する ビデ WW-RT): @ 竹 間 。 〇 グ 3222/ 末 介 〇 モタ? しない 
図 姓 人 モト エボ ュ レル -?32(E) 
「 その 他 の 設定 
ロウ ィ ウ を 義 じ る と アプ ログ" ラム を 終了 (C) 
使用 する > トカ ト キ (S): 口 Alt+iab 口 ANrEsc 図 CrITESG 
口 AlttEnter 口 PrtSc 口 Alt+PSc 口 A+Space 
呼び 出し 用 の ジョ - ト カト キ (A): | な し 


[使用 する ショ トカ ト キ ] の ヘル プ を 見 る に は F1 キー を 押し て くだ さい 、 


詳細 設定 を 表示 する に は 
議 [詳細 設定 ] ボタ クン を クリ ッ ク す る 。 
[詳細 設定 ] ダイ アロ グ ボッ クス が 表示 され ます 。 


詳細 設定 は 、 [マル チタ スク の 設定 ] 、 [メモ リ の 設定 ] 、 [画面 表示 の 
設定 ] 、 [その 他 の 設定 ] の 4 つの ボッ クス に 分 か れ て いま す 。 


較 [マル チタ スク の 設定 ] 
[マル チタ スク の 設定 ] は 、 ア プリ ケー ショ ン が ほか の アプ リケーション 

に 対し て どの よう に 動作 する か を 決め る と き に 使い ます 。 

マル チタ スク の 設定 

バツ グラ 2“ 時 の 優先 度 (1 10000)(B): 

フグ ラウ の 優先 度 (1 一 10O0O)(): 


入力 待ち の 間 ほ か の アプ ログ ラム (に CPU を 解放 (D) 
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@ [バッ ク グ ラウ ンド 時 の 優先 度 (0 一 10000) ] 

[バッ ク グ ラウ ンド 時 の 優先 度 (0 ー10000) ] は 、 ア プリ ケー ショ ン が 
バッ ク グ ラウ ンド で 実行 中 に 、C PU を 使う 時 間 の 配分 を 指定 し ます 。 こ こ 
で 設定 し た 優先 度 が 有効 に な る の は 、 基 本 設定 の [実行 形態 ] の [バッ ク グ 
ウラ ンド で も 実行 ] チェ ッ ク ボッ クス に ※ 印 が つい て いる と き で す 。 た だ 
し 、 フ ォ ア グラ ウン ド で 実行 し て いる アプ リケーション の 基本 設定 の [実行 
形態 ] の [ 他 の プロ グラ ム を 止め て 実行 ] チェ ッ ク ボッ クス に ※X 印 が つい 
て いる と き は 無効 に な り ま す 。 0 か ら 10000 ま で の 値 を 指定 で きま す が 、 標 
準 の バッ ク グ ラウ ンド 優先 度 は 50 で す 。 [バッ ク グ ラウ ンド の 優先 度 ] に 指 
定 す る 値 は せ 、 ほ か の アプ リケーション の バッ ク グ ラウ ンド 優先 度 と フォ アグ 
ラウ ンド 優先 度 の 相対 値 で も り 、C PU を 使う 時 間 を 表し ます 。 

た と えば 、 同 時 に 4 つの アプ リケーション を 実行 し た と し ます 。 フ ォ ア グ 
ラウ ンド 優先 度 200 の アプ リケーション が 実行 中 で す 。 残 り の 3 つの アプ リ 
ケー ショ ン は バッ ク グ ラウ ンド で 実行 中 で あり 、 バ ッ ク グ ラウ ンド 優先 度 は 
それ ぞ れ 50 で す 。 こ の と き 、4 つ の アプ リケーション の バッ ク グ ラウ ンド 優 
先 度 の 合計 は 、 3 X50 と ファ アグ ラウ ンド 優先 度 200 を 足し た 350 で す 。 こ の 
合計 の うち 、 フ ォ ア グラ ウン ド の アプ リケーション は 、CPU を 使う 時 間 が 
200 プ 350 ( 約 58 パ ー セ ント ) に 設定 され ます 。 一 方 、3 つの バッ ク グ ラウ ン 
ド の アプ リケーション は 、 ど れ も C PU を 使う 時 間 が 50 プ 350( 約 14 パ ー セ ン 
ト ) に 設定 され ます 。 

MS-DOS アプ リケーション を ウィ ンド ウ か アイ コン で 実行 中 の 場合 、 
コン トロ ー ル メニ ュー の [設定 ] コマ ンド を 使っ て 、 優 先 度 を 変え る こと 
も で きま す 。 


Windows 3.1 の 優先 度 は 、 コ ント ロー ル パネ ル の [エン ハン ス ド モー 
ド ] で 設定 し ます 。 | 

P 1F フ ァイル に 優先 度 を 設定 し た 結果 、 効 率 よく 動作 する の に 十分 な 
優先 度 を 得 ら れ な い 場 合 に は 、Windows 3.1 が 自動 的 に 優先 度 の 設定 を 
変え ます 。 


⑱ [フォ アグ ラウ ンド の 優先 度 (0 ー10000) ] 

[フォ アグ ラウ ンド の 優先 度 (0 10000) ] は 、 ア プリ ケー ショ ン が フ 
ォ ア グラ ウン ド の 実行 中 に CPU を 使う 時 間 の 配分 を 指定 し ます 。 0 か ら 
10000 ま で の 値 を 指定 で きま す が 、 標 準 の フォ アグ ラウ ンド 優先 度 は 100 で す 。 
た と えば アプ リケーション が 、C P U を 必要 な だ け 使 う よ う に する に は 、 
[フォ アグ ラウ ンド の 優先 度 (0 一 10000) ] を 10000 に 設定 し ます 。 
この 設定 で は 、 フ ォ ア グラ ウン ド アプ リケーション が ユー ザー か ら の 入力 
を 待っ て いる 状態 で な い 限り 、 バ ッ ク グ ラウ ンド アプ リケーション は 実行 
で きま せん 。 


[フォ アグ ラウ ンド の 優先 度 ] に 指定 する 値 は 、 ほ か の アプ リケーション 
の バッ ク グ ラウ ンド 優先 度 と フォ アグ ラウ ンド 優先 度 の 相対 値 で あり 、 
CPU を 使う 時 間 を 表し ます 。 


人 @ [入力 待ち の 間 ほ か の プロ グラ ム に CPU を 解放 ] 

[入力 待ち の 間 ほ か の プロ グラ ム に CPU を 解放 ] チェ ッ ク ボッ クス を 
選ん で メ 印 を つけ る と 、 ア プリ ケー ショ ン か が 入力 待ち の 間 、 ほ か の アプ リ ケ 
ーション に CPU を 解放 し ます 。 こ の チェ ッ ク ボッ クス は 、※ 印 が つい た 
状態 の まま に し て お け ば 、 ご く 一 部 の 例外 を 除い て 、 シ ステ ム 全 体 の 効率 が 
上 が り ま す 。 

実行 速度 の 遅い アプ リケーション や 、 う まく 動か な い ア プリ ケー ショ ン が 
ある と き は 、 こ の チェ ッ ク ボッ クス を 選ん で ※ 印 を 消し て くだ さい 。 


圏 [メモ リ の 設定 ] 

詳細 設定 の [メモリ の 設定 ] は 、 ア プリ ケー ショ ン 実 行 中 に コン ピュ ー タ 
の 利用 で きる メモ リ を どの よう に 使う か を 決め る 設定 で す 。 
メモ リ の 設定 
口 EMSXE り を 4⑰ プ し な い (K) 口 XMS 才 り を 77 アプ しない (O) 


図 HMA を 利用 する (H) 口 メイ > 潤 り を の アレ ない (UL) 


人 @ び [EMS メ モリ を スワ ッ プ し な い ] 

[EMS メ モリ を スワ ッ プ し な い ] チェ ッ ク ボッ クス は 、 ア プリ ケー シ 
ョ ン が 使っ て いる EMS メ モリ を ハー ド ディ スク に 置き 換え た く な いと き 
に 選ん で メ X 印 を つけ ます 。 ア プリ ケー ショ ン が 使っ て いる EMS メ モリ を 置 
き 換え な いよ うに する と 、 ア プリ ケー ショ ン は より 効率 よく 使え ます が 、 シ 
ステ ム の ほか の 部 分 は 利用 で きる メモ リ の 量 が 減り 、 動 作 が 遅く な り ま す 。 


@ [XMS メ モリ を スワ ッ プ し な い ] 

[XMS メ モリ を スワ ッ プ し な い ] チェ ッ ク ボッ クス は 、 ア プリ ケー シ 
ョ ン が 使っ て いる XMS メ モリ を ハー ド ディ スク に 置き 換え た く な いと き 
に 選ん で ※X 印 を つけ ます 。 ア プリ ケー ショ ン が 使っ て いる XMS メ モリ を 置 
き 換え な いよ うに する と 、 ア プリ ケー ショ ン は より 効率 よく 使え ます が 、 シ 
ステ ム の ほか の 部 分 は 利用 で きる メモ リ の 量 が 減り 、 動 作 が 遅く な り ま す 。 
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⑱ [HMA を 利用 する ] 

[HMA を 利用 する ] チェ ッ ク ボッ クス は 、 ア プリ ケー ショ ン が HMA 
(High Memory Area) を 使え る よう に する と き に 選ん で ※ 印 を つけ ます 。 
HMA は 、XMS メ モリ の 先頭 の 64K バ イト で す 。 

Windows 3.1 起 動 時 に HMA が 使え る 状態 の 場合 アプ リケーション に 
HMA が 割り 当て られ ます 。 し か し 、HMA は ネッ トワ ー ク ソフ トウ ェ ア 
な ど 、 一 部 の 常駐 プロ グラ ム に も 使わ れ ま す 。Windows 3.1 を 起動 し た と き 
に 常駐 プロ グラ ム が HMA を 使っ て いる と 、 ほ か の アプ リケーション が HM 
A を 使え ませ ん 。 

ほとん どの アプ リケーション で は 、 こ の チェ ッ ク ボッ クス に X 印 が つい 
た 状態 に し て お いて くだ さい 。HMA を 利用 する アプ リケーション の 場合 は 
使え る メモ リ が 増え 、HMA を 利用 し な い ア プリ ケー ショ ン で も メモ リ が 無 
駄 に な ら な いか ら で す 。 

HMA が 利用 で きる と き で も 、 ア プリ ケー ショ ン が HMA を 使わ な いよ う 
に する に は 、 こ の チェ ッ ク ボッ クス を 選ん で ※ 印 を 消し て くだ さい 。 


[メイン メモ リ を スワ ッ プ し な い ] 

[メイ ン メモ リ を スワ ッ プ し な い ] チェ ッ ク ボッ クス を 選ん で ※ 印 を つ 
ける と 、 ア プリ ケー ショ ン は メモ リ に 常 太 し 、 ハ ー ド ディ スク に 置き 換え 
な く な り ま す 。 ア プリ ケー ショ ン に よっ て は 、 実行 速度 が 速く な る 場合 が あ 
り ま す 。 た だ し 、 シ ステ ム の その ほか の 部 分 で 使え る メモ リ の 量 が 減り 、 動 
作 が 遅く な り ま す 。 


P IF エディタ 


較 [画面 表示 の 設定 ] 
[画面 表示 の 設定 ] は 、Windows 3.1 が アプ リケーション を 表示 する と き 
の メモ リ の 使い 方 を 決め ます 。 


画面 表示 の 設定 
検知 する ビデ ボボ): @ 詩 條 。 〇 グ ジ ィ 227 衝 人 ル 〇 に タ し な い 


図 衝 人 モト ベ ュ レ - ョ >(E) 


人 @[ 失 知 する ビデ オ ポー ト ] 

アプ リケーション の 中 に は 、 デ ィ ス プレ イ ボー ド を 管理 する た め 、 入 力 
ポー ト や 出力 ポー ト て 直接 や り 取 りす る アプ リケーション が あり ます 。 
Windows 3.1 は 、 こ の や り 取 り を 監視 する こと で 、 そ の アプ リケーション と 
別 の アプ リケーション と を 切り 替え て も 、 ア プリ ケー ショ ン を 正しく 表示 で 
きる よう に し て いま す 。 多く の ア プリ ケー ショ ン の 場合 、 ビ デオ ポー ト の 
設定 は 標準 設定 の まま で 十分 で す 。 切 り 替 えた と き に 正しく 表示 され な い 場 
合 だ け 設 定 を 変更 し て くだ さい 。 


正しく 表示 され な い ア プリ ケー ショ ン が ある と き は 、 そ の アプ リ ケ ー シ ョ 
ン の P IF ファ イル を 開い て [検知 する ビデ オ ポー ト ] の 設定 を 変更 し て 、 
も う 一 度 実行 し て みて くだ さい 。 そ れ で も アプ リケーション の 表示 が うま く 
いか な いと き は 、 そ の ほか の 項目 を 設定 し て くだ さい 。 


[テキ スト ] アプ リケーション が 行う テキ スト 画面 表示 
の 処理 を 監視 し ます 。 

[グラ フィ ックス アプ ブリ ケ ェ ショ ン が 行 宙 ゲ ラフ ィ ッ クス と 

テキ スト ] | テキ スト 画面 表示 の 処理 を 監視 し ます 。 こ 


の オプ ショ ン を 選択 する と 、 ア プリ ケー シ 
ョ ン の 動作 が 遅く な る こと が あり ます 。 

[モニ タ し な い ] アプ リケーション が 人 行う 画面 表示 の 処理 を 
監視 し ませ ん 。 こ の オプ ショ ン を 選択 する 
と 、 ア プリ ケー ショ ン の 表示 速度 が 速く な 
る こと が あり ます 。 


@ [テキ スト モー ド エミ ュ レ ーション ] 

[デキ ス 直 志 - っ 民間 年 ヨレ デル (0 沈 玩 ウ ク ボッ クス は 、 アプリケ 
ーション が テキ スト を 表示 する 速度 を 上 げ る と き に ※ 印 を つけ ます 。 多く の 
アプ リケーション で は 、 こ の チェ ッ ク ボッ クス に XX 印 が つい た 状態 に し て 
くだ さい 。 
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アプ リケーション の テキ スト が 乱れ て 表示 され た り 、 カ ー ソ ル が 間違っ た 
場所 に 現れ た り 、 ア プリ ケー ショ ン が 動か な か っ た り し た 場合 に は 、 こ の チ 
ェ ッ ク ボッ クス を 選ん で ※ 印 を 消し て くだ さい 。 


較 [その 他 の 設定 ] 
詳細 設定 に は 、 今 まで に 挙げ て きた 設定 以外 に も 、MS-DOS アプ リ ケ 
ーション の 動き 方 を 変え る 設定 が あり ます 。 
その 他 の 設定 
ロウ ィ ボ ウゥ を 閉じ る と プロ 2" ラム を 終了 (C) 
使用 する ョ - ト カ 小 キ (③): 口 Al+Tab 口 AlEsc 図 Cl+Esci 
口 Al+Enter 口 PtSc 口 Al+PrtSC 口 Alt+Space 


"HB し 肌 の af トキ) 


⑱ [ウィ ンド ウ を 閉じ る と プロ グラ ム を 終了 ] 

アプ リケーション の 終了 コマ ンド を 実行 し な く て も アプ リケーション を 終 
了 で きる よう に する 場合 に は 、 こ の チェ ッ ク ボッ クス を 選ん で メ 印 を つけ 
ます 。 こ の チェ ッ ク ボッ クス を 選ぶ と 、 ア プリ ケー ショ ン を 1 つ 1 つつ 終わ 
ら せ な く て も 、Windows 3.1 を 終了 で きる よう に な り ま す 。 

この チェ ッ ク ボッ クス は 、 ア プリ ケー ショ ン が MS-DOS の 標準 ファ イ 
ル ハン ドル 以外 を 使わ な い の が わか っ て いる 場合 に だ け 選 ん で ※ メ 印 を つけ 
ます 。 そ れ 以 外 は 、 選ば な いで くだ さい 。 


この チェ ッ ク ボッ クス を 選ん で メ 印 を つけ る と 、 デ ー タ が 失わ れ た り 、 
ファ イル が 壊れ た りす る 場合 が あり ます 。 フ ァイル を 保存 し な いう ち に 
Windows 3.1 が アプ リケーション を 終了 する と 、 フ ァイル を 変更 し て も 、 
変更 し た ファ イル は 保存 され ませ ん 。 そ の た め 、 デ ー タ ベー ス や ワー 
ド プロ セッ サ の よう な アプ リケーション に は 、 こ の 設定 は 使わ な いで 
くだ さい 。 


人 @ [使用 する ショ ー ト カッ ト キー] 

[使用 する ショ ー ト カッ ト キー] は 、 ア プリ ケー ショ ン で 使い た い シ ョ 
ー ト カッ ト キー を 指定 し ます 。 

通常 、Windows 3.1 に 設定 され て いる ショ ー ト カッ ト キー を 押す と 、 ア 

プリ ケー ショ ン に は 知ら され ず に 、Windows 3.1 の ショ ー ト カッ ト キー に 
割り 当て られ た 動作 を 実行 し ます 。 

[使用 する ショ ー ト カッ ト キー] の チェ ッ ク ボッ クス を 1 つ 以 上 選ん で 
※ 印 を つけ る と 、 ア プリ ケー ショ ン が 実行 中 の と き に 、 指 定 し た ショ ー ト カ 
ッ ト キー が Windows 3.1 に 無 祝 さ れ 、 ア プリ ケー ショ ン が か が 応答 し ます 。 


た と えば 、 文 書 に 特殊 な 文字 を 入力 する と き に 、 [AIt ] + キー 
と いう ショ ー ト カッ ト キー を 使う ワー ド プロ セッ サ が ある と し ます 。 と こ 
ろ が 、 [Alt ] + [Tab] キー は 、Windows 3.1 で アプ リケーション の 切り 
替え に 割り 当て られ て いる の で 、 こ の ワー ド プロ セッ サ を 実行 し て 
LAIt ] + [Tab キー を 押す と 、 別 の アプ リケーション に 切り 替わっ て し 
まい ます 。 AD キー を ワー ド プロ セッ サ で 使え る よう に す 
る に は 、 ワ ー ド プロ セッ サ の PIEFE フ ァイル の 、 [使用 する ショ ー ト カッ 
ト キー] で 湯 琴 計 を 選び ます 。 そ うす る と 、 ワ ー ド プロ セッ 
サ を 使っ て いる と き に [AIt ] + [Tab] キー を 押し て も 、 別 の アプ リ ケ ー 
ショ ン に 切り 替 わ ら ず に 特殊 な 文字 を 入れ られ る よう に な り ま す 。 

ほか の アプ リケーション を 使う と き は 、 こ の ショ ー ト カッ ト キー は 
Windows 3.1 の ショ ー ト カッ ト キー と し て 扱わ れ ま す 。 


[Alt+Tab] LAIt ] + [Tab] キー を アプ リケーション 
で 使え る よう に し ます 。 

[Alt+Esc] [ 弄 ] 土 民 sc] キー を アプ リケーション 
で 使え る よう に し ます 。 

[Ctrl+Esc] NEEiBESGC] キー 古 ア プリ ケー ショ ン 
で 使え る よう に し ます 。 

[Alt+Enter] [LAIt ] 二 [Enterl キー を アプ リケーション 
で 使え る よう に し ます 。 

[PrtSc] [ 或 g 放 |] キー を アプ リケーション で 使え る よ 
の 避 ! 形 98 

[Al1t+PrtSc] LA 」 + [ 昭 品 ] キー を アプ リケーション 


で 使え る よう に し ます 。 
[A1t+Space] LAlt ] + キー を アプ リケーション 
で 使え る よう に し ます 。 


@ [呼び 出し 用 の ショ ー ト カッ ト キー] 

Windows 3.1 で は 、 呼 び 出 し 用 の ショ ー ト カッ ト キー と いう 特殊 な 機能 
が 使え ます 。 ア プリ ケー ショ ン が バッ ク グ ラウ ンド で 動い て いる 間 に 呼 び 出 
し 用 の ショ ー ト カッ ト キー を 押す と 、 そ の アプ リケーション が すぐ に フォ 
アグ ラウ ンド で 動き ます 。 

アプ リケーション に 呼び 出し 用 の ショ ー ト カッ ト キー を 設定 する に は 、 
プロ グラ ム マネ ー ジ ャ の [アイ コン ] メニ ュー に ある [登録 内 容 の 変更 ] 
コマ ンド を 使う か 、 ア プリ ケー ショ ン の P IF ファ イル の [呼び 出し 用 の シ 
ョ ー ト カッ ト キー] を 使い ます 。 た だ し 、P IF エディ タ に よる 設定 より 
も 、 プ ログ ラム マネ ー ジ ャ を 使っ た ショ ー ト カッ ト キー の 設定 の ほう が 優 
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専守 
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先 し ます 。 
呼び 出し 用 に 割り 当て られ た ショ ー ト カッ ト キー は 、 ア プリ ケー ショ ン 
の 実行 中 に ショ ー ト カッ ト キー と し て 扱わ れ ま す 。 


アア ショー トカ ッ ト キー を 使う すべ て の アプ リケーション は 、 [呼び出し 
人 用 ショ ー ト カッ ト キー] で 設定 し た キー を 別 の 目的 に 使え な く な り ま 
す 。 そ の た め 、 呼 び 出し 用 の ショ ー ト カッ ト キー は よく 考え て 選ん で 
くだ さい 。 
また 、 複 数 の アプ リケーション に 同じ ショ ー ト カッ ト キー を 割り 当て 
な いま だ た も て くだ さい 。 


た と えば 、Microsoft⑱ Works の [呼び 出し 用 ショ ー ト カッ ト キー] に 
[LAIt 」 + [W] キー を 指定 し た と し ます 。 多く の Windows ア プリ ケー ショ 
ン で は 、 [Alt ] + [W] キー は [ウィ ンド ウ ] メニ ュー を 表示 する ショ ー 
トカ ッ ト キー で す 。 し か し 、 フ ァイル マネ ー ジ ャ を 使っ て いる と き に 
Microsoft⑮ Works を 起動 する と 、 [AIt ] + [W] キー を 押し て も ファ 
イル マネ ー ジ ャ の [ウィンドウ] メニ ュー は 表示 され ず 、 代 わり に 
Microsoft@ Works が アク ティ ブ な アプ リケーション に な り ま す 。 


ES 
プロ グラ ム マネ ー ジ ャ で ショ ー ト カッ ト キー を 指定 する に は 
に = 四 位 プロ グラ ム マネ ー ジ ャ に 切り 替え る 。 

層 叶 0 キー を 指定 し た い ア プリ ケー ショ ン の アイ コン を 選 


に メニ ュー の [登録 内 容 の 変更 ] コマ ンド を 選ぶ 。 

時 陸 [呼び 出し 用 の ショ ー ト カッ トキ ー] テキ スト ボッ クス を 選び 、 こ 
の アプ リケーション で 使う ショ ー ト カッ ト キー を 押す 。 
正 も ちい シ ョ ー ト カッ ト キー は 、 [CfrH + LA ] 文字 キー、 
ee LCtrl] + [Shift] + LA + 文 字 
キー、 + [LAIt ] 文字 キー で す 。 文字 に は 、 英 数 字 、 記 号 が 
MFI BradEHR ッ ト キー] テキ スト ボッ クス に 
1 文字 だ け を 入力 する と 、 プ ログ ラム マネ ー ジ ャ が 自動 的 に その 文字 
の 前 に [Ctrl] + LAIt ] キー を 付け 加え ます 。 [Ctrl] + [At] + 
文字 キー 以外 の 組み 合わ せ を 指定 し た いと き は 、 そ の 組み 合わ せ を 正 し 
く 押 し て くだ さい 。 

[OK] ボタ ン を クリ ッ ク す る 。 
間違っ た ショ ー ト カッ ト キー を 押し た と き に は メッ セー ジ が 表示 され 、 
キー の 定義 が 元 の 値 に 戻さ れ ま す 。 
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プロ グラ ム マネ ー ジ ャ で ショ ー ト カッ ト キー の 定義 を 

取り 消す に は 

皿 欄 プロ グラ ム マネ ー ジ ャ に 切り 替え る 。 

アプ リケーション の アイ コン を 選ぶ 。 

[アイ コン ] メニ ュー の [登録 内 容 の 変更 ] コマ ンド を 選ぶ 。 

革 箇 [呼び 出し 用 の ショ ー ト カッ トキ ー] テキ スト ボッ クス を 選び 、 
キー を 押す 。 
ョ ー ト カッ ト キー が [なし] に 変わ り ま す 。 

[OK] ボタ ン を クリ ッ ク す る 。 


PIF エ ディ タ で ショ ー ト カッ ト キー を 指定 する に は 

[ファ イル ] メニ ュー の [開く] コマ ンド を 選ぶ 。 

財 独 シ ョ ー ト カッ ト キー を 指定 し た い ア プリ ケー ショ ン の P IF ファ イ 

ル を 選び 、 [OK] ボタ ン を クリ ッ ク す る 。 

[詳細 設定 ] ボタ ン を クリ ッ ク す る 。 
[詳細 設定 ] ダイ アロ グ ボッ クス が 開き ます 。 

時 了 胃 [呼び 出し 用 の ショ ー ト カッ ト キー] テキ スト ボッ クス を 選ぶ 。 

指定 する ショ ー ト カッ ト キー を 押す 。 
指定 する ショ ー ト カッ ト キー に は 、 [LAIL ] キー か [Ctrl] キー を 押 
し て くだ さい 。 た と えば 、 [Ctrl + [W] キー、 [LA] + [F4 
キー、| 0 関本 | (キー、 [CH す [AE キ 和 7 
キー は どれ も 正しい 呼び 出し 用 の ショ ー ト カッ ト キー で す 。 こ れ 以 外 
の [Esc] キー、 [Eterl キー、 [Tab] キー、 [Seee] キー、[ 諾 器 ] 
キー、 キー を 含む ショ ー ト カッ ト キー は 指定 で きま せん 。 
ダイ アロ グ ボッ クス の 別 の 場所 に 移動 する キー ( [Tab 」 キー な ど ) 
や 、 ま だ アプ リケーション に 割り 当て られ て いな い Windows 3.1 の ショ 
ー ト カタ トド 呈 O( LMO H 叙 キー や に AT] + [5 キー 
な ど ) を 押し た 場合 以外 は 、 ど ん な ショ ー ト カッ ト キー を 押し て も 、 
呼び 出し 用 ショ ー ト カッ ト キー に な り ま す 。 

暫 s 伴 [OK] ボタ ン を クリ ッ ク す る 。 
間違っ た ショ ー ト カッ ト キー を 押し た と き に は 、 メ ッ セ ー ジ が 表示 さ 
れ 、 キ ー の 定義 が 元 の 値 に 戻さ れ ま す 。 


P IF エディ タ で 定義 し た ショ ー ト カッ ト キー は 、 プ ログ ラム マネ ー ジ 
ャ で 定義 し た ショ ー ト カッ ト キー と は 違い 、 実 行 中 の アプ リケーション を 
切り 替え る と き に 使え る だ け で 、 ア プリ ケー ショ ン の 起動 に は 使え ませ ん 。 
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PIF エ ディ タ で ショ ー ト カッ ト キー の 定義 を 取り 消す に は 
紅屋 で ) 攻 醐 ショ ー ト カッ ト キー を 取り 消す アプ リケーション の P IF ファ イル 
を 開く 。 
財 誕 [詳細 設定 ] ボタ ン を クリ ッ ク す る 。 
[呼び 出し 用 の ショ ー ト カッ ト キー] テキ スト ボッ クス を 選ぶ 。 
蓄 軸 [Shift] + [Backspace] キー を 押し て 、 シ ョ ー ト カッ ト キー を [な 
層 思 G る 。 


2On BE 13 提 還 碗 夫 改 
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外字 コン バー タ の 使い 方 


外字 コン バー タ と は 


外字 コン バー タ は 、MS-DOS の gaiji コ マン ド で 作成 し た 外字 フォ ント 
ファ イル の 外字 を Windows 3.1 の 外字 領域 に 登録 する アプ リケーション で す 。 
フォ ント サイ ズ は 、16、24、32、48、56 ド ッ ト が 使用 で きま す 。 


外字 コン パー タ は 、 プ ログ ラム マネ ー ジ ャ に 登録 され て いま せん 。 


外字 コン バー タ を 起動 する に は 

臣 詳 プロ グラ ム マネ ー ジ ャ の [アイ コン ] メニ ュー を クリ ッ ク す る 。 
[ファ イル 名 を 指定 し て 実行 ] を 選ぶ 。 

馬 儲 [コマ ンド ライ ン ] テキ スト ボッ クス に “GIJCNV.EXE” と 入力 する 。 
時 軌 [OK] ボタ ン を クリ ッ ク す る 。 


外字 コン バー タ の 機能 
外字 コン バー タ に は 、 以 下 の よ うな 機能 が あり ます 。 
圏 フ ァイル 


人 @ 閉 く 
MS-DOS の gaiji コ マン ド で 作成 し た 外字 ファ イル を 選択 し 、 開 きま す 。 


信 登 録 


登録 元 の 開始 終了 コー ド と 登録 先 の 開始 コー ド を 入力 し 、 そ の コー ド に 
よっ て 登録 処理 を 行い ます 。 
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122 


め 


較 オ プシ ョ ン 


@ 確 認 メ ッ セ ー ジ の 有無 
登録 先 に すでに 登録 され て いる 文字 が あっ た 場合 に 、 確 認 用 ダイ アロ グ を 
表示 する か どう か を 選択 し ます 。 


@W indows 外 字 一 覧 
Windows 外 字 の 内 容 を 一 覧 表示 し ます 。 


圏 ヘ ルプ 


人 目次 
アプ リケーション の 使用 方 法 な ど を 表示 し ます 。 


@ バ パー ジョ ン 情 報 
外字 コン バー タ の バー ジョ ン な ど を 表示 し ます 。 


使用 方 法 
外字 コン バー タ の 使用 方 法 を 以下 に 示し ます 。 


田 MS-DOS 外 字 フ ァイル を 開く 


MS-DOS 外 字 フ ァイル を 読み 込む に は 
男 醐 [ファ イル ] メニ ュー の [開く ] コマ ンド を 選択 する 。 
[フォ ント サイ ズ 選 択 ] ダイ アロ グ ボッ クス が 表示 され ます 。 
訂 久 開き た い 外 字 の フォ ント サイ ズ (16、24、32、48、56) を 選択 する 。 
馬 久 [OK] ボタ ン を クリ ッ ク す る 。 
[ファ イル を 開く ] ダイ アロ グ ボッ クス が 表示 され ます 。 
時 一 ファ イル を 選択 し 、 [OK] ボタ ン を クリ ッ ク す る 。 


較 MS-DOS 外 字 フ ァイル の Windows 外 字 領 域 へ の 登録 


NT ニコス ドニ ーー ニン ーー トー 1 
MS-DOS 外 字 フ ァイル を Windows 外 字 領 域 に 登録 する に は 


皿 蘭 登録 元 の MS-DOS 外 字 フ ァイル を 開く 。 
登録 し た い 外 字 を 選択 する 。 


外字 コン バー タ の 使い 方 


馬 剛 [ファ イル ] メニ ュー の [登録 ] コマ ンド を 選択 する 。 
[登録 功 囲 指定 ] ダイ アロ グ ボッ クス が 表示 され ます 。 

暑 還 [登録 開始 コー ド ] テキ スト ボッ クス に Windows 外 字 領 域 の 登録 先 
コー ド を シフ ト J IT S コー ド で 入力 する 。 

Windows 外 字 領 域 へ の 登録 し た い フ ォ ン ト サ イ ズ (16、24、32、48、 
56) を 選択 する 。 

葉 s 位 [OK ボタ ン を クリ ッ ク す る 。 


圏 上 書き 確認 通知 の 有無 の 設定 


上 書き 確認 通知 の 有無 を 設定 する に は 

略 醒 [オプ ショ ン ] メニ ュー の [確認 メッ セー ジ の 有無 ] コマ ンド を 選択 
する 。 

凡 久 Windows 外 字 領 域 に 上 書き する と き に 確認 を 行う 場合 は 、 [上 書き 時 
確認 有 ] を 選択 する 。 
確認 を 行わ な い 場 合 は 、 [上 書き 時 確認 無 ] を 選択 する 。 


圏 Windows 外 宇 一 覧 の 参照 


Windows 外 字 一 覧 を 参照 する に は 
古 議 [オプ ショ ン | メニ ュー の [Windows 外 字 一 覧 ] コマ ンド を 選択 する 。 


国 登 録 元 外字 の 選択 


1 つの 外字 を 選択 する に は 
麗 騰 選択 し た い 外 字 を クリ ッ ク す る 。 


範囲 を 指定 し て 外字 を 選択 する に は 
選 1 。 (は * ER [Ctrl] キー を 押し な が ら ク リッ ク す 


本 ja し [Ctrl] キー を 押し な が ら ク リッ ク す 
る 。 


選択 する に は 


練 の 指定 し た 外字 より 以降 (指定 し た 外字 を 含む ) の すべ て の 外字 を 
El 7 [Ctrl] キー を 押し な が ら ク リッ ク す 
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人 


フォ ント と コー ド 系 


フォ ント の 種類 


ここ で は 、 本 製品 に 添付 され て いる フォ ント を 設計 上 の 違い に よっ て 分 類 
し 、 そ れ ぞ れ の 特徴 を 説明 し ます 。 


本 製品 に は 、 日 本 語 が 扱え な い フ ォ ン ト も 添付 され て いま す が 、 こ こ で 
は 説明 し ませ ん 。 フ ォ ン ト の 名 前 (書体 名 また は フェ ー ス 名 ) の 先頭 に 
「@」 が 付い た も の は 、「@」 が 付か な い 名 前 の フォ ント と 同じ 書体 の 縦 
書き 用 フォ ント で す 。 な お 、 縦 書き 用 フォ ント は 、 こ こ で 説明 する 横 書 
き 用 フォ ント と すべ て 共通 で ある と 考え て くだ さい 。 


圏 ス クリ ー ン フォ ント (GD 1 フォ ント ) 

スク リー ン フォ ンド は 、 ウィ ンド ウ の みみ イト ル バー や メニ ュー、 あ る い 
は ダイ アロ グ ボッ クス の 表示 な ど に 使わ れる も の で す 。 ス クリ ー ン フォ ン 
ト は 、 画 面 表 示 を 高速 に 行う こと を 目的 と し て いる た め 、 ス ケー ラブ ル ( 自 
貼 に 拡大 縮小 可能 ) で は あり ませ ん 。 ま た 、 プ リン タ の 解像度 に 適し た サイ 
ズ の も の が 用 意 さ れ て いな いた め 、 印 刷 に 使う こと は お 勧め で きま せん 。 
日 本 語 が 扱え る も の に は 「System」、「FixedSys」、「Terminal」、 お よ 
び 「Smal1 Fonts」 と いう 名 前 の も の が あり ます 。 


圏 W| FE フォン ト 

WIFE (Windows Intelligent Font Environment) フォ ント は 、 フ 
ォ ン ト ドラ イ バ と 呼ば れる プロ グラ ム と 、 自 由 な 形式 の フォ ント デー タ に 
よっ て 実現 され る 各種 の フォ ント で す 。W IFE フ ォ ン ト に は 、 ス ケー ラブ 
ル な も の と そう で な いも の が あり ます 。 ス ケー ラブ ル な も の に は 、 点 の 集合 
の た め 拡 大 縮小 する と ギザ ギザ に な る ビッ トマ ッ プ フォ ント と 、 拡 大 縮小 
し て も ギザ ギザ に な ら な い ア ウト ライ ン フォ ント が あり ます 。 

本 製品 に は 、「 標 準 明 朝 」 お よび 「 明 朝 」 と いう 名 前 の スケ ー ラ ブル な ビ 
ッ ト マ ッ プ フォ ント が 添付 され て いま す 。 さ ら に 、 弊 社 独自 の アウ トラ イ 
ン フォ ント で ある Fontcity (「FC 明 朝 体 」 な ど ) フォ ント が 添付 され て い 
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まず 

また 、 別 売 の 「 文 字 パ ター ン 基 本 セッ ト /Win」 を 組み 込む と 、 様 々 な 別 
売 の ビッ トマ ッ プ フォ ント や アウ トラ イン フォ ント が 使え ます 。 特 に 、 プ 
リン タ の 解像度 に 合っ た ビッ トマ ッ プ フォ ント を 使う こと に より 、 き れい 
な 文字 を 高速 に 印刷 で きま す 。 

弊社 の ワー ド プロ セッ サ 「OASYS ン Win」 に は 、「 文 字 パ ター ン 基 
本 セッ トン Win」 が 添付 され て いま す 。 


圏 TrueType フ ォ ン ト 

TrueType フ ォ ン ト は 、Windows 3.1 の 一 部 と し て イン スト ー ル 済み の ア 
ウト ライ ン フォ ント で 、「MS 明 朝 」 と 「MS ゴシック 」 の 2 書体 が 添 
付 さ れ て いま す 。 


圏 プリ ンタ フォ ント (デバ イス フォ ント ) 

プリ ンタ フォ ント は 、 プ リン タ に 内 蔵 さ きれ て いる フォ ント で す 。 区 社 の 
プリ ンタ ドラ イ バ で は 「 明 朝 」 と 「 ゴ シッ ク 」 と いう 名 前 に な っ て いま す 。 
「 明 朝 」 は どの プリ ンタ で も 使え ます が 、「 ゴ シッ ク 」 は 内 蔵 さ れ て いる プ 
リン タ か 、 フ ォ ン ト カー トリ ッ ジ また は フォ ント カー ド を 組み 込め る プリ 
ンタ で 使え ます 。 


プリ ンタ フォ ント は 画面 表示 に は 使え たま せん の で 、 同 じ フ ォ ン ト 名 の 
画面 表示 用 フォ ント を イン スト ー ル する 必要 が あり ます 。 画 面 表示 用 の 
フォ ント の イン スト ー ル に つい て は 、 オ ン ラ イン マニ ュ ア ル (PRIN 
TERS.WR 1 ) を お 読み くだ さい 。 


プリ ンタ フォ ント を 使っ て 文字 の み の デ ー タ を 印刷 する と 、 プ リン タ ヘ へ 
転送 する デー タ が 少な く な る た め 高 速 に 印刷 で きま す 。 し か し 、 文 字 と グラ 
フィ ッ ク が 混在 する よう な デー タ を 印刷 する と 、 印 刷 が 遅く な る こと が あり 
ます 。 ま た 、 画 面 の 表示 と 印刷 結果 と の 一 致 (WY S IWYG) に つい て は 、 
プリ ンタ フォ ント より も 、W IFE の アウ トラ イン フォ ント や TrueType 
フォ ント の 方 が 一 般 的 に 優れ て いま す 。 

弊社 の ペー ジ プリ ンタ で 様々 な サイ ズ の 文字 を 印刷 し よう と する と 、 プ 
リン タ に 組み 込ま れ た 印刷 可能 な フォ ント 内 で 最も 近い サイ ズ で 印刷 され ま 
する 

アウ トラ イン フォ ント の ある ペー ジ プリ ンタ で は 、 指 定 し た サイ ズ で 印 
刷 さ れ ま す 。 な お 、 プ リン タ に 組み 込ま れ た フォ ント の 種類 や 内 蔵 ア ウト ラ 
イン フォ ント に つい て は 、 そ れ ぞ れ [プリ ンタ の 設定 ] ダイ アロ グ ボッ ク 
ス で 指定 し て お く 必 要 が あり ます 。 

弊社 の ドッ ト プリ ンタ で は 、10 ポ イン ト の サイ ズ の 文字 の み が 印 刷 で き 
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ます 。 そ れ 以 外 の サイ ズ で 印刷 し よう と する と 、 画 面 表示 用 の フォ ント で 印 
刷 さ れ ま す の で 、 印 刷 が 遅く な っ た り 、 文 字 が ギザ ギザ に な っ た り し ます 。 


コー ド 系 
それ ぞ れ の フォ ント で 、 表 示 ま た は 印刷 で きる 文字 の 種類 が 違い ます 。 こ 
こ で は 、Windows 3.1 に 添付 され て いる フォ ント 、 お よび 別売 の 「 文 字 パ タ 
ー ン 基本 セッ ト /Win」 で 扱う フォ ント の コー ド 系 (文字 セッ ト ) に つい て 
説明 し ます 。 


圏 J 1 S 文 字 セ ッ ト 

J 1 S 文 字 セ ッ ト は 広く 普及 し て いる コー ド 系 で 、J I S 非 漢字 (1 一 8 
区 ) 、J I S 第 一 水準 漢字 (16 一 47 区 ) 、 お よび J 1 S 第 二 水準 漢字 (48 一 
84 区 ) か ら 成 り ま す 。 コー ド 一 覧 に つい て は 、 弊 社 の コン ピュ ー タ 本 体 、 ま 
た は 弊社 の プリ ンタ に 添付 され て いる マニ ュ ア ル を お 読み くだ さい 。 
Windows 3.1 に 添付 され て いる 「 標 準 明 朝 」、「 明 朝 」、 お よび 弊社 の プ 
リン タ の プリ ンタ フォ ント が J IS 文字 セ ッ ト の コー ド 系 に な っ て いま す 。 


田宮 士 通 コ ー ド 系 

富士 通 コ ー ド 系 は 、 J I S 文 字 セ ッ ト に 87 一 94 区 お よび 115 一 120 区 の 
J 1 S 文 字 セ ッ ト に 含ま れ な い 文字 が 追加 され た も の で す 。 コー ド 一 覧 に つ 
いて は 、 本 製品 に 添付 され て いる マニ ュ ア ル 『Fontcity ユー ザー ズ ガ イド 』 
を お 読み くだ さい 。 

Fontcity フ ォ ン ト 、 別 売 の 「 文 字 パ ター ン 基 本 セッ ト /Win」 に 添付 され 
て いる フォ ント 、 お よび 「 文 字 パ ター ン 基 本 セッ ト /Win」 に 対応 する フォ 
ント 製品 (「 文 字 パ ター ン 基本 明 朝 体 」 な ど ) が 富士 通 コ ー ド 系 に な っ て 
いま す 。 ま た 、 本 製品 に 添付 され て いる 「 標 準 明 朝 」、「 明 朝 」、 お よび 弊 
社 の プリ ンタ の プリ ンタ フォ ント も 「 文 字 パ ター ン 基 本 セッ ト / Win」 を 
イン スト ー ル する と 、 富 士 通 コ ー ド 系 に 拡張 され ます 。 


圏 マ イク ロ ソ フト 標準 キャ ラク タ セッ ト 

マイ クロ ソフ ト 標 準 キ ャ ラク タ セッ ト は 、J I S 文 字 セ ッ ト に 13 区 、89 
て 92 区 お よび 115 一 119 区 の J IS 文字 セッ ト に 含ま れ な い 文字 が 追加 され た 
も の で す 。 コー ド 一 覧 に つい て は 、 本 製品 に 添付 され て いる マニ ュ ア ル の 
『 日 本 語 入力 ガイ ド <MS IME for Windows>』 を お 読み くだ さい 。 
Windows 3.1 に 添付 の スク リー ン フォ ント ( 「System」 な ど ) 、 
Fontcity フォ ント お よび TrueType フォ ント (「MS 明 朝 」、「MS 
ゴシック 」) が マイ クロ ソフ ト 標 準 キャ ラク タ セッ ト の コー ド 系 に な っ て 
いま す 。 

外字 は 、95 一 114 区 の 1880 字 が 使え ます 。 
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一 外字 

MS-DOS で は 85 一 86 区 の 188 字 を 外字 と し て 使用 し ます が 、Windows 
3.1 L11 で は 、95 区 か ら 114 区 の 1880 字 が 外字 と し て 使用 で きま す 。 外 字 の 
作成 方 法 に つい て は 、 本 製品 に 添付 され て いる 『 機 能 ガ イド 』 の 「 外 字 エ デ 
ィ タ 」 (P.660) を 参照 し て くだ さい 。 ま た 、 外 字 コ ン バ ー タ で MS-DOS 
の 外字 ファ イル か ら 複 写す る こと も で きま す 。 

Windows 3.1 の 外字 は 各 フ ォ ン ト で 共有 し て いま す の で 、 ど の 書体 の フォ 
ント で 表示 し て も 同じ も の が 表示 され ます 。 ま た 、 フ ォ ン ト の サイ ズ に 応じ 
て 拡大 縮小 され る た め 、 大 き な 文 字 を 表示 し た り 、 解 像 度 の 高い プリ ンタ で 
印刷 する と 、 ギ ザ ギ ザ に な り ま す 。 

な お 、 別 売 の 「 文 字 パ ター ン 基 本 セッ ト /Win」 の フォ ント を 使用 し て い 
る 場合 の 外字 の み は 、「 文 字 パ ター ン 基 本 セッ ト /Win」 の 漢字 フォ ント エ 
ディ タ (KFE) で 作成 し た 外字 (95 一 114 区 の 1880 字 ) が 、 表 示 や 印刷 に 
使用 され ます 。 


1 時 F ontcity フォ ント は 、 富 士 通 コー ド 系 お よび マイ クロ ソフ ト 標 準 キャ 
ラク タ セッ ト の いずれ の コー ド 系 で も 使え ます 。 


較 外 字 を Windows 3.1 L10 と 同じ に する 設定 


セッ ト ア ッ プ 時 の 注意 

・ セ ッ ト ア ッ プ 済み の Windows 上 に 、 再 度 Windows 3.1 を セッ ト ア ッ プ する 
と 、 外 字 フ ァイル (USERFONT.FON) は 更新 され て デー タ を 失 
いま す 。 あ ら か じ め フ ロッ ピー ディ スク な ど に コピ ー し 、 保 存 し て くだ 
さい 。USERFONT.FON は 、Windows 3.1 が セッ ト ア ッ プ され て 
いる ディ レク トリ 内 に あり ます 。 

・ 従 来 の 外字 ファ イル を 使用 する 場合 に は 、 保 存 し た 外字 ファ イル を 戻し て 
くだ さい 。 


人 外字 領域 の 変更 方 法 

Windows 3.1 L11 を 起動 し て くだ さい 。 プ ログ ラム マネ ー ジ ャ や ファ イ 
ル マネ ー ジ ャ か ら 、Windows 3.1 が セッ ト ア ッ プ され て いる ディ レク トリ 
内 に ある GIJCODE.EXE を 起動 し て くだ さい 。 

GIJCODE.EXE が 起動 され た ら 、 い ずれ か の 外字 コー ド 寺 囲 を 選 
択 し て くだ さい 。 

・F040-F9FC 95 一 114 区 1880 字 ) : Windows 3.1 L11 以 降 の 標準 

・EB40-EBFC (85 一 86 区 188 字 ) : Windows 3.1 L10 互 換 

設定 を 有効 に する た め に は Windows 3.1 の 再起 動 が 必要 で す 。 再 起動 し な 
いま ま 、 外 字 を 使用 し な いで くだ さい 。 
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EB40-EBFC の 設定 は 、FM R シ リー ズ と FM TOWNS 用 の Windows 
_ 3.1 の USERFONT.FON フ ァイル 以外 で 行っ て は いけ ませ ん 。 


一 「 文 字 パ ター ン 基 本 セッ ト /Win」 を お 使い の 方 へ 
・ 別 売 の 「 文 字 パ ター ン 基 本 セッ ト /Win」 の 外字 (以下 、 ユ ー ザ 定義 文字 
と 呼び ます ) は 、 文 字 パ ター ン 基 本 セッ ト /Win の フォ ント を 使用 中 に の 
み 有 効 な 外字 で 、 “PF040 一 F9FC” (95 区 一 114 区 ) の 1880 字 で す 。 
・ シ ステ ム 外 字 が 、 ユ ー ザ 定義 文字 と 同じ “PO40 一 F9FC” (95 区 一 114 区 ) 
に 設定 され る と 、 シ ステ ム 外 字 が 優先 され 、 ユ ー ザ 定義 文字 の 外字 は 出力 
され な く な り ま す 。 
Windows 3.1 L11 に 添付 の 文字 パタ ー ン 基本 セッ ト /Win 用 フォ ント ド 
ライ バ を ご 使用 いた だ く こ と に より 、 文 字 パ ター ン 基 本 セッ ト /Win の フ 
ォ ン ト を 使用 中 は ユー ザ 定 義文 字 の 外字 が 出力 され る よう に な り ま す 。 組 
み 込 み 方 法 に つい て は 、README.WR 1 を 参照 し て くだ さい 。 


か な 漢字 変換 と コー ド 系 
ここ で は 、 か な 漢字 変換 を 使う 上 で 注意 すべ きこ と を 説明 し ます 。 


圏 複 文 節 変 換 OAK (WINOAK3) 

本 製品 に 添付 され て いる 複 文節 変換 O A K で は 、 変換 候補 の コー ド 系 を 
J 1 S 文 字 セ ッ ト 、 富 士 通 コー ド 系 、 ま た は マイ クロ ソフ ト 標 準 キ ャ ラク タ 
セッ ト の いずれ か に 設定 で きま す 。 [Ctrl] + 〔[ 治 字 ) キー を 押す と 、 こ の 
設定 を 行う ダイ アロ グ ボッ クス が 表示 され ます 。 

変換 候補 の コー ド 系 を J IS 文字 セッ ト に 設定 し て お く と 、 誤 っ て JIS 
文字 セッ ト に 含ま れ な い 文字 を 入力 する こと が な いた め 、 ど の フォ ント も コ 
ー ド 系 を 気 に し な いで 使え ます 。 

変換 候補 の コー ド 系 を 富士 通 コ ー ド 系 か 、 マ イク ロ ソ フト 標準 キャ ラク タ 
セッ ト に 設定 する と 、 そ れ ぞ れ の コー ド 系 の フォ ント を 使っ て いる と き に 、 
丸 付き 数 字 な どの J 1I S 文 字 セ ッ ト に 含ま れ な い 文字 を 入力 で きる よう に な 
り ま す 。 

J 1 S 文 字 セ ッ ト に 含ま れ な い 文 字 が 入力 で き な い と き は 、 [Ctrl] + 
[漢字 ] キー を 押し て 、 変換 候補 の コー ド 系 を 変え て みて くだ さい 。 な お 、 
別売 の 「 文 字 パ ター ン 基 本 セッ ト /Win」 が イン スト ー ル され て いな いと 、 
富士 通 コ ー ド 系 に 設定 する こと は で きま せん 。 
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の 


 J 1 S 文 字 セ ッ ト に 含ま れ な い 文字 は 、 設 定 と 異な る コー ド 系 の フォ ン 
を 使っ て いる 場合 は 、 空 白 に な っ た り 他 の 文字 が 表示 され た りす る こ 
と が あり ます 。 

MS-DOS 3.1 と Windows 3.1 の 組み 合わ せ で は 、 マ イク ロ ソ フト 標 
準 キャ ラク タ セッ ト を 使用 で きま せん 。 


圏 MS IME 

Windows 3.1 に 添付 され て いる MS IME で は 、 マ イク ロ ソ フト 標準 キ 
ャ ラク タ セッ ト の J IS 文字 セ ッ ト に 含ま れ な い 文 字 を 入力 で きま す 。 し 
か し 、 他 の コー ド 系 の フォ ント を 使っ て いる と き は 、J 【 S 文 字 セ ッ ト に 含 
まれ な い 文 字 を 入力 し よう と する と 、 空 白 に な っ た り 他 の 文字 が 表示 され た 
りす る こと が あり ます 。 こ の よう な と き は 、 使 っ て いる フォ ント の コー ドー 
覧 表 を 参照 し 、 コ ー ド 入力 で 入力 し て くだ さい 。 


こん な と き は . 


圏 他人 が 作成 し た デー タ や 、 パ ソコ ン 通 信 の 文書 な ど に 読め な い 
文字 が ある 。 
フォ ント の 設定 で 、 富 士 通 コ ー ド 系 (「 標 準 明 朝 」 な ど ) また は マイ クロ 
ソフ ト 標 準 キ ャ ラク タ セッ ト (「MS 明 朝 」 な ど ) の フォ ント に 変え て み 
て くだ さい 。 フォント を 設定 が で き な い 通信 ソフ ト な ご ど を 使っ て いる 場合 は 、 
テキ スト ファ イル を ダウ ン ロ ー ド し て か ら 、Windows 3.1 に 添付 され て い 
る 「 ラ イト 」 を 使っ て テキ スト ファ イル を 編集 し て くだ さい 。 


圏 丸 付 き 数 字 な どの J | S 文 字 セ ッ ト に 含ま れ な い 文 字 が 入力 で き 

な い 。 

複 文節 変換 OAK (FEP) を 使っ て いる 場合 、MS-DOS な ど に 添付 
され て いる 複 文 節 変換 0 AK で な く 、 本 製品 に 添付 され て いる 複 文節 変換 
OAK を イン スト ー ル し て いる か 確認 し て くだ さい 。 

別売 の 「 文 字 パ ター ン 基 本 セッ ト /Win」 を イン スト ー ル し て いな い 場 合 、 

Windows 3.1 に 添付 され て いる 「 標 準 明 朝 」 と 「 明 朝 」 フ ォ ン ト で は 、 
J IS 文 字 セ ッ ト 以 外 の 文字 が 使え ませ ん の で 、「MS 明 朝 」 な どの フォ 
ント を 使っ て くだ さい 。 ま た 、 複 文節 変換 OAK (WINOAK3) を 使っ 
て いる 場合 は 、 [Ctrl + [漢字 ) キー を 押し て 、 変 換 候補 の コー ド 系 を マ 
イク ロ ソ フト 標準 キャ ラク タ セッ ト に 設定 し て くだ さい 。 

「 文 字 パ ター ン 基 本 セッ ト /Win」 を イン スト ー ル し て いる 場合 、 使 っ て 
いる フォ ント の コー ド 系 に 応じ て 、 変換 候補 の コー ド 系 を 富士 通 コ ー ド 系 、 
また は マイ クロ ソフ ト 標 準 キ ャ ラク タ セッ ト の どちら か に 設定 し て くだ さ 
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い 。 た だ し 、MS IME を 使っ て いる 場合 は 、 マ イク ロ ソ フト 標準 キャ ラ 
クタ セッ ト の フォ ント (「MS 明 朝 」 な ど ) を 使う か 、 コ ー ド 入力 で 入力 
し: で で だ きき M3 


田 J 1 S 文 字 セ ッ ト に 含ま れ な い 文 字 を 印刷 する と 、 空 白 に な っ た 

り 他 の 文字 が 表示 され た りす る 。 

スク リー ン フォ ント 「System」 な ど を 使っ て 画面 に 表示 し て いる 場合 は 、 
「MS 明 朝 」 な ど 他 の フォ ント に 変え て みて くだ さい 。 

また 、 弊 社 の プリ ンタ の 「 明 朝 」 ま た は 「 ゴ シッ ク 」 プ リン タ フォ ント 
を 使っ て 印刷 し て いる 場合 、 画 面 表示 用 の 「 明 朝 」 ま た は 「 ゴ シッ ク 」 が イ 
ンス トー ル さ れ て いる こと を 「 コ ント ロー ル パネ ル 」 で 確認 し て くだ さい 。 
特に 、 他 社 の ワー ド プロ セッ サ や フォ ント 製品 に は 「 明 朝 」 や 「 ゴ シッ ク 」 
な どの フォ ント が 添付 され て いる こと が ある の で 、 そ れ ら が イン スト ー ル さ 
れ て いな いか どう か 「 コ ント ロー ル パネ ル 」 で 確認 し て くだ さい 。 


田 画 面 表示 と 印刷 で 文字 O の サイ ズ が 異な る 。 

スク リー ン フォ ント (「System」 な ど ) を 使っ て いる 場合 は 、「MS 明 
朝 」 な ど 他 の フォ ント に 変え て みて くだ さい 。 ま た 、 ア ウト ライ ン フォ ン 
ト を 内 蔵 し て いな い 弊 社 の ペー ジ プリ ンタ で 「 明 朝 」 ま た は 「 ゴ シッ ク 」 
の プリ ンタ フォ ント を 使う 場合 、 プ リン タ に 組み 込ま れ て いる ボ ポイント サ 
イズ を 使っ て デー タ を 作成 し て くだ さい 。 


一 還 刷 する と 文字 が ギザ ギザ に な る 。 

Windows 3.1 に 添付 され て いる 「 標 準 明 朝 」、 ま た は 別売 の 「 文 字 パ ター 
ン 基 本 セッ ト /Win」 に 添付 され て いる 「 標 準 ゴ ン ッ ク 」 を 使っ て いる 場合 
は 、「MS 明 朝 」 な ど 他 の フォ ント に 変え て みて くだ さい 。 

弊社 の ドッ ト プリ ンタ で 「 明 朝 」 ま た は 「 ゴ シッ ク 」 の プリ ンタ フォ ン 
ト を 使っ て いる 場合 は 、 フ ォ ン ト の サイ ズ を 10 ポ イン ト に 変更 し て くだ さい 。 

アウ トラ イン フォ ント が 内 蔵 き まれ て いる 弊社 の ペー ジ プリ ンタ の 「 明 朝 」 
また は 「 ゴ シッ ク 」 の プリ ンタ フォ ント を 使う 場合 、 富 士 通 コ ー ド 系 の 
J IS 文字 セ ッ ト 以 外 の 文字 、 お よび 「 文 字 パ ター ン 基 本 セッ ト /Win」 に 
添付 され て いる 漢字 フォ ント エディ タ で 作成 し た 外字 は ギザ ギザ に な り ま 
す 。 プ リン タ の 設定 ダイ アロ グ ボッ クス で 、 ア ウト ライ ン フォ ント の 設定 
を 解除 すれ ば ギザ ギザ に な ら な く な り ま す が 、 そ の 代わ り フ ォ ン ト の サイ ズ 
を 自由 に 変え て 印刷 で き な く な り ま す 。 
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Windows 3.1 で は 、 2 種類 の 日 本 語 入 力 機能 を 提供 し て いま す 。 
・ 複 文節 変換 OAK (WINOAK3) 
・MS IME 


1 MS IME に つい て は 、 本 製品 に 添付 され て いる マニ ュ ア ル の 『 日 本 
語 入 力 ガ イド <MS IME for Windows> 』 を お 読み く だ さい 。 
親指 シフ トキ ー ボ ー ド で MS IME を ご 使用 に な る 場合 に は 、「 そ の 
他 の 注意 点 」(P. 136) を お 読み くだ さい 。 


複 文節 変換 OAK (WINOAK3) 


WINOAK3 を 使用 する こと に より 、MS-DOS で 動作 する 複 文節 変 
換 OAK (FEP) お よび その 辞書 を 使用 し て 、 か な 漢字 変換 を 行う こと が 
で きま 9 

な お 、 以 下 の 説 明 で は 、MS-DOS で 動作 する 部 分 を 「OAK (FEP) 」、 
Windows 3.1 上 で 動作 する 部 分 を 「W INOAK 3 」 と 呼び ます 。 


Windows 3.0 で サポ ー ト し て いた 単 文節 変換 O0AK は 、Windows 3.1 で 
は 使用 で きま せん 。 


人 


圏 OAK (FEP) の イン スト ー ル 

Windows 3.1 に は 、 複 文節 変換 用 の OAK (FEP) が 添付 され て いま す 。 
Windows 3.1 で WINOAK 3 を ご 使用 に な る 場合 に は 、 ま ず 、Windows 
3.1 に 添付 の OAK (FEP) を イン スト ー ル し て くだ さい 。 


IL デ Windows 和 SN AA 0 は 、MS-DOS で も 


利用 可能 で す 。 


セッ ト ア ッ プ ディ スク か ら 起 動 し て Windows 3.1 を セッ ト ア ッ プ する と 、 
OAK は 自動 的 に イン スト ー ル され ます 。 セ ッ ト ア ッ プ ディ スク か ら 起 動 
せ ず に セッ ト ア ッ プ し た 場合 は 、O AK が イン スト ー ル され ませ ん 。 

OAK の イン スト ー ル に つい て は 、「CD-ROM ド ライ ブ ドラ イ バ と 
OAK の イン スト ー ル 」(P.45) を お 読み くだ さい 。 


@ 既 存 の OASYS.D1C か ら 新 し い OASYS.D 1C へ 単語 登録 を 
複写 する 
DICUTY コ マン ド に より 、 登 録 単 語 を 既存 の OASYS.DIC か ら 
新しい 辞書 に 移行 する こと が で きま す 。D I CUTY コ マン ド の 使い 方 は 、 
MS-DOS に 添付 され て いる マニ ュ ア ル の 『OAK 操 作 ガ イド 』 を お 読み 
くだ さい 。MS-DOS 3.1 を ご 使用 の 場合 、 別 売 の MS-DOS 3.1 拡 張 機 
能 が 必要 で す 。 


@ イ ンス トー ル 後 に OASYS.D1C を コピ ー し た い 場 合 

イン スト ー ル 後に OASYS.D IC を コピ ー し た い 場 合 に は 、Windows 
3.1 の セッ ト ア ッ プ CD-ROM を CD-ROM ド ライ ブ に セッ ト し て 、 以 下 
の コマ ンド を 入力 し て くだ さい 。 


ルル 0:\ ゅ 737\expg2 0:\ ゅ 7737\ogsys.97_ < く ド ライ ブ 名 >:\ogsys. 7c [Enter] 


く ド ライ ブ 名 >・・・ 格 納 先 ドラ イブ 名 


OASYS.D1C の 退避 や 複写 を 行う 場合 は 、 キー を 押し て 
画面 右 下 の 「 辞 ] 表示 を 消し て か ら 行っ て くだ さい 。 


圏 WINOAK 3 の 組み 込み 
WINOAK3 の 組み 込み は 、Windows 3.1 を セッ ト ア ッ プ する 際 に 行う 
こと が で きま す 。 ま た 、 セ ッ ト ア ッ プ 後 は 、Winsetup コ マン ド で 組み 込む こ 
と も で きま す 。 詳 し く は 、「 高 速 セ ッ ト ア ッ プ 」(P.21) を お 読み くだ さい 。 
な お 、WINOAK3 を 組み 込む た め に は 、 あ ら か じ め OAK (FEP) 
を イン スト ー ル し て お く 必 要 が あり ます 。 
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一 WINOAK3 の 操作 

WINOAK3 の 操作 方 法 (人 力 モー ド の 切り 換え や 変換 操作 な ど ) に つ 
いて は 、MS-DOS と 共通 で す 。 

以下 に WINOAK3 特 有 の 機能 や 、 一 部 MS-DOS 上 と 操作 の 異な る 
部 分 に つい て 説明 し ます 。 こ れ ら の 機能 は 、MS-DOS 上 で 複 文節 変換 
OAK を 使用 する 場合 に は 利用 で きま せん 。 


⑱W|NOAK 3 の 有効 と 無効 

[ 下 字 ]】 キー に より WINOAK3 を 有効 に し た り 、 無 効 に する こと が で 
きま す 。 

無効 な 状態 で は 、CONFIG.SYS か ら OAK を は ず し た と き と 同 じ 
よう に 動作 し 、 半 角 の 英 大 、 英 小 、 カ ナ の み が 入 力 可能 と な り ま す 。 一 時 的 
に か な 漢字 変換 機能 を 無効 に し た い 場 合 な ど に 使用 し て くだ さい 。 


久 設 定 ダ イア ログ ボッ クス 
[Ctrl] + [漢字 ] キー を 押す と 、WINOAK 3 の 設定 ダイ アロ グ ボ 
ックス が 表示 され 、 以 下 の 設 定 が で きま す 。 


FUITSU Microsoft windows V3.1 


基文 厩 か な 漢字 変換 
WINOAK3 Versian 1.00 
COPYRIGHT FUJITSU LIMITED 1988-1993. 


入力 モー ド 表示 一 」 上 コード 系 


@| あ JIS 
0 〇 富士 通 OS グ 2 
〇 マイ クロ ン フ ト 標 準 


〇 な し 


[入力 モー ド 表 示 ] 
入力 モー ド 表 示 ウ ィ ン ド ウ を 表示 する 場合 は 「 あ り 」 を 、 表 示し な い 場 合 
は 「 な し 」 を 選択 し ます 。 


[コー ド 系 ] 

か な 漢字 変換 漢字 辞書 変換 単語 登録 に お ける 文字 コー ド 系 を 設定 し ま 
す 。 コ ー ド 系 に は 、J 1 S (J IS 文字 セ ッ ト ) 、 富 士 通 OS グ 2 (富士 通 
コー ド 系 ) 、 マ イク ロ ソ フト 標準 (マイ クロ ソフ ト 標 準 キ ャ ラク タ セッ ト ) 
の 3 種類 が あり 、 い ずれ か を 選択 し ます 。 


アル 話 遂 コー ド 系 や < 


"マイ クロ ソフ ト 標 準 キャ ラク タ セッ ト で は 、 設 定 の 
コー ド 系 と 異な る フォ ント を 使用 ・ Je 9 
文字 が 表示 され た りす る こと が あり ます 。 


@MS-DOS で 使う 場合 と の 機能 の 違い 

MS-DOS で OAK (FEP) を 使う と き と 比 べ て W INOAK 3 で は 、 
以下 の 機能 の 違い が あり ます 。 

・ 富 士 通 コー ドド 系 や マイ クロ ソフ ト 標 準 キ ャ ラク タ セッ ト を 使用 する こと 
が で きま す 。 た だ し 、 マ イク ロ ソ フト 標準 キャ ラク タ セッ ト は 、MS- 
DOS 5.0/6.2 で の み 有 効 で す 。 ま た 、 富 士 通 コ ー ド 系 を 使用 し て いる 場 
合 、 以 下 の 機 能 は MS-DOS 5.0/6.2 で 有効 で す 。 

ー 95 一 120 区 の 単語 登録 が で きま す 。 

ー 100 一 120 区 の 区 点 入 力 が で きま す 。 
・WINOAK 3 に は 、 再 変換 機能 が あり ませ ん 。 


WINOAK 3 の エラ ー メ ッ セ ー ジ と 対処 方 法 

別売 の 「 文 字 パ ター ン 基 本 セッ ト /Win」 が 組み 込ま れ て いな いと き に 、 
WINOAK3 の 設定 ダイ アロ グ ボッ クス で 富士 通 0S2 (富士 通 コ ー 
ド 系 ) を 選択 する と 、 以 下 の メ ッ セ ー ジ が 表示 され 、 選 択 で きま せん 。 


文字 パタ ー ン 基本 セッ ト /Win が 組み 込ま れ て いま せん . 


起動 時 の エラ ー メ ッ セ ー ジ に つい て 
WINOAK 3 を 起動 し た 時 に 複 文 節 変換 OAK (FEP) が 起動 し て い 
な いと き は 、 以 下 の メ ッ セ ー ジ を 表示 し て 終了 し ます 。 


複 文節 変換 用 O A K が 組み 込ま れ て いな い の で 、 か な 漢字 変換 が 使用 で 


きま せん . 


な お 、MS-DOS 5.0/6.2 で MSKANJI.SYS を 組み 込ん で いな い 
場合 に ちこ の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 
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その 他 の 注意 点 


圏 親指 レフ トキ ー ボ ー ド を 使用 する 場合 

・MS IME を 使用 中 や 、 か な 漢字 変換 を 使用 し て いな い 場 合 に 、 カ ナ や 
英 大 な どの 入力 モー ド を プロ グラ ム が 変更 する よう な アプ リケーション を 
使用 する と 、 [親指 左 j キー お よび [ 半 指 右 ] キー が 正常 に 動作 し な く な 
る 場合 が あり ます 。 

この よう な アプ リケーション を 使用 され る 場合 に は W INOAK 3 を 使用 
し て くだ さい 。 

・ ア クセ ス キー は 、 必 ず ア ルフ ァ ベ ッ ト に 設定 し て くだ さい 。 ま た 、 入 力 
モー ド を 英 大 か 英 小 に し て か ら ア クセ ス キー を 押し て くだ さい 。 
「 カ タカ ナ 」 モ ー ド で は 正しく 動作 し ませ ん 。 


< イン スト ー ル モデ ル を ご 利用 の 方 へ > 
イン スト ー ル モデ ル の Windows に お ける キー ボー ド の 設定 は 、 自 動 的 に 
「JIS キ ー ボ ー ド 」 に な っ て お り ま す 。 親指 シレ フト キー ボー ド で 
Windows を お 使い に な る 方 は 、 以 下 の 方 法 を 参照 し て キー ボー ド の 設定 
を 変更 し て くだ さい 。 
① [メイ ン ] グル ー プ の [Windows セ ッ ト ア ッ プ ] アイ コン を ダブ ルク 
リッ ク す る 。 
[Windows セ ッ ト ア ッ プ ] ダイ アロ グ ボッ クス が 表示 され ます 。 
② [設定 ] メニ ュー の [基本 ハー ドウ ェ ア の 変更 ] コマ ンド を 選ぶ 。 
[基本 ハー ドウ ェ ア の 変更 ] ダイ アロ グ ボッ クス が 表示 され ます 。 
③ [キー ボー ド ] ドロ ッ プ ダウ ン リス ト ボッ クス の 「 親 指 シ フト キ 
ー ボ ー ド 」 を 選べ ぶ 。 
④ [OK] ボタ ン を クリ ッ ク す る 。 
[基本 ハー ドウ ェ ア の 変更 ] ダイ アロ グ ボッ クス が 表示 され ます 。 
⑤ [現在 の も の を 使用 ] ボタ ン を クリ ッ ク す る 。 
⑥ 変 更 内 容 を 有効 に する た め 、 [Windows を 再起 動 ] ボタ ン を 選択 する 。 
キー ボー ド の 設定 が 「 親 指 シ フト キー ボー ド 」 に 変更 され ます 。 


圏 ロ ー マ 字 入力 モー ド に つい て 

入力 方 式 が ロー マ 字 の と き に か な 漢字 変換 の 機能 を 無効 に し た 場合 、 入 力 
モー ド が アル ファ ベッ ト に ロッ ク さ れ 、 カ タカ ナ 入 力 で き な く な り ま す 。 
次 の キー 操作 で ロー マ 字 を 入力 する 状態 を 解除 し て くだ さい 。MS- 
DOS と 同じ よう に カタ カナ 入力 可能 に な り ま す 。 

JI1S キ ー ボ ー ド の 場合 ミ 飾 二 

親指 シレ シフトキー ボー ド の 場合 : 二 キー 

WINOAK を 使用 し て いる 場合 は 、 こ の よう な こと は 発生 し ませ ん 。 


プリ ンタ の 設定 


ここ で は 、 弊 社 の プリ ンタ を 使用 する と き の 設 定 に つい て 説明 し て いま す 。 
他 の プリ ンタ を お 使い の 場合 は 、 オ ン ラ イン マニ ュ ア ル (PRINTERS. 
WR I) 、 ま た は プリ ンタ ドラ イ バ に 送付 され て いる マニ ュ ア ル を お 読み 
くだ さい 。 


プリ ンタ ドラ イ バ の 組み 込み 

プリ ンタ ドラ イ バ の 組み 込み は 、 [コン トロ ー ル パネ ル ] の [プリ ンタ ] 
メニ ュー、 ま た は [プリ ント マネ ー ジ ャ ] の [プリ ンタ の 設定 ] メニ ュー 
か ら 行 いま す 。 詳しく は 、 本 製品 に 添付 され て いる マニ ュ ア ル の 『 機 能 ガ イ 
ド 』 を お 読み くだ さい 。 


プリ ンタ ドラ イ バ の 種類 と 対応 する プリ ンタ 


お 使い の プリ ンタ に あわ せ て 、 以 下 の プ リン タ ドラ イ バ を 使用 し て くだ 
に YU 


(1) シ リア ル プリ ンタ 
シン リ アル プリ ンタ (ドッ ト イン パク ト 、 熱 転写 、 イ ンク ジェ ッ ト ) 用 
の ドラ イ バ で 、 機 種 に より 次 の よう に 分 け て いま す 。 


・FMPR 180DPI 180dpi (24 ド ッ ト ) の モノ クロ プリ ンタ 
に 対応 し て いま す 。 

・FMPR 180DPI color 180dpi の カラ ー プリ ンタ に 対応 し て いま 
9 

・FMPR 360DPI 360dpi (48 ド ッ ト ) の モノ クロ プリ ンタ 
に 対応 し て いま す 。 

・FMPR 360DPI color 360dpi の カラ ー プリ ンタ に 対応 し て いま 
2 


(NE のり 2 
・FUJITSU FMLBP 240dpi と 400dpi の プリ ンタ に 対応 し て いま 
す 。 
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(3)PostScript プ リン タ 
sjRiSJl SS FMLBP211PS の PostScript モ ー ド 
FMLBP211PS に 対応 し て いま す 。 
ペー ジ プリ ンタ ドラ イ バ F ML B P で 以下 の 機能 を 使う こと が で きま 
9 
・ 縮 小 印 刷 (B 4 一 A4、A3 一 A 4 な ど ) 
・ 自 動 給 紙 (用 紙 を 指定 する だ け で 給 紙 口 を 自動 判定 ) 
・ 両 面 印刷 
・ 高 速 イ メー ジコ マン ド を 使っ た 印刷 の 高速 化 


な お 、 プ リン タ の 機種 に 依存 する 機能 も あり ます 。 詳し く は 、 オ ン ラ イン 
マニ ュ ア ル の 「FPRINTER.WR 1I」 を お 読み くだ さい 。 


設定 項目 


プリ ンタ の 設定 は 、 [コン トロ ー ル パネ ル ] の [プリ ンタ ] メニ ュー か 、 
[プリ ント マネ ー ジ ャ ] の [プリ ンタ の 設定 ] メニ ュー、 ま た は 各 ア プリ 
ケー ショ ン の [プリ ンタ の 設定 ] メニ ュー を 選択 する こと に より 行い ます 。 
メニ ュー を 選択 する と 、 プ リン タ 設 定 の ダイ アロ グ ボッ クス が 表示 され ま 
に je 


プリ ンタ 本 体 の 設定 に あわ せ て 、 ダ イア ログ ボッ クス 内 の 各 項 目 を 設定 
し て くだ さい 。 ア プリ ケー ショ ン は 、 こ の 設定 に し た が っ て 印刷 処理 を 行い 
まま の 8 


圏 幣 社 の シリ アル プリ ンタ を 使っ た 還 刷 

解像度 : 指定 の 解像度 (180dpi か 360dpi) が 表示 され て いま す 。 
変更 は で きま せん 。 

用 紙 サ イズ  : プ リン タ に セッ ト し た 用 紙 サ イズ を 指定 し ます 。 

給 紙 方 法 : 給 紙 を 行う 方 法 を 指定 し て くだ さい 。 カ ッ ト シ ー ト フィ 
ー ダ が 付い て いる 場合 は 、 [手差し ] を 指定 し な いで く 
だ さい 。 

印刷 の 向き : [ 縦 | を 指定 する と 用 紙 の 吸入 方 向 を 縦 軸 と し て 印刷 し 
ます 。 
[ 横 ] を 指定 する と 90 度 回 転 し 、 用 紙 の 吸入 方 向 を 横 軸 
と し て 印刷 し ます 。 
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ド オ プ ジ ョ 


デイ ザル の 


明暗 の 制御 


色 


ボタ ン を クリ ッ ク す る と 次 の 項目 を 設定 で きま す 。 


イメ ー ジ の モノ クロ 出力 時 に 、 カ ラー の 部 分 を モノ クロ 
の ディ ザ パ ター ン に 置き 換え て 印刷 し ます 。 カ ラー 出力 
時 に は 、 プ リン タ の イン ク の 人 色 が 混合 され 、 擬 似 的 に 多 
く の 色 を 印刷 し ます 。 次 の 4 種類 の 設定 が で きま す 。 
[な し ] ディ ザ パ ター ン に よる 階 調 付け を 行い ませ ん 。 
[ 粗 ] 粗い パタ ー ン で 階 調 付け を 行い ます 。 

[ 密 ] 細か い パ ター ン で 階 調 付け を 行い ます 。 

[ライ ン ア ー ト ] 印刷 を 行う グラ フィ ックス に 、 黒 ・ 白 
・ グ レー の 間 に は っ きり と し た 境界 が ある 場合 に 指定 し 
CGN だ ざき W 


: 印刷 を 薄く する 場合 は [ 明 ] の 方 向 に 、 濃 くす る 場合 は 


[ 暗 ] の 方 向 に 指定 し て くだ さい 。 


: カラ ー で 印刷 を 行う 場合 設定 し ます 。 モ ノ ク ロ プリ ン 


タ 有 用 の モデ ル に は 、 こ の 項目 は あり ませ ん 。 


較 弊 社 の ペー ジ プ リ ンタ を 使っ た 印刷 


給 紙 方 法 
用 紙 サ イズ 
印字 方 向 


解像度 


ディ 0U ジ 22008 


: 給 紙 を 行う 方 法 を 指定 し て くだ さい 。 
: プリ ンタ に セッ ト し た 用 紙 サ イズ を 指定 し ます 。 
: 「 ボ ー ト レイ ト 」 を 指定 する と 用 紙 の 長い 方 向 を 縦 軸 と 


し て 印刷 し ます 。 
「 ラ ンド スケ ー プ 」 を 指定 する と 90 度 回 転 し 、 用 紙 の 長 
い 方 向 を 横 軸 と し て 印刷 し ます 。 


: プリ ンタ の 解像度 に あわ せ て 設定 し て くだ さい 。 


400dpi 機 に は 、240dpi の 指定 で も 印刷 で きる も の が あり 
ます 。 

イメ ー ジ の 出力 時 に 、 カ ラー の 部 分 を モノ クロ の ディ ザ 
パタ ー ン に 置き 換え 、 階 調 を 付け ます 。 次 の 4 段階 の 設 
定 が で きま す 。 

「 な し 」 デ ィ ザ パタ ー ン に よる 階 調 付け を 行い ませ ん 。 
「 粗 」 粗 い パ ター ン で 階 調 付け を 行い ます 。 

「 密 」 細かい パタ ー ン で 階 調 付 け を 行い ます 。 

「 ラ イン アー ト 」 印 刷 を 行う グラ フィ ックス に 、 黒 ・ 
白 ・ グ レー の 間 に は っ きり と し た 境界 が ある 場合 に 指定 
iCI ぐ くさ 8 
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専守 


と 敢 眉 維 の 貞 S NWO」 届 オ 
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プリ ンタ の 設定 


印字 モー ド 


ROM カー トリ ッ 


7 カリッ 9 固有 機能 : 


: プリ ンタ に 内 蔵 さ れ て いる フォ ント (デバ イス フォ ン 


ト ) の 使用 を 指定 し ます 。 ア ウト ライ ン フォ ント 搭載 
プリ ンタ で は 、 明 朝 、 ゴ シッ ク の アウ トラ イン フォ ン 
ト で 印字 で きま す 。 ア ウト ライ ン フォ ント を 搭載 し て 
いな い プ リン タ で は 、10.5 ポ の 明 朝 と 「ROM カー ト 
リッ ジ 」 で 設定 する 文字 で 印字 で きま す 。 


: ROM カー トリ ッ ジ を 搭載 し て いる 場合 、 対応 する 項 


目 を チェ ッ ク し て くだ さい 。 な お 、 前 述 の 「 印 字 モ ー ド 」 
で デバ イス フォ ント を チェ ッ ク し て いな けれ ば 、 
ROM カー トリ ッ ジ で の 印字 は で きま せん 。 ま た 、 ア 
ウト ライ ン フォ ント 搭載 プリ ンタ で は 、 こ の 項目 は 必 
要 あ り ま せん 。 

プリ ンタ の 機種 に より 依存 する 機能 を 設定 し ます 。 使 用 
する プリ ンタ が 固有 の 機能 を 搭載 し て いる 場合 に 指定 し 
ぐだ さゆ W。 


圏 幣 社 の PostScript プリ ンタ を 使っ た 殺 刷 


給 紙 方 法 : 給 紙 を 行う 方 法 を 指定 し て くだ さい 。 上段 ト レー は 


BIN1、 下 段 ト レー は BIN2 を 意味 し ます 。 


他 の 項目 に つい て は 、 プ リン タ 設 定 ダ イア ログ ボッ クス の ヘル プ を お 読 
みく だ さい 。 


り * 


困っ た と き は 


この 章 で は 、 セ ッ ト ア ッ プ の 途中 で 起こ る トラ ブル 
の 主 な 原因 と その 解決 法 を 紹介 し ます 。 
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「 困 っ た と き は 」 の 読み 方 


セッ ト ア ッ プ の 途中 で 起こ る トラ ブル の 多く は 、 設定 を 変更 し た り 、 必 要 
な ハー ドウ ェ ア を 追加 すれ ば 解決 で きま す 。 こ の 章 で は 、 セ ッ ト ア ッ プ で き 
な い 原 因 と その 解決 法 を 紹介 し ます 。 

本 章 は 場面 に 応じ て 解決 法 が 探せ る よう に 、 大 きく 5 つ に 分 か れ て いま す 。 
トラ ブル の 種類 に 応じ て お み くだ さい 。 


セッ ト ア ッ プ する 前 の トラ ブル 

Windows セ ッ ト ア ッ プ が 動く 前 の トラ ブル に つい て まとめ て あり ます 。 コ 
ンピュータ が 動か な か っ た り 、Windows セ ッ ト ア ッ プ を 実行 で き な か っ た と 
き に お 読み くだ さい 。 


@ セ ッ ト ア ッ プ 中 の トラ ブル 

Windows セ ッ ト ア ッ プ を 実行 中 に 起こ る トラ ブル に つい て まとめ て あり ま 
す 。 セ ッ ト ア ッ プ の 途中 で 、 先 に 進ま な く な っ た ら お 読み くだ さい 。 メ ッ セ 
ー ジ が 表示 され た 場合 は 、「 セ ッ ト ア ッ プ の メッ セー ジ と 解決 法 」 も お 読み 
くだ さい 。 


念 セ ッ ト ア ッ プ し た 後 の ト ラブ ル 
セッ ト ア ッ プ が 終わ っ た 後 で 、Microsoft⑧⑤ Windows"" Version 3.1 が 
起動 で き な い と き に お 読み くだ さい 。 


信 門 題 解決 の た め の テ クニ ッ ク 
AUTOEXEC. BAT の 修正 法 な ど 、 ト ラブ ル を 回 避 す る た め の 手 順 
を 解 記 し ます 。 


僅 セ ッ ト ア ッ プ の メッ セー ジ と 解決 法 
セッ ト ア ッ プ の 途中 で 表示 され た メッ セー ジ の 説明 と 、 そ の トラ ブル に 対 
する 解決 法 を 紹介 し ます 。 


「 困 っ た と き は 」 の 読み 方 


セッ ト ア ッ プ する 前 の トラ ブル 


Windows 3.1 を セッ ト ア ッ プ する に は 、 各 コン ピュ ー タ に 合っ た M S- 
DOS が イン スト ー ル され て 、 正 常に 動い て いる 必要 が あり ます 。Windows 
3.1 を セッ ト ア ッ プ し よう と し て いる コン ピュ ー タ の MS-DO S が 動い て い 
な いと き は 、 ま ず MS-DOS を イン スト ー ル し て くだ さい 。 

ここ で は 、Windows 3.1 を セッ ト ア ッ プ する 前 に 考え られ る 問題 と その 一 
般 的 な 対処 方 法 を 紹介 し ます 。 こ れ ら の 点 を 確認 し て も 問題 が 解決 し な い 場 
合 や 、 確 認 方 法 が 分 か ら な い 場 合 は 、 各 コン ピュ ー タ に 添付 され て いる マニ 
ュ ア ル や MS-DOS の マニ ュ ア ル を も う 一 度 お 読 みく だ さい 。 


コン ピュ ニタ が 動か な い 

「Windows セ ッ ト ア ッ プ 」 を 動か す に は 、MS-DOS が 正常 に 動い て い 
な けれ ば な り ま せん 。 こ こ で は 、MS-DOS が 起動 し な いと き の 対 処方 法 
を 紹介 し ます 。 


画面 に 何 も 表 示さ れ な い 


故障 で は な いか と 思う 前 に 、 ま ず 電 源 回 りか ら チ ェ ッ ク し まし ょ う 。 原因 
と し て 次 の こと が 考え られ ます 。 

・ 電 源 ス イッ チ が 入っ て いな い 

・ 電 源 コ ー ド が コン セン ト に つなが っ て いな い 

・ デ ィ ス プレ イ の 電源 スイ ッ チ が 入っ て いな い 

・ デ ィ ス プレ イ の 電源 コー ド が コン セン ト に つなが っ て いな い 

・ デ ィ ス プレ イ の 画像 の コー ド が 本 体 と つなが っ て いな い 

・ 使 用 し て いる ディ スプ レイ が コン ピュ ー タ に 対応 し て いな い 


コン セン ト と コン ピュ ー タ 本 体 が 正しく つなが っ て いる か 、 抜け たり ゆる 
ん だ り し て いな いか 確認 し まし ょ う 。 デ ィ ス プレ イ だ け 電 源 が 入っ て いな い 
と いう こと は よく あり ます 。 デ ィ ス プレ イ の 電源 回 り も 確認 し て み ま し ょ う 。 
電源 コー ド が 正しく つなが っ て いる と き は 、 フ ロッ ピー ディ スク や ハー 
ド ディ スク に 関し て 次 の よう な こと が 考え られ ます 。 
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姜 9 宣 


丹 叶 ママ と 団 
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・ フ ロッ ピー ディ スク か ら 起 動 し よう と し て 失敗 し て いる 
・ ハ ー ド ディ スク が きち ん と 動い て いな い 


フロ ッ ピ ー ディ スク ドラ イブ に MS-DOS の シス テム ディ スク を 入れ 
て 、 電 源 を 入れ 直し て み ま し ょ う 。 フ ロッ ピー ディ スク か ら MS-DOS が 
動く よう な ら 、 ハ ー ド ディ スク に 問題 が あり ます 。 ハ ー ド ディ スク が フォ 
ー マ ッ ト さ れ て いる か 、 ケ ー ブ ル が つなが っ て いる か を 確認 し まし ょ う 。 ま 
た 、 ハ ー ド ディ スク や コン ピュ ー タ に 添付 され て いる マニ ュ ア ル を 読み 、 
設定 を 確認 し て くだ さい 。 


「 シ ステ ム が あり ませ ん . リセ ッ ト ボ タン を 押し て くだ さい . 」 と 
表示 され て 止ま る 


原因 と し て 次 の こと が 考え られ ます 。 

・ ハ ー ド ディ スク に MS-DOS が 入っ て いな い 
・MS-DOS の シス テム の 入っ た フロ ッ ピ ー ディ スク が ディ スク ドラ イ 
プ に 入っ て いな い 


この メッ セー ジ が 表示 され る と き は 、 ハ ー ド ディ スク に MS-DOS が 入 
っ て いな い 可 能 性 が あり ます 。 特 に 、 コ ンピュータ を 買っ た 直後 は 注意 し ま 
し ょ う 。 買っ て 来 た ば か り の ハー ド ディ スク に は 、 通 常 何 も 入 っ て いま せ 
ん 。 も し ハー ド ディ スク に MS-DOS が 入っ て いな いと き は 、MS- 
DOS を イン スト ー ル し て か ら 、Windows 3.1 の セッ ト ア ッ プ を 行っ て くだ 
さい 。 


っ て いる コン ピュ ー タ を 調べ た い 


使っ て いる コン ピュ ー タ で 、「Windows セ ッ ト ア ッ プ 」 を 実行 で きる か 確 
認 する 方 法 を 紹介 し ます 。 


ハー ド ディ スク の 空き 容量 を 調べ た い 


ハー ド ディ スク の 空き 容量 を 調べ る に は 、chkdsk コ マン ド を 使い ます 。 
た と えば 、 調べ た い ド ライ ブ が ドラ イブ D だ と する と 、 次 の よう に 入力 し ま 
す 。 


cdsp 9: 


セッ ト ア ッ プ する 前 の トラ ブル 


次 の よう な 画面 が 表示 され ます ( 例 は MS-DOS 5.0/6.2 の 場合 ) 。 


ボリ ュー ムシ リア ル 番 号 は FFFF-FFFF 
33411072 バ イト  : 使用 可能 ディ スク 内 容 


498320 バ イト  : 使用 可能 メモ リ 


この 「 使 用 可能 ディ スク 容量 」 の 欄 に 表示 され た 値 が 、 ド ライ ブ D の 空き 
容量 で す 。 こ の 値 を 増やす に は 、 こ の ハー ド ディ スク 上 の 不 必要 な ファ イ 
ル を 削除 し て くだ さい 。 

Windows 3.1 を 組み 込む に は 、 約 25M バ イト の 空き 容量 が 必要 で す 。 フ ァ 
イル を 削除 する 場合 は 、、 そ の ファ イル が 本 当 に 必要 の な いも の か 確認 し て く 
だ さい 。 特 に 、 フ ァイル の 内 容 が わか ら な いと き に は 、 不 用 意 に 削除 し な い 
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実装 され て いる すべ て の メモ リ の 量 を 調べ た い 

MS-DOS 5.0/6.2 の 場合 は setunp2 コ マン ド 、MS-DOS 3.1 の 場合 は 
setup コ マン ド を 起動 させ て くだ さい 。 な お 、 そ れ ぞ れ の コマ ンド に つい て 
は 、MS-DOS に 添付 され て いる マニ ュ ア ル を お 読み くだ さい 。 
セッ ト ア ッ プ コマ ンド が 実行 で き な い 


Windows セ ッ ト ア ッ プ は 、 セ ッ ト ア ッ プ CD-R OM の ドラ イブ に 移っ て 、 
次 の よう に 入力 する だ け で 起動 し ます 。 


Q:W7W37>p2setu の [Enter] 


ここ で は 、 “winsetup” と 入力 する 前 に 失敗 し た り 、 入 力 し て も Windows 
セッ ト ア ッ プ が か 実行 され な い 場 合 の 対処 法 を 紹介 し ます 。 
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Windows デ ィ ス ク の ある ドラ イブ に 移 れ な い 


ドラ イブ を 移 ろ う と し た の に 、 次 の よう な メッ セー ジ が 表示 され て 、 移 れ 
な いと き が あり ます ( 例 は MS-DOS 5.0 の 場合 ) 。 


準備 が で き て いま せん . 読み 取り 中 ドラ イブ Q 

中 止 く A> , も う 一 度 く R> , 失敗 く F> ? 

また は 、 

ドラ イブ が 違い ます . 

この メッ セー ジ が 表示 され た 原因 と し て 、 次 の こと が 考え られ ます 。 


代 オ ー デ ィ オ 用 CD が 入っ て いる 

オー ディ オ 用 CD が CD-R OM ドライブ に 入っ て いる と 、 こ の メッ セー 
ジ が 表示 され ます 。 正 し い セ ッ ト ア ッ プ CD-R OM が 入っ て いる か どう 
か 確認 し て くだ さい 。 


@ び CD-ROM ド ライ ブ ドラ イ バ が 組込ま れ て いな い 

セッ ト ア ッ プ CD-R OM を 読み 取る た め に は CD-ROM ド ライ ブ ドラ 
イ バ を 組み 込む 必要 が あり ます 。 組み 込ま れ て いな い 場 合 は 、「CD-RO 
M ド ライ ブ ドラ イ バ の 使い 方 」 (P.91) を 参照 し て CD-R OM ドラ イブ ド 
ライ バ を 組み 込ん で くだ さい 。 


@CD-ROM が 壊れ て いる 

セッ ト ア ッ プ CD-R OM の 表面 に 傷 や 滞 れ が 付い て いる と 正常 に 読み 込 
め な く な り ま す 。 表 面 に キズ や 汚れ が 付い て いる 場合 は 、 市 販 の オー ディ オ 
CD 用 の クリ ー ナ ー を 用 いて クリ ー ニ ング し て くだ さい 。 


Winsetup コ マン ド を 実行 し よう と する と 「 コ マン ド ま た は ファ イ 
ル 名 が 違い ます . 」 と 表示 され る 


まず 次 の よう に 入力 し て 、 現在 の ドラ イブ に WINSETUP.EXE が 


ある か どう か 確認 し て くだ さい 。 
Q> d?7 7? れ Se70 の . exe [Enter」 


「 フ ァイル 名 が 見 つか り ま せん 」 と 表示 され た と き は 、 次 の 原因 が 考え ら 
れ ま す 。 
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で Windows 3.1 の セッ ト ア ッ プ CD-ROM で は な い 
正しい Windows 3.1 の セッ ト ア ッ プ CD-ROM を セッ ト し て くだ さい 。 


カレ ント ディ レク トリ が 間違っ て いる 

WINSETUP.EXE は 、win31 デ ィ レ クト リ の 中 に 格納 され て いま す 。 
正しい CD-R OM を セッ ト し た の に 「 フ ァイル 名 が 見 つか り ま せん 」 と 表 
示さ れ た ら 、 次 の よう に 入力 し て カレ ント ディ レク トリ を 移動 し て くだ さ 
い 。 


Q> cg \2737 


間宮 


及 叶 マイ と 国 
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セッ ト ア ッ プ 中 の トラ ブル 


Windows セ ッ ト ア ッ プ は トラ ブル が 発生 する と 、 そ の 原因 を 表示 し て 終了 
し ます 。 そ の 場合 は 、 こ の 章 の 「 セ ッ ト ア ッ プ の メッ セー ジ と 解決 法 」 

(P. 157) を お 読 みく だ さい 。 メ ッ セ ー ジ が 表示 され た あと で セッ ト ア ッ プ を 
終了 する に は 、 [F 3 ] キー を 押し ます 。 

ここ で は 、 メ ッ セ ー ジ が 表示 され ず に 止ま っ て し まっ た り 、 セ ッ ト ア ッ プ 
の 操作 の 中 で つま ず き や すい ポイ ント と その 対処 法 を 紹介 し ます 。 


Windows セ ッ ト ア ッ プ が 止ま っ た 


Windows セ ッ ト ア ッ プ が 、 メ ッ セ ー ジ を 表示 せ ず に 止ま っ て し まう こと が 
あり ます 。 こ こ で は 、 そ の 基本 的 な 対処 法 を 紹介 し ます 。 


Windows セ ッ ト ア ッ プ が Windows 3.1 に 切り 替わる と き に 止ま っ て 
し まう 


原因 と し て 次 の こと が 考え られ ます 。 


人 @ 常 プ ログ ラム が 動い て いる 

Windows セ ッ ト ア ッ プ を 起動 する 前 に た 、 プ ログ ラム を メモ リ に 常駐 し て い 
る 場合 に 発生 する こと が あり ます 。 こ の よう な 場合 は 、 常 駐 プ ログ ラム を 終 
了 さ せ た あ と に 、 も う 一 度 Windows セ ッ ト ア ッ プ を 起動 し て くだ さい 。 


⑱ ハ ー ド ウェ ア の 判定 を 誤っ た 

カス タム セッ ト ア ッ プ で 正しく な い デ ィ ス プレ イ な ど を 選択 し た 場合 に 
発生 し ます 。「 セ ッ ト ア ッ プ に つい て の 補足 」 (P.40) を 参考 に し て 正しく 
設定 する か 、 高 速 イ ンス トー ル を 選択 し て くだ さい 。 


@ び MS-DOS の バー ジョ ン が 古い 

使っ て いる MS-DOS の バー ジョ ン が 古い 場合 も 、Windows 3.1 に 切り 
替わり ませ ん 。Windows 3.1 は 、MS-DOS 6.2、MS-DOS 5.0 か MS 
-DOS 3.1 L33 以 上 で な いと 正しく 動き ませ ん 。 
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ティ スプ レイ ドラ イ バ の 選択 が 間違っ て いる 

カス タム セッ ト ア ッ プ 実行 時 に 、 使 用 で き な い ディ スプ レイ ドラ イ バ を 
選択 し て セッ ト ア ッ プ を 実行 する と 、Windows セ ッ ト ア ッ プ が 止ま っ た り 、 
画面 が 正常 に 表示 され な く な っ た り し ます 。 


レット デュ 後 ま で 進め られ な い 


セッ ト ア ッ プ は 正しく 実行 され て いる が 、Windows セ ッ ト ア ッ プ か ら の 質 
問 や 要求 に 応え られ ず に 、 セ ッ ト ア ッ プ が 進ま な く な る こと が あり ます 。 こ 
こ で は 、 そ の 基本 的 な 例 と 対処 法 を 紹介 し ます 。 


メイ ン メモ リ の 空き が 足り な い 


Windows セ ッ ト ア ッ プ を 実行 する に は 、 メ イン メモ リ に 400K バ イト 以上 
の 空き が 必要 で す 。 メ イン メモ リ の 空き が 少な いと 、 必 要 な 設定 ファ イル 
を 読み 込め ず に 、Windows セ ッ ト ア ッ プ が 中 断 さ れる こと が あり ます 。 事 前 
に 空き 容量 を 調べ て 、 メ イン メモ リ を 空け て お きま し ょ う 。 


@ メ イン メモ リ の 空き 容量 を 調べ る 

メイ ン メモ リ の 空き 容量 を 調べ る に は 、MS-DOS の mem コ マン ド 
(MS-DOS 5.0/6.2) か chkdsk コ マン ド を 使い ます 。chkdsk コ マン ド を 
使う と き に は 、 次 の よう に 入力 し ます 。 

4> cgsp 


次 の よう な 文字 が 表示 され ます 。 
ボリ ュー ムシ リア ル 番 号 は FFFF-FFFF 
786432 バ イト  : 全 メ モリ 
498320 パ イト  : 使用 可能 メモ リ 
この 一 番 下 に 示さ れ た 値 が 、 現在 の メイ ン メモ リ の 空き 容量 で す 。 
⑱@ メ イン メモ リ の 空き 容量 を 増やす 
常駐 プロ グラ ム を 解除 する か 、 不 要 な デバ イス ドラ イ バ を CONF 1I G. 
SYS や AUTOEXEC.BAT か ら 削 除 し て くだ さい 。 
削除 し た あと で コン ピュ ー タ を 再起 動 さ せ て くだ さい 。 


な お 、AUTOEXEC.BAT や CONF IG.SYS の 修正 に つい て は 、 
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「CONFIG.SYS や AUTOEXEC.BAT を 修正 する に は 」(P.154) 
を お 読み くだ さい 。 

また 、 常 駐 プ ログ ラム の 解除 の 方 法 に つい て は 、 「 問 題 解 決 の た め の テ ク 
ニッ ク 」(P.154) を お 読 みく だ さい 。 


漢字 が 入力 で き な い と き は 


複数 節 変 換 0AK (FEP) を イン スト ー ル せ ず に W INOAK 3 を 選択 
し て いま す 。MS-DO S 上 で 、Windows 3.1 に 添付 され て いる OAK 
(FEP) を イン スト ー ル し て くだ さい 。 な お 、OAK (FEP) の イン ス 
トー ル 方 法 に つい て は 、「CD-R OM ドラ イブ ドラ イ バ と OAK の イン ス 
トー ル 」 (P.45) を お 読み くだ さい 。 


セッ ト ア ッ プ 中 の トラ ブル 


セッ ト ア ッ プ し た 後 の ト ラブ ル 


設定 を 間違え た り 、 修 正す べき ファ イル が 修正 され て いな か っ た りす る と 、 
正しく 動か な いこ と が あり ます 。 こ こ で は 、 セ ッ ト ア ッ プ が 終了 し た あと で 
考え られ る トラ ブル へ の 対処 法 を 紹介 し ます 。 


Windows 3.1 が 動か な い 半 
井 
セッ ト ア ッ プ 後に も っ と も 困る の は 、Windows 3.1 が 正常 に 動か な いこ と 
で す 。 こ こ で は 、“win” と 入力 し た と き の 現象 か ら みて 、 考 えら れる 対処 法 半 
評 
を 紹介 し ます 。 則 
3 
吉 


win と 入力 する と 「 コ マン ド ま た は ファ イル 名 が 違い ます . 」 
と 表示 され る 


Windows 3.1 を 組み 込ん だ ディ レク トリ が 環境 変数 P A 工 本 に 追加 され て 
いな い 場 合 に 、 こ の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 高 速 セ ッ ト ア ッ プ で セッ ト 
アッ プ し た 場合 は 、 一 度 コ ンピュータ を 再起 動 し て くだ さい 。 そ れ で も 動か 
な い 場 合 は 次 の よう な 原因 が 考え られ ます 。 


但 AUTOEXEC.BAT が な い 

セッ ト ア ッ プ の 途中 や その 直後 に 、 誤っ て AUTOEXEC.BAT を 削 
除 し て いる 可能 性 が あり ます 。 起動 し た ハー ド ディ スク の ルー トディ レク 
トリ に AUTOEXEC.BAT が ある か どう か を 確認 し て くだ さい 。 


AUTOEXEC.BAT が 壊れ て いる 
アプ リケーション や プロ グラ ム の 操作 を 間違え て 、AUTOEXEC.B 
AT の 内 容 を 壊し て し まっ た 可能 性 が あり ます 。 
「CONFIG.SYS や AUTOEXEC.BAT を 修正 する に は 」 
(P.154) を 読ん を で 、AUTOEXEC.BAT を 修正 し て くだ さい 。 
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また 、 カ スタ ム セッ ト ア ッ プ の 場合 は 、 前 記 の 原因 に 加え て 次 の よう な 
こと が 考え られ ます 。 


@ び AUTOEXEC.BAT を 更新 し て いな い 
カス タム セッ ト ア ッ プ で は 、AUTOEXEC. BAT を 自動 的 に 更新 せ 
ず に 、 別 ファ イル に 保存 で きま す 。 こ の 場合 、AUTOEXEC.BAT を 
修正 し な い 限り 、Windows 3.1 を 組み 込ん だ ディ レク トリ は 環境 変数 PAT 
H に 追加 され ませ ん 。 
「CONFIG.SYS や AUTOEXEC. BAT を 修正 する に は 」 
(P.154) を 読ん で 、AUTOEXEC.BATT を 修正 し て くだ さい 。 


@ び AUTOEXEC.BAT の 中 身 を 確認 し た 際 に 環境 変数 PATH を 
壊し て し まっ た 
カス タム セッ ト ア ッ プ で は 、AUTOEXEC. BAT を 更新 する 前 に 、 
これ を 確認 し て 修正 で きま す 。 こ の と き 、 環 境 変数 P ATH の 値 を 間違え て 
し まっ た 可能 性 が あり ます 。 
「CONFIG.SYS や AUTOEXEC.BAT を 修正 する に は 」 
(P.154) を 読ん で 、AUTOEXEC.BAT を 修正 し て くだ さい 。 


@ び へ AUTOEXEC.BAT 中 の PATH を 編集 する 際 に 、PATH の 
長 さ が 1 2 7 文字 を 越え を て し まっ た 

P ATH の 内 容 は 変更 され て いな い の で 、 自 分 で PATH を 編集 し て 、 
Windows を 組み 込ん だ ディ レク トリ を 追加 し て くだ さい 。 


win コ マン ド は 動い た の に Windows 3.1 の 画面 に な ら な い 


@ 誤 っ た ハー ドウ ェ ア 構 成 に た な っ て いる 

カス タム セッ ト ア ッ プ で 、 使 っ て いる コン ピュ ー タ の ディ スプ レイ や マ 
ウス な どの 機器 類 を 誤っ て 指定 し た 場合 に この よう な 状態 に な る 場合 が あり 
ます 。 こ の よう な と き は 、Windows 3.1 を 、 組 み 込ん だ ディ レク トリ に 移動 
し て 、 そ こ で MS-DOS の 状態 で 次 の よう に 入力 し ます 。 

4> se の [Enter」 


Windows セ ッ ト ア ッ プ を 起動 し て 、 基 本 ハー ドウ ェ ア の 変更 が で きま す 。 
ここ で 、 現 在 の 設定 を 確認 し て 、 使 っ て いる コン ピュ ー タ に 合っ た 設定 に 変 
更 し て みて くだ さい 。 


セッ ト ア ッ プ し た 後 の ト ラブ ル 


殺 Windows 3.1 と 共存 で き な い 常駐 プロ グラ ム が 動い て いる 
AUTOEXEC.BAT や CONEFIG.S YS から 該 当 す る 常駐 プロ グ 
ラム を 外し て くだ さい 。 


る @ メ モリ が 足り な い 
メイ ン メモ リ の 空き が 350K バ イト 以上 、XMS メ モリ が 3M バ イト 以上 
な けれ ば 、Windows 3.1 は 動き ませ ん 。 


ーー 


ハー ド ディ スク が 正常 に \N な い 


コン ピュ ー タ に ハー ド ディ スク の トラ ブル は 付き も の で す 。 フ ァイル を 
壊し た り 、 削 除 し て し まっ た り 、 フ ァイル の 効率 利用 ツー ル を 使っ て いた り 
する と き の 基 本 的 な 対処 法 を 紹介 し ます 。 


ファ イル を 壊し た り 、 削 除 し た り し て し まっ た ら 


どの ファ イル を 壊し た か 、 ど の ファ イル を 削除 し た か が 具体 的 に わか っ て 


いる 場合 は 、expand コ マン ド を 使っ て 、 そ の ファ イル だ け を セッ ト ア ッ プ 
CD-R OM か ら コ ピー で きま す 。 expand コ マン ド は 、 セ ッ ト ア ッ プ CD- 
R OM の win31 デ ィ レ クト リ の 中 に 入っ て いま す 。 

expand コ マン ド は 次 の よう に 使っ て くだ さい 。 

0:\7m37> expgnd og:\ げ 77e/ 5:\ り 777\ げ 7162 [Enter 


この 例 で は ドラ イブ A に ある F ILE 1 が 、 ド ライ ブ B の ディ レク トリ 
WINDIR の FILE 2 と し て 展開 され ます 。FILE1 と FILE2 は 
必要 な ファ イル 名 に 、W IND IR は ファ イル を コピ ー す る ディ レク トリ 名 
に 置き 換え て 実行 し て くだ さい 。 


圧縮 ドラ イブ が 正常 に 動か な い 


ファ イル を 仮想 的 な 圧縮 ドラ イブ と し て 使う ソフ ト と Windows 3.1 を 共存 
させ る と き は 、 次 の よう な こと に 注意 し て くだ さい 。 
・ ス ワッ プ ファ イル は 、 仮 想 圧 緒 ド ライ ブ 上 に 作ら な い 
・SMARTDrive の キャ ッシュ は 、 圧 縮 ド ライ ブ に は 使わ な い 

も し 、 圧 縮 ド ライ ブ へ の アク セス で 問題 が ある と き は 、 圧 縮 ドラ イブ を 使 

わな いよ うに し で くだ さい ゆめ 。 
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問題 解決 の た め の テ クニ ッ ク 


の Windowvs の バー ジョ ン り 替 えて 使う に は 


以前 の バー ジョ ン の Windows と は 別 の ディ レク トリ に Windows 3.1 を 組み 
込ん だ と き は 、 こ の 2 つの Windows を 使い 分 けら れ ま す 。 以 前 の バー ジョ ン 
の Windows を 使う と き に は 、 環 境 変 数 P AT 是 か ら Windows 3.1 の ディ レク 
トリ を 削除 し て くだ さい 。 


セッ ト ア ッ プ に 関す る 説明 ファ イル 
人 誠 の 宮 読む に は 


SWETUP. 下 學 下 は 、 セ ッ ト ア ッ プ ディ スク に 入っ て いま す 。 ドライブ 
A に セッ ト ア ッ プ ディ スク を 入れ て 、 エ ディ タ や ワー ド プロ セッ サ で SE 
TUP.TXT を 開い て 見 て くだ さい 。 エ ディ タ や ワー ド プロ セッ サ が な い 
場合 は 、MS-DO0S の プロ ンプ ト に 続け て 次 の よう に 入力 し て くだ さい 。 
4> ore < se の . た [Enter」 


SETUP.TXTT の 内 容 が 画面 に 表示 され ます 。 画 面 の 次 の ペー ジ を 見 
る に は キー を 押し て くだ さい 。 途 中 で 止め る に は + 〔C] 
キー を 押し て くだ さい 。 


CONF 1G. SYS や AUTOEXEC. BAT を 


修正 する に は 


CONFIG.SYS や AUTOEXEC.BAT を 修正 する に は 、「 エ デ 
ィ タ 」 と 呼ば れる プロ グラ ム を 使い ます 。 エ ディ タ に は 、MS-DOS に 標 
準 添付 され て いる も の や 市 販 さ れ て いる も の 、 フ リー ソフ ト や シェ アウ ェ ア 
の も の な ど 多 数 あり ます 。 
AUTOEXEC.BAT や CONF IG.SYS を 自分 で 修正 し た い 方 は 、 
これ ら の エディ タ を ご 用 意 く だ さい 。 ま た 、 安 全 の た め に 修正 の 前 に 、 
AUTOEXEC.BAT や CONFIG.SYS を コピ ー し て お きま し ょ う 。 
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堂 時 プロ グラ ム り 除 


常駐 プロ グラ ム を 取り 除く に は 次 の 方 法 が あり ます が 、 通 常 は 2 つ 目 の 方 
法 を 使い ます 。 


・ 常 駐 プ ログ ラム 自身 が も つ 常 駐 解除 機能 を 使う 
常駐 プロ グラ ム を 実行 し た AUTOEXEC.BAT な ど を 修正 し た あと 
で 、 コ ンピュータ を 再起 動 さ せる 


複 文 人 節 OAK か ら MS IME ま た は MS IME か ら 
に 使う か な : に は 


①Windows 3.1 を 実行 中 な ら ば 、Windows 3.1 を 終了 させ ます 。 
②Windows 3.1 を セッ ト ア ッ プ し た ディ レク トリ に 移動 し ます 。 
Windows 3.1 を D:\WINDOWS に セッ ト ア ッ プ し て ある な ら ば 、 以 下 の よ うに 
入力 し ます 。 


D: [Emer 
() M7AMMDOWS 


⑧③ 以 下 の よ うに 入力 し ます 。 
WS 失 P 
Windows セッ ト ア ッ プ プロ グラ ム が 起動 し ます 。 

(④「 シ ステ ム 情 報 」 で 、 [1 キー を 使っ て 反転 表示 部 分 を 移動 させ 
て 「 日 本 語 入力 シ ステ ム 」 を 選択 し 、 キー を 押し ます 。 


⑤⑥「MS IME」 ま た は 「 複 文節 0 AK」 を 選択 し ます 。 
画面 の メッ セー ジ に し た が っ て 操作 を 進め ます 。 
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OWnS \ ら Windows 選 は 


①TownsOS と MS-DOS お よび Windows 3.1 を ハー ド ディ スク に イン 


の 


②Windows 3.1 の セッ ト ア ッ プ CD-R OM の win31 デ ィ レ クト リ に ある 
RE I PL. COM を TownsO S が イン スト ー ル され て いる ディ スク に 複 
写し ます 。 


RE I PL. COM を アイ テム 登録 し ます 。 
パラ メー タ に は 、MS-DOS が イン スト ー ル され て いる ドラ イブ を 指定 
あま 少 。 
タイ トル は 、「Windows 3.1」 な ど に し ます 。 


(①④ テ キス ト エディ タ で MS-DOS が イン スト ー ル され て いる ドラ イブ の 
AUTOEXEC. BAT の 最後 に 、「win」 を 追加 し ます 。 


問題 解決 の た め の テ クニ ッ ク 


セッ ト ア ッ プ の メッ セー ジ と 
解決 法 


Windows セ ッ ト ア ッ プ が 表示 する メッ セー ジ の うち 、 ユ ー ザ ー が 対処 すべ 
きも の を 抜粋 し 、 そ の 意味 と 基本 的 な 対処 方 法 を 紹介 し ます 。 


CONFIG.SYS フ ァイル の 内 容 を 更新 で きま せん 。 


CONFIG.SYS が な ん ら か の 理由 で 修正 で きま せん 。 こ の 場合 、 
に 修正 し た CONF IG.SYS の 内 容 を 、 表 示さ れ た ファ イル に 保存 し て 
いま す 。 こ の ファ イル 名 を 書き 留め て お きま し ょ う 。 

セッ ト ア ッ プ が 終了 し た ら 、CONF IG.SYS の 内 容 を 、 こ の 保存 し 
た ファ イル の 内 容 を 参考 に し な が ら 修正 し て くだ さい 。 


OEMSETUP. INF が 壊れ て いま す 。 こ の た め 、 選 択 さ れ た 


ドラ イ バ を 組み 込む と き に 必要 な 情報 を 得る こと が で きま せん 。 


標準 サポ ー ト し て いな い 機 器 を 使う 場合 は 、 各 メー カー か ら 提 供 さ れる デ 
バイ ス ドラ イ バ を 組み 込む 必要 が あり ます 。 こ の ドラ イ バ の 組み 込み は 、 
その ドラ イ バ に 付属 する OEMSETUP. INF の 内 容 に し た が っ て 行わ 
れ ま す 。 

OEMSETUP. INF が 壊れ て いる た め 、 こ の ドラ イ バ は 組み 込ま れ 
ませ ん 。 各 メー カー か ら 、 新 し い デ バイ ス ドラ イ バ を 入手 し て 、 再 び セ ッ 
ト ア ッ プ し て くだ さい 。 


OEMSETUP.INF の ファ イル の コピ ー で ある メ X. XX を 正常 に 
読み 込め ませ ん 。 


標準 サポ ー ト し て いな い 機 器 を 使う 場合 は 、 各 メー カー か ら 提 供 さ れる デ 
バイ ス ドラ イ バ を 組み 込む 必要 が あり ます 。 こ の ドラ イ バ の 組み 込み は 、 
その ドラ イ バ に 付属 する OEMSETUP. INF の 内 容 に し た が っ て 行わ 
れ ま す 。 
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Windows セ ッ ト ア ッ プ で は 、 デ バイ ス ドラ イ バ を 組み 込む 前 に 、 
OEMSETUP. INF の コピ ー を 作り 、 そ の 後 は その ファ イル を 参照 し 
ます 。OEMSETUP. INF の コピ ー が 壊れ た た め 、 デ バイ ス ドラ イ バ 
の 組み 込み が 行え を ませ ん 。 セ ッ ト ア ッ プ を 中 止 し て 、 こ の ファ イル を ハー ド 
ディ スク か ら 削 除 し て くだ さい 。 そ の あと で 、 再 び セ ッ ト ア ッ プ し て くだ さ 
い 。 


SETUP.INF ま た は OEMSETUP. INF の 中 に 
ディ スプ レイ 情報 が あり ませ ん 。 


ディ スプ レイ ドラ イ バ を 組み 込む 情報 の 中 に 、 デ ィ ス プレ イ の 解像度 に 
関す る 情報 が な く フ ォ ン ト を 決め られ な いと 、 こ の メッ セー ジ が 表示 され ま 
8 

この まま 、 セ ッ ト ア ッ プ を 続行 する と 、Windows 3.1 の 標準 的 な フォ ント 
が 組み 込ま れ ま す 。 デ ィ ス プレ イ ドラ イ バ に 合っ た フォ ント を 組み 込む と 
き は 、 セ ッ ト ア ッ プ を 中 止 し て 、 再 び Windows セ ッ ト ア ッ プ を 実行 し 、 デ ィ 
スプ レイ ドラ イ バ を 組み 込ん で くだ さい 。 


Windows 3.1 と 同時 に 動か せな い メ モリ マネ ー ジ ャ (EMM386) 


が イン スト ー ル され て いる た め セ ッ ト ア ッ プ を 続行 で きま せん 。 


現在 動い て いる EMM386.EXE は 、Windows 3.1 に 対応 し て いま せん 。 
いっ た ん [F 3 ] キー を 押し て セッ ト ア ッ プ を 中 止 し 、 
CONFIG.SYS か ら メ モリ 管理 ソフ ト の 行 を 削除 し 、 再 起動 させ て く 
だ さい 。 そ の あと で 、 再 び Windows セ ッ ト ア ッ プ を 実行 し て くだ さい 。 


Windows 3.1 の ファ イル を コピ ー し よう と し た ディ レク トリ に 、 以 
前 の バー ジョ ン の Windows が 見 つか り ま し た 。 


この メッ セー ジ が 表示 され た 状態 で Windows セ ッ ト ア ッ プ を 続行 する と 、 
その ディ レク トリ に 組み 込ん で ある Windows は 削除 され ます 。 以 前 の バー ジ 
ョ ン の Windows を 残す と き は 、 別 の ディ レク トリ を 指定 し て くだ さい 。 


問題 解決 の た め の テ クニ ッ ク 


Windows 3.1 の 環境 が 完全 に 作成 され て いま せん 。 


セッ ト ア ッ プ の 途中 で 、 LF 3] キー を 押し た り 、 [中止 ] ボタ ン を クリ 
ッ ク し て セッ ト ア ッ プ を 中 止 し よう と する と 、 こ の メッ セー ジ が 表示 され ま 
す 。 セットアップ を 中 止 せ ず に 続行 する と き は 、 [Enter] キー を 押し て くだ 
さい 。 


Windows の シス テム 設定 の 変更 作業 が 終了 し て いま せん 。 


Windows 3.1 を 組み 込ん だ あと で 設定 を 変更 し た と き 、 変 更 が 終わ る 前 に 
[F_3 」 キー を 押し て セッ ト ア ッ プ を 中 止 す る と 、 こ の メッ セー ジ が 表示 さ 
れ ま す 。 

この まま セッ ト ア ッ プ を 中 止 する と 、 設定 し た 内 容 は 更新 され ず に 元 の ま 
ま に な り ま す 。 


Windows の シス テム 設定 ファ イル X. X に 書き 込み 禁止 の 属性 が 設 
定 さ れ て いる た め フ ァイル を 更新 で きま せん 。 


シス テム 設定 ファ イル X. が 書き 込み 禁止 に な っ て いる と 、 シ ステ ム の 
変更 に 合わ せ て 修正 で き な く な る の で 、 こ の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 
セッ ト ア ッ プ を 終了 し て 、 シ ステ ム 設 定 フ ァイル 又 . 又 に 対し て attrib コ 
マン ド を 次 の よう に 実行 し て くだ さい 。 

少 gt7725 -r X. ル 7 [Enter] 


これ で 書き 込み が で きる よう に な り ま す 。 こ の 操作 を し て か ら 再 び セ ッ ト 
アッ プ を し で くき IOW 


Windows の 中 か ら 実 行 し よう と し て いま す 。 


Windows の MS-DOS プ ロン プ ト の 中 か ら Windows セ ッ ト ア ッ プ を 起動 
させ よう と し まし た 。Windows セ ッ ト ア ッ プ を 終了 し て 、MS-DOS の プ 
ロン プ ト に 戻っ て か ら 、exit コ マン ド を 次 の よう に 実行 し て くだ さい 。 
> ex77 [Enter」 


Windows の 画面 が 表示 され ます 。Windows を 終了 させ て 、 あ ら た め て 
Windows セ ッ ト ア ッ プ を 実行 し て くだ さい 。 
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Windows エ ン ハ ンス ド モー ド と の 完全 に 互換 性 の な い 、 古 い バ ー ジ 
ョ ン の Novell の NetWare | PX ユー ティ リティ が 使わ れ て いま す 。 


Windows 3.1 と 共存 で き な い NetWare I PX ユー ティ リティ を 使っ て い 
る と き に 、 こ の メッ セー ジ が 表示 され ます 。Windows 3.1 と 共存 で きる 
I PX ユー ティ リティ を 入手 し て くだ さい 。 


X  XMS メ モリ マネ ー ジ ャ を 組み こめ ませ ん で し た 。 


MS-DOS の setup コ マン ド な ど で 「 拡 張 メ モリ の 設定 」 が 正しく 行わ れ 
て いな いと 、Windows 3.1 の セッ ト ア ッ プ が で きま せん 。 [F_3 ] キー を 押 
し て セッ ト ア ッ プ を 中 断 し 、「 セ ッ ト ア ッ プ 前 の 準備 」 (P.10) と 「 拡 張 メ 
モリ の 設定 」 (P.62) を 参考 に 拡張 メモ リ の 設定 を 正しく 行っ て くだ さい 。 


Z』 新しい OEMSETUP.INF フ ァイル を コピ ー で きま せん 。 


OEMSETUP. INF の コピ ー に 失敗 し まし た 。 標 準 で サポ ボー ト し て 
いな い 機器 を 使う 場合 は 、 弊 社 や 各 メ ー カ ー か ら 提 供 さ れる デバ イス ドラ 
イ バ を 組み 込む 必要 が あり ます 。 こ の ドラ イ バ の 組み 込み は 、 そ の ドラ イ バ 
に 添付 され て いる OEMSETUP. INF の 内 容 に し た が っ て 行わ れ ま す 。 

現在 組み 込 も うと し て いる デバ イス ドラ イ バ は 組み 込ま れ ま せん が 、 セ 
ッ ト ア ッ プ は 正常 に 行え を ます 。 こ の 場合 は 、 [Enterl キー を 押し て セッ ト ア 
ッ プ を 続行 し て くだ さい 。 こ の デバ イス ドラ イ バ を 組み 込 た いと き は 、 欧 
社 ま た は 各 メ ー カ ー か ら 新 し い デ ィ ス ク を 入手 し て , も う 一 度 セ ッ ト ア ッ プ 
で くだ さ W5 


以前 の バー ジョ ン の Windows を 更新 で きま せん 。 


以前 の バー ジョ ン の Windows の ディ レク トリ の 内 容 を 生か し て 、 そ こ に 
Windows 3.1 を 組み 込む の に 失敗 し まし た 。Windows 2.X お よび Windows 
3.0 L12 以 前 の Windows を 更新 する こと は で きま せん 。 以 前 の バー ジョ ン を 
置き 換え る の で は な く 、 新 た な ディ レク トリ に Windows 3.1 を 組み 込ん で く 
だ さい 。 

2 つの バー ジョ ン の Windows の 利用 方 法 に 関し て は 、「 問 題 解決 の た め の 
テク ニッ ク 」(P.154) を お 読 みく だ さい 。 


問題 解決 の た め の テ クニ ッ ク 


拡張 メモ リ が 設定 され て いま せん 。 


MS-DOS の setup コ マン ド な ど で 「 拡 張 メ モリ の 設定 」 が 正しく 行わ れ 


て いな いと 、Windows 3.1 の セッ ト ア ッ プ が で きま せん 。 [F_3 ] キー を 押 
し て セッ ト ア ッ プ を 中 断 し 、「 セ ッ ト ア ッ プ 前 の 準備 」 (P.10) と 「 拡 張 メ 
モリ の 設定 」 (P.62) を 参考 に 、 拡 張 メ モリ の 設定 を 正しく 行っ て くだ さい 。 


環境 の 変更 作業 で は 新しい W 1N.COM フ ァイル を 作成 する 必要 が 


あり ます 。 


Windows 3.1 を 起動 させ る W I N.COM は 、 セ ッ ト ア ッ プ の と き に 作成 


され ます が 、 な ん ら か の 理由 で この ファ イル が 作成 で き な い と き に 、 こ の メ 
ッ セ ー ジ が 表示 され ます 。 

主 な 原因 と し て , 次 の 5 つが 考え られ ます 。 

・ デ ィ ス ク の 空き 容量 が 足り な い 
・WIN.COM フ ァイル が 書き 込み 禁止 に な っ て いる 

・W IN.COM を 作る た め の 元 と な る ファ イル が な い 
・SETUP.INF や OEMSETUP. INF に 書か れ た 内 容 が 間違っ て 
いる 

・W I N. COM を 作る た め の 元 と な る ファ イル が 破壊 され て いる 


W IN.COM が 書き 込み 禁止 に な っ て いる と き は 、attrib コ マン ド を 次 
の よう に 実行 する と 書き 込め る よう に な り ま す 。 
> 4720 -Y 2m.CO [Enterl 


また 、 コ ンピュータ ウィ ルス か ら の 保護 を 目的 に 、 自 動 的 に . COM や 
.EXE フ ァイル を 書き 込み 禁止 に する ソフ トウ ェ ア も あり ます 。 こ れ ら の 
ソフ トウ ェ ア を 使っ て いる と き は 、 そ の 機能 を 停止 し て セッ ト ア ッ プ を や り 
直し て くだ さい 。 

また 、 デ ィ ス プレ イ や ネッ トワ ー ク の 設定 が 標準 的 な 設定 で な い 場 合 、 
WIN.COM の 元 と な る ファ イル が 不足 し て いた り 、SETUP.INF や 
OEMSETUP. I NF と 実際 の ディ スク の 内 容 が 一 致し な か っ た りす る 
こと が あり ます 。 こ の よう な と き は 、 セ ッ ト ア ッ プ を 中 止 し て 、 カ スタ ム 
セッ ト ア ッ プ で セッ ト ア ッ プ を や り 直 し て くだ さい 。 
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組み 込み に 失敗 し た Windows デ ィ レ クト リ を 変更 する こと が で きま 
せん 。 


一 度 セ ッ ト ア ッ プ に 失敗 し た ディ レク トリ か ら 、Windows セ ッ ト ア ッ プ を 
実行 し よう と し て いま す 。 フ ロッ ピー ディ スク か ら 正 し く セ ッ ト ア ッ プ し 
で ぐだ さい めい 。 


組み 込み に 失敗 し た Windows 3.1 が ディ レク トリ XX に 
見 つか り ま し た 。 


一 度 セ ッ ト ア ッ プ に 失敗 し た ディ レク トリ が ある と き に 、 こ の メッ セー ジ 
が 表示 され ます 。 [LN] キー を 押し て 、 あ ら た め て その ディ レク トリ に 
Windows を 組み 込む よう に し て くだ さい 。 以 前 の 設定 を 生か し た いと きだ け 
[Enterl キー を 押し て くだ さい 。 


現在 組み 込ま れ て いる ディ スプ レイ アダ プ タ は エン ハン ス ド モー ド 
で は サポ ー ト され て いま せん 。 


すでに 組み 込ん で ある ディ スプ レイ 用 の ドラ イ バ は 、Windows 3.1 で は ス 
ンダ ー ド 正己 下 で し か 使 呈 ませ ん 。 


現在 使用 し て いる MS-D O S で は Windows を 実行 で きま せん 。 


Windows 3.1 を 動か す に は 、MS-DOS 6.2、MS-DOS 5.0 ま た は M 
S-DOS 3.1 L33 以 上 が 必要 で す 。 こ れ ら より 以前 の MS-DOS を お 使 
い の 方 は 、 新 た に 各 機 種 の 条件 に 合っ た MS -DOS を ご 用 意 く だ さい 。 

Windows 3.1 を 効率 よく お 使い に な る に は 、MS-DOS 5.0 ま た は MS- 
DOS 6.2 を お 使い くだ さい 。 


この タイ プ の コン ピュ ー タ に は Windows を 組み 込め ませ ん 。 


この メッ セー ジ が 表示 され た ら 、Windows 3.0 と 同じ ディ レク トリ に 
Windows 3.1 を 組み 込ん で くだ さい 。Windows 3.0 の ファ イル を 利用 し て 、 
Windows 3.1 を 組み 込め ます 。 

Windows 3.0 を 組み 込ん で な いと き は 、Windows 3.0 を 組み 込ん を で か ら 
Windows 3.1 を 組み 込ん で くだ さい 。 
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これ ら の プロ グラ ム を 常駐 し た まま セッ ト ア ッ プ や Windows を 実行 
する と 、 シ ステ ム が ハン グ ア ッ プ す る こと が あり ます 。 


現在 動い て いる 常駐 プロ グラ ム と Windows セ ッ ト ア ッ プ は 同時 に 動か せま 
せん 。 セ ッ ト ア ッ プ を 終了 し て 、AUTOEXEC.BAT や CONF {I G. 
SYS の 中 か ら 常 駐 プ ログ ラム の 行 を 削除 し て くだ さい 。 

常駐 プロ グラ ム の 中 に は 、 設定 を 変え る と Windows セ ッ ト ア ッ プ と 同時 に 
動か せる も の が あり ます 。 詳 し い 設定 に つい て は 、 各 プロ グラ ム の マニ ュ ア 
ル を お 読み くだ さい 。 


シス テム メモ リ 不 足 の た め 、 以 前 の バー ジョ ン の Windows を 更新 
で きま せん 。 


メイ ン メモ リ が 不足 し て いる た め 、 以 前 の バー ジョ ン の Windows の 
SYSTEM. IN Ii を 読み 込め ませ ん で し た 。 こ の よう な と き は 、 以 前 の 
バー ジョ ン の Windows を 更新 する こと が で きま せん 。 

Windows セ ッ ト ア ッ プ を 実行 する に は 、 メ イン メモ リ に 400K バ イト 程度 
の 空き が 必要 で す 。 「 セ ッ ト ア ッ プ 前 の 準備 」 (P.10) を 読ん で 、 空 き メ モ 
リ を 増やし て 再び セッ ト ア ッ プ し て くだ さい 。 


シス テム メン テ ナ ン ス 作業 の た め に セッ ト ア ッ プ を し よう と し て 
いま す が 、Windows シ ステ ム 上 に 組み 込ま れ て いま せん 。 


Windows 3.1 が 正しく 組み 込ま れ て いな い の に 、Windows 3.1 の 設定 を 変 
更 す る た め に Windows セ ッ ト ア ッ プ を 実行 し よう し て いま す 。 
Windows 3.1 を ハー ド ディ スク に 正しく 組み 込ん で くだ さい 。 


シス テム 上 に ある SETUP.INF フ ァイル は 、WINSETUP. 
EXE と バー ジョ ン が 異な る た め 使用 で きま せん 。 


Windows 3.1 の セッ ト ア ッ プ は 、SETUP.INF に 書い て ある 内 容 に 
し た が っ て 行わ れ て いま す 。 

この SETUP. INF の 内 容 が Windows セ ッ ト ア ッ プ の バー ジョ ン と て 違 
う バ ー ジ ョ ン で 書か れ て いる た め セ ッ ト ア ッ プ で きま せん 。 

その まま セッ ト ア ッ プ を 続け る こと も で きま す が 、 安 全 の た め に も う 一 度 
最初 か ら セ ッ ト ア ッ プ し て くだ さい 。 
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シス テム 上 の XMS ドラ イ バ は 、Windows と 互換 性 が あり ませ ん 。 


現在 使わ れ て いる メモ リ 管 理 リ フト は 、Windows 3.1 と 共存 で きま せん 。 

同じ メモ リ 管 理 リ ソフ ト を 使い た い 場 合 は 、Windows 3.1 に 対応 し た バー ジョ 
ン が ある か どう か 、 そ の ソフ トメ ー カ ー に ご 相談 し て くだ さい 。 特 に その メ 
モリ 管理 ソフ ト を 使う 必要 が な けれ ば 、CONF IG.SYS か ら そ の メモ 
リ 管理 ソフ ト を 取り 除い て くだ さい 。CONF IG.SYS の 修正 に つい て 
は 、「 問 題 解決 の た め の テ クニ ッ ク 」(P.154) を お 読み くだ さい 。 


指定 され た ドラ イブ お よび ディ レク トリ を 作成 する こと が で きま せ 
ん 。 


ディ レク トリ が 作成 で きま せん 。 原 因 と し て は 次 の よう な こと が 考え られ 
ます 。 

・ 指 定 し た ディ レク トリ の 親 デ ィ レ クト リ が 書き 込み 禁止 で ある 

・ 指 定 し た ディ レク トリ の 親 デ ィ レ クト リ が 存在 し な い 

・ 指 定 し た ドラ イブ が 存在 し な い 


[Enter] キー を 押し た あと 、 正 し い デ ィ レ クト リ 名 を 入れ て 、 セ ッ ト ア ッ 
プ を 続行 し て くだ さい 。 


指定 され た 場所 に OEMSETUP.INF フ ァイル が あり ませ ん 。 


指定 し た ディ レク トリ や ドラ イブ に OEMSETUP. INF が あり ませ 
ん 。 弊社 や 各 メ ー カ ー が 添付 し た デバ イス ドラ イ バ の ディ スク を 指定 し た 
と き は 、Windows 3.1 対 応 の ドラ イ バ か どう か を 確認 し て くだ さい 。 わ か ら 
な いと き は 、 各 メー カー に ご 相談 くだ さい 。 

ディ レク トリ や ドラ イブ の 指定 を 間違っ た と き は 、 正 し い デ ィ レ クト リ 名 
や ドラ イブ 名 を 入れ て くだ さい 。 


実行 し て いる ディ レク トリ と 同じ ディ レク トリ に Windows 3.1 を 
組み 込む こと は で きま せん 。 


Windows セ ッ ト ア ッ プ を 実行 し て いる ディ レク トリ に 、 新 た に Windows 
3.1 を 組み 込む こと は で きま せん 。 別 の ディ レク トリ を 指定 し て くだ さい 。 
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セッ ト ア ッ プ エラ ーSETUP.INF フ ァイル が 壊れ て いま す 。 


Windows 3.1 の セッ ト ア ッ プ の 作業 は 、SETUP. INF に 書い て ある 
内 容 に し た が っ て 行わ れ て いま す 。 こ の ファ イル が な ん ら か の 原因 で な く な 
っ た り 、 壊 れ た り し た 場合 に この メッ セー ジ が 表示 され ます 。 

も し 、 セ ッ ト ア ッ プ CD-ROM か ら ハー ド ディ スク へ ヘコ ピー し て いる 
と き に 表示 され た ら 、 セ ッ ト ア ッ プ CD-ROM 中 の SETUP.INF に 
異常 の ある こと が 考え られ ます 。 

一 度 Windows 3.1 を 組み 込ん だ あと で 、 設 定 を 変え よう と し て いる と き に 
この メッ セー ジ が 表示 され た ら 、 セ ッ ト ア ッ プ を 中 止 し て 、 セ ッ ト ア ッ プ 
CD-R OM の win31 デ ィ レ クト リ の 中 か ら SETUP.INF を コピ ー し て 
くだ さい 。 


セッ ト ア ッ プ エラ ーSETUP.INF フ ァイル を ロー ド で き な い 
た め 続 行 で きま せん 。 


セッ ト ア ッ プ は 、 最 初 に セッ ト ア ッ プ CD-ROM か ら SETUP.INF 
を メモ リ 上 に 読み 込み ます 。 こ の と き 、 メ モリ が 不足 し て いる と SETUP. 
I NF を 途中 まで し か 読み 込め ませ ん 。 

Windows セ ッ ト ア ッ プ を 実行 する に は 、 メ イン メモ リ に 400K バ イト 程度 
の 空き が 必要 で す 。 「 セ ッ ト ア ッ プ 前 の 準備 」 (P.10) を 読ん で 、 空 き メ モ 
リ を 増やし て 再び セッ ト ア ッ プ し て くだ さい 。 


セッ ト ア ッ プ エラ ーSETUP.INF フ ァイル を 読み 込め ませ ん 。 


Windows 3.1 の セッ ト ア ッ プ は 、SETUP.INF に 書い て ある 内 容 に 
し た が っ て 行わ れ て いま す 。 こ の ファ イル が な ん ら か の 原因 で な く な っ た り 、 
壊れ た り し た 場合 に この メッ セー ジ が 表示 され ます 。 

も し 、 セ ッ ト ア ッ プ CD-ROM か ら ハ ー ド ディ スク へ コピ ー し て いる 
と き に 表示 され た ら 、 セ ッ ト ア ッ プ CD-ROM 中 の SETUP.INF に 
異常 の ある こと が 考え られ ます 。 

また 、 一 度 Windows 3.1 を 組み 込ん だ あと で 、 設 定 を 変え よう と し て いる 
と き に この メッ セー ジ が 表示 され た ら 、 セ ッ ト ア ッ プ を 中 止 し て 、 セ ッ ト ア 
ッ プ CD-R OM の win31 デ ィ レ クト リ の 中 か ら SETUP. INF を コピ ー 
じ で く 沖 き MN8 
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セッ ト ア ッ プ エラ ーSETUP.1INI フ ァイル を 変更 する こと が 
で きま せん 。 


セッ ト ア ッ プ の 状態 を 記録 し て 、 次 に 設定 を 変更 する と き に 参照 され る の 
が 、SETUP. I NI で す 。 セ ッ ト ア ッ プ の 状態 を 記録 する た め に 、 
SETUP. IN1I は 、Windows セ ッ ト ア ッ プ を 実行 する た びに 変更 され ま 
す 。 こ の ファ イル が な ん ら か の 理由 で 変更 で き な い か 、SETUP.INI 
を 読み 込む た め の メ モリ が 不足 し て いる と き に 、 こ の メッ セー ジ が 表示 され 
沿 

SETUP.INI が 書き 込み 禁止 に な っ て いた ら 、attrib コ マン ド を 次 
の よう に 実行 し て 、 書 き 込 め る よう に し て くだ さい 。 

め gr25 -7 se の .2m7 [Enter] 


Windows セ ッ ト ア ッ プ を 実行 する に は 、 メ イン メモ リ に 400K バ イト 程度 
の 空き が 必要 で す 。 「 セ ッ ト ア ッ プ 前 の 準備 」 (P.10) を 読ん で 、 空 き メ モ 
リ を 増やし て 再び セッ ト ア ッ プ し て くだ さい 。 


セッ ト ア ッ プ エラ ーWindows の シス テム 設定 ファ イル 


SYSTEM.INI を 変更 する の に 必要 な メモ リ が 足り ませ ん 。 


SYSTEM.INI を 変更 で き な か っ た と き に 、 こ の メッ セー ジ が 表示 
され ます 。 原因 と し て 次 の 2 つが 考え られ ます 。 

・Windows セ ッ ト ア ッ プ を 動か す の に 必要 な メイ ン メモ リ が 足り な い 
・SYSTEM. I N 1I の 大 き さ が 32K バ イト を 超え た 


どちら の 場合 も 、 セ ッ ト ア ッ プ を 中 止 し て 、 メ イン メモ リ の 空き を 増 や 
し て か ら セ ッ ト ア ッ プ を や り 直 し て くだ さい 。 


セッ ト ア ッ プ エラ ーWindows の 組み 込み に 必要 な WIN.COM 
ファ イル を 作成 で き な い た め 、 続 行 で きま せん 。 


Windows 3.1 を 起動 する W I N.COM は 、 セ ッ ト ア ッ プ の と き に 作成 さ 
れ ま す 。 な ん ら か の 理由 で この ファ イル が 作成 で き な い と き は 、 こ の メッ セ 
ー ジ が 表示 され ます 。 

主 な 原因 と し て 、. 次 の 5 つが 考え られ ます 。 

・ デ ィ ス ク の 空き 容量 が な い 

・W IN.COM が 書き 込み 禁止 に な っ て いる 

・W IN.COM を 作る た め の 元 と な る ファ イル が な い 
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・SETUP.INF や OEMSETUP. INF に 書か れ た 内 容 が 間違っ て 
いる 
・W I N.COM を 作る た め の 元 と な る ファ イル が 破壊 され て いる 


W IN.COM が 書き 込み 禁止 に な っ て いる と き は 、attrib コ マン ド を 次 
の よう に 実行 し て 書き 込め る よう に し て くだ さい 。 
4> o77720 -7 7.COM 


また 、 コ ンピュータ ウィ ルス か ら の 保護 を 目的 に 、 自 動 的 に . COM や 
.EXE の ファ イル を 書き 込み 禁止 に する ソフ トウ ェ ア も あり ます 。 こ の よ 
うな ソフ トウ ェ ア を 使っ て いる と き は 、 そ の 機能 を 停止 し て セッ ト ア ッ プ を 
や り 直 し て くだ さい 。 

また 、 デ ィ ス プレ イ や ネッ トワ ー ク の 設定 が 標準 的 な 設定 で な い 場 合 、 
W IN.COM の 元 と な る ファ イル が 不足 し た り 、SETUP.INF や 
OEMSETUP.INFEc と 実際 の ディ スク の 内 容 が 一 致し な か っ た りす る 
こと が あり ます 。 

この よう な と き は 、 セ ッ ト ア ッ プ を 中 止 し て カス タム セッ ト ア ッ プ で セ 
ッ ト ア ッ プ を や り 直 し て くだ さい 。 


セッ ト ア ッ プ エラ ーWindows の 組み 込み に 必要 な ファ イル X.X 
見 つか り ま せん で し た 。 


セッ ト ア ッ プ ディ スク また は セッ ト ア ッ プ CD-R OM の 中 に 、 表 示さ 
れ て いる ファ イル が あり ませ ん 。 正しい セッ ト ア ッ プ ディ スク また は セッ 
ト ア ッ プ CD-R OM が 入っ て いる に も か か わら ず 、 メ ッ セ ー ジ が 表示 され 
る よう な ら 、dir コ マン ド を 次 の よう に 実行 し て 、 デ ィ ス ク の 内 容 を 確認 
て くだ さい 。 


Q> 977 \p73 7.X [Enter」 
「 フ ァイル が 見 つか り ま せん 」 と 表示 され れ ば 、 セ ッ ト ア ッ プ ディ スク 


また は セッ ト ア ッ プ CD-R OM に 問題 が あり ます 。 ユ ー ザ ー サポ ー ト に 
相談 し て 新しい ディ スク を 入手 し て くだ さい 。 
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セッ ト ア ッ プ エラ ー フ ァイル X.X を 読み 込み また は 作成 で きま せ 
ん 。 

正しい セッ ト ア ッ プ ディ スク また は セッ ト ア ッ プ CD-R OM が 入っ て 
いる に も か か わら ず 、 こ の メッ セー ジ が 表示 され た 場合 は 、 ユ ー ザ ー サポ 
ー ト まで ご 連絡 くだ さい 。 


続行 で きま せん 。 コ マン ド ライ ン が 長 す ぎ ま す 。 


指定 し た ディ レク トリ 名 が MS-DOS の 命名 規則 に し た が っ て いま せん 。 
MS-DOS で 指定 で きる 次 の よう な ディ レク トリ 名 に 変更 し て くだ さい 。 


[ドラ イブ 名 ] : [ディ レク トリ 名 ] \ [ディ レク トリ 名 ] 
[ディ レク トリ 名 ] に は 、 半 角 8 文字 と 拡張 子 半角 3 文字 が 使え ます 。 た 
と えば 次 の よう な ディ レク トリ は 正しい ディ レク トリ 名 で す 。 
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自分 の 設定 し た ディ レク トリ 名 を 確認 し て くだ さい 。 


ディ スク 容量 不足 の た め Windows を セッ ト ア ッ プ で きま せん 。 


ハー ド ディ スク の 空き 容量 が 十分 で は あり ませ ん 。 画面 上 に 表示 され て い 
る バイ トト 数 以上 の 空き 容量 の ある ハー ド ディ スク が 必要 で す 。 十分 な 空 
容量 の ある 別 の ドラ イブ が あれ ば 、 そ の ドラ イブ の ディ レク トリ を 指定 し て 
くだ さい 。 

ディ スク の 空き 容量 を 多く する に は 、 セ ッ ト ア ッ プ を 終了 し て 、 不 必要 な 
ファ イル を 削除 し て くだ さい 。 フ ァイル を 削除 する 場合 は 、 そ の ファ イル が 
本 当 に 必要 な いか どう か に 注意 し て くだ さい 。 特 に 、 フ ァイル の 内 容 が わか 
ら な いと き に は 、 不 用 意 に 削除 し な いよ うに し て くだ さい 。 


ドラ イブ X へ の 書き 込み が で き な い た め 、Windows セ ッ ト ア ッ プ 
を 終了 で きま せん 。 


ドラ イブ ※ メ へ 書き 込め ませ ん 。Windows セ ッ ト ア ッ プ を 中 止 し て 、 ド ライ 
ブ メ を 使わ ず に セッ ト ア ッ プ し 直し て くだ さい 。 

また 、 ド ライ ブ X※ が 正常 に 動く よう に する に は 、 ド ライ ブ の メー カー に ご 
相談 し て くだ さい 。 
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ネッ トワ ー ク ドラ イブ X : ロ ー ド 中 の エラ ー 


ネッ トワ ー ク ドラ イブ か ら の ファ イル を コピ ー し た り 、 デ ィ レ クト リ を 
読ん を だ り し て いる と き に 、 ネ ットワーク と の 接続 が 切れ まし た 。 

ほとん どの 場合 は 、 ネ ットワーク が 接続 され て いな か っ た り 、 他 の ユー ザ が 
ー の ネッ トワ ー ク へ の アク セス が 頻繁 で 、Windows セ ッ ト ア ッ プ が アク セス 
で き な か っ た り し て いる と き に エラ ー が 表示 され ます 。 単に ネッ トワ ー ク へ 
の アク セス が 頻繁 で 、Windows セ ッ ト ア ッ プ が アク セス で き な い だ け で あれ 
ば 、 も う 王 度 き 札 デ も て くだ さん 

何 度 や っ て も エラ ー が 表示 され る と き は 、 ネ ットワーク と の 接続 が 正常 に 
で き て いな い 可 能 性 が あり ます 。Windows セ ッ ト ア ッ プ を 終了 し 、 ネ ッ ト ワ 
ー ク を 接続 し 直し て 再び セッ ト ア ッ プ する か 、 ネ ットワーク を 使わ ず に フロ 
ッ ピ ー ディ スク か ら 直 接 ハ ー ド ディ スク に セッ ト ア ッ プ し て くだ さい 。 


ハー ド ディ スク の 容量 が 不足 し て いる た め 、 全 て の Windows フ ァ 
イル を 作成 する こと が で きま せん 。 


高速 セッ ト ア ッ プ の と き 、 ハ ー ド ディ スク の 空き 容量 が 足り な い の で 、 
アク セ サ リ や ゲー ム を 含ん だ すべ て の ファ イル は 組み 込め ませ ん が 、 プ ログ 
ラム マネ ー ジ ャ や ファ イル マネ ー ジ ャ 、 コ ント ロー ル パネ ル な ど 、 必 要 
最低 限 の ファ イル を 組み 込め る 場合 に 、 こ の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 
この まま セッ ト ア ッ プ を 続行 する と 、 利 用 で き な い 機能 も ちり ます が 、 必 
要 最 低 限 の 機能 は 組み 込 れ まれ ます 。 

すべ て の ファ イル と 機能 を 組み 込み た いと き は 、 セ ッ ト ア ッ プ を 中 止 し て 
不 必要 な ファ イル を 削除 し て か ら 、 も う 一 度 セ ッ ト ア ッ プ し て くだ さい 。 フ 
ァイル を 削除 する 場合 は 、 そ の ファ イル が 本 当 に 必要 な いか どう か に 注意 し 
て くだ さい 。 特 に 、 フ ァイル の 内 容 が わか ら な いと き に は 、 不 用 意 に 削除 し 
な いよ うに し まじ し まう >。 


ファ イル X. X を コピ ー で きま せん 。 こ の ファ イル と 同じ 名 前 の 
書き 込み 禁止 ファ イル が すでに 転送 先 の ディ レク トリ に 存在 し て 
いま す 。 


Windows 3.1 を 組み 込む ディ レク トリ に 、 す で に 同じ 名 前 の ファ イル が あ 
り ま す 。 通常 は 、 す で に ある ファ イル が 新しい ファ イル に 置き 換え られ ます 。 
組み 込む ディ レク トリ に ある ファ イル が 書き 込み 禁止 に な っ て いる と 、 新 し 
い フ ァイル に 置き 換え られ な い の で 、 こ の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 

セッ ト ア ッ プ を 終了 し て 、 組 み 込 む デ ィ レ クト リ に ある ファ イル メメ. X に 
対し て attrib コ マン ド を 以下 の よう に 実行 し て くだ さい 。 


セッ ト ア ッ プ の メッ セー ジ と 解決 法 169 


重吉 


時 ママ と 団 
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ルル gtf775 -7 7.X [Enter] 


これ で 書き 込み が で きる よう に な り ま す 。 こ の よう に 操作 し て か ら 、 再 び 
セ 9 記 アッ ジ し て くだ さい 。 


ファ イル の コピ ー 中 に ディ スク の 容量 が 足り な く な り ま し た 。 


ディ スク の 空き 容量 が 足り な く な っ た と き に 、 こ の メッ セー ジ が 表示 され 
ます 。Windows セ ッ ト ア ッ プ は 、 最 初 に 必要 な ファ イル サイ ズ を 参考 に 空 
き 容 量 が 十分 ある か どう か を 検査 し て 、 不足 し て いる 場合 は 事前 に メッ セー 
ジ を 表示 し ます 。 

し か し 、 デ ィ ス ク ドラ イブ の フォ ー マ ッ ト に よっ て は 、 同 じ フ ァイル を 
コピ ー し て も 、 予想 以上 に 空き 容量 が 少な く な る と き が あり ます 。 

ディ スク の 空き 容量 を 多く する に は 、Windows セ ッ ト ア ッ プ を 終了 し て 、 
不 必要 な ファ イル を 削除 し て くだ さい 。 フ ァイル を 削除 する 場合 は 、 そ の フ 
ァイル が 本 当 に 必要 な いか どう か に 注意 し て くだ さい 。 特 に 、 フ ァイル の 内 
容 が わか ら な いと き に は 、 不 用 意 に 削除 し な いよ うに し て くだ さい 。 


複 文節 変換 O A K が 登録 され て いま せん 。 


Windows 3.1 の セッ ト ア ッ プ を 行う と き 、MS-DOS で 複 文 節 変換 
OAK (FEP) が イン スト ー ル され て いな いと 、W INOAK 3 を 選択 す 
る こと が で きま せん 。 [F_3 ] キー を 押し て セッ ト ア ッ プ を 中 断 し 、「CD- 
ROM ド ライ ブ ドラ イ バ と OAK の イン スト ー ル 」 (P.45) を 参考 に 、 
MS-DOS で 複 文 節 変換 0AK (FEP) を イン スト ー ル し て くだ さい 。 


メモ リ 不 足 の た め 終 了 す る こ と が で きま せん 。 


メモ リ が 不足 し て いる た め 、Windows セ ッ ト ア ッ プ を 正常 に 終了 で きま せ 
ん 。MS-DOS を 再起 動 し て 、 空 き メ モリ を 確認 し て くだ さい 。 
Windows セ ッ ト ア ッ プ を 実行 する に は 、 メ イン メモ リ 400K バ イト 程度 
の 空き が 必要 で す 。 「 メ イン メモ リ の 設定 」 (P.64) を 読ん で 、 空 き メ モ 
リ を 増やし て 再び セッ ト ア ッ プ し て くだ さい 。 


ユー ザー 用 の Windows フ ァイル を 識別 で きま せん 。 


Windows の 実行 方 法 や アプ リケーション に 関す る 設定 を 記録 する ファ イル 
に 、SYSTEM.IN1I や WIN. IN1I が あり ます 。Windows セ ッ ト ア ッ 
プ は 、 こ れ ら の ファ イル を 参考 に セッ ト ア ッ プ し ます 。 こ の ファ イル が 見 つ 
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か ら な か っ た り 、 壊 れ た り し て いる と き に 、 こ の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 
一 度 古 い バ ー ジ ョ ン の Windows デ ィ レ クト リ を 削除 する か 、 別 の ディ レク 
トリ に Windows 3.1 を セッ ト ア ッ プ し て くだ さい 。 
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硬 g 室 


ママ と 国 


MS 


M 


Pe mm ーー ュー 3 Cr 00ch 提 is ご 『 を 1 _ 回 
軸 ーー イィ ーー リト オデ 上 還 人 0 Se 
ー ベ = 村 ド 
0 で 呈 EL 『 ーー トー デー Se つこ に 1 に た ココ jm 
に 


1 


ーー ーー や ーー 


機能 ガイ ド 


『 機 能 ガ イド 』 に 記述 され て いる 内 容 の 変更 点 を 以下 の 表 に まとめ まし た 。 


左側 に 記述 され て いる 『 機 能 ガ イド 』 の 内 容 を 、 右 に 記述 され て いる 内 容 に 置き 換え て お 読 
みく だ さい 。 


で | 章 Windows の 基本 知識 


変更 後 


〇 ファ イル マネ ー ジ ャ の 場合 〇 ファ イル マネ ー ジ ャ の 場合 
(PIEF フ ァイル を 使っ て アプ リ ケ ー ン シ | P IF エディ タ に つい て は 、 本 書 の 
ョ ン を 起動 する 方 法 は 、7 章 「PIF エ | 「P IF エディ タ 」 (P.100) を お 読み 


ディ タ 」 を お 読み くだ さい ) 。 くだ さい 。 


PITIF ファ イル の 作り 方 と 変え 方 は 、 P IF ファ イル の 作り 方 と 変え 方 は 、 
7 草 「PIEF エディ タ 」 で 説明 し ます 。 | 本書 の 「PIEF エディ タ 」 (P.100) 
を お 読 みく だ さい 。 


@2 章 プロ グラ ム マネ ー ジ ャ 


変更 後 


PITF エディ タ に つい て は 、7 章 「P | PIF エディ タ に つい て は 、 本 書 の 
IF エディ タ 」 を お 読み くだ さい 。 「P IF エディ タ 」 (P.100) を お 読み 
る だき Ne 
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信 4 章 コン トロ ー ル パネ ル 


配色 を 選ぶ に は 


^- ツ | VGA は 16 種 類 の 純 色 を 表示 で き 、256 


配色 を 選ぶ に は 
16 色 表示 の ディ スプ レイ で は 16 種 類 の 純 


色 ア ダ プ タ は 20 色 の 純 色 を 表示 で きま す 。| 色 を 表示 で き 、256 色 表示 の ディ スプ レ 


標準 的 な 項目 に つい て は 、 次 の 手順 の 中 
の 表 を 見 て くだ さい 。 ハ ー ド ウェ ア の 設 
定 に つい て は 、 次 の 「 シ リア ルポ ー ト 用 
の ハー ドウ ェ ア の 設定 を する に は 」 で 説 
明 し ます 。 


図 13 


「 シ リア ルポ ー ト の 設定 」 画 面 


シリ アル ポー ト 用 ハー ドウ ェ ア の 設定 を 
する に は (全文 章 ) 


イ で は 20 色 の 純 色 が 表示 で きま す 。 


256 色 表示 で は 異な る 256 色 
を 同時 に 表示 で きま す が 、 
ここ で は 、Windows 3.1 が 
定め る 基本 の 20 色 を 指し て 
いま す 。 


IL 


標準 的 な 項目 に つい て は 、 次 の 手順 の 中 
の 表 を 見 て くだ さい 。FM TOWNS 
で は ハー ドウ ェ ア の 設定 は 不要 で す 。 


FM TOWNS で は COM1 か ら CO 
M 4 に 加え て COM 5 も 表示 され ます 。 


FM TOWNS で は 設定 は 不要 で す 。 


LL デ * 


「 シ リア ルポ ー ト COM1 
の 設定 」 画面 に ある 。 
[ ハ - ト 9:7 の 設定 ] ボタ ン を 
押す と 、 メ ッ セ ー ジ が 表示 
され ます 。 


機能 ガイ ド 読み 替え 表 175 
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信 5 章 プリ ント マネ ー ジ ャ 


表 1 プリ ンタ 接続 先 

[E PT〕 IBM Personal Pagepri 
nter 用 。 こ の 接続 先 を 使う 場合 に は 、 特 
殊 な ボー ド を コン ピュ ー タ に 組み 込む 必 
要 が あり ます 。 


表 3 

[ タイ ム ア ウ ト 時 間 の 設定 ] の 項目 
プリ ンタ が 新しい 情報 を 受け 取れ な く な 
っ て か ら 、 そ れ を 知ら せる メッ セー ジ を 
表示 する まで の 時 間 を きめ ます 。 プ リン 
タ の 中 に ある 情報 が 処理 され る と 、 プ リ 
ンタ の メモ リ が クリ ア さ れ て 新しい 情報 
を 受け 付け る よう に な り ま す 。 標準 設定 
は 、PostScript 以 外 の プリ ンタ の 場 
合 に は 45 秒 で 、PostScript プ リン タ 
の 場合 に は 90 秒 で す 。 
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FM TOWNS で は 必要 あり ませ ん 。 


FM TOWNS で は サポ ー ト し て いま 

せん 。 プ リン タ が 処理 を 終了 し て 次 の デ 
ー タ を 受け 付け る まで 待ち ます 。 中 止 す 
る 場合 に は プリ ント マネ ー ジ ャ か ら 印 

刷 の 中 止 を 指定 し て くだ さい 。 


@6 章 MS-DOS ア プリ ケー ショ ン 


MS-DOS 
「 画面 表示 の 設定 一 一 [優先 


) 設 5 
⑱ り ウィ 7 小 ウ 内 表示 (W) 
w) コア の ラウ > ト 人 F い 2 
を 人 婦 旨 キ 1 つう ル ゼリー> 表 示 (U) 
っ ウッ 39 直 AA 
タス ク オプ ショ ン の 選択 


他 の ア 時 を (上 めで 寒 社 な 口 他 の アロ 23 ム を 止め て 実行 ⑭ 
の アロ 2 う ム を 止め て 0 

ロ 人 の 7 ロ 2 う ム を 、 全 人 ⑳ ロッ 2 クラ 2" で も 実行 (B) 

ロリ ルッ グラ ウト で も 宏行 (B) 


Pa テコ ビデ モリ の コ ビ "- 
| | [ 引 Wr、 | こ @ 革 介 (C) 例 詩 出 
EEE 考 制 終了 (1 〇 ゲカ 22 キ 修 (G) | NM Z3 プ ネト K 
PO 強制 終了 (1).… 


※ 追 加 さ れ た ボタ ン の 説明 は 、 こ の あと 
「 記 述 追 加 」 を 読ん で くだ さい 。 


いろ いろ な アク セ サ リ 


表 5 
[Not] 【 一 】 キー ビッ ト ご と の 反転 を | [Not] 【 】 キー ビッ ト ご と の 反転 を 
計算 し ます 計算 し ます 


@ シ ステ ム の 互換 性 に 注意 する 


レコ ー ダ ー は 、 マ ウス 動作 が 記録 され た | レコ ー ダ ー は 、 マ ウス 動作 が 記録 され た 

シス テム の 画面 解像度 に 依存 され ます 。 | シス テム の 画面 解像度 に 依存 し ます 。 マ 

マク ロ に マウ ス 動 作 が 含ま れ て いる 場合 、 ク ロ に マウ ス 動 作 が 含ま れ て いる 場合 、 

記録 し た と き と は 人 違う ディ スプ レイ ボ | 記録 し た と き と は 違う ディ スプ レイ サ 

ー ド を 利用 する シス テム で マク ロ を 使う | イズ や 、 シ ステ ム フォ ント の サイ ズ の 

と 、 そ の マク ロ は 正しく 働き ませ ん 。 下 で マク ロ を 使う と 、 そ の マク ロ は 正 し 
く 働き ませ ん 。 
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ョ ル 層 般 融 了 


挙 虹 単 


で 記述 の 追加 


「 ア クセ ス キー の 設定 」 の 最後 に 追加 する 


/ ノ 親指 シフ トキ ー ボ ー ド を お 使い の か た は 、 ア クセ ス キー の 設定 の 際 
問 に 、 [カタ カナ ] オプ ショ ン ボタ ン を 選択 で きま せん 。 


「 較 [強制 終了 ] ボタ ン 」 の 前 に 追加 する 

田 [ウィ ンド ウ 表 示 モ ー ド ] 
[画面 表示 の 設定 ] の [ウィンドウ 内 表示 ] を 指定 し た 場合 、 画 面 に 表示 され る 
内 容 を 指定 する と き に 使い ます 。 


アプ リケーション を ウィ ンド ウ 表 示 に 切り 替え る と 、 ア プ 
リケーション が テキ スト と し て 出力 し て いる 内 容 の み が 表 
示さ れ ま す 。 

アプ リケーション を ウィ ンド ウ 表 示 に 切り 替え る と 、 ア プ 
リケーション が 出力 し て いる テキ スト と グラ フィ ッ ク の 内 
容 が 表示 され ます 。 こ の オプ ショ ン を 指定 する と 、 ウ ィ ン 
ドウ 表示 モー ド の 間 は アプ リケーション の 実行 が 一 時 的 に 
中 断 し ます 。 


4 [ウィ ンド ウ 表 示 モー ド ] の [テキ スト ] が 選択 され て いる 場合 に は 、 
の グラ フィ ッ ク を 使用 し て いる アプ リケーション を ウィ ンド ウ 内 で 動作 
させ て も 、 グ ラフ ィ ッ ク は 表示 され ませ ん 。 ま た 、 こ の 場合 に アプ リ 
ケー ショ ン が グラ フィ ッ ク の 描画 を 行う と 、 フ ルス クリ ー ン 表示 に す 

る まで 一 時 的 に 実行 が 中 断 さ れ ま す 。 
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圏 ビ デオ メモ リ の コピ ー 


[ビデ オメ モリ の コピ ー] は 、 


全体 の イメ ー ジ を [クリップボード] に コピ ー す る と き に 使い ます 。 


ど 


[画面 表示 の 設定 ] で [フル スク リー ン 表 示 ] が 指定 され て いる 場合 
の み 、【[ ビ デオ メモ リ の コピ ー] を 変更 で きま す 。 


キー また は [AI ] + キー で の ビデ オメ 
モリ の コピ ー は 、 テ キス ト の み を 対象 に し ます 。 

クリ ッ プ ボー ド に は 、 テ キス ト の 画面 イメ ー ジ が 文字 列 と 
し て コピ ー さ れ ま す 。 

キー また は [LA] + キー で の ビデ オメ 
モリ の コピ ー は 、 グ ラフ ィ ッ ク と テキ スト を 対象 に し ます 。 
クリ ッ プ ボー ド に は 、 グ ラフ ィ ッ ク と テキ スト の 画面 イメ 
ー ジ が 、 ビ ッ ト マ ッ プ イメ ー ジ に 変換 され て コピ ー さ れ 
ます 。 


機能 ガイ ド 読み 替え 表 


キー また は LAIt ] + [ 詞 誌 】 キー で 画面 
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